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序文

今回の報告書は、一乗谷川左岸の八地谷川周辺において実施した、複数の調査

成果をまとめたものです。調査区は、城戸ノ内町字斉藤・木蔵・雲正寺・八地に

所在し、八地谷川南岸の遺構（第 63• 112 • 114 • 137 • 143次調査）と北岸の遺構（第

113 • 118 • 128次調査）に大きく区分されます。

調査区は、八地谷川の扇状地に立地し、西から東へ下降する周辺の水田一帯は

通称「八地千軒」といわれ、予てから屋敷跡の存在が想定されていました。

昭和 63年の第 63次調査で多くの遺構が確認されたため、遺構の詳細を把握す

べく、平成 13年度の第 112次調査から本格的に調査に着手しました。

調査の結果、一乗谷川の左岸を南北に通る基幹道路から八地谷に向かって、 3

本の東西道路が確認され、道路、士塁石垣、溝で区画された武家屋敷や町屋を確

認することができました。伝説の八地千軒がここに姿を現したのです。

八地谷川南岸の第 112• 114次調査区では、大小 8つの区画が存在し、中段で

は武家屋敷、上段では掘立柱建物で構成される町屋とともに、馬の厩舎と考えら

れる礎石建物が見つかりました。遺物は、国内外の陶磁器に加え、八地谷川から

は石灯籠も発見されました。

八地谷川北岸の第 113• 118次調査区の中央付近は、大部分が削られていまし

たが、大小 5つの区画が存在し、調査区南北端で南北基幹道路から西へ延びる 2

つの東西道路を確認し、中段と上段との境において、土塁石垣で挟まれた南北道

路も確認することができました。最上段は石塔や火葬墓が発見され、墓域であっ

たと考えられます。遺物は、大量の国内外の陶磁器に加え、銅鏡、刀装具、碁石、

漆器、釣瓶、笏谷石製の井戸枠など実に多彩です。

第 128次調査は、八地谷北側の山裾に位置し、溝、礎石建物が確認されました。

周辺には、現在も多くの石塔が散見され、寺院が存在したのかもしれません。

調査から本書の刊行まで、歳月を要しましたが、本書が今後の戦国時代研究の

布石となれば幸いです。

結びになりましたが、本書の作成にあたり、文化庁をはじめ関係機関、地元の

皆様から多くのご支援をいただきました。ここに深く感謝申し上げます。

令和 5年 3月

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館

館長清水邦夫



例 言

1 本書は、幅井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館（令和 4年 10月まで福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館 以下、博物

館に略）および福井県教育庁埋蔵文化財調査センター（以下、県埋文に略）が特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡（福井

県福井市）において実施した計画的な発掘調査の成果を報告したものであり、第 21冊目にあたる。

2 本書で報告する調査は、国庫補助事業として、博物館と県埋文が平成 10年(1998)度から同 25年(2013)度まで

に実施したものである。各調査次の発掘調査期間、担当者は下記のとおりである。

調査機関：博物館

第 63次平 成 10年(1998) 12月2 日～同年 12月 19日 南洋一郎

第 112次平成 13年(2001)4月 2 日～同年 12月 27日 南洋一郎宮永一美

第 113次平成 14年(2002)4月 2 日～同年 12月 25日水野和雄佐藤桂水村伸行宮永一芙

第 114次平成 15年(2003)7月 1日～同年 12月 25日佐藤桂水村伸行

第 118次平成 17年(2005)4月 1日～平成 20年(2006)3月 31日 ［藤俊樹水村伸行宮永一芙千木良礼子

第 128次 平成 19年(2008)5月 15日～同年 7月 2 日 川越光洋藤田若菜

調査機関：県埋文

第 137次平成 24年(2012)5月 1日～同年 6月 8 日 櫛部正典川越光洋木村孝一郎藤田若菜

第 143次平成 25年 (2013)6月 6日～同年 7月 19日 櫛部正典松本泰典

3 本書を刊行するための出上遺物整理作業は、令和元年(2019)度から令和 4年(2022)度まで福井県立一乗谷朝倉

氏遺跡博物館で実施した。

4 本書は、発掘調森の記録類をもとに、鈴木篤英（当館主任）が編集・作成を担当した。木製品の樹種分析につい

ては渡邊英明（同学芸員）が担当した。

5 本書で、各調査次の発掘調査・環境整備事業概報（以下、概報と略す）や、これまでの成果発表の中で脚齢があ

る場合は、本書をもって訂正したものと了解されたい。

6 本書の遺構写真撮影は発掘調査担当者による。遺物写真撮影は鈴木が担当した。その他、本書作成に関わる業

務のうち、航空写真測量業務、遺構・遺物デジタルトレース業務の一部は下記に委託した。

航空写真測最業務：株式会社かんこう（第 112次） 株式会社イビソク（第 113• 114 • 118次） 株式会社田中地質コンサルタン

ト（第 137次）

遺構デジタルトレース業務：セントラル航業株式会社 株式会社エヌ・エム調査設計（令和 4年度）

遺物デジタルトレース業務： 株式会社文化財サービス（令和 3年度）

7 写真図版・挿図・表の遺物番号は符合する。写真の縮尺は不同である。

8 遺構の検出については、上層遺構を検出・記録した後、上層遺構を回避する形で下層遺構の検出・記録を行っ

ているため、各調査次の遺構全体図は上層遺構と下層遺構の一部が混在した形で表記している。調査区全体の

層位断面は現地で保存しているが、挿図中からは煩雑さを避けるため除外した。

9 本書における挿図中の水平レベルの表示は海抜高(m)を示し、方位は座標北を用いた。方位、座標は日本測地

系国上平面直角座標第VI系を使用した。標高や座標の数値については、測量全体図から算出した。建物の規模

は、柱の中心を想定して計測し、石積遺構、井戸、溝の規模は内寸で計測した。今回の報告書作成においても、

発掘調査の記録類に不十分な点が少なくなく、整合性を得るため、遺構や遺物ついては既報告を参考にしつつ

も、改めて再整理、再検討を行った。

10 本書で用いた遺構の略記号は次の通りである。

SA:土塁石垣、 SB:建物、 SD:溝、 SE:井戸・溜枡、 SF:石積施設、 SG:庭、 SK:土坑または土坑群・埋甕遺構、 SI:門、

ss: 道路、 sv: 石垣•石列、 sz: 暗渠、 sx: 石敷遺構・炉・カマド・不明遺構、 p: 小穴、 x: 遺物出土地点、

11本書に掲載した図面・写真および遺物は、一括して福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館に保管してある。

12発掘調査では、地元・地権者の方々の参加・協力を得た。遺物整理作業は博物館の会計年度任用職員が行った。
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(6)同（南東から）

(7)同（北西から）

PL. 10 第 112次調査第 l区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SX5059、SE5055、SD5044 • 5045 • 5073（西から）

(2)同（北東から）

PL. 11 第 112次調査第 I区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SX5069（南西から）

(2)SX5075（北西から）

(3)SB5036、SE5049（北西から）

(4) SF5053 • 5054 • SE5048（北西から）

(5) SF5053 • 5054（南東から）

(6) SE5048（南東から）

(7) SE5049（南から）

PL. 12 第 112次調査第1I区域城戸ノ内町字雲正寺

(1)第1I区域遺構全景（北西から）

(2)同遺構全景（南東から）

PL. 13 第 112次調査第II~V区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SB5034（北西から）

(2) SE5046（南西から）

(3)第m.w区域遺構全景（南東から）

(4)第m~v区域遺構全景（西から）

PL. 14 第 112次調査第rn区域城戸ノ内町字雲正寺

(l)SS5059（南東から）

PL. 15 第 112次調査第III• V区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SK5057（南東から）

(2)SD5040出士環状鉄製品 197 （北東から）

(3)第V区域遺構全景（南東から）

(4)同遺構全景（南西から）

PL. 16 第 112次調査第V区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SS260、SI4909、SX5065、SF5050、SV4902、

SD5038 • 5039、SZ5070（東から）

(2)同（南東から）

PL. 17 第 112次調査第V・VI・VIII区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SI4909（南東から）

(2) SF5050（南東から）

(3) SD5038、SX5065、SS260（南西から）

(4)第VI• VIII区域遺構全景（東から）

PL. 18 第 112次調査第VI・VIII区域 城戸ノ内町字雲正寺

(1) SD5041 • 5042 （南西から）
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(2) SD5039（南から）

(3) SS5059（南東から）

(4)SS5060(~tiがら）

(5)SD5042（南東から）



PL. 19 第 112次調査第VlII区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SD5042（東から）

(2)同（南東から）

(3) SX5360（南東から）

PL. 20 第 112次調査第VI・Vlll区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SS5060、SD5041• 5042（北東から）

(2) SS5060（北西から）

PL. 21 第 114次調査城戸ノ内町字雲正寺

(1)第 114次調査区遠景（南から）

(2)同遠景（南東から）

PL. 22 第 114次調査城戸ノ内町字雲正寺

(1)第 112• 114次調査区遺構全景（南西から）

PL. 23 第 114次調査城戸ノ内町字雲正寺

(1)第 114次調査区北側遺構全景（北西から）

(2)同南側遺構全景（東から）

PL. 24 第 114次調査第VI区域城戸ノ内町字雲正寺

(1)八地谷川、 SD5073、SV5063（北西から）

(2) SD5073、SV5063（北西から）

(3)同（北から）

(4)同（南東から）

(5)同（北から）

PL. 25 第 114次調査第VI区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SB5337 、 SK5344~5352 、 SE5333•5354·5355 （北西から）

(2)同（南西から）

(3)SE5354（南東から）

(4) SE5355（南東から）

PL. 26 第 114次調査第VI区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SB5035（北西から）

(2)SE5333（西から）

(3)SE5324（南東から）

(4)SB5325（北西から）

(5) SB5304 • 5311（西から）

PL. 27 第 114次調査第W区域城戸ノ内町字雲正寺

(l)SB5296、SK5291、SD5271~5273 （北西から）

(2)SB5296（西から）

(3) SK5291（南西から）

(4)SK5291出土越前焼揺鉢 96（西から）

(5)同出士石盤 212（西から）

PL. 28 第 114次調査第暉区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SK5236（北東から）

(2) SK5236出土越前焼壺 99（北東から）

(3) SS5272、SD5271• 5273（南西から）

PL. 29 第 114次調査第＂区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SB5225（北東から）

(2)SK5076（北東から）

(3) SX5239（南から）

(4)SF5218（南西から）

(5)SE5225（北東から）

PL. 30 第 114次調査第VIH区域城戸ノ内町字雲正寺

(1)第VIH区域遺構全景（北西から）

(2)同遺構全景（東から）

PL. 31 第 114次調査第VIH区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SS5185（西から）

(2) SE5184（南西から）

(3) SA5196（北東から）

(4)SB5191 • 5164 • 5165 • SA5191、SD5042（北東から）

PL. 32 第 114次調査第VIH区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SB5191（東から）

(2)SB5165（北西から）

(3)SB5165•5191 、 SK5173 、 SA5196 、 SD5176 （南東から）

(4)SB5166、SK5173、SD5175~5177（東から）

PL. 33 第 114次調査第VIH・IX区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SB5166、SK5173、SD5176（南西から）

(2)第IX区域遺構全景（南西から）

(3)同遺構全景（北東から）

PL. 34 第 114次調査第IX区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SB5200（南東から）

(2) SX5199（北東から）

(3)SE5198（東から）

(4)SD5163（南東から）

(5)SE5161、SX5160（南東から）

PL. 35 第 137次調査城戸ノ内町字木蔵・斉藤

(1)第 137次調査区遠景（東から）

(2)同遠景（南から）

PL. 36 第 137次調査城戸ノ内町字木蔵・斉藤

(1)第 137次調査区遠景（南から）

(2)同遠景（東から）

PL. 37 第 137• 143次調査城戸ノ内町字木蔵・斉藤

(1)第 137次Aトレンチ（北西から）

(2)同（南東から）

(3)同SA6802 （南西から）

(4)第 143次 4トレンチ SA6802断面（北西から）

(5)第 143次 3トレンチ、第 137次Aトレンチ SD4798

（南東から）

PL. 38 第 143次調査城戸ノ内町字木蔵・斉藤

(1) 3トレンチ SD4798（南東から）

(2)同（北西から）

(3) 1トレンチ、第 137次AトレンチSD4797（北西から）

(4) 1トレンチc-c'層位（南東から）

(5) 2トレンチ（北西から）

PL. 39 第 137次調査城戸ノ内町字木蔵・斉藤

(l)B—①トレンチ SV6806 （南東から）
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(2)同（南東から）

(3) B—②トレンチ SV6806 （北東から）

(4) B—③トレンチ SV6806 （南西から）

(5) B—④トレンチ SD6805 （南東から）

(6)同SV6812（南東から）

(7)同（北東から）

(8)B—④トレンチ SK6807 （南東から）

PL. 40 第 137次調査城戸ノ内町字木蔵・斉藤

(l)Cトレンチ水田石垣（北東から）

(2)同（北西から）

(3)Dトレンチ SE6808（西から）

(4) Eトレンチ（南東から）

(5)Fトレンチ SF6810、SV6809（北から）

(6)同SF6810（南東から）

(7)Gトレンチ SZ6811（北西から）

PL. 41 第 113次調査城戸ノ内町字木蔵・雲正寺

(1)第 113次調査区遠景（南から）

(2)同遠娯（北西から）

PL. 42 第 113次調査城戸ノ内町字木蔵・雲正寺

(1)第 113次調査区遠景（南東から）

(2)同遠景（北東から）

PL. 43 第 113次調査城戸ノ内町字木蔵・雲正寺

(1)第 I区域遺構全景（南から）

(2)第1I区域遺構全景（東から）

PL. 44 第 113次調査第 I区域城戸ノ内町字木蔵・雲正寺

(1) SA5095（北東から）

(2)同（南西から）

(3) SI5140（北西から）

(4) SD5096（南西から）

(5)同（北東から）

PL. 45 第 113次調査第 1区域城戸ノ内町字木蔵・雲正寺

(1) SA5092、SD5127、SZ5126（北東から）

(2) SZ5126（北東から）

(3) SB5188 • 5199（北西から）

(4)SD5124（南東から）

(5)同（北西から）

PL. 46 第 113次調査第1I区域城戸ノ内町字木蔵・雲正寺

(1) SK5100（南東から）

(2)同（南東から）

(3) SF5110（南東から）

(4)SF5097（北東から）

(5) SE5111（南東から）

(6)SE5099（南東から）

(7) SE5098（東から）

(8) SX5112（北東から）

PL. 47 第 113 次調査第 II• 田区域城戸ノ内町字木蔵・

雲正寺

(l)SX5112 • 5113（北東から）

(2)第III区域遺構全景（南東から）

PL. 48 第 113次調査第m区域城戸ノ内町字木蔵・雲正寺

(1) SA5094、SS2952、SA5130• 5136（北東から）

(2)同（南西から）

(3)SZ5131（南東から）

(4)SI5135（南東から）

(5)SI5137（南東から）

(6)SA5138、SS5090（南西から）

PL. 49 第 118次調査城戸ノ内町字雲正寺

(1)第 118次調査区遠景（北から）

(2)同遠最（北東から）

PL. 50 第 118次調査城戸ノ内町字雲正寺

(1)第 118次調査区遠景（南東から）

(2)同遠景（北から）

PL. 51 第 118次調査第V・VI区域城戸ノ内町字雲正寺

(1)第V区域遺構全景（北から）

(2)第V・VI区域遺構全景（南西から）

PL. 52 第 118次調査第N・V区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SD5992（南東から）

(2)同（北から）

(3) SD5991 ~5993（南東から）

(4) SS5994、SD5991~5993（北東から）

(5) SD5996 • 5999、-SS5994、SF6000（南西から）

PL. 53 第 118次調査第N~VI区域城戸ノ内町字雲正寺

(l)SF6000、SS6002（北西から）

(2) SF6000（南東から）

(3) SE5989 (~ヒカヽら）

(4)SE5998（南から）

(5)SB5997、SD5996（南西から）

PL. 54 第 118次調査第V区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SB5972 • 5973（北東から）

(2) SB5970 • 5972（南西から）

PL. 55 第 118次調査第V区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SB5973、SX5983（北東から）

(2) SS5988（北東から）

(3)SB6019（南西から）

(4)SF5964（北東から）

PL. 56 第 118次調査第VI区域城戸ノ内町字雲正寺

(1)第V区域遺構全景（南東から）

(2)同遺構全景（北東から）

PL. 57 第 118次調査第VI区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SD5850（北東から）

- lV — 



(2)SD5853（北東から）

(3) SS5860、SX5857、SD5869、SK6014・6015（北西から）

(4) SE5851（北東から）

(5)SE5866（南から）

PL. 58 第 118次調査第VI・VII区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) SK597 4（西から）

(2) SK6015（南から）

(3)SK6018（北東から）

(4)釉裏紅 238（北から）

(5) SV5907 • 5908（南東から）

PL. 59 第 118次調査第VII区域城戸ノ内町字雲正寺

(1) R-T46表士出土石塔類

(2) R-T46出士石塔類（南東から）

PL. 60 第 118次調査第VII区域城戸ノ内町字雲正寺

(1)第VII区域北側遺構全景（南西から）

(2) SK5943~5950（南東から）

(3)同（北東から）

(4)SV5908（南東から）

(5)同（東から）

(6)c-c'層位（北東から）

(7)SS5909（北西から）

PL. 61 第 128次調査城戸ノ内町字八地

(1)調査前風景（北から）

(2)同（南西から）

(3)上層面検出状況（東から）

(4)上層面遺構全景（南から）

(5)中層面検出状況（西から）

(6)中層面遺構全景（西から）

PL. 62 第 128次調査城戸ノ内町字八地

(1)下層面遺構全最（西から）

(2)SD6314（東から）

(3)SD6314出土青磁梅瓶 66（北西から）

(4) SD6312出士羽口 47（東から）

(5) C4付近出土土器（北西から）

(6)同（北西から）

PL. 63 第 63次調査 包含層出土士器、遺構出士士器

第 112次調査 包含層出土土器

PL. 64 第 112次調査 包含層出士土器、遺構出土土器

(1)包含層出士土器

(2)SV5063出土土器

(3)SX5074出士士器

(4)SE5046出土土器

(5)SB5034出土士器

PL. 65 第 112次調査遺構出土士器

(l)SS5059出土土器

(2) SD5039出士土器

(3)SD5040出土土器

(4) SK5057出士上器

(5)SF5051出士土器

(6)SX5066出士士器

PL. 66 第 112次調査 遺構出士土器、金属製品、土製品、

石仏、石製品

(l)SB5035出士土器

(2) SB5072 • 5031、SG5056出土上器

(3)SB5042出土上器

(4)小柄、五徳、環状鉄製品

(5)士錘、土製円盤、碁石

(6)石仏

(7)板石、台石、石灯籠

PL. 67 第 112次調査 石塔、銭貨、その他の遺物

(1)石灯籠宝珠、笠部、竿部 4面

(2)銭貨

(3)その他の遺物（縄文士器）

PL. 68 第 114次調査 包含層出上土器、遺構出上上器

(1)包含層出土士器

(2)包含層出土士器

(3)SB5325出士土器

PL. 69 第 114次調査遺構出上土器

(1) SE5355出土土器

(2) SK5291出土土器

(3) SK5236出土土器

(4)SB5225出上上器

(5)SE5225出土士器

(6)SF5218出土士器

(7)SA5183出士士器

PL. 70 第 114次調査 遺構出士士器、金属製品、士製品、

石製品

(l)SD5176出土士器

(2)SB5166出士土器

(3)SK5167出土士器

(4)SD5175出上土器

(5)SE5161出土土器

(6)鉄釘、火箸、飾金具、銅板

(7)土製円盤

(8)石硯

(9)砥石

(10)碁石

(11)バンドコ

PL. 71 第 114次調査石製品、木製品

(1)バンドコ

(2)石盤

(3)木製品
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第 137次調査 出士士器、金属製品、石製品、銭貨、

その他の遺物

PL. 72 第 113次調査包含層出士士器

PL. 73 第 113次調査 包含層出土土器、遺構出土上器

(1)包含層出土土器

(2) SK5100出土士器

(3) SK5100出土上器

(4) SF5110、SE5099出土土器

PL. 74 第 113次調査遺構出土土器

(1) SK6025出土士器

(2)SS5090出上土器

(3)SS2952出土士器

(4) SA5130出土土器

(5)SA5136出士土器

(6)SA5138出土士器

(7) SE5139出上土器

PL. 75 第 113次調査金属製品、士製品、木製品、石製品

(1)金属製品

(2)陶錘、土錘、士鈴

(3)土製円盤

(4)雑器、下駄

(5)石硯、砥石

(6)碁石

(7)バンドコ

(8)石盤

(9)石盤

PL. 76 第 113次調査石製品、石塔、その他の遺物、銭貨

(1)石臼、茶臼

(2)茶臼、石塔、その他の遺物、銭貨

第 118次調査包含層出士土器

PL. 77 第 118次調査包含層出土土器

PL. 78 第 118次調査包含層出士士器

PL. 79 第 118次調査 包含層出土土器、遺構出土士器

(1)包含層出土士器

(2)SD5996出土土器

(3) SD5993出士士器

(4)SF6000出土士器

(5)SS5994出土士器

(6)SS6002、SB5970出士土器

(7)SB5970土土器

(8)SB5973出土土器

(9)SB5972出土土器

PL. 80 第 118次調査遺構出土土器

(1) SD5973出土土器

(2)SE5964出土土器

(3)SE5962出土土器

(4)SD5966出上土器

(5) SK6023出士上器

(6)SK6027土士器

(7)SD6034出土土器

(8) SD5850出土士器

(9) SD5853土士器

(10) SE5851 • 5866出士土器

(ll)SK5974出土土器

PL. 81 第 118次調査 遺構出士士器、土製品、金属製品

(1) SK6026出士土器

(2)SK6014出土士器

(3) SK6030出士土器

(4) SK6036出土士器

(5)SV5908出土土器

(6)土製品

(7)金属製品

PL. 82 第 118次調査石製品

(1)石硯、砥石、舎利

(2)碁石

(3)バンドコ

PL. 83 第 118次調査石製品

(1)バンドコ、風炉、石鉢、石盤、石臼、茶臼、不明石製品

PL. 84 第 118次調査石製品

PL. 85 第 118次調査石塔

PL. 86 第 118次調査木製品

(1)漆器、雑器、釣瓶

(2)釣瓶

(3)木枠、板材

PL. 87 第 118次調査銭貨、その他の遺物

(1)銭貨

(2)その他の遺物（華南陶器、釉裏紅、種子、樺状樹皮、

鉛溶解片、鉄塊）

第 128次調査包含層出土土器

PL. 88 第128次調査 包含層出上土器、金属製品、土製品、

石製品、その他の遺物

(1)灰釉、鉄釉、青磁、白磁

(2)青磁

(3)弾丸、鉄釘

(4)羽口

(5)砥石

(6)石鉢

(7)風炉

(8)碁石

(9)銭貨、その他の遺物（石器）

(10)高麗青磁梅瓶

- VI一



挿図目次

第 1図 特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡調査地点…… 2

第 2図研究協議会開催風景．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 6

第 3図 八地谷川南岸・北岸の調査区と周辺の調査区

位置図．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 9

第 4図 第 63・ 112 • 114次調査区、第 137• 143次調査区、

第 113• 118次調査区、第 128次調査区位置図

............ ・...................................... ・・・ 10 

第 5図 第 112次発掘調査風漿(1~11)……………11 

第 6図 第 114次発掘調査風景(1~12)……………12

第 7図 第 143次発掘調査風景(1~6)、第 113次発掘

調査風景(7~10).................................13 

第 8図 第 113次発掘調査風景(1~12)……………14

第 9図 第 118次発掘調査風景(1~12)……………15

第 10図 第 118次発掘調査風景(1~8)、第 128次発掘

調査風景(9~12).................................16 

第 11図 第 63次調査位置図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..17 

第 12図 第 63 次調査 B~F トレンチ…………..… •19

第 13図 第 112・ 114次調査遺構全体図…………折込

第 14図第 1区域区画 ISV5063 、 SD4810.. …••… ••21

第 15図第 I区域区画 ISI4910 、 SZ5071• …..…..・21 

第 16図 第 I区域区画 ISD5044・5055、SX5069、SF5055

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22 

第 17図 第 I区域区画 ISB5036、SK5074、SF5053・5054、

SE5048 • 5049...... ・...... ・............ ・ ・........ 23 

第 18図第11区域区画IISB5034、SF5052、SE5047、SX5068

...................................................... 24 

第 19図 第田区域区画田 SS5059 断面・・・・・・..…••… ••24

第 20図第川区域区画illSS5059、SD5043・5039・5040、

SK5057、SE5046、第VI区域区画VISS5060、

SX5360、第VIII区域区両W SD5042 • 5041…25 

第 21図 第m区域区画illSK5057 断面…·・・・・・..•… ···26

第 22図第川区域区画川 SS5059、SD5043・5039・5040、

第w区域区画NSB5033、SF5051、SX5066、第V区

域区画VSI4909、SF5050、SX5065.........27 

第 23図第V区域区画VSB5072・5031、SG5056 …28 

第 24図第VI区域区画VISD5073、SK5058• 5344~ 5352、

SB5337、SE5354• 5355 • 5333............... 32 

第 25図第VI区域区画VISE5324、SB5325• 5305 • 5304 • 

5311, SK5058 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33 

第 26図 第VI区域区両VISE5324、第暉区域区画VI

SB5926・5255・5247、SK5291・5236、SS5272、

SD5271 • 5273.................................... 35 

第 27図 第w区域区画VISK5236 • 5237 • 5076、SX5239

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 

．． 

第 28図第VIII区域区画VIISS5185、SE5184、SA5183・5196、

SI5197、SB5191• 5165 • 5164 • 5166、SD5176・ 5177、

SK5173・5167、第IX区域区画VIIISA5162、SD5163、SX5160、

SE5161・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..折込

第 29図 第 63次調査 出土土器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40

第 30 図第 63 次調査出土土器、石製品..……… •41

第 31図 第 112次調査包含層出士士器…………45

第 32図 第 112次調査包含層出土士器…………46

第 33図 第 112次調査包含層出土土器、第 1区域区画

I遺構出土土器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47

第 34図 第 112次調査第 1区域区画 l、第1I区域区画

II遺構出士士器 .........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48

第 35図 第112次調在第11I区域区画1lI遺構出土上器…49

第 36図 第 112次 調 査 第w区域区画W、第V区域区画

V、第VI区域区画VI、第VIII区域区画VII遺構出土

上器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50

第 37図 第 112次調査金属製品、士製品、石製品…51

第 38図 第 112次調査 石灯籠 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・52

第 39図 第 112次調査 石灯籠 .......・・・・・・・・・・・・・・・・・53

第 40図 第 112次調査銭貨、その他の遺物（縄文士器）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54 

第 41図 第 114次調査包含層出士士器…………70

第 42図 第 114次調査包含層出土土器…………71

第 43図 第 114次調査包含層出士士器、第VI区域区画

VI •第V11区域区画VI遺構出上土器………72

第 44図 第 114次調査第V11区域区画VIII遺構出土土器

...................................................... 73 

第 45図 第 114次 調 査 第VII区域区画VI、第VIII区域区画

V11遺構出土土器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・74

第 46図 第 114次調査第VIII区域区画VII、第IX区域区画

VIII遺構出士士器 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・75

第 47図 第 114次調査金属製品、土製品、石製品

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・76 

第 48図 第 114次調査石製品、木製品、その他の遺物

...................................................... 77 

第 49図 第 137• 143次調査位置図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・92

第 50図 第 137• 143次調査遺構全体図…………折込

第 51図 第 137次調査 Gトレンチ SZ6811…………94

第 52図 第 137次調査 Aトレンチ南壁・同西壁、第 143

次 lトレンチ、同 2トレンチ南壁、同 3トレンチ

SD4798、同 3トレンチ SD4798南側壁……折込

第 53図 第 137 次調査 B トレンチ…..…....…..•折込

第 54図 第 137次調査 C・ D トレンチ…•…....… ····95

第 55図 第 137次調査 Eトレンチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •95

- Vll -



第 56図 第 137次調査 F・Gトレンチ・・・・・・・・・・・・・・・・・・96

第 57図 第 137次調査 B~Gトレンチ断面(g-g'~n-n' 

層位）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..折込

第 58図 第 137次調査出土士器 ......・・・・・・・・・・・・・・・・・・97

第 59図 第 137次調査出土土器、金属製品、石製品、

銭貨 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・98

第 60図 第 143次調査出土土器、金属製品……99

第 61図 第 113• 118次調査位置図..…....…..・・・・ 106

第 62図 第 113• 118次調査遺構全体図…………折込

第 63図 第 1区域区画 ISB5121・5120、SA5095、SI5140、

SZ5126、SD5096• 5124 • 5125 ・ ・・ ・・・ ・・・ ・・ ・ 107 

第 64図 第 1区域区画 ISB5118 • 5119 ・・・……... 108 

第 65図 第II区域区画 ISK5100、SF5097• 5110、SE5111・ 

5099 • 5098 、 SX5112•5113 、 SA5093 、 SS5090 、

第rn区域区画IISA5136、SI5137………折込

第 66図 第W区域区画illSD5992 • 5128 • 5996 • 5993、

SF6000、第V区域区画NSS5994、SX5995、Sl6024、

SD5991 • 6022、SS6001• 6002、SB5970~5973、

SA5983 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・折込

第 67図第V1区域区画IISK597 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 116 

第 68図第VI区域区画IISB5904、SD5850• 5853 • 5864 • 

5869、SS5860、SX5857~5859、SE5851、SK5974• 

6015 • 6018、第暉区域区画VSV5908…折込

第 69図 第 暉区域区画VSK5943~5950………… 117 

第 70図第VI区域区画IISK6003~6019断面…… 118

第 71図 第暉区域区画V a-a'・ b-b'・ c-c'層位

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・折込

第 72図第w区域区画V SV5908 立面…………•折込

第 73 図第 113 次調査包含層出土上器…… •••121

第 74 図第 113 次調査包含層出士士器…… •••122

第 75図 第 113次調査包含層出士土器……… 123

第 76図第 113次調査包含層出土土器……… 124

第 77図 第 113次調査第 I• II区域区画 I遺構出土士

器 ...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 125 

第 78図 第 113次調査第II区域区画 I、第m区域区画

II遺構出土土器・・・・・ ••••••.••••.••• ••••.••••. 126 

第 79図 第 113次調査第m区域区画II遺構出士士器

............................ ・...................... 127 

第 80図 第 113次調査金属製品、土製品、木製品… 128

第 81図 第 113次調査 石製品 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 129 

第 82図 第 113次調査石製品、石塔、その他の遺物、

銭貨．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 130

第 83図第 118次調査包含層出土士器……… 149

第 84 図第 118 次調査包含層出土士器…… •••150

第 85図第 118次調査包含層出土士器……… 151

第 86図第 118次調査包含層出土土器……… 152

第 87図第 118次調査包含層出土土器……… 153

第 88図 第 118次調査包含層出土士器、第w区域区画

m、第V区域区画W遺構出土土器…… 154

第 89図 第 118次調査第V区域区画w遺構出土土器

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 155 

第 90図 第 118次 調 査 第V区域区画W、第VI区域区画

II遺構出士土器.............................• 156 

第 91図 第 118次調査第VI区域区画II遺構出士土器

................................................... 157 

第 92図 第 118次 調 査 第VII区域区画v遺構出土士器、

金属製品・・・・・ ••••.•.••••.• ••••••.•.••••••.•.••• 158 

第 93図 第 118次調査 石製品 ........・・・・・・・・・・・・・ 159 

第 94図 第 118次調査石製品..................... 160 

第 95図 第 118次調査 石製品 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 161 

第 96図 第 118次調査石製品.....................162 

第 97図 第 118次調査石製品.....................163 

第 98図 第 118次調査石塔........................164 

第 99図 第 118次調査 石塔 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 165 

第 100図 第 118次調査木製品、銭貨………… 166

第 101図 第 118次調査 銭貨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 167 

第 102図 第 128次調査位置図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 175 

第 103図 第 128 次調査遺構全体図・・・・・・・・...…••・・ 176

第 104図第 128次調査区 a-a'、b-b' 断面…… 177

第 105図 第 128次調査出土上器...….....…....178 

第 106図 第 128次調査出士士器、土製品、石製品

................................................... 179 

第 107図 第 128次調査銭貨、その他の遺物（石器）

................................................... 180 

表目次

第 1表 第 112次調査主要遺構観察表……………29 第 6表 第 137• 143 次調査出土遺物観察表…… •••99

第 2表 第 114 次調査主要遺構観察表……·…… ••39 第 7表 第 113次調査主要遺構観察表………… 112

第 3表 第 63次調査出土遺物観察表………………41 第 8表 第 118 次調査主要遺構観察表・・..…… ••119

第 4表 第 112次調査出土遺物観察表……………54 第 9表 第 113次調査出士遺物観察表・・・・・・・・・・・・ 131

第 5表 第 114 次調査出土遺物観察表………… •••78 第 10表 第 118次調査出土遺物観察表………… 167

- Vlll -



I.事業概要

1.調査の目的

戦国大名朝倉氏の拠点である特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡は、 5代 103年間にわたって営まれた城下町の遺

跡であり、朝倉館を中心として山城、城戸、武家屋敷、町屋、寺院等の遺構が一体となって保存されている。

これを国民共有の文化遺産として、永久に保存するため、特別史跡に指定し、公有地化を進めている。

発掘調査で検出した遺構や遣物は、保護・保存するだけにとどまらず、その調査成果を広く公開、活用し、

遺跡の中に自身を置いて「歴史と生きた対話」ができる史跡公園の完成を目指している。

一乗谷朝倉氏遺跡の発掘調査と整備が着手され、実に半世紀以上の時が過ぎたが、多角的分野から発掘調

査の成果を検討することにより、一乗谷の町並みや構造、そこで生きた人々の暮らしぶりを解明してきた。

計画的な発掘調査の成果に基づいて環境整備を実施し、適切な維持管理のもとに遺跡を公開するという基本

理念は、多くの関係者の不断の努力によって、今日まで貰かれている。

一乗谷朝倉氏遺跡の調在は、昭和42年(1967)度、旧足羽町教育委員会が事業主体として始めたことを皮切り

に、昭和46年(1971)度から福井県教育委員会が発掘調査と環境整備事業実施し、福井市が用地取得と遺跡の管

理を担当して事業を進めてきた。同年7月に 278haという広大な区域が国の特別史跡に格上げ指定されると、

県は昭和47年(1972)3月に「朝倉氏史跡公園基本構想」を策定し、さらに「基本構想」に基づく事業遂行の

指導体制の万全を期すため、「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡調査研究協議会」を発足させた。同年3月、福井県

教育庁朝倉氏遺跡調査研究所を設置し、以後、 5ケ年計画を策定して、発掘調査と環境整備に取り組んできた。

平成3年(1991)に至ると、 4つの庭園が国の特別名勝になり、平成 19年(2007)に出士遺物 2,343点が重文

に指定され、令和元年(2019)に至り日本遺産に認定されるなど、国内屈指の大規模遺跡として着実に歩みを

進め、次世代へ継ぐ資産として、広く発信されるようになった。

現在の一乗谷における発掘調査は、「計画調査」と「現状変更に伴う調査」に対応しており（第 1図）、計画調

査の成果については、複数次にわたる調査区の遺構が一定の面積にまとまると、正報告書を刊行してきた。現

状変更を前提とした道路・河川整備・中山間事業等に伴う発掘調査については、事業別に報告書を刊行してきた。

また、史跡内の「個人宅地の新・改築等に伴う発掘調査」については、研究協議会へ報告し、各年度の「発

掘調査整備事業概報」で報告を行ってきた。調査次数は令和 4年度の段階で第 154次を数える。

本書は、昭和 63 年(1988) ～平成 25 年 (2013) にかけて発掘調査した、八地谷川両岸に広がる武家屋敷•町

屋の遺構に焦点をあて、第63• 112 • 113 • 114 • 118 • 128 • 137 • 143次の調査成果を報告するものである。

2.調査の方法および組織

一乗谷朝倉氏遺跡の発掘調査・環境整備は、国庫補助事業として県が直接実施しており、その実施機関として、

福井県教育庁朝倉氏遺跡調査研究所（昭和47年(1972)4月 1日～昭和 56年(1981)8月 19日）、福井県立朝倉氏

遺跡資料館（昭和56年8月20日～平成3年(1991)3月31日）、幅井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館（平成3年(1991)

4月 1日～令和4年(2022)9月31日）が設岡されてきた。途中、県の機構改革によって、資料館が教育庁から知

事部局に移管され、発掘調査関連業務は、平成24~28年(2012~ 2016)度まで福井県教育庁埋蔵文化財調査セ

ンターの朝倉氏遺跡グループが担ったが、平成29年(2017)度から再び資料館の業務に復帰した。そして、令和

4年(2022)10月 1日から、資料館は幅井県立一乗谷朝倉氏博物館と改称し、組織を改変した。

博物館の業務については、従来通り「朝倉氏史跡公園基本構想」に基づいて設置された福井県朝倉氏遺跡

研究協議会（旧福井県朝倉氏遣跡調査研究協議会）から適切な指導と助言を得て進めている。
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r.事業概要

第 1図 特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡調査地点（縮尺 1/10,000)
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3. 発掘調査および本報告書作成年度における組織

3.発掘調査および本報告書作成年度における組織

【発掘調査】

平成 10年(1988)度第63次調査

福井県朝倉氏遺跡研究協議会

会長 近藤公夫（神戸芸術工科大学教授）

副会長 平井聖（昭和女子大学教授）

委員 木原啓吉（江戸川大学教授）

委員 河原純之（千薬大学教授）

委員 田畑貞寿（千葉大学名誉教授）

委員 玉置伸悟（福井大学教授）

平成 13年(2001)度第 112次調査

福井県朝倉氏遺跡研究協議会

会長 近藤公夫（奈良女子大学名誉教授）

副会長平井聖（昭和女子大学教授）

委員 木原啓吉（江戸川大学教授） ※ 13年度まで

委員 田畑貞寿（千葉大学名誉教授）

委員 玉置伸悟（福井大学教授）

委員 河原純之（川村学園女子大学教授）

委員 坪井清足（大阪文化財調査研究センター理事長） 委員 松浦義則（福井大学教授）

委員 松浦義則（福井大学教授） 委員 吉田伸之（東京大学教授）

委員 吉田伸之（東京大学教授） 委員 池上裕子（成蹂大学教授）

委員 池上裕子（成蹂大学教授） 委員 小野正敏（国立歴史民俗博物館教授）

委員 石田 昇（朝倉氏遺跡保存協会長） 委員 石田 昇（朝倉氏遺跡保存協会長）

委員 奥田和義（城戸ノ内町内会長） 委員 森本輝夫（城戸ノ内自治会長）

平成 14• 15(2002 • 2003)年度第 113• 114次調査 平成 17年(2005)度第 118次調査

福井県朝倉氏遺跡研究協議会 福井県朝倉氏遺跡研究協議会

会長 近藤公夫（奈良女子大学名誉教授） 会長 近藤公夫（奈良女子大学名誉教授）

副会長平井聖（昭和女子大学教授） 副会長平井聖（昭和女子大学教授）

委員 田畑貞寿（千葉大学名誉教授） 委員 田畑貞寿（千菓大学名誉教授）

委員 河原純之（川村学園女子大学教授） 委員 河原純之（川村学園女子大学教授）

委員 松浦義則（福井大学教授） 委員 松浦義則（福井大学教授）

委員 池上裕子（成踪大学教授） 委員 池上裕子（成蹂大学教授）

委員 小野正敏（国立歴史民俗博物館教授） 委員 小野正敏（国立歴史民俗博物館助教授）

委員 神吉紀世子（和歌山大学助教授） 委員 神吉紀世子（京都大学大学院助教授）

委員 小林千草（成城大学教授） 委員 小林千草（東海大学教授）

委員 田中みゑ子（地元代表） 委員 高橋康雄（京都大学大学院教授）

委員 岡田光輝（朝倉氏遺跡保存協会長） 委員 高瀬要ー（奈良文化財研究所部長）

委員 細田博二（城戸ノ内自治会長） 委員 田中みゑ子（地元代表）

委員 石田康雄（城戸ノ内自治会長） 委員 岡田光輝（朝倉氏遺跡保存協会長）

（細田委員は平成 14年度、石田委員は平成 15年度） 委員 細田国雄（城戸ノ内町自治会長）
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I.事業概要

平成20年(2008)度第128次調査

福井県朝倉氏遺跡研究協議会

会長 河原純之（川村学闊女子大学教授）

副会長 池上裕子（成蹂大学教授）

委員 小野正敏（国立歴史民俗博物館教授）

委員 神吉紀世子（京都大学大学院助教授）

委員 小林千草（東海大学教授）

委員 高橋康雄（京都大学大学院教授）

委員 高瀬要ー（奈良文化財研究所部長）

委員 田上悟（地元代表）

委員 吉田三恵（地元代表）

委員 岡田光輝（朝倉氏遺跡保存協会長）

【遺物整理・報告書刊行】

令和元～ 3年(2019~ 2021)度
福井県朝倉氏遺跡研究協議会

会長 小野正敏（国立歴史民俗博物館名誉教授・中世考古学）

副会長 高妻洋成（奈良文化財研究所副所長・保存科学）

委員 池上裕子（成蹂大学名誉教授・中世史）

委員 久保智康（京都国立博物館名誉館員・美術工芸）

委員 冨島義幸（京都大学大学院教授・建築史）

委員 小野健吉（大阪観光大学教授・遺跡整備）

委員 小浦久子（神戸芸術工科大学教授・都市計画）

委員 杉本 宏（京都芸術大学教授・庭園整備）

委員 中井 均（滋賀県立大学名誉教授・城郭考古学）

委員 岸田 清（（一社）朝倉氏遺跡保存協会長）

委員 網谷克彦（元福井県陶芸館長・考古）

委員 吉田 智（福井県教育博運営アドバイザー・歴史）

平成24• 25年(2012・ 2013)度第 137• 143次調査

福井県朝倉氏遺跡研究協議会

会長 池上裕子（成蹂大学教授）

副会長 高橋康雄（花園大学教授）

委員 小野正敏（人間文化研究機構理事）

委員 高瀬要ー（元奈良国立文化財研究所文化遺産部長）

委員 神吉紀世子（京都大学大学院助教授）

委員 久保智康（元京都国立博物館学芸企画室長）

委員 高妻洋成（奈良国立文他甘研究所保存修復科学研究室長）

委員 高橋百合子（地元代表）

委員 山下忠五郎（地元代表）

委員 岸田 清（朝倉氏遺跡保存協会長）

令和4年(2022)度

福井県朝倉氏遺跡研究協議会

会長 高妻洋成（国立文化財機構奈良文化財研究所副所長・

保存科学）

副会長 小浦久子（神戸芸術工科大学教授・都市計画）

委員 久保智康（京都国立博物館名誉館員・美術工芸）

委員 冨島義幸（京都大学大学院教授・建築史）

委員 小野健吉（大阪観光大学教授・遺跡整備）

委員 杉本 宏（京都芸術大学教授・庭園整備）

委員 中井 均（滋賀県立大学名誉教授・城郭考古学）

委員 染川香澄（ハンズオンプランニング代表・博物館学）

委員 長谷川裕子（跡見学園女子大学教授・歴史）

委員 岸田 清（（一社）朝倉氏遺跡保存協会長）

（網谷委員の任期は令和 2年 1月24日まで。中井委員の任期は令和 2年 1月25日から）
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3.発掘調査および本報告書作成年度における組織

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館

令和元年(2019)度(6月より）

館長 向出宏二（事務）

副館長 月輪泰（考古）

次長 下山淳子（事務）

主任 鈴木篤英（考古） （併勤県椰蔵文イ叫調査センター）

主任 川越光洋（考古）

主任 宮永一美（歴史）

主任 宮崎認（考古）

主任 田中祐二（考古）

主任 有需香織（歴史）

主査 熊谷透（建築）

主査 藤田若菜（庭園）

学芸員 石川美咲ほ史）

学芸員 渡邊英明（保存科学）

学芸員 大竹桃子（史跡整備）

（兼務） 藤井亜衣（事務） （交流文化部文化課）

非常勤嘱託花川洋介（事務）

非常働嘱託員保弘恵（事務）

非常蜀嘱託冨阪昌代（事務）

令和3年(2021)度
館長 西澤弘純（事務）

副館長 松村昌治（事務）

副館長（調査・研究）川越光洋（考古）

主任 鈴木篤英（考古）

主任 宮永一美僅史）

主任 宮崎認（考古）

主任 田中祐二（考古）

主任 窪田裕美（美術工芸）

主査 酒井健治（歴史）

主査 熊谷透（建築）

主査 藤田若菜（庭園）

学芸員 石川美咲僅史）

学芸員 渡邊英明（保存科学）

学芸員 藤井佐由里（遺跡保存）

学芸員 藤田理紗（史跡整備）

考古専門妍究員月輪 泰（考古）

発掘調査指導監視員北野左近（考古）

歴史教龍隈白木明博（事務）

即業務支援員員保弘恵（事務）

即覆鼓履員冨阪昌代（事務）

令和 2年(2020)度

館長 西澤弘純（事務）

総括 川越光洋（考古）

次長 下山淳子（事務）

主任 鈴木篤英（考古）

主任 宮永一美（歴史）

主任 宮崎認（考古）

主任 田中祐二（考古）

主査 酒井健治（歴史）

主査 熊谷透偉築）

主査 藤田若菜（庭園）

主査 高橋史弥（民俗）

学芸員 石川美咲儒史）

学芸員 渡邊英明（保存科学）

学芸員 大竹桃子（史跡整備）

考古専門研究月輪 泰（考古）

歴史教育専門員花川洋介（事務）

郡羹務支援員慎保弘恵（事務）

窓日棄務支履員冨阪昌代（事務）

令和4年(2022)度

特別館長小野正敏（考古）

館長 清水邦夫（事務）

副館長 松村昌治（事務）

副館長（調査・研究） 川越光洋（考古・保存科学）

主任 鈴木篤英（考古）

主任 宮永一美僅史）

主任 宮崎認（考古）

主任 田中祐二（考古）

主査 酒井健治儒史）

主査 熊谷透（建築）

主査 藤田若菜（庭園）

学芸員 石川美咲嗚史）

学芸員 渡邊英明（保存科学）

学芸員 藤井佐由里（遺跡保存）

学芸員 多田明加（美術工芸）

主事 渡辺尚弘（事務）

学芸員 藤田理紗（教育・普及）

考古専門研究月輪 泰（考古）

発掘調査詞監視員北野左近（考古）

歴史教鶴順白木明博（事務）

麒業・務支援員員保弘恵（事務）

即業務支援員冨阪昌代（事務）

発掘作業には、地元の方々の参加・協力を得た。遺物整理作業については、博物館会計年度任用職員が行った。
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I. 事業概要

第 2図 研究協議会開催風景
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II.調査の概要と経過

1.調査の概要（第2図）

【J遥谷川南岸の遺構その 1】

第63次調査【城戸ノ内町字木蔵】 城戸ノ内町字木蔵に所在する。朝倉館跡唐門から北西へ約 170m隔てた

一乗谷川左岸、八地谷川南岸の中・上段水田に立地する。一帯に八地谷川南岸の扇状地が広がる。調査面積

は200面を対象とし、調査期間は昭和63年(1988)12月2日～同年 12月 19日である。

調査は、八地谷川南岸に広がる水田中央付近に東西長60.5mX幅 3.5mの調査区を設定し、調査区内に東か

ら直線状にA~Fトレンチを設定した。

調査の結果、 B~Fトレンチで遺構が検出され、 Bトレンチで南北幹線道路SS260、石組排水溝S04810、井

戸SE5047、第 112次調査区の礎石建物S85034に伴う砂利敷が検出された。 Eトレンチでは土坑SK5357と第

112次調査区の道路SS5060の砂利敷きが東西に渡って散在して検出された。 FトレンチではSD5042西端と越

前焼大甕の破片を含むSK5355が検出された。谷地谷川南岸の水田下には、遺構が比較的良好な状態で残っ

ていることが本調査で確認され、後に続く調杏の契機となった。

第 112次調査【城戸ノ内町字雲正寺】 城戸ノ内町字雲正寺に所在する。朝倉館跡唐門から北西へ約 115m隔

てた一乗谷川左岸、八地谷川南岸の中・上段水田に立地する。北東の一乗谷川にかけて緩やかに傾斜する。

一帯は、西から一乗谷川へ直交する八地谷川の扇状地であり、通称「八地千軒」と伝えられ、第63次調査

の成果を踏まえて調査に着手した。調査面積は2,ooorrfを対象とし、調査期間は平成 13年(2001)4月 2日～

同年 12月 27日である。

調査の結果、中・上段水田において、計5つの区画が確認され、南北基幹道路SS260から西へ上る東西道

路SS5059を基準に整然とした区画が検出された。区画は中段水田の北側で、【区画 I武家屋敷】、【区画11町屋】

が検出された。 SS5059の側溝でT字状に区画された【区画1II町屋】から南側では、【区画W町屋】、【区画v
武家屋敷】が検出された。上段水田においては【区画W町屋】と【区画珊武家屋敷】の東端が一部検出され

た。区画 Iの北側、 SD5073からは石灯籠が廃棄され、区画Vの武家屋敷では庭SG5056が検出された。

第 114次調査【城戸ノ内町字雲正寺】城戸ノ内町字雲正寺に所在する。第 112次調査区の西側に広がる一

乗谷川左岸、八地谷川南岸の上•最上段水田に立地する。調査面積は 1,700面を対象とし、調査期間は平成

15年(2003)7月 1日～同年 12月 25日である。第 112次調査区（第 I~V区域）に継続し、第 114次調査区は

第VI~IX区域に区分した。

調査の結果、 3つの区画が確認され、上段水田では、東西の区画溝SD5042から北側で第VI区域と第VII区域

を合わせた【区画W町屋】、南側で第Vlll区域の【区画暉武家屋敷】が検出され、最上段水田では、第IX区域の【区

画暉町屋】の一部が検出された。第 112次調査区の成果と照合すると、八地谷川南岸においては計8つの区

画が検出されたことになる。

【J遥谷川南岸の遺構その2】

第 137• 143次調査【城戸ノ内町字木蔵・斉藤】城戸ノ内町字木蔵・斉藤に所在する。朝倉館跡から北西へ

約 140m隔てた一乗谷川左岸、八地谷川南岸の下段水田に立地している。第 137次調査では、南北基幹道路

の西側にA~Gトレンチを設定し、第 143次調査では、第 137次調査で検出した S04798の全容を確認した。

第 137次調杏の調査面積は計300対を対象とし、調査期間は平成24年(2012)5月 7日～同年6月8日、第

143次調査の調査面積は計30面を対象とし、調杏期間は平成25年(2013)6月6日～同年7月 19日である。
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II. 調査の概要と経過

【八地谷川北岸の遺構その 1】

第 113次調査【城戸ノ内町字木蔵・雲正寺】 城戸ノ内町字雲正寺に所在する。一乗谷川左岸、八地谷川北岸

の中・上段水田に立地し、調査面積は 1,700面を対象とした。調査期間は平成 14年(2002)4月2日～同年 12

月 25日である。

調査の結果、中段・上段水田において 3つの区画が確認され、第 I・ II区域で【区画 I武家屋敷】、第III

区域で【区画1I町屋】、第w区域で【区画III武家屋敷】の一部が確認された。 3つの区画は、全体的に後世の

開墾等で削られており、遺構の残存状況は良くないが、中段水田を占める区画 Iは、扇形を呈し、約 2,000

面以上を測る区画であったと想定された。上段水田に立地する第III区域の区画1Iでは、広範囲に砂利敷きが

認められ、区画II1まで南北に延びる士塁石垣と南北道路が検出された。第w区域北側の区画IIIは、第 118次

調査で広場と考えられる区画となるが、調査時点では南北道路側溝の一部を検出するにとどまった。

第 118次調査【城戸ノ内町字雲正寺】 城戸ノ内町字雲正寺に所在する。第 112• 114次調査区から北側の一

乗谷川左岸、八地谷川北岸の上•最上段水田に立地し、調査面積は 3,000面を対象とした。調査期間は平成

17年(2005)4月 1日～平成 18年(2006)3月 31日である。

調査区の大部分が上段水田で占められ、西側に最上段水田が控える。調杏区中央付近は後世の開墾により

大きく削られており、遺構は南北に偏って検出された。第113次調査区（第 I~III区域）から継続するものとし、

第 ll8次調査区については、第II~V区域に区分した。

調査の結果、武家屋敷、広場、町屋、墓域などの 4つの区画が確認され、上段水田において、第W区域の

【区画III広場】、第V区域の【区画w武家屋敷】、第VI区域の【区画1I町屋】が検出され、最上段水田において、

第VII区域の【区画v墓域】の一部が明らかになった。第 113次調査区の成果と照合すると、八地谷川北岸に

おいては計 5つの区画が検出されたことになる。

区画II1の広場は、 1辺約 17.0mX幅 0.3mを測る溝で正方形に区画され、敷地面積は約 290面を測る。西側

に隣接する区画Wの武家屋敷に伴う施設である。区画Wは、中規模の礎石建物を中心とした武家屋敷であり、

当初は掘立柱建物であったものが北・東辺柱列を重複して大型の礎石柱建物に改築したと考えられる。

上段水田の大部分を占める第VI区域の区画1Iは、多くの遺構が失われていたが、南側で掘立柱建物や道路、

区画溝、井戸が密集して検出されており、本来は、八地谷川を挟んで南側に立地する第 ll4次第VI・ VII区域

の区画Wと同様に、掘立柱建物を中心とした町屋が広がっていたと考えられる。

最上段水田に立地する第VII区域の区画Vは、区画の東側が挟られ、火葬募と考えられる士坑が密集してい

た。区画の北側にも人為的な改変が認められ、募域を形成していたが、ある時期に破壊され、北東に位置す

る区両Wの武家屋敷側に押し出された埋土と共に大量の石塔類と副葬品と見られる遺物が含まれていた。

【八地谷川北岸の遺構その2】

第 128次調査【城戸ノ内町字八地】 調査区は城戸ノ内町字八地、字八地谷 3番地に位置する。八地谷川北

岸の山林中腹部の水田に立地し、標高は約 65mを測る。地形は小規模な谷であり、南方の八地谷川に下降し

て開く。高台にあり、南東に一乗谷川を越えて朝倉館を眺望することができる。

調査は、東西に長く、南北に短い T字形の調査区を設定し、調査面積は 120可を対象とした。調査期間は

平成 20年(2008)5月 15日～同年 7月 2日である。

遺構面は、上・中・下層の 3面が確認され、上・中層面では小穴や溝等が検出されたが、共伴する遺物か

ら近世の遺構と判断した。下層面では掘立柱建物、区画溝が検出され、中世・戦国期に属す遺構と判断した。

周辺には石塔が多く散在し、寺院関連の施設が存在した可能性がある。
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2. 調査日誌

2.調査日誌

八地谷川南岸の遺構その 1

第 63次調査

平成5年(1998)12月2日～12月19日

12月 2日 調査開始。東西方向に長さ 51.Om、

幅 3.Omの調査区を設定。 トレンチ

を6箇所(A~Fトレンチ）設定。

12月 5日 第62次の埋め戻し作業

12月 6日 A~Dトレンチ掘削。Aでは遺構確

認できず。Bで砂利敷面確認!,,Dで

SD5042検出。石列下層から砂利敷

面を検出。

12月 7日 B~Eトレンチ掘削。Bでは SD5043

西側の近代の石垣除去。Eで砂利敷

面を確認。

12月 8日 D~Fトレンチ精査。Dでは耕作士

30 cm下でも追構確認できず。Eの

砂利敷面は最下層の追構面と推定。

第 114次第VI区域において SK5357

となる土坑上層で甕の底部出:t,F

で焼士面確認。

12月 9日 F・Eトレンチ精査:oEで越前焼を

含むSK5355検出。

12月 14日 午前中は雪。精査 ・写真撮影。

12月 15日 降雪により作業不可。

12月 19日 積雪が続き、掘削作業断念。調査

終了。

第 112次調査（第 I~VI区域）

平成 13年(2001)4月2日～12月27日

8月 20日 調査閲始。表士剥ぎ。

8月 27日 グリッド杭設定。

8月 28日 第V区域A'26で笏谷石の切石検

出。

8月 30日 第m区域精査。SK5057、SD5039検出。

9月 13日 第11区域精査。S85034検出。

9月 14日 第 I区域精査。SF5053・ 5054、

SE5048検出。

9月 15日 第 I区域精査。 SX5074検出。 U25

で銭貨出土3

9月 18日 第 I区域精査。SX5069検出。上屈

に炭 ・焼士堆租。X26で銭貨出土。

9月 19日 第 l区域 SF5055検出。

9月 20日 大規模史跡連絡協議会

9月 26日 第 I区域再精査。SE4049、SF5054

検出。碁石、金属製品出土

9月 27日 第 I区域S14910検出。

9月 28日 第 I区域SE5049から越前焼壺 ・播

鉢出土。第Il区域 SF5052から笏谷

石の切石出上3

10月 2日 第 I区域SE5048から越前焼甕出土3

第rr区域SB5034、SE5047検出。

10月 3日 第 1I区域 SB5034精査。上屑で焼

土、下層で腐植士確認。第m区域

SS5059検出。

第 5図 第 112次発掘調査風景(1~ 11) 

-11 -



]]．調査の概要と経過

10月 4日 第m区域 SK5057、SD5040、第IV区域

SF5051検出。

10月 5日 第1I1区域SD5039検出。SX5066に焼

土堆租。第V区域SX5065検出。

10月 11日第V区域SG5056検出。

10月 24日第III区域 SD5042、第VI区域 SS5060

精査→

10月25日 第V1区域 SK5058検出。第川区域

SD5040から環状鉄製品出上3

10月 31日 第1I区域SB5034、SE5047検出。

11月 7日 第□区域 SB5034下層精査。第IIl区

域 SS5059は第VI区域 SX5360にT字

に突き当たることを確認。

ll月 8日 第 I区域SD5044• 5045検出。

11月 9日 第VI区域 SB5035東辺柱列検出。第

I区域 SX5069、SK5074精査。

11月 14日 第 I区域W• X23下層精査。

11月 20日 第V区域A'29で青磁花生出上。

11月 22日 第 I区域八地谷川から石燈籠、越

前焼大甕、天目茶碗、砥石出L
12月 4日 第 I区域Z21にて石燈籠出土。

12月 18日 空中写真測絋。

12月 19日 遺構全景写真撮影、器材清掃。

12月 21日 第 1区域S14910、第V区域S14909、

第VI区域SS5060補足調査。

12月 27日 器材撤収。調査終了。

第 114次調査（第VI~IX区域）

平成 15年(2003)7月1日～12月25日

4月 1日 調査前準備。草刈り。

4月 8日 第Vlll区域表土剥ぎ開始。

5月 23日 第VIII区域表士剥ぎ完了。

5月 27日 第VI区域表土剥ぎ開始。

6月 20日 第VI区域表土剥ぎ完了。

6月 24日 第VJ1区域表士剥ぎ開始。

7月 1日 調査開始。器材搬入。

7月 3日 第刈区域表上剥ぎ完了。

7月 8日 第1X区域表士剥ぎ開始。

7月 17日 第1X区域表士剥ぎ完了。

7月 22日 第VIII区域から調査着手。SA5183を

既存石垣裏込めで確認℃

8月 8日 台風接近。一時器材撤収。

8月 19日 第VIII区域SA5183検出。

8月20日 第VIII区域 SD5177検出。

8月 22日 第V]]]区域 SD5175検出。

9月 10日 基本杭設定。

9月 17日 第 VIII区域 SA5196、SD5042• 5175~ 

5176、SE5184、SK5356検出。

10月 1日 第V1区域精査。

10月 10日 第VII区域精査。SK5236から越前焼

壺出土3 第VI区域SK5357精査。焼

上堆租。

10月 21日 第1X区域精査。

10月 28日 第刈区域北側再掘削。

10月 29日 第W区域北側再掘削。

第 6図 第 114次発掘調査風景(1~12)

-12 -



2. 調査日誌

11月 4日 第1X区域精査-0

11月 5日 第VI区域北側再掘削。SE5324• 5325 

検出。第W区域SD5073検出。

11月 14日第 VI区域北側再掘削。SE5333• 

5335 ・ 5354の再精査。

11月 18日 第VIII区域道路 SS5185検出。

11月 26日 第IX区域道路 SV5162検出。

12月 3日 第Vil区域SX5239、SK5236検出。

12月 25日 航空写真測最実施。

12月26日 器材撤収。

平成 16年(2003)
3月 10日 本日から 13日まで記者発表、現地

説明会開催にかかる作業。

八地谷川南岸の遺構その 2

第 137次調査

平成24年(2012)5月7日～6月8日
5月 7日 調査開始。A・Bトレンチ精査

5月 8日 基本測量。

5月 11日 調査区にグリッド杭設定。C~Eト

レンチ精査

5月 16日 調査区にグリッド杭設定。F・G卜

レンチ精査

5月 30日 空中写真測鼠。

6月 1日 本日から 5日まで埋め戻し作業。

6月 8日 器材撤収。調査終了。

第 143次調査

平成25年(2013)6月6日～7月19日

6月 6日 調査開始。昨年度に一部着手した 1

トレンチを再発掘。

6月 14日 1 • 2トレンチ精査。

6月 17日 2トレンチ図面作成3

7月 17日 埋め戻し作業。水野和雄氏見学。

7月 19日 器材撤収。調査終了。

八地谷川北岸の迎構その 1

第 113次調査（第I~N区域）

平成 14年(2002)4月2日～12月25日

4月 2日 調査開始。園路撤去。

4月 4日 18日まで表士剥ぎ。

4月 10日 第II区域SA5093検出

4月 11日 第III区域表土剥ぎ。

4月 18日 八地谷川の護岸石垣検出。

4月 23日 第I1区域SA5093検出。

4月 24日 第Il区域SA5093、SE5099検出。

4月 26日 第 112次調査出土の石燈籠搬送。

5月 9日 第 III区域表土剥ぎ。 第 I区 域

SA5094付近は排水困難。

5月 10日 第III区域表土剥ぎ。

5月 14日 第IlI区域SA5136検出。

5月 16日 第IV区域表土剥ぎ。

5月 21日 第 l区域SD5127、SA5092検出。

5月 22日 SA5092、SD5127検出。園路撤去。

5月 23日 SA5092精査。

第 7図 第 143次発掘調査風景(1~6)、第 113次発掘調査風景(7~10)
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Il.調査の概要と経過

5月 29日 第 I~JV区域表土剥ぎ終了。

5月 30日 基本杭設定。

5月 31日 第lI区域SA5093、SS5090検出。

6月 5日 第III区域SA5136• 5138検出。C32で

S15137検出。第 112次調査区第 I

区域の八地谷川内を再調査。木製

品出土3

6月 6日 第III区域SA5136の東側で焼士検出。

焼士下に砂利敷面確認'o

6月 7日 第III区域SA5136の全容を確認、3

6月 12日 第rn区域で広範囲に砂利敷を検出。

6月 18日 第Ill区域SS2952で遺構面 2面確認℃

7月 3日 SA3136に続く SA3130検出。

7月 5日 SA5130内で門 SI5130、SZ5131検出。

7月 9日 25日まで環境整備地の草刈り・保

護砂入れ作業。

7月30日 第 III区域 SI5135、SA5130、SZ5131

検出。

8月 6日 士塁 SA5130全体検出。

8月 7日 第IV区域 SD5128検出。SS2952は北

ヘ傾斜することを確認℃

8月 8日 博物館学芸員実習生 4名調査に参

加。第 II区域 SF5110• 5097の担当

に配置。

8月 13日 第11区域八地谷川北岸の石垣検出。

8月 23日 第田区域南北道路 SS2952、SD5128

精査。

9月 7日 第 I区域土塁石垣SA5094検出。

9月20日 第Il区域C-F23の埋士除去。立体復

原地区から続く南北道路SS260は確

認できず。

9月 26日 第 lI区域埋甕土坑群 SK5100検出。

甕は一つの土坑でのみ検出。

10月 3日 下陪遺構 SX5112・ 5113検出。一連

の石列と考える。

10月 10日 第 I区域Q31にて SA5094がクラン

ク状に屈曲。SB5123の構築に関連

すると推定。

10月 16日 第 I区域北東隅で SD5096• 5124 ・ 

5125、S85120検出。

10月 30日 第m区域北側精査。

10月 31日 第rn区域で顕著な遺t附面認できず。

11月 15日 第Ill区域南側で SE5139検出。

11月 19日南北道路 SS2952は SI5135を頂点

として南北に傾斜することを確認、

SB5118、SI5137精資こ）

11月 22日 第川区域SE5139精査。遺物多し。

11月 26日 SE5139湧水著しく調査中止。原位

置をとどめていない石を除去。

11月 28日 第 I区域精査。SD5127• 5128検出。

湧水多し。調査難航。

l2月 3日 第 I区域 V23を精査するが SA5095

東端は削平され確認できず。

12月 6日 空中写真測最。以後、補足調査。

12月 10日 13日まで栢雪。 器材撤収準備。

12月 25日 器材洗浄。調査終了。

第 8図 第 113次発掘調査風景(1~12)
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2. 調杏日誌

第 118次調査（第lV~VI区域）

平成 17年(2005)4月 1日～

平成 18年(2006)3月31日

4月 1日 調査準備。7月まで表士剥ぎ。

7月 14日 調査開始。第VI区域の排水作業。

7月 15日 第w区域SD5996検出。

7月 19日 第IV区域精杏。SD5996、SE5998検出。

S36で水滴出上 SD5996北側で道路

と推定される石列検出。

7月21日 第VI区域SE5998検出。崩落の怖れ

あり。深度 lmで調査中止。

7月22日 第V1区域 SB5997検出。S37~39に

おいて炭化物を含む黒褐色土の包

含層から追物が集中して出土3

8月 2日 第VI区域 SK6020検出。周辺に焼士

が広がる。

8月 3日 第VI区域T38・ 39付近の黒褐色土の

包含層から迎物が集中して出土。

8月 9日 第V区域 SB5971• 5972内で漆器、

越前焼甕、小柄出土3

8月 11日 第V区域西端で SB6019検出。堂跡

と考える。第IV区域精査。

8月25日 第V区域北西側で広範囲の炭恩の

堆積確認。SB5970~5973• 6014を検

出。

8月26日 第V区域北辺に沿って排水溝を掘

削。

8月30日 第V区域U45で切羽出上,Y45で飾

金具出土 S85973精査完了。上蔵

と考える。

9月 1日 第 V区域 SK6025から骨片出土）

SK6042から飾金具出土3

9月 6日 台風接近。第V区域SK6021から開

扇文を施した漆器椀出七3

9月 8日 第V区域 SX5983、SS5988検出。Z41

で炭層が厚く堆積。SX5983周辺を

精査。

9月 9日 第V区域全体精査

9月 13日 第 V区域 W45で漆器底部出土。

SE5989、SD6022検 出。A'39付 近

の包含恩は追物多し。礫石が堆積。

深掘りをする。

9月 15日 SD5993 を埋めて第V区域へ上が

る道路 SS6002を検出。第V区域

SD5999、第w区域 SD5996、SF6000

検出。SS6002は2面の遺構面を確認℃

9月20日 第V区域 SD5991・ SS6001検出。第

IV区域 SD5993• SX5995検出。調査

区の北東の区画がようやく判明。

9月21日 第V区域SE5989、SD5991・ 5993検出。

SD5991北端と SD5992n西端は接続せ

ず、 SS5994へとつながることを確

認。S16024は木柱を備える門と推

定。国立歴史民俗学博物館小野正

敏氏から現地指導を仰ぐ。

第 9図 第 118次発掘調査風景(1~12)
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II.調査の概要と経過

10月 11日 第V区域SF5964検出。ホゾ穴をも

つ板材が出土。石積迫構の形態を

とるが、溜枡と考える。最上段の

第VII区域 SK5943~5949検出。焼土 ・

炭化物を含む毅土に骨片が含まれ、

いずれも火葬筵と考える。

10月 12日 第V区域 SF5964精査。西側に井桁

状の木枠が併設されていることを確

認'，， SI6024精査。整地層の下に硬

化面を確認したが、いずれの面から

掘り込んでいるのか確認できず。

10月 13日 第V区域精査。第VI区域M.L38. 

39で深掘りをかけ下層確認。礫陪

まで掘削したが、追構面なし。整

地土中から追物が若干出土。第VI

区域南端の追構全体図作成開始。

10月20日第V区域SD5966検出。SD5966東端

以降で砂利敷面を検出。第W区域J・

K39 • 40、A40で下層確認精査。調

奇区南側の遺構全体図作成。

10月 21日 第VI区域南側精査。SS5860、SX5857

~5859、SD5864検出。

10月 25日 第VI区域 G・H42・43下層精査。追

構なし。SS5860精査。

11月 9日 下恩で SD5853検出。船8• 39で下恩

精査。遺構なし。第VI区域 SS5909

検出。砂利敷面確鵞!'o図面作成。

11月 11日 第VI区域 SE5851、SD5853精査。

l]月 16日 第V区域 SS5988、第VII区域 SK5948

精査。

平 成 18年(2006)

3月 31日 調査終了。

4月 25日 補足調査実施。写真撮影。第V区

域 SK6023から漆器椀出土3

4月28日 第V区域 SE5962から漆器椀 ・板材

出上。下層から人骨出土3

八地谷川北岸の追構その 2

第 128次調査

平成20年(2008)5月15日～ 7月2日

5月 15日 調査開始。表士剥ぎ作業。

5月 21日 遺構検出作業。

5月 22日 図面作成3 写真撮影。

5月 28日 上面遺構検出。

6月 3日 鉄砲玉、越前焼甕片出土3

6月 10日 上層面は近世以降の水田と推定。

6月 12日 一部に深掘りを入れて断面を確認'o
青磁片出土。

6月24日 中屈面検出。近世の水田と判断。

引き続き下庖を検出作業続行。

6月 25日 下層 面 検 出 。 釘 多 数 出 土。 溝

SD6312から青磁出土。

6月 26日 SD6314から土製鋳型らしき追物、

鉱滓出七

7月 2日 写真撮影。埋め戻し作業。器材撤収。

調査終了。

第 10図 第 ll8次発掘調査風景(1~8)、第 128次発掘調査風最(9~12)
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ill.第63• 112 • 114次調査（八地谷川南岸の遺構その 1) 【城戸ノ 内町字木蔵 ・雲正寺］

1.第63• 112 • 114次調査（八地谷川南岸の遺構その 1)の概要(PL.l 第11図）

第63・ 112 • 114次調査区は、城戸ノ 内町字木蔵 ・雲正寺に所在し、朝倉館跡唐門から北西へ約 170m隔て

た一乗谷川左岸に位置し、西方から一乗谷川に合流する八地谷川扇状地の南岸の水田に立地する。水田は階

段状に形成され、八地谷川に沿って、西から東へ向かって約 1.Omの段差を有して下降し、大きく上 ・中 ・

下段に分かれる。標高は上段水田面で 51.8m、中段水田面で 50.4m、下段水田面で 49.7mを測る。地形的には、

南西の月見山の山裾から北東の一乗谷川にかけて緩やかに傾斜する（第 11図）。

2.遺構

第63次調査(PL.l ~5 第11図）

第63次調査は、木蔵地区より 北側の赤淵 ・奥間野地区で検出された寺院 ・武家屋敷群と 、南側の平井地区

で検出された南北幹線道路 SS260の接続状況を解明し、併せて八地谷川南岸の遺構の範囲 ・密度を把握する

第11図 第63次調査位置図（縮尺 1/600)
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III. 第 63次調査

ことを目的とした。調査面積は計約 200面を対象とし、調査期間は昭和 63年(1988)12月 2日～同年 12月 19

日である。調査の方法は、八地谷川南岸の水田中央に東西長 60.5mX幅 3.5mの調査区を設定し、調査区内に

1辺 3.5mの方形トレンチを 10m間隔で 6ヶ所設定した。第 112• 114次調査区のグリッドを援用すると、第

63次調査区はL-N17~35の範囲に相当する。 トレンチには東から A~Fの番号を付したが、遺構が検出段階で

拡張し、最終的に D・Fトレンチは、 Eトレンチと接続した形状になった。以下、各トレンチについて述べる。

Aトレンチ(PL.1 第 12図） 下段水田に設定し、調査区東端、 N16に位置する。県道沿いの遺構の状況を把

握するために設定し、東西長 3.0mX幅 3.5mを測る。調査の結果、遺構面は一乗谷川の河川の氾濫等により

大きく削られ、遺構面は確認できなかった。

Bトレンチ(PL.1 • 2 第 12図） 下・中段水田にまたがり、調査区東側、 M19~22に位置する。南北幹線道路

SS260を把握するために設定し、東西長 13.OmX幅 3.5mを測る。

調査の結果、東側の下段水田において、 Bトレンチ中央付近から南北幹線道路 SS260と石組排水溝SD4810

が検出された。 SS260は幅約 2.0m以上を測り、上面に厚く砂利敷が残り、長期にわたる使用が想定された。

SD4810は、下段と中段の境界となる水田石垣除去後に検出され、 M21付近で通路を設ける際に破壊されたと

考える。 SS260とSD4810の間には、第 108次調査によって、幅 1.5mを測る士塁石垣 SA4926（旧 SX4926)が確

認され、後に、 SD4810は士塁石垣SA4926の内側を流れる石組排水溝であることが判明した。西側の中段水

田では、井戸 SE5047と第 112次調査区の礎石建物 SB5034に伴う砂利敷が検出された。 SE5047は、径 1.OmX 

深さ 0.5mを測り、 30cm大の石を 3段積んで構築していた。深度が浅いことから井戸ではなく溜枡と考える。

Cトレンチ(PL.3 第 12図） 中段水田に設定し、調杏区中央、 M24・25位置する。八地谷川南岸の遺構の範囲・

密度を把握するために設定し、東西長 6.OmX幅 3.3mを測る。

調査の結果、東側で SB5034に伴う砂利敷と、中央から西側で石組排水溝 SD5043が検出された。 SD5043は、

第 112次調査において東西道路 SS5059の北側側溝として検出され、幅 0.3mX深さ 0.2mを測る。 L• M25付近

で北ヘクランク状に屈曲するが、 Cトレンチでは溝の両岸は破壊されていた。

D トレンチ (PL.3•4 第 12 図） 調査区西側、中段水田西端と上段水田東端の境となる水田石垣が構築された

L28に位置する。中段と上段水田の遺構の関係性を把握するために設定し、 トレンチは東西長 4.3mX幅 3.3m

を測る。 L28から以西は E・Fトレンチが接続する。

調査の結果、東側の中段水田において、水田石垣東側に沿う石組排水溝 SD5042が検出された。 SD5042は、

第 112次調査において、 SS5059の南側側溝が K28で屈曲して、北に向きを変えた溝であることが判明したが、

SS5059がK28• 29付近で坂道として改修した際に、埋められ、その機能を失ったと推定される。

Eトレンチ(PL.4 第 12図） 上段水田に設定し、調査区西側、 K• L29~33に位屑する。上段の遺構の範囲・

密度を把握するために設定し、東西長 13.2X幅 3.5mを測る。 K33以西に Fトレンチが接続する。

調査の結果、士坑 SK5357と第 112次調査区の道路 SS5060の砂利敷きが東西に渡って散在して検出された。

調査当初は、包含層出士の越前焼大甕の底部としていたが、第 112次調査によって、直下に径 1.Omを測る

土坑を伴うことが明らかになった。

Fトレンチ(PL.5 第 12図） 上段水田に設定し、調査区西端、 K33~35に位置する。上段の遺構の範囲・密

度を把握するために設定した。 トレンチは東西長 5.7X幅 3.2mを測り、長方形を呈す。

調査の結果、 SD5042西端と SK5355が検出された。 SD5042は、第 114次調査において、士塁石垣SA5196東端

を暗渠として横断した後、 SS5059の南側側溝として西へ進むが、 E• Fトレンチでは確認できなかった。士

坑 SK5355は径 1.lmX深さ 0.3mを測り、底面から越前焼大甕の破片が重なって出土した。

-18 -



2.辿 構

ロ— 3
3
 

3
 

L
 

▲
3
 

）
 

憂
鴻
ー

亀
2
 

L
 

p
 

憂

/ 
／ 

PL3-2 
► 

PL5-3 

▲ 
Cトレンチ

PL3-l 

9‘―----—へ、`--‘ヽ

PL2 3 .... >\
PL2-4 

► 

▲ 
PLL-3 

/ 

/ 

髪

（ -―̀‘ ＇ l ¥、
I ＼ーヘ

¥ )  
： 

9, 

! / ＇，―—--ノ

SE5047 

、`

‘、

{

[

f

r

,＇」

ー、

ヽ
—
-

―
―

1
 

', 

―

―
 

-

ぐ二，`
）

J

`

―
 

／

｀

 

r

'ヽ¥

．ヽ

}

＼

 

'

、

-

鼻

―

―

 

I'‘,‘ `

 

／
 (＇‘,‘‘

,＇
‘

-

｝

9
 

,'’9,
＼
05 

,’
 

5
 

s
 

s
 

゜99,1'/
 

9
 

／戸プ

> PL5-l 
u 

〇も。
Oo  •l 

0° C 

。

ぐ``‘ヽ‘--
‘`へ、‘`‘ヽ

ヽ）

ヽゞ—一',

I ヽ'―̀`ー、ヽ
¥.～-̀―’ 

SS5060 

互1K5357

Eトレンチ

／ 

／ 

Bトレンチ i PL3-4 

＼
 

4m 

第 12図 第 63次調査 B~Fトレンチ（縮尺 1/200、1/100)

-19 -



III.第 63• 112 ・ 114次調査

第 112次調査(PL.6~20 第3• 4 • 13~23図第 1表）

第 112次調査区は、城戸ノ内町字雲正寺に所在し、朝倉館跡から南西へ約 115m隔てた一乗谷川左岸の階

段状の水田の中・上段水田に立地する（第3図）。標高は南側で 50.9m、北側で 50．伽を測り、南西の月見山の

山裾から北東の一乗谷川にかけて緩やかに傾斜する地形に立地している。

調査区は、南北基幹道路 SS260が検出された第 108次調査区の西側沿いに接続し、南北長約 75.5mX東西

長約 26.5mの規模を測る。調査面積は 2,000面を対象とし、調査期間は平成 13年(2001)4月 2日～同年 12月

27日である。航空測量は同年 12月 18日に実施し、その後、補足調査をしつつ埋め戻し作業を行った。

調査の方法は、地形に沿って、調査区内に任意の 1辺 3mの方形グリッドをかけ、東西方向に 20~30、南

北方向に A~Zの番号を付して、遺構の記録と遺物の採集に用いた（第 13図）。

遺構は、中・上段水田に広く展開するため、検出面の高さを基準にして、まとまりを把握する必要があり、

本報告の記述にあたっては、東側に接続する第 108 次•第 114 次調査区の遺構も含めて、八地谷川北岸の遺

構全体を第 I~IX区域に区分した。第 I~V区域と第VI・ Vlll区域の一部が第 112次調査、第VI~IX区域は第

114次調査区に含まれる。

第 112次調査区の中段水田の遺構は、北から南に第 I~V区域、上段水田の遺構は第VI・ Vlll区域に区分し

た。グリッド上では、第 1区域は中段水田北側の P-Z20~30、第11区域は中段水田中央の L-P20~28、第m区

域は中段水田中央の東西道路 SS5059の側溝SD5043• 5039 • 5040で区画された H-N20~28、第w区域は中段水

田南側の東西道路 SD5040から SD5039で区画された H-K21~25、第V区域は中段水田南側士塁石垣 SA4783と

東側士塁石垣で区画された A'--G21~30、第VI区域は上段水田の北側の K-Y28~30、第vm区域は上段水田の南

側の B-J27~30に含まれる。

調査の結果、 3つの武家屋敷区画と 4つの町屋区画が確認され、中段水田の第 I~VI区域で区画 I~V区

を検出し、上段水田の第VI・ Vlll区域で区画VI• VIIの一部を検出した。

第 1区域の区画 I（旧武家屋敷II)は、武家屋敷を構成する遺構で占められ、敷地面積は約 812面を測り、

士塁石垣 1、門 l、暗渠 l、炉 2、石積施設 3、掘立柱建物 l、溝 3、土坑 l、井戸 2等が検出された。第11区

域の区画11（旧町屋11)は、町屋を構成する遺構で占められ、敷地面積は約 9lrriを測り、礎石建物 1、石積施

設 1、井戸 1、石列 lが検出された。第m区域の区画m（旧町屋m)は東西道路 SS5059でT字状に区画され、

道路 1、溝 3、井戸 l、埋甕遺構 l、礎石建物 lが検出された。第w区域の区画w（旧町屋 I)は、町屋を構成

する遺構で占められ、敷地面積は約 96面を測り、礎石建物 l、石積施設 1、炉 lが検出された。第V区域の

区画V（旧武家屋敷 I)は、武家屋敷を構成する遺構で占められ、敷地面積は約 600面を測り、門 l、石積施設 1、

溝 1、礎石建物 l、掘立柱建物 l、庭 l、石敷遺構 l、炉 1等が検出された。第VI区域区画VIは、上段水田の

東側に相当し、道路 l、石列 1、士坑 l等が検出された。第vm区域区画刈では、区画溝 2が検出された。以下、

主要な遺構について述べる（第 1表）。

第 1区域区画I 武家屋敷(PL.6~11 第13~17図第 1表）

土塁石垣

SV5063 (PL. 9 第14図） Y20~32に位置。区画 Iの北側士塁石垣である。南北基幹道路 SS260を横切り、直交

する東側石垣 SV4904よりも深い位憧で基底石が確認され、東端で麻さは約 1.3mを測る。八地谷川の護岸と

考える。護岸外の Z21~23において笏谷石製の石燈籠 213• 214が出土した。

804810 (PL. 9 第14図） Y20~32に位置。旧 SV4904である。区画 Iの東側士塁石垣内側を流れる溝である。

八地谷川護岸の SV5063に通路を構築した際、北端は切られた様相を示すが、判然としない。
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第 13図 第 112• 114次調査区遺構全体図（縮尺 1/300)



2.迫構
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第 14図 第 1区域区画 ISV5063、SD4810（縮尺 1/100)

門、暗渠

SI4910、SZ5071(PL. 9 第 15図） R • S21に位置。区

画 Iの東側士塁石垣内に構築された門である。南北

道路 SS260に向かって開口する。主軸は N30°Eに向

き、門の内寸幅 2.3mX奥行き 1.8mを測る。

溝 SD4810の上に 50~90cm大の笏谷石の板石を直

線状に架構して、暗渠 SZ5071を構築 し、これを l

段目の踏面としていた。2段目は、20~30cm大の石

を5石、平坦面を上にして直線状に据えていた。2

段目の石列から内側へ 0.7m隔てた位置には、門柱

の礎石となる 50cm大の板石が 2石据えられていた。

門柱間は約 2.0mを測る。

溝、石敷遺構、石積施設

SD5044(PL. 10 第 16図） W-Y30に位置。し字状の石

組排水溝である。区画 lの西側の区画溝と考える。

主軸は、南辺で N25°Eに向き、長さ 6.OmX幅0.3m

x深さ 0.3mを測る。北端は SV5063の寸前で東へ屈

曲して、並行する SD5045に直交する。両岸に 20~

40cm大の石を 1段積み、底石はない。南端西側に20

s
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第 15図 第 1区域区画 ISI4910、SZ5071（縮尺 1/100)

cm大の石が円形に配された遺構が接続する。調査記録の所見はないが、SD5044に伴う溜枡の可能性がある。

SD5045(PL.10 第 16図） X・Y29に位置石組排水溝である。主軸はN30°Eに向き、長さ 2.7mX幅0.2mを測る。

直線状の北端は八地谷川の護岸 SV5063に接続する。両岸に 20~40cm大の石を 1段積み、底石はない。東側

に1.5m隔てて石列が並行し、上段の区画VIの東端内を通る南北道路 SS5060の北端の可能性が裔い。
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m.第 63• 112 • 114次調査
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゜
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第゚ 16図 第 1区域区画 ISD5044 • 5055、SX5069・ 5075、SF5055（縮尺 1/100)

SX5069 (PL. 10. l]第 16図 ）

W • X27に位置。短楕円形

を呈する石組である。上

部構造は破壊され、 20~

40cm大の石積が 1段残存

していた。主軸は N38°

Eに向き、内寸南北長軸

3. lmX内寸東西短軸 2.3m

x深さ 0.3mを測る。覆土

には焼土や炭化物が堆積

し、炉またはカマドと推

< 定される。

SX5075 (PL. 10. 11第 16図）

V36に位置。石敷遺構で

ある。径 0.7mを測り、 15

~30cm大の石が平坦面を

上にして方形状に 15石敷

かれていた。

SX5069に伴う石敷炉の

可能性がある。

SF5055 (PL. 10. 11 第 16図） W28 • 29に位置-石積施設である。基底石のみが残存していた。平面形は長方

形を呈す。主軸はN30°Eに向き、内寸南北長軸 0.9mX内寸短軸0.5mX深さ 0.2mを測る。破壊を受けており、

20cm大の石材が散乱していた。石積は 1段のみ残存していた。

建物、土坑

S85036、SK5074(PL.11 第 17図） R-U24~26に位置。武家屋敷の中心をなす長方形の掘立柱建物である。下

層遺構と考える。桁行 3間、 梁間 2間が検出された。主軸は N27°Eに向き、桁行 9.0m、桁間寸法 2.7~ 

3.0m、梁間 6.0m、梁間寸法 2.7~3.4mを測る。床面積は約 54州を測る。柱穴は径 0.7m、深さ 0.4mを測る。

西辺と南辺の柱列は明確ではない。上層で礎石建物が一部検出されたが規模は不明である。SK5074はSB5036

に伴う方形土坑であり、 一辺 1.lmX深さ 0.8mを測る。上層に焼土が 25cm、黄褐色土が 10cm、中層に再び焼

土が 45cm堆積し、底面に炭が検出された。遺物は土師器皿 114、白磁皿 115• 116が出士した。

石積施設•井戸

SF5053. 5054(PL. 11 第 17図） R27 • 28に位置。2つの石積施設である。SB5036の南西隅から西方へ向かっ

て並んで構築されていた。共に上部は破壊され、基底石のみが残存し、平面形は長方形を呈す。構造も同一

であり 、主軸はN2"tEに向き、内寸南北長軸 1.3mX内寸短軸 0.9mX深さ 0.lmを測る。

SE5048 (PL. 1] 第 17図） Q27に位置。石組の井戸である。上部は破壊され、20~40cm大の石を円形に配し、

内寸長軸約 l.OmX内寸短軸 0.9mを測る。底面は不明である。越前焼甕 118、灰釉椀 119が出土した。

SE5049 (PL. 11 第 17図） U28に位置。石組の井戸である。上部は破壊され、 20~40cm大の石を円形に配し、

内寸長軸約 l.lmX内寸短軸 0.9mを測る。越前焼壺 122が出土した。
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第 17図 第 I区域区画 ISB5036、SK5074、SF5053・ 5054、SE5048・ 5049（縮尺 1/100)

第II区域区画II 町屋(PL.12 ・ 13 第 18図第二）

建物、石積施設、井戸、 石列

4m 

＼ ゜

C 

上、 i憂

C゚ 

◎ 

＼ 

SB5034(PL. 12・ 13第 18図） N・023・24に位置。方形の礎石建物である。焼上で覆われ、上層の礎石建物は不明。

下層の建物は土蔵と考える。主軸はN73°Wに向き、桁行 5.lm、梁間4.0mを測る。床面積は約 20m2を測る。

下層で小穴と砂利敷が検出され、幅 1.5mの入口が付く。士師器皿 125~129、青磁皿 130が出土した。

SF5052（第 18図） O・P21・22に位置。石積施設である。基底石のみが残存していた。平面形ば長方形を呈す。

主軸はNl0°wに向き、内寸南北長軸 1.9mX内寸短軸 1.lmX深さ0.lmを測る。越前焼壺 131が出土した。

SE5047 (PL. 12. 13第 18図） M21に位置。石組の井戸である。内寸長軸約 0.9mX内寸短軸 0.8mを測る。

SX5068 (PL. 12第 18図） P22~24に位置。区画 IとIIの境となる石列である。SB5034の北辺と並行し、北へ

1. 7m隔てて構築されていた。東西長 8.7mを測る。士師器皿 133、青磁皿 134が出土した。
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第63次調査Cトレンチ
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第 18図

／ 

第II区域区画IISB5034、SF5052、SE5047、SX5068（縮尺 1/100)

第田区域区画m
道路、区画溝

町屋(PL.13 ・ 14 第 19・ 20図 第 1表）

寧 9(PL.13 ・ 14第 19・ 20図） K21~29に位置。東側の南北基 ／ 
一

a

50. Sm 
； 

幹道路 SS260から西に向かって直線状に登る砂利敷の東西道

路である。主軸は N70°IVに向き、全長 24.OmX幅 l.8mの規模

を測る。

第VI区域区画VIの南東隅、 K29• 30付近で、石列 SX5360に

よって前方を遮られ、 それ以上西には進めず、南北に延びる

道路 SS5060と直交する。平均傾斜角は 4~5°である。道路

両側には側溝SD5040• 5043が構築されていた。道路面は砂利

2 

/3 4 
＿／ 

SS5059層位

1/l'i砂利混赤褐色土 3/¥"i粘土
2附砂利混茶褐色：I: 4附砂利敷面

第 19図

0 20 40cm 
| 1 1 | | 

第11I区域区画IIISS5059断面（縮尺 1/50)

が固く突き固められ、粘士と砂利を相互に積み、 2回以上補修されたと考えられる（第 19屈）。 越前焼鉢類 135

~138、 白磁皿 139• 140、中国製陶器壺 142、青磁踪形瓶 141が出土した。SD5040は、第VIII区域区画VNの北

辺区画溝 SD5042に接続していた形跡があるが、区画1I1の拡張の際に撤去された後、埋められたと考える。
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2. 追構

SD5043 (PL. 14 第20図） L21~25、M25• 26、N2626に位置。SS5059の北岸側溝である。L21~25まで SS5059

に沿って西に延びた後、 L25付近で北に屈曲した後、クランク状に延びる。長さ 21.5mX幅0.3mX深さ 0.2m

を測る。石積は、側溝内側に30~50cm大の石を 1段、外側に 3段積み、底石はない。L24付近は埋められ、

SB5034の入口が構築されていた。

SD5039(PL. 13第20図） H22-25に位置。町屋IIIと南の武家屋敷 Iを区画する石組排水溝である。主軸は、

N60° Wに向き、長さ 28.OmX幅0.4mX深さ 0.2mを測る。 30~50cm大の石を東西に直線状に据え、溝の両側の

石積は 1段である。底石はない。東側は士塁石垣 SA4901の下を潜り 、暗渠 SZ5070となって SS260を横断し

た後、上塁石垣 SA4782下の SZ4911へ接続する。土師器皿 143~151、鉄釉瓶 152、青磁稜花皿 153が出士した。

SD5040 (PL. 13第20図） K21-25、H-K25に位置。SS5059の南側の石組排水溝である。長さ 21.Om、幅 0.4m、

深さ 0.2mを測る。全体的に L字状を呈し、 30~50cm大の石を東西に―直線状に据え、K25で西から南へ屈曲し、

H25でSD5039と直交する。SS5059に沿った外側の石積は3段、内側の石積は1段である。SD5039と接続した後は、

SB5033の南側を通る部分の SD5039は機能しなくなったと考える。士師器皿 154の他、 J25付近の溝内から環

状鉄製品 197が出土した。

27 
(J 
26 

SE5046 

第III区域（区画III)
S05040 

＼
 

／ 

図 ゜ 痴
2 4m 

l { J I ＼
 

第20回 第Ill区域区画illSS5059、SD5043・ 5039 ・ 5040、SK5057、SE5046、第VI区域区画VISS5060、SX5360、

第vrn区域区画VIISD5042 ・ 5041（縮尺 1/100)
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m.第63・ 112 ・ 114次調査

埋甕遺構、井戸

SK5057 (PL. 15 第 20・ 21図） I・ J26に位置。埋甕

遺構である。越前前焼の大甕 2個体、中甕 5個

体を南北方向に 2列並べていた。主軸は N30° E 了

に向く。東列は、北から士坑Pl~5、西列は士坑

P6 • 7とした。土坑は円形を呈し、径 0.7~0.9m、

深さ 0.5~0. 7mを測る。底部を据えた状態の越前

oO. 7m 
- ----,-
a 5 4 3 2 1 ミーー＿ a 

50. 7m 
ーマ
a 

｀ 
a 

50. 7m 
一了

a 

＼ジ― SK5057-P1-7層位

l屈焼土混赤褐色 I
2/l'l炭混黒褐色t:
3居炭混暗茶褐色十．

焼は確認できなかった。越前焼壺 155・中甕 156• 

大甕 157• 158が図化できた。 第 21図 第III区域区画IIISK5057断面（縮尺 1/50)

SB5361（第20図） I • J26 • 28に位置。 SK5057を含む礎石建物である。主軸は N55° Wに向き、桁行 3間、梁

間2間。桁行 9.3m、桁間寸法 3.2~3.4m、梁間 5.7m、梁間寸法 3.7mを測る。床面積は約 53面を測る。

SE5046 (PL. 14 第 20図） L25 • 26に位置。石組の井戸である。内寸長軸約 0.8m、内寸短軸 0.6mを測る。第

III区域に含めたが、 SS5059が区画をなしていた時期は、第II区域の町屋IIに属す遺構とも考えられる。

第W区域 区画W 町屋(PL.13 第22図）

建物、石積施設、炉、溝

SB5033(PL. 13 第22図） I-K22~24に位置。長方形の礎石建物である。桁行3間、梁間不明。 SF5051、SX5066

を伴い、エ房と推定される。主軸は N45° Wに向き、桁行 7.5m、桁間寸法 2.0~3.4m、梁間 6.2mを測る。床

面積は約 47rrfを測る。建物北辺は SS5059南側側溝の SD5040南岸と重複し、 30~70cm大の礎石が 4石検出さ

れた。北辺西端には 60cm大の石を 2石配僅して踏面にし、 SD5040を埋めて構築した入口が検出された。入

口は幅 1.4mX奥行 0.9mを測る。青磁椀 159が出士した。

SF5051 (PL. 13 第22図） J21 • 22に位置。石積施設である。基底石が残存していた。平面形は長方形を呈す。

主軸は N36° Eに向き、内寸南北長軸 1.OmX内寸短軸 0.7mX深さ 0.lmを測る。 SB5033の施設と推定される。

土師器皿 160~163が出士した。

SX5066(PL. 13 第22図） J23に位置。 SB5033の内部施設であり、炉跡と考える。主軸はN70° Wに向き、 1辺

1. lmX深さ 0.3mを測る。 SB5033北辺の溝を切る。士師器皿 164~166、青磁碗 167が出士した。

第V区域区画v武家屋敷(PL.15~17 第22・ 23図第1表）

門、石積施設、溝

S14909(PL. 15. 16 第22図） E22に位置東側士塁石垣SA4901の中央付近に構築された、武家屋敷 lに入る

門である。主軸はN40° Eに向き、門の外側内寸幅 2.0m、内側内寸幅 2.0m、奥行き 2.0mを測る。 SS260より

0.2m高い。 SA4901内の北側に 20~50cm大の石を 3石、南側に 20~30cm大の石を 6石据えて仕切りとした。

SF5050(PL. 16. 17 第22図） G22に位置。石積は 3段残存し、平面形は方形を呈す。主軸は N35° Eに向き、

内寸南北長軸 1.9m、内寸短軸 1.9m、深さ 0.6mを測る。北東隅から暗渠 SZ5070へ流れる。越前焼甕 168、染

付皿 169• 170、中国製陶器壺 171が出士した

SD5038(PL. 16 ・ 17 第 23図） E22 • 23、A-E24に位罹。 SB5072の東辺に並行する石組排水溝である。南北

10.8m、東西 4.5m、幅 0.4m、深さ 0.2mを測る。全体的に L字状を呈す。溝南端に位置する庭 SG5056に伴う

溝と考えられ、北に向かって 20~40cm大の石を南北に直線状に据え、 K23で東へ屈曲した後、 SI4909の南側

から士塁石垣 SA4901を横断し、 SS260の側溝SD4810へ流れる。石積は 1段である。

゜
2m 
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2.辿構
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第 22図 第rn区域区画illSS5059、SD5043• 5039 • 5040、第w区域区画N SB5033、SF5051、SX5066

第V区域区画V SI4909、SF5050、SX5065（縮尺 1/100)
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IJJ. 第 63• 112 • 114次調杏

建物、庭、炉、石敷遺構

S85072(PL. 15第 23図） A-E25~27に位置。 旧SX5072である。上層の長方形の礎石建物であり、桁行 4間、

梁間 3間と推定される。主軸はN30°Eに向き、桁行 10.7m、桁間寸法 2.8m以上、 梁間 7.6mを測る。床面積

は約 81面を測る。越前焼甕 172・壺 173・卸皿 174・揺鉢 175• 176、上師器皿 177• 178、灰釉皿 179、鉄釉天

目茶碗 180• 181、青磁皿 182、朝鮮製壺 183が出土した。

SB5031 (PL. 15 第23図） A・B26~28に位置。 SB5072の下層の長方形の掘立柱建物である。 西・南辺は不明だが、

桁行 3間、梁間 2間と推定される。主軸はN60°Wに向き、桁行 6.4m、桁間寸法 2.0~2.2m、梁間 5.4m、梁

間寸法 2.2~2.Smを測る。床面積は約 35吋を測る。柱穴は径 0.4~0.7m、深さ 0.3mを測る。土師器皿 184、

鉄釉壺 185、青磁碗 186が出士した。
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第 23図 第V区域区画V SB5072 ・ 5031、SG5056（縮尺 1/100)
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2.遺構

SG5056(PL. 15 第23図） A24 • 25に位置。 SB5031に伴う庭と考える。 90cm大の平石を 1石含み、 4.2mX 2. 4m 

の範囲に砂利敷が検出された。青磁皿 187・托 188、白磁皿 189が出士した。

SX5065 (PL. 17 第22図） F23 • 24に位憧。 SI4909の西側に広がる砂利敷遺構である。砂利敷は不定形であり、

東西長 6.5mX南北長 3.0mの規模で検出された。武家屋敷の北東隅に南北長約 10.OmX東西長約 7.0m以上の

広場的空間が存在したと想定される。

SX5064(第13図） B29に位憧。炉と考えられる。 SB5031から西側に 3.0m隔てて構築された土坑であり、径

0. 5mX深さ 0.3mを測る。東縁に 20cm大の石が 2石配置されていた。士坑内には焼士が充填していた。

第W区域区画W 町屋(PL.17~20 第13図第1表）

道路、石列、士坑

SS5060 (PL. 17 ・ 18 ・ 20 第13図） L-N29 • 30に位置。南北道路である。 K29付近の中段から上段水田に上がる

地点において、石列 SX5360と共に東西道路 SS5059と直交する。 SD5042より北側は長さ約 11.SmX幅約 3.0m

を測り、そのまま調査区北端まで続いていたと考える。南側は長さ 4.OmX幅 3.5mを測り、東側を SD5041に

区画され、西へ屈曲した後、第 114次調査の第vm区域区画暉の道路 SS5185に接続する。

SX5360(PL. 19. 20 第13図） K30に位置。東西に延びる SD5042と直交して北に延びる石列である。東西道路

SS5042と南北道路 SS5060の交差点に位置する。主軸は、 N429° Eに向き、長さ 1.5mを測る。 50~70cm大の

石を 4石直線状に据え、石の平坦面を東に向けていた。

SK5058(第24図） P29に位置主軸は N50° Eに向き、西側の SB5035を切る大型士坑である。楕円形を吊し、

内寸長軸 2.0mX内寸短軸 1.4mX深さ 0.5mを測る。 SS5060が機能しなくなった段階で構築されたと考える。

第渭区域区画＂武家屋敷 (PL.17~20 第13図第1表）

溝

SD5042(PL. 18 ・ 19 第20図） K29 • 30に位置。石組排水溝である。主軸は、 N60° Wに向き、長さ 5.2mX幅

0.4mX深さ 0.2mを測る。南北道路 SS5060を東西に横断する。 30~50cm大の石を両岸に直線状に据え、石積

は2~3段積んでいた。底石はない。本来は、 SS5059の南側側溝として直線的に延びていたと考えられる。

$05041 (PL. 18 ・ 20 第20図） I-K29に位憧。 SS5060の東側を区画する小規模な石組排水溝である。主軸は、

N40° Eに向き、長さ 5.2mX幅 0.3mX深さ 0.2mを測る。 30cm大の石を蛇行線状に据え、溝の両側の石積みは

l段であり、底石はない。溝の南端西側には、長さ 2.lmX幅0.3mX深さ 0.2mの小規模な溝が直交して接続する。

第1表第 112次調査主要遺構観察表(PL.8 ~ 20 第13~23図）

第 I区域区画 I【武家屋敷】

NO グリッド 遺構 種類
下層 上層

闘 挿図 NO グリッド 遺構 種類 誓喜 I 挿図1期 II期 II1期

［3 ぶぷ• S 3.,_ 

SV5063 土塁石垣 第14図

応岳令；＼‘ ぃ、

R 
石積施設 PL. 11 第17図27 SF5053 

SD4810 溝 第14図 R 
石積施設 PL 11 第17図28 SF5054 

Sl4910 門 第15図

゜ 井戸 PL. 11 第17図27 SE5048 
,~~4ヽtti :・;,R 20 .......... 

SZ5071 暗渠 第15図 u 
井戸 PL. 11 第17図28 SE5049 

SD5044 区画溝 第16図
第11区域区画11 【町屋】

SD5045 区画溝 第16図

SX5069 炉 第16図 NO グリッド遺構 I種類 1:：： -：：（ご… 晶岱 I挿図

SX5075 炉 第16図

［ 霜~ 頂~~ ~ ~ ~ ‘ 

Q3-5 S ・ 36 SB5034 礎石建物

ー］：
第18図

SF5055 石積施設 第16図 O・P 
石積施設 第18図21 ・ 22 SF5052 

SB5036 掘建立物柱 第17図 M 
井戸

12 第18図21 SE5047 13 
SK5074 土坑 第17図 p 

石列 12 第18図
炉ン 25 22~24 SX5068 
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III.第 63• 112 • 114次調査

第m区域区画m【町屋】

KO グリット 遺構
種類 下層 上層 写図六版盲 挿図

1期 11期 I11期
NO グリッド 瑣構 種類

卜〖層 上層
喜喜 挿図

1期 11期 II1期

20 K SS5059 道路 PL. 13 31 E SD5038 区画溝
PL. 16 第23図22 • 23 PL. 17 21~29 ...,...,- PL. 14 第第21 92 図図

-`へ~.e ----・---・-・・・・-・ ~ ~ ~ ~ -------
ら` →→ --- ----- ~ : ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

21 L SD5043 区側画溝溝 PL 14 第22図21~25 
.......... ~.” 

可日ー~---- ----

32 A-E SB5072 礎石建物 PL. 15 第23図25~27 
"~----... ....• -• • • 9...．.．．．．. ~ --- ----

22 H SD5039 区画溝 PL. 13 第22図22~25 I 
33 A・B SB5031 掘建立物柱 PL 15 第23図26-28 

ヨ '---- ...... 

23 K SD5040 区側両溝溝 PL. 13 第22図21~25 
34 A SG5056 庭 PL 15 第23図24 ・ 25 

24 L 25 ・ 26 SE5046 井戸 PL 11 第20図 35 F SX5065 石敷遺構 PL. 17 第22図23 ・ 24 
`̀;--. ---- -------- --~"' 」-↓’一・・・・・・- ........ --------ィ-ヽ止••⇒ ----

25 
I. J SSK85503567 1 埋礎甕石罰構物 PL 15 第20図26 

36 B SX5064 炉 第13図29 

第w区域区画w【町屋】 第V1区域区画V1【町屋】

グリッド 遺構 種類
下層 上層

闊 挿図NO 
1期 II期 II1期

グリッド 遺構 種類
|、層 上層

譴 挿図NO 
1期 II期 111期

26 1-K SB5033 礎石建物 PL. 13 第22図22~24 
L-N PL. 17 

37 29 ・ 30 SS5060 道路 PL. 18 第13図
PL. 20 

畔•-- .．．・ • -~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~．，．呵ー一~99 ~.. ---------------"-------" ~ ~ ~ 

27 J SF5051 石積施設 PL. 13 第22図21 ・ 22 38 K SX5360 石列
PL 19 第13図30 PL. 20 

--....·•--•'• *9石⇒日-台←9⇒ --- ------------ •· ----- ・・・ ........ , ____ -----------

28 J SX5066 炉 PL. 13 第13図23 39 
p 

SK5058 +．坑 第13図29 

第V区域区画V 【武家屋敷】 第VIII区域区画VII【武家屋敷】

遺構 種類 下-層---上層--写図賊古 挿図 グリッド 遺構 種類
下層 上層

写図賊宵 i 挿図NO 
1期 II期 I11期

S14909 I 門 | I PL. 15 第22図 40 K SD5042 区画溝 PPL. L. 118 9 第20図PL. 16 29 ・ 30 
----- - -・ --- ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

SF5050 石積施設 PL. 16 第22図 41 1-K SD5041 区画溝 PPL L. 1189 第20図,、
PL. 17 29 

第 114次調査(PL.6~20 第3• 10 • 13 • 24~28図第2表）

第 114次調査区は、城戸ノ内町字雲正寺に所在し、第 112次調査区の西側に広がる上段水田に立地する（第

3 • 10図）。標高は東側で 51.Om、西側で 52.Smを測り、八地谷川に沿って階段状に下降する地形である。

調査区は、南北長約 75.5mX東西長約 26.5mの規模を測る。調査面積は 1,700面を対象とした。調査期間は

平成 15年 (2003)7月 1日～同年 12月 25日である。航空測量は、同年 12月 25日に実施した。翌年 3月 10

~13日までは記者発表のための清掃作業等を実施した後、補足調査を行い、その後埋め戻し作業を行った。

調査の方法は、第 112次調査区のグリッドを地形に沿って西側に延長し、東西方向に 31~42、南北方向に

A~Yの番号を付して、遺構の記録と遺物の採集に用いた（第 13図）。

調査区は、中央付近を東西に横断する区画溝 SD5042を境に北半分と南半分に上段水田が広がり、西側に

最上段水田が構える地形である。

谷地谷川南岸の遺構として、全体を把握するため、区域・区画は、第 112次調査区（第 I~V区域）に続く

ものとし、調査区については、東西に延びる溝 SD5042 より以北の上段水田については第VI・ VII区域、以南

の上段水田については第VIII区域、西側の最上段水田については第1X区域と区分した。

グリッド上では、第VI区域は上段水田北半分の L-Y29~35、第VII区域は L-W33~39、第VIII区域は第 112次調

査区第V区域の遺構の一部を含め、上段水田南半分の B-K29~39、第1X区域は最上段水田の l}-T37~42の範

囲に相当する。

調査の結果、第 114次調査区では 3つの区画が確認され、第VI・VII区域を合わせた町屋の区画w（旧区画11)、

第VIII区域の武家屋敷を中心とした区画暉（旧区画 I)、第1X区域の町屋の区画VII1（旧区画1I1)の様相が明らかに

なった。
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2. 遺構

第VI・VII区域の区画Wは、掘立柱建物で占められ、敷地面積は約 850面を測り、 2つの区域で溝3、士坑 5、

井戸 4、掘立柱建物 8、井戸 5、道路 1、石積施設 2、カマド l等が検出された。第VIII区域の区画VIIは、礎石

建物を中心として、敷地面積は約 550面を測り、道路 l、井戸 l、士塁石垣 2、門 1、掘立柱建物 3、石列 l、

溝 3、礎石建物 1、埋甕遺構 1、士坑 l等が検出された。第IX区域の区画VIIIは、掘立柱建物と若干の周辺付

属施設が検出され、敷地面積は約 300面を測り、掘立柱建物 l、カマド 1、井戸 2、土塁石垣 l、溝 l、石敷

遺構 l、井戸 l等が検出された。以下、北から各区域の主要な遺構について述べる（第2表）。

第W区域区画W 町屋(PL.24~26 第24• 25図第2表）

溝、土坑、埋甕遺構、建物、井戸

SD5073 (PL. 24 第24図） Y31 • 32に位置。主軸はN75° Wに向き、蛇行して南東に流れる石組排水溝である。

第 1区域にかかる部分も含めると、長さ 11.7mX幅0.9mX深さ 1.Omを測る。両岸に 20~40cm大の石を 4~5

段積んでいた。 Y33付近から八地谷川の水を引き込み、川の中に中朴I状に地形が残る。越前焼甕 79・鉢80、

襦鉢81、灰釉皿82、中国製四耳壺83、青磁碗 84・壺85• 86・酒会壺87、白磁皿 88、石盤210が出土した。

SK5358(第25図） X32に位置。円形士坑である。 SB5337の北東隅から北東へ 1.5m隔てて検出された。径

0. 5mX深さ 0.3mを測る。

SK5344~5352(PL. 25 第24図） U-W32に位隧。埋甕遺構である。 SB5337と重複して検出された。全体的に削

平を受けている。主軸はN22° Eに向き、東列に 5基、西列に 4基の土坑が南北方向に並行して検出された。

各土坑は円形を呈し、径 0.5~0. 8mX深さ 0.3m前後を測るが、いずれも甕は抜き取られた後、埋め戻されて

いた。 SB5337に後出すると考える。

SB5337 (PL. 25 第24図） U-W32~34に位置。方形に近い掘立柱建物である。桁行 3間、梁間不明。主軸は

N86° Wに向き、桁行 6.5m、桁間寸法2.3m、梁間 5.7mを測る。床面積は約 37面を測る。南・北辺の柱列のみ

確認された。南西側に付属施設と考えられる井戸 SE5355が含まれる。

SE5354 (PL. 25 第24図） W31に位置石組の井戸である。南側に 40cm大の石が 3石配され、上面をとど

めていた。 20~40cm大の石を楕円形に配し、内寸長軸約 0.9mX内寸短軸 0.7mX深さ 1.6mを測る。石積は 6

段検出した。

SE5355 (PL. 25 第24図） U33 • 34に位置0石組の井戸である。平面形は楕円形を呈す。 20~40cm大の石を楕

円形に配し、内寸長軸約 1.2mX内寸短軸 1.OmX深さ 1.6mを測る。石積は 6段検出した。羽釜 94、越前焼卸

皿95・襦鉢 96、土師器甑把手220・甕 221、須恵器杯 223• 224・盤225が出土した。

SE5333 (PL. 26 第24図） T32に位置石組の井戸である。 T29~34付近から北側は、後世の開墾の影響を受けて、

0.6mの段差が生じるほど削られており、井戸の上部は破壊されていた。 20cm大の石を円形に配し、内寸長軸

約 1.2mX内寸短軸 1.Omを測る。石積は 7段検出したが、崩壊が危惧され、深さは約 1.4mでとどめた。

SE5324(PL. 26 第25図） R33に位置。石組の井戸である。上層の遺構である。平面形は楕円形を呈す。上部

は破壊されていた。 20~40cm大の石を楕円形に配し、内寸長軸約 0.9mX内寸短軸 0.7mX深さ 2.6mを測る。

SB5325 (PL. 26 第25図） R • S31 • 32に位置。方形に近い掘立柱建物と推定される。北側の SB5337とSE5337

を挟んで並行して構築され、主軸はN86° Wに向くと考えられるが、桁行、梁間等、全体の規模は不明である。

士師器皿89• 90 ・羽釜 91、灰釉小型壺92・揺鉢93が出上した。

建物、井戸

SB5035 (PL. 26 第25図） (}--Q31・32に位置。長方形の掘立柱建物である。建物は桁行4間、梁間2間と推定される。

主軸はN27° Eに向き、桁行 6.7m、桁間寸法 1.4~1.8m、梁間 3.8m、梁間寸法 1.9mを測る。床面積は約 26面
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Ill. 第 63• 112 • 114次調査

を測る。K-Y30付近が開墾により削 られ、東西で段差が生じているが、第 112次調査第V区域において東辺

柱列が検出されている。

SB5304 (PL. 26 第25図） M--{)31・32に位置。方形に近い掘立柱建物である。桁行 3間、 梁間2間と推定される。

主軸は N70°Wに向き、桁行 7.0m、桁間寸法 2.lm、梁間 6.5m、梁間寸法 3.0~3. 5mを測る。床面積は約 46m2

を測る。柱穴は径 0.7mX深さ 0.4mを測る。北辺と東辺の柱列は明確ではない。北西に 12m隔てて構築され

た第VII区域 SB5225と主軸の傾きを同じくする。

SB5311 (PL. 26 第25図） M--{)32に位置。長方形の掘立柱建物である。桁行2間、梁間2間。主軸はNl0°Eに向き、

桁行 5.8m、桁間寸法 2.5~3.2m、梁間 3.8m、梁間寸法 1.9mを測る。床面積は約 22面を測る。柱穴は径 0.4m

x深さ 0.3mを測る。南辺には桁行 1.5mX梁間3.8mを測る庇が付属 した可能性がある。南東に並行する南北

道路 SS5060と同時期と考えられ、 SB5304に先行する建物と考える。白磁皿 97・碗 98が出土 した。

SK5058(第 25図） P29に位置。上層遺構と考える。楕円形土坑である。SS5060上で検出された。内寸長軸

1. 9mX内寸短軸 1.5mX深さ 0.5mを測る。
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2.追構
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第＂：区域区画 W 町屋(PL.27~29 第 26• 27図）

建物、土坑

SB5296 (PL. 27 第 26図） U • V36に位置。小規模な掘立柱建物である。 2間の柱列が検出された。柱列を梁間

と想定すると、梁間の向きはNl0° Eに向き、梁間 3.0m、梁間寸法 1.2~1. 7mを測る。建物の傾きと梁間寸

法から第VI区域 SB5311を西へ直角に向けたような建物であったと推定される。 SK5291はSB5296に伴う施設

であった可能性が高い。

SK5291 (PL. 27 第 26図） T • U37に位置。 SB5296に付属する土坑群である。 SB5296の南辺に並行して構築さ

れたと考える。各士坑は、径 0.6~0.SmX深さ 0.3m前後を測り、 12基前後が重複することなく密集し、一部

石敷も確認された。

士坑群の内、北側に位置する径 0．伽X深さ 0.3mを測る士坑には笏谷石製の石盤 212が据えられ、盤の中

に越前焼揺鉢96が正位の状態で据えられていた。

SK5236 (PL. 28 第 27図） 035に位置。上層の遺構である。楕円形士坑である。 SB5255南辺から南へ 4.5m隔

てて構築され、北側は SK5237が重複して切っていた。内寸長軸 1.lmX内寸短軸 0.8mX深さ 0.3mを測る。士

坑内から口縁部の一部を欠いた越前前壺99、飾金具 180が出士した。

道路、溝、建物

SS5272 (PL. 28 第 26図） S • T35に位置砂利敷道路である。主軸はNl5° Eに向き、全長 4.3mX幅 1.6mを測

る。道路両側は側溝 SD5271とSD5273• 5297で区画され、 SB5255の北辺中央付近から北に向かって参道のよ

うに延びる。

SD5271 (PL. 28 第 26図） S • T36に位置 SS5272の西側の区画溝である。主軸は南辺で Nl5° Eに向き、長さ

4. 3mX幅0.2mX深さ 0.2mを測る。直線状の石糾排水溝である。北端は2石で閉塞し、南端は攪乱を受けていた。

両岸に 20~30cm大の石を 1段積み、底石はない。

S05273 (PL. 28 第 26図） S • T35に位置。 SS5272の東側の区画溝である。主軸は南辺で Nl5° Eに向き、長さ

3．伽x幅0.2mX深さ 0.2mを測る。直線状の石糾排水溝である。本来、南端で SD5297西端と直交して接続し、

L字状の溝であったと推定されるが、共に両岸の石の大部分は抜き取られていた。

SB5255 (PL. 29 第 26図） Q • R34~36に位置。方形に近い掘立柱建物である。桁行 2間、梁間 1間を呈す。主

軸は N72° Wに向き、桁行 5.3m、桁間寸法 2.5~2.7m、梁間 4.6mを測る。床面積は約 24可を測る。北辺に沿

って幅 1.Omを測る通路らしき砂利敷が検出された。同規模の建物 SB5247が西側に接続し、梁間をずらして

同時に建てられていた可能性もある。士師器皿 100• 101 ・羽釜 102、白磁皿 103• 104が出土した。

SB5247（第 26図） Q • R36 • 37に位置。方形に近い掘立柱建物である。 SB5255と同規模の建物とすれば、桁

行2間、梁間 1間を呈し、主軸は N86° Wに向き、桁行 5.5m、桁間寸法 2.7m、梁間 4.lmを測り、床面積は約

23mを推定される。

石積施設、石敷遺構、井戸

SF5076 (PL. 29 第 27図） P34に位置。旧 SK5076である。石積施設である。平面形は長方形を星す。主軸は

N70° Wに向き、内寸長軸 2.0X内寸短軸 1.OmX深さ 0.3mを測る。破壊を受けており、北辺の石積の一部が 2

段残存するのみであった。

SF5218 (PL. 29 第28図） L35・36に位置。石積施設である。基底石のみが残存していた。平面形は方形を旱す。

主軸は N20° Eに向き、内寸南北長軸 1.lmX内寸短軸 1.OmX深さ 0.2mを測る。西側の石列は改変前の西壁と

考えられ、当初は長方形を呈し、内寸東西長軸 1.7mと推定される。士師器皿 123、白磁皿 124が出士した。
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ill. 第63・ 112 ・ 114次調査

SX5239 (PL. 29 第 27図） 034に位置。上層の遺構である。東西の端部が破壊されているが、形状から複式のカ

マドと考える。10~30cn]大の石を東西長 ］．．7mX南北長 0.8m規模の範囲で長方形に敷き詰めた後、両端に馬

蹄形状の石組を設け、東側のカマドは内寸長軸径 0.9m、西側のカマドは内寸長軸 l.5m以上の規模と推定する。

SE5225 (PL. 29 第 28図） L33 • 34に位置。下層の遺構である。石組の井戸である。南東側の上部は破壊され

ていた。20~40cm大の石を円形に配し、内寸長軸約 1.2mX内寸短軸 1.Omを測る。底面は不明である。越前

焼甕 105• 106・襦鉢 107• 109 • llO・捏鉢 108、士師器皿 lll• ll2 ・脚台 ll3、鉄釉天目茶碗 ll4、青磁碗

ll5~ll9、朝鮮井戸茶碗 120、バンドコ 204・208、漆器 213・面214、木簡 215~217、曲物底板 218が出土した。
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第 27図 第vu区域区画VISK5236、Sf'5076、SX5239（縮尺 1/100)

第珊区域区画暉武家屋敷(PL.30~33 第27図）

道路、井戸、土塁石垣、門

SS5185(PL. 30 ・ 31第 28図） ］31 • 32に位置。第V区域 SS5060が南下して SD5042を越えて区画VIIIに入った後、

西へ直線状に上る砂利敷道路である。主軸は N65°EW向き、全長 13.4mX幅3.0mを測る。本来は区画VIIIへの

入口であったが、改修時に整地され、埋められたと考える。

SE5184(PL. 31第 28図） G31 • 32に位置。区画VIII内、唯一の石組の井戸である。南西側の石積は中位から上

位が破壊されていた。20~40cm大の石を円形に配し、内寸な長軸約 1.OmX内寸短軸 0.9mを測る。掘り込み

時の規模は、内寸長軸は 1.8m前後を測る。崩壊が危惧され、深さ 2.0mで掘削を止め、底面は不明である。

潤 183（第28図） B--G31に位置。区画IIIの東側土塁石垣である。主軸は N25°Eに向き、全長約 16.OmX外寸

幅 1.SmX高さ 1.5mを測る。外側は 50~100cm大の石を据えていた。越前焼壺 125~128・卸皿 129・播鉢 130

~133、士師器皿 134、灰釉皿 135、染付 136• 137、中国製壺 138、土製円盤 186、石硯 187• 188が出土した。

滋 196(PL.31 第 28図） K34~36に位置。区画IIIの北側土塁石垣である。K34付近から東、K37付近から西は

後世に大きく削れられていたが、上塁石垣の東端は第 112次第VII区域 SD5041、西端は SD5163と直交する地

点と想定される。主軸はN70°Wに向き、全長約 29.5mX外寸幅 l.8mを測る。外側は 30~50cm大の石を用い、
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2. 遺構

内側は 20~40cm大の石を用いていた。 K34付近では、暗渠の形をとらないで、土塁石垣を南北に横断する

SD5042の西端が検出された。 K35付近では門 SI5197を設けていたが、門を廃棄する段階に至ると、士塁石垣

として外側に石を積み、閉鎖していた。

S15197 (PL. 31 第 28図） K35に位置。区画 Iの北側石垣士塁 SA5196内に構築された門である。 50cm大の石を

南に 1石、 30cm大の石を北側に 2石据え、門柱石としていた。主軸はN60° Wに向き、門の内寸幅 2.2mX奥

行き 1.7mを測る。当初は北側の第VII区域に開いて機能していたと考えられるが、改修の際に門内に径 20~

30cm大の石を丁寧に 3段積み、閉鎖したようである。 SA5196内に礎石等の遺構は確認できなかった。

建物、石列、溝

$85191 (PL. 32 第 28図） I・J35・36に位置。下層の遺構である。長方形の礎石建物である。桁行 3間、梁間

2間と考える。主軸はN25° Eに向き、桁行 5.4m、桁間寸法 1.4~2. Om、梁間 3.8m、桁間寸法0.6~1. 7mを測る。

床面積は約 21可を測る。建物西辺の内外に桁行 5.4mX幅0.5mを測る礎石列が検出され、外側の礎石列は庇、

内側の礎石列は棚を支える柱列と考える。入口も西辺中央に設けられた可能性がある。建物内中央東寄りの

石列 SX5190が設けられていた。大型の礎石建物 SB5165と主軸が直交するが、整地士中から検出されている

ことから、大型礎石建物 SB5165に先行する建物と判断される。

SX5190(PL. 31. 32 第 28図） J36に位置。下層の遺構である。南北に延びる石列である。 SB5191の付属施設

である。主軸は N25° Eに向き、長さ 2.8mを測る。 30~50cm大の石を 7石直線状に据えていた。一見、暗渠

に見えるが、下部に排水構造は確認できなかった。

SB5165(PL. 30~32 第 28図） G-J35~38に位僅。上層の遺構である。長方形の大型礎石建物である。南西隅

の礎石の配置状況から桁行6間、梁間 5間と推定された。東辺は削られているが、主軸は N73° Wに向き、

桁行 11.7m、桁間寸法 l.l~l.9m、梁間 9.4mを測る。床面積は約 110面を測る。建物南辺には幅 l.lmX長さ

11. 7mの庇が設けられ、並行する SD5176は雨落ち溝と考える。西辺にも同じ幅の庇があった可能性がある。

建物南半分は梁間 3.8mを測る空間があったと考える。

SB5164(PL. 31 • 32 第 28図） H-J35~38に位置。最上層の遺構である。長方形の大型礎石建物である。桁行不

明、梁間不明。主軸はN70° Wに向き、桁行 10.6m、梁間 6.6m以上を測る。床面積は約 70面以上を測る。建

物北東側に桁行 5.3mX梁間 3.lmを測る空間が想定された。西辺には SB5165と同様な幅 1.lmの庇が付く可

能性がある。

S05176 (PL. 32 • 33 第 28図） F---G34~38に位置。上層の遺構である。 SB5165の雨落ち溝であり、平面形は L

字状を呈す。東西の主軸はN73° Wに向き、東西長 13.5mX南北長 5.5mX幅0.3mを測る石組排水溝である。

南岸の石は大部分が抜き取られていた。 G34付近で南に屈曲し、 E34付近で南から流れる SD5175と合流する。

越前焼揺鉢 139、士師器皿 140~143・耳皿 144、中国製香炉 145が出士した。

建物、士坑、溝

S85166 (PL. 32 • 33 第28図） E---G35~38に位置。上層の遺構である。長方形の礎石建物である。桁行 5間、梁

間2間と推定される。主軸はN73° Eに向き、桁行 8.7m、桁間寸法 1.3~1. Sm、梁間 3.8m、桁間寸法 LO~

2.8mを測る。床面積は約 33面を測る。建物の規模は SB5165の南半分の空間に類似する印象を受ける。

北辺に幅 1.lmX桁行 8.7mの張出部をもち、西辺にも幅 1.lmの庇がつく可能性がある。北辺側に庇また

は通路を想定すると、礎右で区画された室内に長さ 2.7mX幅 l.8mを測る空間が 4つの小区画見出され、

SB5166は、 SB5165に付属する馬小屋のような施設であった可能性が高い。土師器皿 146~152、越前焼甕

153・壺 154、白磁杯 155、青磁香炉 156が出士した。
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III. 第63• 112 ・ 114次調査

SK5173 (PL. 33 第 28図） F36に位置 SB5166に付属する埋甕遺構である。建物内東端の小区画の北西隅に配

置され、径 0.7mX深さ 0.3mを測る。

SK5167（第28図） F38に位置。 SB5166に付属する円形士坑である。建物内西端の小区画の北西隅に配置され、

径0.9mX深さ 0.3mを測る。越前焼甕 160、士師器皿 161~165、鉄釉鉢 166が出士した。

SD5175(PL. 32 第28図） D • E35 • 36に位置。上層の遺構である。 SB5166の区画溝である。 C35付近から南北

に流れはじめ、平面形はクランク字状を呈す。東西の主軸は N73° Wに向き、東西長 3.5mを測る。南北の主

軸はN30° Eに向き、南北長 4.5mを測る。各々の幅は 0.2~0.3mを測る。底石はない。 E34付近で東に屈曲し、

SD5176と合流する。その後、 SD5177に接続し、井戸 SE5184に向けて緩やかに北東に曲がる。士師器皿 167

~170が出土した。

S05177 (PL. 32 第28図） E • F32 • 33に位置。石組排水溝である。主軸は N70~80゚ に向き、長さ 6.7mX幅

0.2mを測る曲線状の石組排水溝である。 S北側から流れる SD5176と、南から流れる SD5175を集束して、北

東に流れるが、土塁石垣 SA5183に接続する付近は攪乱され、判然としない。

第IX区域区画暉町屋(PL.33 ・ 34 第 13図）

建物、カマド、井戸、

SB5200 (PL. 34 第 13図） N-P39~41に位置。最上段水田に位置し、全体的に削られていた。正方形に近い

掘立柱建物である。桁行 2間、梁間 2間と推定される。主軸は N67° Wに向き、桁行 6.3m、桁間寸法 2.6~

3.5m、梁間 5.5m、梁間寸法 1.3~4. 2 mを測る。床面積は約 35rrfを測る。北辺に幅 1.3mX桁行 6.7mの庇が付

く可能性がある。主軸は異なるが、第VI区域 SB5337と同規模を測る。

SX5199 (PL. 34 第 13図） M39に位置。上部は破壊を受けていた。形状と深度からカマドと考える。 30cm大

の石が馬蹄形に配置されていた。北側に焚口と考えられる開口部をもつ。石積は 1• 2段である。内寸長軸

0. 5mX内寸短軸 0.4mX深さ 0.2mを測る。

SE5198 (PL. 34 第 13図） M • N41に位置。石組の井戸である。上部は破壊されていた。 20~40cm大の石を円形

に配し、内寸長軸約 0.9mX内寸短軸 0.8mX深さ 1.Omを測る。

士塁石垣、溝、石敷遺構、井戸

SA5162 (PL. 34 第 13図） ]}-J39に位置。旧 SV5162である。最上段水田に位置する区画VlIIの東側士塁石垣で

ある。南北に延びるが F39付近でやや蛇行する。主軸はN39° ~20° Eに向き、全長 19.7mX幅 1.Omを測る。

中央付近の石は大部分が抜き取られていた。 K39付近は削られているが、本来は、 SA5196に直交していた

可能性がある。

$05163 (PL. 34 第28図） I・J39に位置。南から北へ直線状に流れる石組排水溝である。主軸はN25° Eに向き、

長さ 4.7mX幅0.4mX深さ 0.2mを測る。西岸に 20~40cm大の石を 2段、東岸に 30cm大の石を 1段積んでいた。

底石はない。本来は、 SA5196を暗渠で横断した後、 K39付近で SD5042と直交して、 SA5196の北側を流れて

いたと考える。士師器皿 172が出土した。

SX5160(PL. 34 第28図） E • F40に位置。石敷遺構である。中央は破壊を受けていた。 15~30cm大の石が長さ

約3.3mX幅約 1.Omの範囲で直線状に敷かれていた。南端の井戸 SE5161に伴う洗い場と考える。白磁杯 173、

染付皿 174が出士した。

SE5161 (PL. 34 第13図） E40に位懺。石組の井戸である。SX5160南端に位謹する。20~40cm大の石を円形に配し、

内寸長軸約 0.8mX内寸短軸0.8mX深さ 0.5mを測る。西側に 20~30cm大の石が十数石まとまって検出された。

底面が浅く、溜枡と考える。石敷遺構SX5160が付属する。青磁稜花皿 175、染付皿 176が出士した。
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2. 遺構

第 2表第 114次調査主要遺構観察表(PL.21 ~34 第 13• 24~28図）

第VI区域【区画VI 町屋】 第VIII区域【区画VII 武家屋敷】

NOグリッド 遺構 種類
下層 上層 写図版真 挿図
I期 II期 1lI期

グリッド 遺構 種類
F層 上層

闊 挿図NO 
1期 II期 II1期

y 
SD5073 区北画側溝 PL. 24 第24図1 31 • 32 26 K SS5185 東西道路

PL. 30 第28図21~29 PL. 31 
-＊呵上•*,． ．．．． ___, _______ ··••····· ..-.，c・・・・ ----- --ョ.. ... ・-・・ ••一--------～ F ー→．．．．

X SK5358 士坑 第24図2 32 27 
G SE5184 井戸 PL. 31 第28図
31 • 32 

ヽ
．．． ..... .,.... ..・・・・・・ ··’‘..,,.•• ---- 上疇1畔:‘’‘" ．． ． -----••--- ---・・・・・ 

3 u-w SK5344 土坑 PL. 25 第24図32 ~5352 28 得G SA5183 士東塁側石垣 第28図

~. • ----"し呵----・・-,..，-"‘呵-.. • • ・・三｛●.......... .. ー.... -------------・.. 

4 u-w SB5337 掘建立物柱 PL 25 第24図32~34 29 
K SA5196 土北塁側石垣

1. 、 PL. 31 第28図34~36 
------- -̂” 、~ ----.. `＾ヤ←←••←- .. ---~-----.. -

w SE5354 井戸 PL 25 第24図5 31 30 K Sl5197 門 PL. 31 第28図
35 

•4ヽ •9ぷ→←→ --------- ~ ~ ~ ~ ~ -・・・・・ ．．．．．．．．．● •• ． ．．．  

u 
6 33 ・ 34 SE5355 井戸 PL. 25 第24図 31 

I. J 
SB5191 掘建立物柱 PL. 32 第28図

35 ・ 36 
＂．呵』"̀1●●量―-- .．．.．--・ • ・ • -＊’..吋ヽと・,,_ ____ ~ ~ ~. --------- ------ - ----. 
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III. 第 63·112•114 次調査

3.遺物(PL.63~71 第29~48図、第3~5表）

第63次調査出土遺物(PL.63 第29・ 30図、第3表）

第63次調査の遺物は、 1~24を掲載した。大半が B~Fトレンチの包含層ら出士し、遺構から出士したも

のはFトレンチ SK5355出士した越前焼甕だけである。細片もあるが、図化し得たのは土器（陶磁器類） 1~

22、砥石 l、板石24である。詳細は第 3表に記し、以下、概要を述べる。

1は表士出士の越前焼捏鉢である。口径に対し器高が浅く扁平な形状を呈す。大型の越前焼播鉢2• 3はB

トレンチ表士から出士し、 2の底部周辺には縄巻痕が残る。 4は小型の灰釉碗である。鉄釉瓶 5は下膨れの

胴部に平坦な底部をもつ。鉄釉は底部付近まで届かない。鉄釉揺鉢 6はCトレンチ SE5046直上から出士し、

表ニニ―:~‘’/'
口三~9

==,r::ア 11

□二二~10

＼ 
- ― - 、 ー

~15 

~6 
B • Dトレンチ出土土器

□ 4 

---- - - -

=--- -

゜

7 

10cm B • Cトレンチ
出七七器

17 

/
 

6
 

＼ーロー／8

20 

B・Fトレンチ出士士器

゜
10cm 

第29図 第63次調査出士士器（縮尺 1/3、1/4)
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遺 物

底部に回転糸切り痕が残

る。 青磁盤 7は底径 18.8 cm 

を測る。内部底面周縁に櫛

歯文帯が陰刻されている。

染付皿 8は外部には口縁部

に条線が 2条めぐり、体部

に変形唐草文が施される。

内部にはアラベスク文が

施される。越前焼擢鉢 18• 

甕 19~22は、 Fトレンチ

SK5355から出土した。 口端

面は平坦であり、内部口端

下に段を有す。 砥石 23もF

トレンチから出土し、淡い

赤褐色の色調から一乗谷産

の浄教寺砥石と見る。板石

24はBトレンチから出土し、

笏谷石を加工したものであ

る。暗渠の蓋石と考える。

゜

ilー＇
，
り
'
|
ン

23
01[ 

_
-
1―― 

り
h

—___," 

10cm 

第 30図 第 63次調査

ヽ 色9,［1／ロー__/ -
_f I I / ／口／
□/ 

¥ ＇ 9 -/ ／ -’ニヘ'

―／／八f-［口(/〗;（／/ヘ-
／口〉‘

べ j

l /‘//，/．--
,' ) / l />]:

¥（（／ .Jー／ I（f/／ 
／ 

-- -r~~ —•-- -—•----

゜

石製品

20cm 

22 

FトレンチSK5355
出土土器

24 

出土土器、石製品（縮尺 1/4、1/6)

第 63次調査出士遺物観察表(PL.63 

B~Fトレンチ出上陶磁器類(PL.63 第29・ 30図）

法量／焼成／色調1胎士
残存

微砂粒
白色粒子
堅緻

1/10以F

第 3表

口： 26.8 
高： 5.6
底： 10.0
焼： 良好
色：明赤茶色
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

間： 6.0
底： 19.2 
焼： 良好
色： 茶褐色

．．．．．．．．．．．．．．．．・•-1 • • • • • • • • • •.................................................. 
口： 39.5 微砂粒
蘭： 5.0 白色粒子
焼：良好 堅緻
色： 茶色 1/10以 F

-------1----------------------------------
口： 6.2 極砂粒
高： 2. 4 堅緻
焼： 良好 1/8 
色：淡灰緑色

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

瀬戸美濃
高： 8．5 

鉄釉
底： 13.4 

瓶
焼： 良好
色： 黒色

--------------------------

瀬戸美濃
高： 3.9

鉄釉
底： 10.8

播鉢
焼： 良好
色： 茶褐色

---------------------------------------------------------
蘭： 1.8 
底： 7.5 
焼： 良好
色：オリープ灰
---------------------------------
口： 11.2 
蘭： 2.0
焼： 良好
色：透白青色

第29・ 30図）

No 器種

讐

形 状 調 整／文様

ロ縁部：ゆるやかに外方へ開＜／口端面は平外：回転ナデ
坦／口端部内側は凹状の段をもつ 内：回転ナデ

内面に幅2.6cm • 10条の卸目I
密

-----..................~ ・ • --------• 

体部：外方へ開く
・・・・1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

外：体部回転ナデ／底部周縁に Bトレンチ
縄目痕／底面粗いナデ 1表士
内：体部回転ナデ／底部ナデ・
摩耗／幅3.3cm • 13条の卸目I

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......................................... 

ロ縁部：直線状に外方へ開＜／口唇部は丸く 外：体部回転ナデ Bトレンチ
収める 1内：体部回転ナデ／幅2.8cm.I表士

10条の卸目

ロ縁部内湾して上方へ立ち rかる／口唇部1外口縁部回転ナデ Bトレンチ
は丸く収める 内：口縁部回転ナデ 表士
体部：腰部で内湾する

.................................................. 

極砂粒 1底部：平底
精緻

1/10以下

・・1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

極砂粒
精緻

1/10以下

------------------------- ------------------------------------------

体部：外方へ開く
底部：やや凹む

.．．．．.．.．．．．．．．．.．．．. |.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

精緻 底部：高台端面は平坦
1/10 

単位：cm

出土地点→ → →.. • →と•.．..．.．．....．..........．．．.．......．..．“.

備考
表士

.．．....．．,.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．I.．．．．．．．．．．．．． 

外：胴部回転ナデ Bトレンチ
内：胴部回転ナデ 表士

外：体部回転ナデ／底部周縁に1Cトレンチ
縄目痕／底面右回転糸切痕 SE5046 
内：体部回転ナデ／幅2.8cm • 
12条の卸目

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ~··------i-····································· 

悶喜面周縁に陰刻櫛歯文が1誓土レンチ

―-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

虐胃;--,口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が外：口縁部上位に圏線2／呉須1Bトレンチ水田石垣
る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める1唐草文

内：口端部に呉須圏線l／アラ
ベスク文
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III. 第 63• 112 • 114次調査

No I 器種 1法量／焼成！色調

ロ 9. 0 
高・ 1.8 
底 3 0 
焼色． 良好

淡橙褐色

口： 8,9 

誓 1.8 
3.8 

焼色・ 淡橙良褐好色

日： 9. 0 

土師器 底高 4 l.7 6 

小皿 焼色・． 淡橙良褐好色

口： 11. 2 
晶・ 2. 2 
底・ 6. 4 

麿 橙良褐好色

口． 11. 6 
高・ 1.8 
底 5.4 

焼色．： 橙良褐好色

ロ 11 7 
高・ 2. 6 
底 5. 6 
焼． 良好
色オリープ灰

ロ 8 5 
高． I. 6 
底： 4. 0 

焼色：： 明良白好色

口． 9. 6 
高 2. 1 
底 5 0 

焼色．． 明良白好色

悶 悶

焼色： 暗良灰好色

悶 悶

喜 悶

焼色．・ 赤良紫好色

口： 66. 0 
高： 34. 5 

焼色：・ 赤良茶好色

石製品（第30図）

土
存

胎
残

形状 調整／文様

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上がるI口 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ Dトレンチ表七
軟質 唇部は丸く収める 後指頭痕 片口状に歪む
1/1 底部：平底 内：日縁部ヨコナデ／底部ナデロ端部心部スス付着

極砂粒 1口縁部直線状に斜め外方へ立ち上がるI口外：［」縁部～体部ナデ
軟質 唇部は丸く収める 内：口縁部～体部ナデ
1/4 底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部～体部ナデ
軟質 唇部は丸く収める 内：日緑部～体部ナデ
4/5 底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外力?ヘ立ち上がるI口 外：口緑部ヨコナデ／体部～底 Dトレンチ表土
軟質唇部は丸く収める 部ナデ 片口状に歪む

1/10以下底部：平底 内：口緑部ヨコナデ／底部ナデ体部一部スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部～底部ナデ
軟質 唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
1/6 底部：やや凹む

精緻 口縁部：外反して外方へ立ち上がる／口唇部 1内：口端部に波状の線刻がめ Bトレンチ表士
1/4 は丸く収め、緩い波状に成形し花弁状にすぐる 外：底部中央露胎

る
底部：高台端面は平坦

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が
1/3 る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める

単位：cm

出土地点
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

備 考

Dトレンチ表七
片口状に歪む
口端部全周スス付着

Dトレンチ表土
片口状に歪む
口端部一部スス付着

Dトレンチ表士
片口状に歪む

Dトレンチ表上
外：底部中央露胎

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が外：［］縁部～体部／呉須唐草文 Dトレンチ表上
1/10以下 る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める 内：口端部に呉須圏線2／底面外：扁台露胎

周緑に圏線2

極砂粒 口縁部：直線状に短く上方へ吃ち上がるI凹外：ヨコナデ
白色粒子.面がめぐる 内：ナデ／指頭痕

堅緻
1/10以下

微砂粒 ！口縁部内湾して外方へ開＜／口端面は丸く1外回転ナデ IFトレンチ
白色粒子収める 内：回転ナデ
精緻

1/10以下
.．．．．.．.．I.．．． 

極砂粒 口縁部直線状に内傾して上方へ立ち上か1外胴部上位ナデ Fトレンチ
白色粒子るI凹面がめぐる 内：胴部上位ナデ／指頭痕 SK5355 
堅緻

1/10以下

Bl、レンチ表士
水田石垣
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単位：cm/g

法量（最大値） 石材
No 器種 残存 色調 調整•特徴 備考 出七地点
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砥石 7.8 3.6 1.0 4/5 
・左右側面・ 粒 密

中砥
断面四角形 浄教寺砥石

I 24 淡凝褐軟灰灰質岩色
形状裏板粗状直方体 笏谷石 Bl、レンチ

板石 22. I 16. 3 5.2 1/2 表 ． いタタキ 暗渠蓋石 全面被熱・スス付着
側面’平滑／面取り
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3.遺物

第 112次調査出土遺物(PL.63~67 第31~40図、第4表）

第 112次調査の遺物は、 1~238を掲載した。包含層出士遺物は区域不明なものが多い。内訳は第 I~VI・

V111区域の士器（陶磁器類） 1~194、金属製品 195~197、土製品 198~201、石製品 202~214、銭貨 215~238で

ある。詳細は第 4表に記し、以下、特徴的なものについて概要を述べる。

包含層出土土器(PL.63 • 64 第31~33図）

第 112次調査における包含層とは、表士から上層遺構の検出面に至るまでの複数層を指す。越前焼甕 1~6

は口端部が平坦であり、口縁部下位が強い稜線となって凹面に調整されている。捏鉢 12は内面に「＋」の

ヘラ記号が入る。播鉢 13の内面には弓矢状にヘラ記号が入る。卸皿 15は口径 20.6cmを測り、浅皿形を呈す。

底面に幅 1.9cm • 9条の卸目を密に入れる。壺 16は短い寸胴形の胴部を呈し、お歯黒壺と考える。

上師器小皿は 17~51は浅皿形C類、杯形c類が大半を占める。盤形D類は見られない。全体的に口端部

にススが付着し、灯明皿として使用されたものが多い。また、 18• 19 • 23~28 • 34~37 • 39 • 40 • 44~46に

見られるように、製作段階で意図して片口状に歪ませているものも少なくない。 26• 32 • 36は口端部に強い

ョコナデによる段をもつ。 21・ 22は中型品であり、口径 13.1~13.3cmを測る。口端部は強いヨコナデで調整

されるが、底部は未調整である。 44は外面に赤色化粧士の痕跡が残る。 50は口径23.0cmを測る大型品であり、

器厚は薄く 0.3mmを測る。内外面はミガキで調整され、鎌倉期まで遡ると考えられる。

鉄釉天目茶碗 52~55はやや内湾して外方へ立ち上がり、口端部で上方に屈曲し口唇部は短く外傾し丸く

収める。体部下位～底部は露胎する。 54には黄茶色の釉がかかる。 56は台付き瓶の脚部であるが、黒褐色

の釉は脚部下位にはかからない。完形品ならば細長い器形を呈す花瓶と考える。皿 57は口径 5.1cmの小型品

である。口縁部は内湾し、底部は蛇の目高台である。外面はほとんど露胎する。

灰釉卸皿 59は精緻品であるが、灰釉は口端部付近までしか掛からない。体部下位は回転ヘラケズリで調

整し、底部に右回転糸切り痕が残る。捏鉢 65は口径 29.7cmを測る。回転ナデで仕上げられ、口端部は凹み、

受口状を呈す。内外面体部下位は露胎する。

青磁碗 68は底部のみが残存し、内面底部に圏線と「金」の字が陰刻されている。周縁は粗いながらも円

形に欠損し、士製円盤として再利用した可能性がある。鉢 70は口径 30.0cmを測り、体部は C字状に強く内

湾する。体部全体には算木文を陽刻する。瓶72は外反した後、口端部が直立する。頸部に蓮花文が陰刻され、

72と同一個体となる可能性がある。瓶 73は器高 25.0cmを測る中型品であり、口縁部は外反して開き、胴部

は倒卵形を呈す。頸部に 2条、胴部に 3条の稜が入る。底面の器厚は 2.0cmを測り厚い。掛花生 75は完形の

優品である。口径 6.0cm、器麻 14.7cmを測り、口縁部は波形に押圧され、体部下位まで鏑が 7条入る。頸部

の左右に長方形の耳が付く。背面は平坦であり、体部の水平断面は蒲鉾状を呈す。底面は露胎する。

染付皿80• 82は底部内面に圏線2を入れ、玉抱き獅子文を配置している。向付84は体部を圏線で区画し、

上段に草花文、下段に宝珠文を描く。 85も同じ構図を採用している。杯 86は外面に草花文、底部内面に太

湖石を配置し、一乗谷で多く出士している。

第 1区域遺構出土土器(PL.64 第33図）

SV5063出土(PL.64 第33図） 越前焼甕 90の胴部外面に弓矢状にヘラ記号が入る。青磁稜花皿 95は口径

20.2cmを測る。間隔をあけて切れ込みを入れ、口縁部を花弁状に成形している。碗 96• 97は体部に線刻蓮

花文が入り、底部内面にも陰刻花文が入る。瓶 98は瓶の頸部であり、陽刻草花文をもつ。白磁皿 99の底部

は高台が楕円形を呈す。染付皿 101は体部下位に芭蕉文がめぐり、内面の体部に呉須草花文、底部中央に呉

須菊花文を描く。
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m.第63・ 112 ・ 114次調査

SB5036出土（第34図） 越前焼揺鉢 110は口径33.0cm、器高 13.6cmを測る。外面は、回転ナデ調整され、体

部下位に縄目痕が残る。内面は、体部に幅2.7cm • 10条の卸目が入り、下位は摩耗している。口縁部に扇状

卸目が入る。鉢 111の口縁部は内湾し、体部は寸胴形である。

SK5074出土（第34図） 士師器皿 114は完形品であり、片口状に歪み、口端部にススが付着する。白磁輪花

皿 116は口唇部を緩い波状に成形し、体部内外を鏑状の花弁に成形する。

第1I区域遺構出土土器(PL.64 第34図）

SB5034出土(PL.64 第34図） 士師器皿 126~128は口径 7.0~7.4cm、器高 1.6~1. 8cmを測り、外面に指頭痕

をもち、片口状に歪む。 129は口径 11.3cmを測り、口端部にヨコナデによる段をもつ。底部内面に墨痕が残る。

青磁皿 130は口径 13.4cmを測り、内面底部周囲に段を有す。

第m区域遺構出土土器(PL.65 第35図）

SS5059出土(PL.65 第35図） 越前焼鉢 135~137は口縁部が内湾して立ち上がり。底部は平底である。青

磁踪形瓶 141は直方体の胴部厚さ 0.5cmを測り外面に算木文を陽刻する。中国製壺 142は黒色であり、口径

10.2cmを測る。口端部上端は内外に突出する。胴部上位で張る

SD5039出土(PL.65 第35図） 士師器皿 143~146は口径 5.7~6. 7cmを測る小型品である。 143は底部中央に

焼成前穿孔を有す。 148~151は口径8.2~9.3cmを測り、体部に指頭痕が残り、底部は平底である。青磁稜花

皿 153は口唇部を細かく押圧して花弁状に成形する。

SK5057出土(PL.65 第35図） SK5057は埋甕遺構であり、越前焼壺 155・甕 156~158が図化できた。 156は

胴部が球形状に膨らむ。胴部上位には弓矢状のヘラ記号が入る。 156• 158は胴部上位にヘラ記号をもつ。

第W区域遺構出土土器(PL.64 第34図）

SF5051出土(PL.65 第36図） 士師器皿 161・163~166は口端部にはススが付着し、片口状に歪むものが多い。

青磁碗 167は体部に線刻蓮花文を有し、内面に円形櫛歯文と花文を押印する。

金属製品(PL.66 第37図） 小柄 195は中央が接合しないが、推定全長 15.3cmを測る。五徳 196は支持部が

残存する。環状鉄製品 197は幅2.2cm ・厚さ 0.5cmの鉄板を巻いたものであり、責金具と考える。

石製品(PL.66 ・ 67 第37~39図） 板石 205• 208 • 209は、第11区域SF5052から出士した。 205• 208は洗場の

踏石と考えられる。 204は側辺に合欠加工、 209は側辺に L字加工が見られ、廃棄された井戸枠材と考える。

210は幅 1.5cmを測る差込が 2カ所あり、塔婆の台座と考える。石灯籠 211~214は全て笏谷石製であり、第

1区域SV5063下の八地谷川から出士した。 212~214は一体のものである。宝珠212のホゾは笠部 213の頂

部のホゾ穴に接続する。 213は上円下方形を呈し、辺幅80cm、高さ 29.8cmを測る。四隅から方形の隅飾りが

立ち上がり、頂部の露盤に向けて突帯が対角線状に延びる。竿部214は全長 120.0cm、幅34.8cmを測り、頂

部と底部に方柱状のホゾを有す。正面上位には舟形光背をもつ観音菩薩立像が陽刻され、下位に「三界萬霊

七世父母等」と追善目的を刻む。左面には舟形光背をもつ阿弥陀如来立像が陽刻され、下位に「元亀二 未

辛年七月十一日」と誓願日が刻まれ、 1571年 7月に造立したものと考えられる。出土時点では、銘文には

漆を介した金箔が張り付いていたと報告されている。その他、右面には上位に舟形光背をもつ地蔵菩薩立像

が陽刻され、背面には上位に舟形光背をもつ釈迦如来立像が陽刻されていた。他の構成部位である火袋・中

台・台座等については確認できなかった。

銭貨(PL.67 第40図） 215—①~229 を資料化し、銭貨 16 枚が出士した。出士区域不明なものが多いが、

第 1区域の遺構から出士したものが一定呈あり、216「開元通宝」は SK5074、217「祥符通賓」、218「明道元宝」、

226「洪武通宝」は SX5069、225「紹寧元宝」はSB5036から出土した。
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第37図 第 112次調査金属製品、土製品、石製品（縮尺 1/3、1/4、2/3、1/8、1/12)
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第 38図 第 112次調査 石灯籠（縮尺 1/10)
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第 39図 第 112次調査 石灯籠（縮尺 1/10)
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第40図 第 112次調査銭貨、その他の遺物（縄文土器）

第4表 第 112次調査出上遺物観察表(PL.63~67 第 31~40図）

包含層出士陶磁器類(PL.63 • 64 第31~33図）

器種 法量／焼成／色調 I-......-----．．．．．--------→▲胎土

残存
形状 調整／文様

単位：cm

出土地点..................... 

備 考

好
色

良
灰

煽
色

......... 

焼： 良好
色： 暗褐色

i

好
色

一
良
茶

燐
色

極砂粒 口縁部：短く上方へ立ち上がる／口端面は平外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第 1区域
白色粒子 坦／口縁部中央に凹面／口端部内側に段をもナデ
堅緻 つ

| P25 
内：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ

1/10以下 胴部：上位で大きく張る
・・・・・・・・・-・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

極砂粒 口縁部：短く外傾して立ち上がる／口端面は外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第VI区域

宣：贔醤渭累穀雲 古デロ縁部ヨコナデ I.『贔上位自然釉

...,．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..．．．．．．．．．．．．．．．．． 

極砂粒 口縁部：短く上方へ立ち上がる／口端面は平外：口縁部ヨコナデ／胴部上位1区域不明
白色粒子 坦／口縁部中央に凹面／口端部内側に段をもlナデ
堅緻つ 内：口縁部ヨコナデ

1/10以下 胴部：上位で大きく張る

焼： 良好 極砂粒 口縁部：短く外傾して立ち上がる／口端面は外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第V区域
色：淡茶色 白色粒子平坦／口縁部中央に凹面 ナデ

堅緻 胴部：上位で張る
| A29 

内：口縁部ヨコナデ
1/10以下

焼： 良好 1 極砂粒 口縁部：短く外傾して立ち上がる／口端面は外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第V区域
色： 赤茶色 白色粒子 平坦／口縁部中央に凹面／口端部内側に段を

軟質 もっ
1/10以下 胴部：上位で張る

I古｀口縁部ヨコナデ ID28 
．．．ー1....---.................----．．．．．．．.... ・o............--•--.......................-................--••-..................---

焼： 良好 極砂粒 口縁部：短く外傾して立ち上がる／口端面は外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第vm区域
色： 赤茶色 ！白色粒子 平坦／口緑部中央に凹面／口端部内側浅く凹ナデ IJ30 

精緻む 内：口縁部ヨコナデ
1/10以下 胴部：上位で張る

・ • ・ • • I ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•．＾＾＾·• -．..．...．．.．.．．. •-----• -..．.....．．．.．．．.．．．．．．．．．．．．．．．.．．..．．.．---• -• 
焼： 良好 微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端面は平坦外：回転ナデ
色：橙褐色！白色粒子／口端部内側に凹線 内：回転ナデ

軟質 内面に幅3.0cm • 9条の卸目
1/8 

焼： 良好．．．．I薇砂粒 口縁部：やや内湾して外•;．へ開く／五饂面は外：回転ナデ
色： 灰色 白色粒子丸く収める／口端部内側に段あり 内：回転ナデ

軟質 内面に幅2.9cm • 9条の卸目
1/10以下

粒

子

下

一

粒

子

下

粒
緻
以
一
粒
緻
以

砂
色
堅
1
0
伍
砂
色
堅
1
0

微
白

lii
微

白

＞
色

0
好
茶

互

灯

色

悶

／.
7
6
良
赤

i良
灰

i
3

明

•••••••• 

．．．． 

ご
日
高
焼
色

i

焼
色

.I 
ロ縁部：直線状に外方へ開く／口端面は丸く 1外：回転ナデ
収める／口端部内側に段あり 内：回転ナデ

内面に幅I.8cm • 7条の卸目

····················•••···· 

ロ縁部：やや内湾して外方へ開く／口端面は外：回転ナデ
丸く収める／口端部内側に段あり 1内：回転ナデ

明
二不域区

ー

第 1区域
Y29 

第 1区域
Q25 

第V1区域
N29 
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3.遺物

No I 器種 I法量／焼成／色調I...．．．．．．．
胎士

残存
形状 調整／文様

単位：cm

出上地点....................... 

備 考

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端面は丸く 外：回転ナデ／体部下位に縄目第VIII区域

疇儡子収める／口端部内側に段あり 閂回転ナデ／底面ナデ I I30 

1/3 内面に2個l組の同心円押印が
4方向にあり
........................... 

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面は丸く 外：回転ナデ
白色粒子収める／口端部内側に段あり 内：回転ナデ
堅緻 内面に「＋」のヘラ記号

1/10以F
ヽ""·"~-,1···········---+----------···········+······················

焼： 良好 極砂粒

13 越前焼 色：明赤茶色 白色粒子
播鉢 軟質

1/10以下
··•······················•·······························•················· 

口： 29.4 極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面は丸く

14 l越前焼 高： 10.4 白色粒子 収める／口端部内側に浅い凹線

播鉢I 底： 14.0 堅緻
焼： 良好 1/4 
色： 赤茶色

/~ 

~
ヽ

~
~
し

1‘ 

~
~
~
 

~
「

~
し
~
/

ー

/~ 
ヽ
~

~
ヽ
~
、~
~
~
 

I--

~
~
ぐ

5
 

ー

越前焼
捏鉢

色
好
灰

良
紫音"＂＂ 喜焼

本
IJ
怠

i

月
捏

越
ヽ
~

~

‘

,

'

 
2
 

一

1
,
 

~. 
/

{

,

し

:

t.‘/\

>

越前焼
卸皿

I:、→69-1越讐

口： 30.6 
蘭： 7.9
底： 14.4 
焼： 良好
色：明赤茶色

2
3
0
昌
峠
〗19
0
贔

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

ロ
高
底
焼
色
．
高
底
焼
色

第V区域
H27 

---• --------• --• ---．．.．.．．.．．．．．．．．．.....．.．．.．..．．...．.．．.......＿..．．.....．．．...．..．..．............．..．.....．．．..．．..．.．．.．..．．.．．．．...．．.．.．..．.．．.．．．. 

ロ縁部：直線状に外方へ開＜／口端面は丸く1外：回転ナデ 第 I1区域
収める／口端部内側に段あり 内：回転ナデ 0 • N23 • 24 

内面に幅2.7cm • 10条の卸目／内：降灰
弓矢状のヘラ記号
.．．．．．．．．．．.．ー・・•----• ------...．．．．．．．．.．．.．．.．．．.．．．．．．．．..．．-・ • ・ • • -----• • ----------• • --------•.......... 

外：回転ナデ／底部ナデ／体部区域不明
下位に縄目痕 内：自然釉・降灰
内：回転ナデ
内面に幅2.9cm• 14条の卸目

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

極砂粒 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上がる／口外：回転ナデ／底部ナデ 第VI区域
白色粒子 端部は浅い凹面／口端部内側に浅い凹線 内：回転ナデ／幅1.9cm • 9条の P29

車［息 門□ープな仕上げ

極砂粒 胴部：上位で窄まる／下位寸胴形
白色粒子 底部：平坦

堅緻
1/10以下

外：回転ナデ／底面ナデ／上位区域不明
に「H」状のヘラ記号／下位へ
ラケズリ
内：回転ナデ後指頭痕／底面ナ
ーゞ

プ

口： 9.2 
高： I.7 

17 I 士師器
小皿

底： 4.2 
焼： 良好
色： 橙褐色

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部～底区域不明
軟質 唇部は丸く収める 部ナデ／赤色化粧士 片口状に歪む
1/2 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／体部～底

部ナデ

•••••• 

口
高
底
焼
色
．
口
高
底
焼
色

青

青

'

/

＼

．

I
 ，
 

-

i

.

い

/

．,
i
]
1
 

i
 

.
2

し
~

色褐

8
1
4
好
色

2
7
4
好

橙

褐一

t
L
2
良

橙
i

8
2
4
良

極砂粒

↑!？ 

極砂粒

↑1, 

ロ緑部：直線状に斜め外方へ立ち上がり、外：口縁部ヨコナデ／体部指頭区域不明
口端部は緩く外方へ屈曲する／口唇部は上痕／底部ナデ 片口状に歪む
方へ立ち上がり丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／体部～底口端部1/3スス付着
底部：平底 部ナデ

................... 

ロ縁部：内湾して斜め外方へ立ち上がるI口外：口縁部～底部ナデ 区域不明
唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む
底部：丸底 口端部一部スス付着

口： 7. 7 極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部～底部ナデ

士師器
高： 1. 6 軟質 唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

20 1 小皿
底： 3. 3 I 3/4 底部：丸底
焼： 良好
色： 橙褐色

第VI区域

I 

r A 

21 土師器
小皿

ピー..
22 I 土師器

小皿

I~ 

色
i

色

ー

3

0
好
褐
二

3
3
4
好
褐

．． 
良
橙

鳳
色
し
良
橙
丘

2

7

淡

．

淡

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

日
高
底
焼
色
口
高
底
焼
色

口： 6.4 

ね1土師器 晶： 1．8 

小皿
焼： 良好
色： 暗褐色

口
高
底
焼
色

器
皿ヽ

而g
 

土
！4

 
2
 

8
6
7
好
麟橙

6
L
4
良

口： 9.3

25 I土師器 鍋： l．9 
小皿

焼： 良好
色： 橙褐色

11: 9. 2 

土師器
向： I.9 

26 I 底： 5．0 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

極砂粒

!1' 

極砂粒

!;亨

.．．．．..．．.．..．． 

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ I区域不明
唇部は丸く収める ／底部未調整
底部：平底 内：口縁部～体部ヨコナデ／底

部ナデ／底部周縁に凹線

................................. ......... 

ロ緑部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ区域不明
唇部は上方へ立ち上がり丸く収める デ・指頭痕／底部未調整 1外：底部摩耗
体部：段あり 内：口縁部～体部ヨコナデ／底
底部：平底 部ナデ

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部～底部ナデ・指頭第 1区域
軟質唇部は丸く収める 痕 W26 
4/5 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ・指頭片口状に歪む

痕

極砂粒

車t19
ロ縁部：内湾して斜め外方へ立ち上がるI口 外：口縁部～底部ナデ
唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底部：平底

第 1区域
Q22 
片口状に歪む
口端部一部スス付着

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第 1区域
軟質 る／口端部内側に段あり／口唇部丸く収める デ・指頭痕 Q23 
3/4 底部：丸底 内：口縁部～体部ヨコナデ／底片口状に歪む

部ナデ ロ端部全周スス付着

........................ 

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第 1区域
軟質 る／口端部内側に段あり／口唇部丸く収める デ・指頭痕 U22 
l/1 底部：平底 内：口縁部～体部ヨコナデ／底片口状に歪む

部ナデ
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No I 器種 1法量／焼成／色調，．．

ロ・ 8,5 

27 I上師器 底高： 4 1. 9 6 

小皿 焼色：： 橙良褐好色

.—•4 口： 9. 4 
高： 2.0

28 I土師器 底 5.1 

小皿 焼色 橙良褐好色

日' 9 4 

土師器 底高． 24 .2 0 

29 小皿 焼色・ 橙良褐好色

←耐•'----

口' 10.0 

30 土師器
底高 2 1 

・ 5. 0 
小皿

焼色： 淡橙良好褐色

ピ;,,
口： 9.7 

上師器
底蘭→-： 1. 8 

31 : 4. 2 
小皿

焼色：： 橙良褐好色

心--^“ら，▽•

口： 10 6 

32 I士師器 底高：： 25. . 3 5 

小皿 焼色 橙良褐好色

．貞•...’.. ’ ,' • ＇ # ----

ロ 7. 1 

土師器
信］． I.6 

33 小皿 焼色・ 橙良褐好色

土
存

胎
残

形状 調整／文様

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第 1区域
軟質 唇部丸く収める デ・指頭痕 V26 
4心 底部：平底 内：口縁部～体部ヨコナデ／底片口状に歪む

部ナデ Il端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がり、外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第 1区域
軟質 口端部で緩く外方へ屈曲する／口唇部は丸デ・指頭痕／底部未調整 Q27 
1/2 ＜収める 内：口縁部～体部ヨコナデ／底片 l]状に歪む

底部：平底 部ナデ ロ端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がり、外：口緑部ヨコナデ／体部ナ第 I区域
軟質 口端部で緩く外方へ屈曲する／口端部内側デ・指頭痕／底部ナデ R28 
1/1 に段あり／口唇部は丸く収める 内：口縁部～体部ヨコナデ ロ端部全周スス付着

底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がり、外：口縁部ヨコナデ／1本部ナ第 I区域
軟質 口端部で緩く外方へ屈曲する／口端部内側デ・指頭痕 V24 
1/2 に段あり／口唇部は丸く収める 内：口縁部～体部ヨコナデ／底口端部一部スス付着

底部：平底 部ナデ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上かり、外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第 1区域
軟質 口端部で緩く外方へ屈曲する／口唇部は丸デ・指頭痕 X23 
1/2 ＜収める 内：口縁部～底部ナデ ロ端部全周スス付着

底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口緑部ヨコナデ／体部～底第 1区域
軟質 唇部は丸く収める／口端部に段あり 部ナデ U28 
1/4 底部：凹底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
軟質 る／口端部内側に段あり／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
1/1 底部：丸底

単位： cm

出上地点...................•• 

備 考

第II区域
P25 

口． 9.2 
し蘭~ 2 . 3 

34 I土師器 底． 4 0 

小皿 焼色． 橙良褐好色

I-＼ ~ -~ • ： ~ ¢: ~—·‘— ~ 口 9.3 
蘭： 2.3

土師器 底： 4.235 小皿
焼色：： 橙良褐好色

'.鼻'”..̀風-”デー一

i:1: 8. 8 

底蘭： 2 . 2 

36 七師器 ： 3.8 

小皿 焼色：・ 橙良褐好色

ロ 9 2 

37 I 土師器 底焼高： 44 . 4 0 

小皿 ： 橙良褐好色
色・

--------- -------口 10.0 

I 蘭・ I 6 

38 士小師皿器 底焼色．’ 白良6褐.好4 色

l.“`·—|. 口． 98 

晶'I.9 
39 1士師器 底 3 0 

小皿 焼色： 橙良褐好色

トー・・・l
ロ： 8.5 

底晶’ I. 9 40 I七師器 4 4 

小皿 焼色． 橙良褐好色

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底第II1区域
軟質 る／口端部内側に段あり／口唇部丸く収める 部ナデ J26 
1/1 底部：平底 内：日縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

口端部全周スス付着

極砂粒 ［」縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第I11区域
軟質 る／口端部内側に段あり／口唇部丸く収める デ・指頭痕／底部未調整 ]26 
4/5 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上か外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第1V区域
軟質 る／口端部でやや外方に屈曲／口端部内側にデ・指頭痕／底部未調整 H22 
1/1 段あり／口唇部丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

底部：平底 口端部全周スス付着

．．．．．．． 

極砂粒 口緑部：直線状に斜め外方へ立ち上がるI口外：口緑部ヨコナデ／体部ナ第W区域
軟質 端部内側に段あり／口唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ ]25 
1/1 底部：平底 内：口緑部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：内湾して短く斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
軟質 る／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
1/3 底部：平底

第V区域
H28 

極砂粒 口緑部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部～底第W区域
軟質 端部内側に段あり／口唇部丸く収める 部ナデ J23 
1/1 底部：平底 内：口緑部～底部ヨコナデ 片口状に歪む

口端部一部スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口緑部ヨコナデ／体部ナ第w区域
軟質 端部内側に段あり /11唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ J23 
1/2 底部：平底 内：口緑部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

| 日： 7．6 極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上がるI口外：口縁部ヨコナデ／｛本部ナ第V区域

9 41 士師器
晶： l．5 軟質 唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ ID23 

小皿
底： 4.o I 4/5 底部：平底 内：日縁部ヨコナデ／底部ナデ
焼： 良好
色： 橙褐色
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3.遺物

器種 法址／焼成／色調 1-.......-----......----．．．．
胎士

残存
形状 調整／文様

単位：cm

出土地点-
備考

口： 8. 5 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部～底第V区域

底： 3．6 1 1/1 底部：平底 I内：口縁部～底部ヨコナデ ロ端部3/4スス付着土師器
高： 2. 0 軟質 端部内側に段あり／口唇部丸く収める 部ナデ D22 

小皿 焼： 良好
色： 橙褐色

口： 8.7 

士師器 I
高： 1.9 

小皿
底： 3.2 
焼： 良好
色： 橙褐色

土師器 I
小皿

．．．．．．．．．．．．．．．． 

口： 9.7 
高： 2.0 
底： 3.4 
焼： 良好
色：淡黄褐色

口： 7. 4 
底蘭 ： 1. 5 

士師器 ： 3. 0 

小皿 焼色：： 橙良褐好色

口・ 7. 0 

士師器底： 3. 4 
I 尚： 1.6 

小皿 焼色：： 橙良褐好色

口： 10.7 

士師器
高： 2.2 
底： 4.4 

小皿 焼： 良好
色：淡橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第VI区域
軟質 1端部内側に段あり／口唇部丸く収める Iデ・指頭痕／底部ナデ／底面に V30
1/1 底部：平底 径0.4cmの穿孔1 口端部内外スス付着

内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第VI区域
軟質 端部内側に段あり／口唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ V30 
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部～底部ナデ
軟質 端部内側に段あり／口唇部丸く収める 1内：口縁部～底部ナデ
4/5 底部：平底

内・外：赤色化粧士ロ
端部スス付着

第VI区域
N29 
片口状に歪む
口端部スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第VI区域
軟質 端部内側に段あり／口唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ N29 
4/5 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第VI区域
軟質 端部内側に段あり／口唇部丸く収める／口端デ・指頭痕／底部ナデ IV30 
1/2 部段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

底部：凹底 ／底部周縁凹線

高： !・ 9 極砂粒 口縁部直線状に斜め外方へ立ち上がる 外：ロー縁部～体部ナデ／底部回第VI区域

小皿 焼： 良好 l/8 内：口縁部～底部ナデ IV30 
士師器 1底： 6．4 軟質底部：平底 転ヘフ切り痕

色： 橙色

口： 7.4 

士師器 I高： I.7 

小皿
底： 3.2 
焼： 良好
色： 橙褐色

口： 23. 0 

士皿師器 1 焼色高：： ： 
3. 3 

翡
口： 14. 3 

土師器 麿高： 8. 6 

羽釜 ：： 橙良褐好色

瀬天鉄戸目美釉碗濃 誓高口：： 

8. 6 
4.0 

闘
口：

瀬戸美濃高：
鉄釉

11. 8 
5. 6 

天目碗
焼： 不良
色： 黒褐色

・・・・・-・-・・・・・ 

瀬戸美濃
口： 12.2 

鉄釉
高： 5.5 

天目碗
焼： 良好
色：透黄茶色
.．．．．．．．．．．． 

口： 12.3 
瀬戸美濃高： 6. 5 
鉄釉底： 4. 4 

天目碗 焼： 良好
色：濃黒茶色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第vm区域
軟質 端部内側に段あり／口唇部丸く収める／口端デ・指頭痕／底部ナデ I30 
4/5 部段あり 内：口縁部～底部ヨコナデ 片口状に歪む

底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部～体部ミガキ
軟質 唇部丸く収める 内：口縁部～体部ミガキ
1/10 

第IV区域
H25 
内：漆付着

極砂粒 口縁部：直上へ短く立ち上がる／口唇部は丸外：口縁部～受部回転ナデ／体第 I区域

:::m〗：Cこ誓認品謡くは喜三三三下位露胎
.......... 

極砂粒 口縁部：内湾して外方へ立ち上がり、口縁外：口縁部～体部下位回転ナ第V区域
軟質 1部でやや外反して屈曲。口唇部は短く外傾デ D22 

1/10以下し丸く収める 内：口縁部～体部下位回転ナ外：体部下位露胎
デ

極砂粒|•口縁部内湾して外方へ立ち上がり 口縁1・外口縁部～体部下位回転ナl第 I区域
軟質 部でやや外反して屈曲。口唇部は短く外傾デ X23 
1/6 し丸く収める 内：口縁部～体部下位回転ナ外：体部下位露胎

デ

極砂粒 口縁部：内湾して外方へ立ち上がり、口縁外：口縁部～体部下位回転ナ第II区域
精緻 部でやや外反して屈曲。口唇部は短く外傾デ P25 
1/2 し丸く収める 内：口縁部～体部下位回転ナ外：体部下位露胎

底部：蛇の目高台 デ 内：体部下位露胎
底部トチン3ヶ所

瀬戸美濃
高： 9.3 極砂粒 脚部：底部からやや開きながら端部でハの外：回転ナデ 第VI区域

P30 底： 12.0 精緻字に開く 内：回転ナデ
鉄釉

台付き瓶
焼： 良好 1/10以下
色： 黒褐色

外：脚部下位露胎

瀬:は・11：・ [i
皿 焼：良 好

色： 灰白色

極砂粒 口縁部：内湾して外方へ立ち上がりる／口唇外：口縁部～体部下位回転ナ第V1区域
堅緻 部は丸く収める デ／底部右回転糸切り痕 U29 
1/2 底部：蛇の目高台 内：口縁部～体部下位回転ナ外：鉄釉露胎

デ 内：鉄釉
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m.第 63• 112 • 114次調査

器種

瀬戸美濃
鉄釉

広口壺

法量／焼成／色調1---------------------------胎士
残存
極砂粒

精緻
1/10以下

•••••••• 
口
高
焼
色 色茶

2
9
好

濃

ー
＆
良

形 状 調 整 ／ 文 様

ロ縁部：やや外反して上方へ開＜／口唇部は 1外：胴部カキメ
丸く収める／胴部上位で張る 内：胴部回転ナデ

単位：cm

出士地点.．．．．．．． 
備 考

第1V区域
J22 

口： 13. 2 極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部回転ナデ／体第VI区域
高： 3．0 精緻 る／口端部内側は突出／口端部外側は上方へ部下位回転ヘラケズリ／底部 R30
底： 5. s I 1110以下立ち上がる／口端面は浅く凹む 右回転糸切り痕 外：体部灰釉露胎
焼：良好 内：口縁部～体部回転ナデ／底

色：灰緑色 部卸目....................-•I................................... ..................................................................................................................................................................................................................................................... 
口： 9. 4 極砂粒 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が外：口縁部回転ナデ／底部高台第 1区域
高： l．8 堅緻 る／口端部は弱く外反する／口唇部は丸く収ケズリ出し 1X26 
底： 5.4 I t/4 める 内：口縁部回転ナデ／底面中央
焼：良好 に菊花文押印
色： 灰緑色

......................1.......---．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..............................................................................................................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．I................................................... 
口： II. 6 極砂粒 口縁部：やや内湾して上方へ立ち上がる／口外：口縁部回転ナデ／体部櫛歯区域不明
高： 3．3 堅緻唇部は丸く収める 文
焼： 良好 1/10以下体部：腰部で内湾する 内：口縁部回転ナデ

色： 灰緑色.............-••••••••1••••••---..................................................--............................................................................................................................................................... ................................................... 
口： 12. 5 極砂粒 口縁部：やや内湾して上方へ立ちJ:がる／口外：口縁部回転ナデ／｛本部櫛歯第W区域
高： 5．0 堅緻唇部は丸く収める 文
焼： 良好 1/10以下体部：腰部で内湾する 内：口縁部回転ナデ

I J24 

色： 灰緑色
......................I...................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.........................................................................................................----．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．............................................................ 

口： 8. 6 極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／口唇部外：口縁部回転ナデ／底部高台第II区域
高： 3.2 堅緻は丸く収める ケズリ出し
底： 4. 4 I 1/8 体部：腰部で内湾する 内：口縁部回転ナデ

I L24 

焼： 良好
色： 淡緑色

.....................-9-．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.........................................................................................................................................................................................．．．．．．．．．................................................... 
口： 29. 7 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部～体部回転ナデ 第V区域
高： 6. 0 堅緻 端部内側は突出／口端部外側は上方へ立ち内：口縁部～体部回転ナデ G24 
焼：良好 1/10以下上がる／口端面は浅く凹む 内・外：体部灰釉露胎
色： 灰緑色

......................1...................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...............................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．--------．．．．．．．．．．．．．．．．．．............................................................................... 
高： 3.0 精緻 内：底面中央に陰刻花文 第VI区域
底： 6．8 1/10以下 V30 
焼： 良好
色：オリープ

I 口 9 4 1 精緻 •I・ロ縁部外反して外方へ立ち上かる／口唇部I I第rn区域
裔： 3. 3 I t/5 は丸く収め、緩い波状に成形し花弁状にす I26 
底： 5.0 る 外：底面露胎
焼： 良好
色：透オリープ

......................1...................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．---．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．........................................---............................................................................ 
晶： I.7 精緻 内：底面中央に圏線2と「金」区域不明
底： 4.o I 1110以下 の陰刻 内：底面露胎
焼：良好 士製円盤か？
色：透オリープ

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー1...................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..............................................................

閾： 閏}I u讐下 且鰐畠して外方へ立ち上がる／口唇部

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-

第V区域
A26 

焼： 良好
色：透オリーブ

•I・日 30 0 •I 精緻 I口縁部内湾して立ち上かる／口端部内側は1外体部に算木文陽刻 ［第V区域
高： 5. o I 1/to以 下突出 D24 
焼： 良好
色：湊オリープ

I・且 6.4 1ー．．．精薇・・・・1口縁部：外反して立ち上が．．る／口端部は上方！外：口縁部下に蓮花文・陰刻 ！区域不明 ．．．．． 

高： 3. o I 1110以下 へ突出／口唇部は丸く収める
焼： 良好
色：濃オリープ

......................1...篇:...........5•ふ........I........."冨―•••I・・扇蔀玉球扇．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

底： 5. o I 1/10以下
I I区域不明

外：被熱
焼： 良好
色：透オリープ•--................—••I................................... ...........................................................................-----..................................................................................................................................................................... 
口： ll.6 精緻 口縁部：外反して開く／口唇部は丸く収める 外：口縁部～胴部下位回転ナ区域不明
高 25.0 l/10以下 胴部／倒卵形／上位膨らむ／底部窄まる デ／頸部中央、胴部上・中。l外：高台端面露胎
底： 5. 8 下位に稜をもっ
焼：良好 内：口縁部～胴部上位回転ナ
色：透オリーブ....................-•I.......---............................................................................................................................---........................ ．．ご．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．――------．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...................................................
口： 7．4 精緻 口縁部：寸胴形／直線状に上方へ立ち上がる外：回転ナデ／2条の沈線が口第VID区域
高： 2. s I 1110以下 ／口端部内側突出／口端部は平坦 端部、体部中位にめぐる 130 
焼：良好 内：回転ナデ 第 1区域U27
色：透オリーブ

...........---------••I••••----...._....-...--•…..........—•---................---- -...............-------..................--------...............-----------.............--•-------· ・・・・・-................-----...................--....................................................................... 
ロ： 6. 0 精緻 口縁部：外反して開く／頸部左右に長方形の外：口端部は波状／口縁部～底第V区域
裔： 14. 1 I 1/1 板状の耳が付く／胴部は下膨れ／高台はハの部にかけて鏑が入る／背面は A29
底： 5.8 字 平坦 外：底面露胎
焼： 良好
色：透オリープ
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1/10以下

ロ縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部
は丸く収める
底部：削出高台

第V区域
A29 
外：底面露胎
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No I 器種 法量／焼成！色調，

口' 6.6 

77 I 白磁 誓：
4.0 
3. 0 

杯喜 悶
高・ 1.8 

78 
染付 底 3 6 
皿 焼・ 暗良褐好色

色．

1 •••一79 • 1----染付 晶・~・： 2. 3 
底・ 6. 0 

椀
焼色・． 透良青好白色

一899-0 1・ 染付
口： 11. 6 

旦 2.9 
6, 2 

皿
焼色’ 透良白好色

心―”̀‘日叶 •------------- 1 ----
口： 12.4 
蘭・ 2 7 

81 | 染皿付 底焼色''．： 透良7灰•.好0 色

’—•— I ・・・+ 
日： 11. 8 
品'25 

82 I誓寸 底： 6: 2 

焼色・ 透青良好白色

―̀`と,泊.I---------------1----
口： 12. 2 

染付 晶： 5. 7 
83 I 底： 4.4 

碗 焼色・ 良青好
：透白色

. I.．．． 

3.遺物

胎士
-----------

残存
形状 調整／文様

単位：cm

出土地点
...................... 

備 考

精緻 口縁部：外反して外方へ立ち上がる／口唇部 第V区域
1/10以下 は丸く収める A25 

底部：削出高台 外：底面露胎

軟質 I底部：碁笥底
1/3 

外：体部下位に呉須圏線2 第V区域
内：底部中央に圏線］／圏線内 G23/H25
に草花文 1外：底面露胎

精緻 底部：削出高台 外：体部下位に唐草文 第V区域
1/8 内：底部中央に圏線］／圏線内 G24

に牡丹文 外：高台端面露胎

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部上位に呉須圏線1/ 区域不明
1/10以下 上がる/,]端部やや外反／口唇部は丸く収め体部に呉須の草花文 高台端面露胎

る 内：口端部に圏線2／底面周縁
底部：削出高台 に圏背線2／中央に呉須の玉抱

き獅子文
..................................................,............................................................................ 

精緻 I口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部上位に呉須圏線1／第 1区域
1/6 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め体部に呉須の草花文 W23 

る 内：口端部に圏線l／底面周縁高台端面露胎
底部：削出高台 に圏線2

...... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口緑部ヒ位に呉須圏線1/ 区域不明
1/4 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め体部に呉須の草花文 扁台端面露胎

る 内：口端部に圏線l／底面周縁
底部：削出高台 に圏線2／中央に呉須の玉抱き

獅子文
............................................................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・----・---

精緻 I口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部上位に呉須圏線l／第VI区域
2/3 上がる／口唇部は丸く収める 体部に呉須芭蕉文 V30 

底部：削出高台 内：口端部に圏線1/底面中央高台端面露胎
に圏線l・圏線内に呉須花文 漆継ぎ

............... 

＇口 8.8 精緻 口縁部：寸胴形／やや外傾して上方へ立ち上外：口縁部に呉須圏線2.草花第VI区域
高：

叫底84 I 向喜
--i.. I・・・・・・ 

口：

6. o I 1/10以下がる／口唇部は丸く収める 文・呉須圏線2／体部に呉須宝 S30/T30
4.6 底部：削出高台 珠文・圏線2／裔台に面線2
良好 内：口端部に圏線l／底面中央

透白色 に呉須文様
・..．．.．．.．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．. 

9. 8 精緻 口緑部：寸胴形／やや内傾して上方へ立ち上外：口縁部に呉須圏線2.草花区域不明
晶ー．

85 1 闘げ 底麿
凪｀•9~1 _＿-----------―＿ ↓＿＿＿＿ 

7. o I I/to以下 がる／口唇部は丸く収める／腰部屈曲 文／腰部に呉須圏線2／体部下高台端面露胎
7.0 底部：削出高台 位に呉須圏線I・ 宝珠文／高台
良好 に圏線2

透白色

口： 6. 6 

染付 底晶• 3.0 
86 I 杯 • 2. 6 

焼色 透青良好白色

口． 10.2 

87 I 中壺国製 高： 4. 1 

喜 悶

讐 I口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口緑部上位に呉須圏線1／区域不明
上がる/11端部やや外反／口唇部は丸く収め体部に呉須の草花文／高台に外：高台中央に呉須

l讐下1;；̀l口占贔::上力る口1喜戸竺：幅上位自然釉

第 1区域遺構出士士器(PL.64~66 第33~36図） 単位：cm

No 器種 法量／焼成／色調
胎七

形状 調整／文様
出土地点

残存 備 考

口： 28 4 
白極色砂粒粒子

ロ緑部・やや内湾して外方へ開＜／口端面は 外：口縁部～体部上位粗い力 第 1区域

郎 越前焼
焼色高 ：：： 橙1良褐1.好0 色

平坦 キメ Z22-25/SV5063 
鉢 精緻 転内ナ：口デ縁部～体部回転ナデ回

1/10以ト・
阜.→,.-心-......

口 23. 4 
白微色砂粒粒子

ロ部縁部：やや内湾して外方へ立ち上がるIロ 外．回転転ナデデ／／底幅部2.ナデ 第 1区域

越前焼
晶. 5. 0 端は平坦 内阿ナ 8cm • 8条の Z22-25/SV5063 

89 底 '19.0 堅緻 底部・削出高台 卸目
卸皿

焼色：’ 灰良黒好色
1/10以下 シャープな仕上げ

悶 闘 白極色砂粒粒子
外．胴部ナデ／胴部上位弓矢状 第 1区域

叩 越前壺焼 の内ヘ：胴ラ部記ナ号デ・指頭痕
Z22-25/SV5063 

堅緻 第I11区域域SK5057 
1/10以下 第W区 I25

・・・--・・・・... ................. ••ユ·•............. • -.．．．．.. ・ • -..．....．． 
口． 8. 6 極軟砂質粒 ロ緑部・直線状に斜め外方へ立ち上がる／体

外 口ロ指縁緑頭部部痕ヨヨココナナデデ／底／体部部ナ
第 1区域

土師器
-晶'2.0 部に段あり／口唇部は丸く収める プ―ゞ ・ Y27 /SV5063 

91 底 4.1 3/4 底部．平底 内： ナデ 片口状に歪む
小皿

焼色．： 橙良褐好色
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III. 第 63・ 112 ・ 114次調査

単位：cm

No I 器種 I法量／焼成／色調I胎残存士 I 形状 調整／文様 I 出七地点

備 考

6. 0 精緻 ロ縁部．やや内湾して外方へ立ち上がるIロ 外’口緑縁部～体体部部回転転ナデ 第 1区域
2. 6 /10以下 唇部は丸く収める 内．口部～ 回ナデ Y27 /SV5063 

闘 片外：口体状部にド歪位む露胎

4.2 極精砂緻粒 底部・平底
外底部：：体体回部部転下下ヘ位位ラ回回ケ転転ズナヘリデラケズリ／

第 1区域
14. 0 Z26/SV5063 

闘 1/1 内部位
外片口：体状部にF歪位む露胎

灰鉢釉 焼色．’ 灰不緑良色
極砂粒 ロ縁部：直線状に外方へ立ち上がる／口端部 外：口縁縁部部回転ナデ 第 1区域
軟質 浅く凹む 内・口 回転ナデ Z22-25/SV5063 

1/10以下 内外：｛本部下位露胎

口' 20. 2 精緻
ロ縁部をへ入や：直れや線、屈状緩曲にい／外口花方唇弁へ部状立はにちす丸上るくがる／腰部で

第 1区域
信・ 3. 7 1/8 内側 収め、切れ Z22~25/SV5063 
底： 13. 2 込み 、 内外高台端面露胎
焼色： 良好 底部削出高台

：オリーブ

口： 11. 8 精緻 ロ縁部内湾して外方へ立ち上がる／口唇部 外口縁部～体部に線刻蓮花第 1区域
祁： 5. 0 /10以下 は丸く収める 文がめぐる Z22~25/SV5063 

焼色：： オリ良ー好ブ灰
内．底部周縁に線刻蓮花文

ロ 10.6 精緻 ロ縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部 外：口縁部～｛本部に線刻蓮花第 1区域

青:
高ヽ ' 4.5 /10以下 は丸く収める 文がめぐる Y22/SV5063 

焼 リ良ー好プ 内：底部周縁に線刻蓮花文
色オ 灰

青磁
焼色・ オリ良ー好プ灰

精緻 頸部．上方へ立ち上がる 外：頸部に陽刻草花文がめぐ 第 1区域
瓶 /10以ド る Z21/SV5063 

高・ 1. 3 精緻 底部．楕円形の削出高台 外内鏑状の輪輪花文 第 1区域
底・ 3.4 1/8 ・鏑状に花文 Z28/SV5063 

焼色’・ 透良白好色

ロ 11. 9 精緻 日縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が 第 1区域

白磁 1裔 2.8 1/5 る／口端部で外反／口唇部は丸く収める Z22~25/SV5063 

皿 底焼色：：： 透良7白.・好1 色
底部削出高台

染皿付 底焼色晶：：：． 青良21.白.好8 6 色

軟質 底部碁笥底
外．こ体体呉部部須下に圏位呉線に須2呉／草圏須花線芭文内蕉／底に文部呉 第 1 区域1/3 内：周 Z22~25/SV5063

縁菊1 須
花文

晶・ 2. 5 精緻 体部・寸胴形／直し線な状しに上方へ立ち上がるI外体部転F位プに1条の沈線 第 1区域
青磁 底： 3. 4 1/5 体底部部下：削位出に高接台地 脚ヽ部3 内回ナ X27 /SX5069 
香炉 焼色• 良好 外．底部～高台端面露

．オリーブ 胎

口： 11 8 精緻 ロ緑部．緩やかに内湾して外方へ立ち卜.が 第 1区域
白磁 同 2. 8 1/2 る／口端部で外反／口唇部は丸く収める X27 /SX5069 
皿 底 6.0 底部．削出高台 W27 

焼色．・ 透良白好色
外：高台端面露胎

口： 14. 0 精緻 ロ緑部緩やかに内湾して外方へ立ち上が 第 1区域
高 2. 0 1/10以下 る／口端部で外反／口唇部は丸く収める X27/SX5069 

焼色． 透良白好色 外：高台端面露胎

ロ． 13 2 精緻 ロ縁部’緩やかに内湾して外方へ立ち上が 第 1区域
高： 3. 2 1/2 る／口端部で外反/II唇部は丸く収める W27 /高SX5069 
底・ 7. 0 底部削出高台 外： 台端面露胎

焼色： 透良白好色

口． 13. 0 精緻 ロ縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が 第 1区域

白磁 1高： 2.5 1/3 るI口唇削部は丸く収める X27 /SX5069 
皿 底'7.0 底部： 出高台 W27 

焼色 良好 外高台端面露胎
'透明灰色

口' II. 9 精緻 ロ縁部緩やかに内湾して斜め外方へ立ち 外・口こ端縁呉部部須に上草圏位花線に文l 呉須圏線2/ 第 I区域
高． 4. 3 1/8 上がる／口唇部は丸く収める 体内部I X27 /SX5069 

焼色・． 透良白好色 口 W27

口： 8. 8 極軟砂質粒 ロ縁部部内部．直線状に斜め外方へ立ち上がるI口 外ナ：口デ縁部ヨコナデ／体部～底 第 1区域
高： 1. 9 端 側に段あり／口唇部丸く収める 部内 V26/SX5075 
底： 4. 0 4/5 底．平底 口縁部～底部ヨコナデ

焼色：： 橙良褐好色

口： 9．4 1 極軟砂質粒 口部部縁内部直線状に斜め外方へ立ち上かる／口 外ナ：口デ縁部ヨコナデ／体部～底第 1区域
土師器 底高： 2. I 端 側に段あり／口唇部丸く収める 部 V26/SX5075 

小皿 焼色：：：橙良4褐．好6 色 3/4 底平底 内口縁部～底部ヨコナデ ロ端部内外スス付着
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3.遺物

器種 法量／焼成／色調 I---------------------------
胎土

残存
形状 調整／文様

単位：cm

出士地点・・・・--・-・---・-・・・---

備考
口： 33. 0 

越播前鉢焼 1 底高： 13. 6 : 14. 4 

焼色：： 濃良茶好色
--------------------------
口： 14. 0 

越前鉢焼 9高：. 9. 6 . 11. 5 

：： 赤良茶好色

ロ： 8. 6 

士師器 麿高： 1. 9 

小皿 ：： 橙良褐好色

土師器 最誓高：： 
5.5 
12.0 

羽釜 ： 闘
ロ： 10. 0 

士師器， 高： 2. 4 

小皿 ' ：： 橙良5褐.好4 色

ロ． 11. 4 

白皿磁 1 焼色高：：： 透良白1．灰好8 色

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端部内側に外：回転ナデ／体部下位に縄目第 1区域
白色粒子 やや屈曲／口端面平坦／口端部内側に凹線 痕 R26/SB5036 
堅緻 内：回転ナデ／底面ナデ・摩耗口縁部片口
3/4 ／幅2.7cm • 10条の卸目／扇状

卸目

極砂粒 口縁部：内湾して上方へ開＜／口端部内側に外：回転ナデ
白色粒子 やや屈曲／口端面平坦 1内：回転ナデ／底面ナデ

第 I区域
R26/SB5036 

精緻 底部：平底
1/4 

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部～底第 I区域
軟 質 唇 部 丸 く 収 め る 部ナデ R26/SB5036 
3/4 底部：丸底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

口端部スス付着

極砂粒 口縁部：直上へ短く立ち上がる
軟質 受部：平滑／幅1.3cm 

1/10以下 体部：ナデ

外：口縁部～受部ヨコナデ／体第 I区域
部ナデ T26/SB5036 
内：口縁部ヨコナデ／体部ナデ外：体部スス付着
後指頭痕

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第 I区域
軟質 唇部丸く収める デ・指頭痕／底部未調整 R25/SK5074 
4/5 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

口端部スス付着

精緻 1口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が
1/10以下 る／口端部外反／口唇部は丸く収める

第 I区域
R25/SK5074 

口： 12.6 精緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部 1外：鏑状の輪花文
白磁 1裔： 3．1 1/8 は丸く収め、緩い波状に成形し花弁状にす内：鏑状の輪花文

第 I区域
R25/SK5074 
外：高台端面露胎

輪花皿
底： 6.8 る

越前焼
捏鉢

越甕前焼

誓

焼； 良好
色：透白灰色

口： 28.0 
蘭： 6.4 
底： 12.6 
焼： 良好
色： 赤茶色

焼： 闘色：， 蘭： 3.5
: 4. 0 

：： 灰良緑好色

越前甕焼 焼色：： 淡灰良好茶色

-----------・ 
口： 17. 6 

越広突前口帯焼壺 最焼il'li色:： ： 

11. 3 
25. 1 
良好
灰色

••••···················· 
口： 15. 4 

越広突前口帯焼壺 最焼色高： 24. 7 : 24. 6 

・： 淡良茶好色
------------・ 

口： 32.6 

越播前鉢焼 1' 高： 11. 9 : 15. 0 

：： 明良橙好色
-----------------------

青磁 1 底誓晶：： 25.. 8 0 

碗 ： 不黄良
：透褐色

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端面は丸く 外：回転ナデ／底部ナデ
白色粒子 収める／口端部内側に段あり 1内：回転ナデ

堅緻
1/10以下

第 I区域
Q27/SE5048 
内：自然釉

極砂粒 口縁部：短く上方へ立ち上がる／口端面平坦外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第 I区域
白色粒子 ／口縁部中央に沈線1 ナデ／シャープ 1Q27/SE5048 
堅緻 胴部：上位で大きく張る 内：口縁部ヨコナデ／胴部上位

1/10以下 ナデ・指頭痕..............．．．．．．．．．．．．..........................．．．．．．．．..........................．．．．．．．．．．．．．．．．．........．．．．．．．．．．....... 
極砂粒 体部：やや内湾して上方へ立ち上がる 外：口縁部回転ナデ／体部下位第 I区域
軟質 底部：付け高台 1Q27/SE5048 
1/8 闘纏山縁部回転ナデ／底面中央

に押印

閤嘉翡盟喜論誓贔誓i立ち上がる／口？嘉ビ門□:ナデ／胴部上位 1雷贔品，
軟質 胴部：上位で大きく張る 内：口縁部ヨコナデ／胴部上位

1/10以下 ナデ・指頭痕
..........• 

極砂粒 口縁部：外方へ短く屈曲／口端部内側浅く凹外：回転ナデ／底面ナデ／上位第 I区域
白色粒子む に「大」のヘラ記号／シャー1U28/SE5049
軟質 胴部：上位で張る／幅0.8cmの断面三角形のプ

1/10以下突帯が付く／下位窄まる 内：回転ナデ後指頭痕

極砂粒 口縁部：外方へ短く屈曲／口端部内側浅く凹外：回転ナデ／胴部下位ヘラナ第 I区域
白色粒子む デ／底面ナデ／シャープ 1U28/SE5049 
軟質 胴部：上位で張る／幅1.0cmの断面三角形の内：回転ナデ後指頭痕
1/6 突帯が付く／下位窄まる

底部：平坦

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端面丸く収外：回転ナデ／体部下位に縄目第 I区域
白色粒子める／口端部内側に突帯 痕 IU28/SE5049 
軟質底部：平坦 内：回転ナデ／底面ナデ・摩耗
3/4 ／幅3.1cm • 11条の卸目

軟質 I底部：付け高台
1/10以下

内：底面に蓮花文押印 第 I区域
U28/SE5049 
外：底面露胎

第II区域遺構出土上器(PL.64 第34図） 単位：cm

出士地点
器種 法量／焼成／色調

口： 6.9 

土師器
高： 1.5 
底： 3.5 

小皿． 焼： 良好
色： 黒色

胎士.．..．．.．．．．.． 

残存
形状 調整／文様 ・・・・・・・・・・・・・・・ 

備 考

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部～底第1I区域
軟質 端部内側に段あり／口唇部丸く収める 部ナデ IN23/SB5034 
l/2 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ
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III. 第 63・ 112 ・ 114次調査

第 1I区域遺構出土土器(PL.64 第 34図） 単位：cm

No I 器種 法量／焼成／色調I胎残存士 形状 調整／文様
出上地点

備

口' 7 2 
極車？砂万粒 ロ部部縁部内：平側：底直に線段状あに斜め外方へ立ち上がるIロ 外デ：・口指縁頭部痕／ヨ底コ部ナナデデ／体部ナ 第1I区域

土師器 高． 1.8 端 り／口唇部丸く収める N23/SB5034 

1J皿 底 20 底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状部に歪む

ヽ 焼色・． 橙良褐好色 II端スス付着

口 7 4 極軟砂質粒 ロ部部緑丸部く：直収線め状るに斜め外方へ立ち上がるIロ 外 口[指l縁緑頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデデ／底／体部部ナ
第II区域

高： 1 9 プ―ゞ ・ N23/SB5034 
底： 3.2 1/2 唇底 平底 内・ ナデ 片口状に歪む

麿 闘
「l 7. 0 極軟砂質粒 ロ縁部部’直線状に斜め外方へ立ち上がるI口 外デ 口ロ指縁縁頭部部痕～／ヨ底底コ部部ナナヨデデコ／ナ｛本デ部ナ 第I1区域

誓
1. 6 底唇 丸く収める • N23/SB5034 
3. 0 4/5 部：平底 内： 片口状に歪む

喜 闘
口． 11. 3 極軟砂質粒 ロ縁部：直9外線方状へに屈斜曲め／外方へ立ち卜．がるIロ

外デ明内墨：：・口口指書縁緑頭部部痕ヨ／ヨ底ココナ部ナデナデ／デ底／／体部底部ナ面デナ不

第1I区域

底高 ' 2 1 端部部やや 口唇部丸く収めるIロ N23/SB5034 
土師器 ． : 5. 6 1/2 端段あり 片：口底状面に！歪む
小皿 焼色：： 橙良褐好色 底部凹底 内 墨痕

口： 13. 4 精緻 ロ縁部直で線口屈唇状部曲に外方へ立ち上がる／口端部 内’底部周縁に段あり 第11区域

青磁
高： 3. 6 1/6 や誓や外反／ は丸く収める N23/SH5034 
底： 7. 0 部部腰部 外高台端面露胎

皿
焼色： 良好 ．削出高台

・オリーブ

口 12 6 
白微色砂粒粒子 ロ縁部部：上：位外方へ短く屈曲／口端部浅く凹む 外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第1I区域

高： 10. 4 胴 で張る ナデ P22/Sf5052 
最 22. 8 堅緻 ナ内デ：口・縁指部頭ヨ痕コ・ナ指デナ1プ胴部上位

麿 闘 1/6 

-------------- -----·---------—•—- ---·-------—•——·-· ・・-・・-―』→● →一』•・ •.....· • -• -• --・ • 
11' 27. 6 

白極色砂粒粒子 ロ縁部：部直線内側状に外方へ開＜／口端面浅く凹
外．回転8面転cm未ナナ・調デプ9整条／／体底の部面卸ナ下目位デに縄目 第1I区域裔 8 2 む／口端 に凹線 痕／底 P22/SF5052

底． 13.2 堅緻 底部：平坦 内回 ・摩耗

焼色：・ 赤良茶好色
1/3 ／幅2

il' 9,0 極軟砂質粒 ロ縁部部部直線状口に唇斜部め丸外方へ立ち LがるIロ
外デ．・口ロ指縁緑頭部部痕～／ヨ底底コ部部ナナヨデデコ／ナ体デ部ナ

第1I区域
高： 2.0 端やや外反／ ＜収める P24/SX5068 
底： 3.8 3/4 底 ．平底 内・ 片口状部に歪む

焼色： 黒良灰好色
口端 スス付着

高： 3. 3 精緻 体部：腰部から直線状に外方へ延びる 内．底部周縁に刻目文がめぐ 第1]区域
底・ 5. 4 1/10以下 底部：削出高台 る P24/SX5068 

焼色． 良好
・オリーブ

第田区域遺構出士士器(PL.65 第 35図）

法量／賢叫胎十
残存

形状 調整／文様

単位：cm

出士地点
------

備

｀
算
2707畠
30
い
14

闘

••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
口
衛
焼
色
口
高
焼
色

i

口
高
焼
色
；
口
高
底
焼
色

極砂粒 口縁部：内湾して外方へ開＜／口端面は丸く 外：口縁部～体部回転ナデ／底第111区域
白色粒子収める 部ナデ／シャープ K24/SS5059 
精緻 体部：中位に段あり 内：口縁部～体部回転ナデ回
1/8 転ナデ／底部ナデ

.............................................. ..........................................—· • ・ • -.．．．．．-• ・ • -．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..． 
極砂粒 口縁部：内湾して外方へ開＜／口端面平坦 外：口緑部～体部回転ナデ／シ第111区域
白色粒子 ャープ K22 • 23/SS5059 
精緻 内：口縁部～体部回転ナデ回
1/6 転ナデ

.．．..．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．----• -.• ----• -• ----------・ • ・ • • -・ • --・ • --• --・ • -．．----• ------• ------．．．--・ • ----• --------------- -------------• ----
極砂粒 口縁部：内湾して外方へ開＜／口端面平坦 外：口縁部～｛本部回転ナデ／底第111区域白色粒—f 底部：平坦 部未調整／シャープ iK24/SS5059 
軟質 内：口縁部～体部回転ナデ回
1/6 転ナデ

.．．．.．.．．．．．．.．．．．．．.．．．．.．．．．．．．．．.．．．．．.．．．．.．．．．..．.．．．．．．．．．．．．．．.．..．.．．．．．．..．．.．.．．．...．．．．．．．．..．．．．．....．．．．．．．..．.．．．．.．...．.．...．.．.......．． 
極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面丸く収外：回転ナデ／体部下位に縄目第111区域
白色粒子める／口端部内側やや屈曲 痕／底面未調整 K24/SS5059 
堅緻 底部：平坦 内：回転ナデ／底面ナデ・摩耗
1/s I I/幅2.5cm • 9条の卸目

口： 9. 4 口緑部：内湾して外方へ立ち上がる／［］唇部 I内：陰刻梅花文精緻
尚： 2. 7 I 1/10以下 は丸く収める
底： 5.0 底部：削出商台
焼： 良好
色：透白灰色
・・-・・・・・-・-------------------・-----------

晶： 1.2 
底： 4.2 

I 精緻 I底部：削出高台
1/10以下

焼： 良好
色：透白灰色
----・・・・-・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・ 

麿透喜竺ブ| l 
-・------・----------

精緻 体部：直方体
1/10以下

外：底面に墨書

外：体部に陽刻算木文

第III区域
K27 /SS5059 
外：高台端面露胎

第rn区域
K27 /SS5059 
外：高台端面露胎

----------------------------

第rn区域
K2 l ・ 22/SS5059 
127 
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3.遺物

器種 法量／焼成／色調1---------------------------
胎士

残存
形状 調整／文様

単位：cm

出土地点............... 

備 考

宕
闘

．．．．．．．． 

口
高
焼
色

製国
壺

中

口： 5. 7 極砂粒 口縁部直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部～体部ナデ／底部中第rn区域
土師器 1高： 1．4 軟質 唇部丸く収める 央に0.3cmの焼成前穿孔l |H26/SD5039 

小皿
底： 2.0 I 1/4 底部：凹底 内：口縁部～底部ナデ
焼： 良好
色： 橙褐色

口： 5. 8 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第I11区域

土師器
高： I. 5 軟質 端部内側に段あり／口唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ H23~25/SD5039 

小皿 1底： 2．2 l/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデロ端部スス付着
焼： 良好
色： 白褐色

口： 6. 3 極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第I11区域
士師器 1高： 1．8 軟質 る／口唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ H26/SD5039 
小皿焼：良好 1/2 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

色：淡橙褐色

口： 6．7 極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ
土師器高： 2.3 軟質 る／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
小皿 焼： 良好 2/3 底部：丸底

色： 橙褐色

口： 8．2 極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ
土師器 1高： l．7 軟質 る／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
小皿 焼： 良好 1/8 底部：丸底

色： 橙褐色

口： 9.0 

土師器 1高： 2．5 

小1IIl.
底： 4.0 
焼： 良好
色： 橙褐色

口： 9.l 

土師器
高： 2.4 

小皿
底： 3.0 
焼： 良好
色： 橙褐色
-
口： 9.3

士師器
高： 2.4 

小皿
底： 4.0 
焼： 良好
色： 橙褐色
-....＿....... 

口： 9.0 

士師器
高： 2.2 

小皿
底： 3.8
焼： 良好
色： 橙褐色
.．.．．．．.．．． 

瀬戸美濃
高： 3.7 

鉄釉
底： 7.0 

水注
焼： 良好
色： 黒色

第m区域
H26/SD5039 
片口状に歪む

.．．．．．．．  

第m区域
H26/SD5039 
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第田区域
軟質 端部内側に段あり／口唇部は上方へ立ち上デ・指頭痕／底部ナデ H23~25/SD5039 
4/5 がる 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第m区域
軟質 端部内側に段あり／口唇部は上方へ立ち上デ・指頭痕／底部ナデ H23~25/SD5039 
1/1 がる 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第田区域
軟質 端部やや外反／口端部内側に段あり／口唇部デ・指頭痕／底部ナデ H23/SD5039 
4/5 は上方へ立ち上がる 内：口縁部～底部ナデ 外：口縁部打欠

底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第田区域
軟質 端部やや外反／口端部内側に段あり／口唇部デ・指頭痕／底部ナデ IH23~25/SD5039 
1/2 は上方へ立ち上がる 内：口縁部～底部ナデ

底部：平底

極砂粒 体部：下膨れ
精緻 底部：平底
1/6 

外：体部下位回転ヘラケズリ／第田区域
底部ナデ H23~25/SD5039 
内：体部下位回転ナデ 外：体部下位露胎

口： 10. 0 ， 高： 2.9 
稜青花磁皿 ． ・ ： 良5.好0 

：オリープ

口： 13. 7 ， 両． ： 2. 3 
士師器 ． : 8. 0 

小皿 ：： 橙良褐好色

口： 24. 6 ， 高： 33.0 
越前士焼 ． ． 43.2 

空 ：： 赤良茶好色

口： 28.7 
高： 32.2 

越前焼最： 37. 6 
甕底： 18.2 

焼： 良好
色： 濃茶色

酎
45

闘

•••••••••• 
口
高
最
焼
色

焼前
甕

越

堅緻 口縁部：短く上方へ立ち上がる／口端部内側外：口縁部回転ナデ／胴部上位第I11区域
1/6 1突出／口端部平坦 ナデ K24/SS5059 

胴部：上位で張る 内：口縁部回転ナデ／胴部上位
ナプ

精緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口端部 1外回転ナデ
1/2 で外反／口唇部は棒状工具で押圧／緩い花弁内：回転ナデ

状にする
底部：削出高台

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第rn区域
軟質 端部内側に段あり／口唇部は上方へ立ち上デ・指頭痕／底部ナデ J25/SD5~0 
3/4 がる／口端部段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ外：底部黒斑

底部：平底 内：底部黒斑

極砂粒 口縁部：外傾して開く／口端部下に凹線1
白色粒子 胴部：下膨れ

鴨

極砂粒 口縁部：上方へ短く屈曲／口端部平坦
白色粒子 胴部：上位で張る／下位窄まる
堅緻 底部：平坦
4/5 

極砂粒 口縁部：外方へ短く屈曲／口端部平坦
白色粒子 胴部：上位で張る／下位窄まる

71! 

第m区域
H26/SD5039 
外：底面～高台端面露
胎

外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第11I区域
／胴部上位に弓矢状のヘラ記 I/J26/SK5057
号／ンヤープ 第 I区域
内：回転ナデ後指頭痕 Z25/SV5063 

外：胴部自然釉
．．．．．．．．．．．．．． 

外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第11I区域
／胴廊上位ヘラ記号／胴部下位 I/J26/SK5057
ヘフナデ／底面未調整／シャー外：胴部上位降灰
プ 内：底部降灰
内：ナデ後指頭痕

．．．．．．．．． 

外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第11I区域
内：ナデ後指頭痕 II/J26/SK5057 

第w区域
C26/SB5072 
外：胴部上位降灰
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III. 第 63•112•114 次調査

単位：cm

No 器種 法量／焼成／色調
胎士

形状 調整／文様
出土地点

残存 備 考

ロ 93 0 
白極色砂粒粒子 部ロ縁中央部凹：外面方へ短く屈曲／口端部平坦／口端

外部：：ナ口上縁デ位部後ヘヨ指ラコ頭記ナ痕号デ／8／段胴以部ナデ
第I11区域

回M • 60. 0 胴 I/ J26/SK5057 
1随 越甕前焼， 99 5 精緻 胴部： l：位で張るI卜1立窄まる 内 上の

闘 5/6 輪積成形

第w区域遺構出士士器(PL.66 第36図） 単位．cm

No I器種 法量／焼成！色調I-----胎--土----- 形状 調整／文様
出土地点

残存 備 考

口： 15.0 1 精緻 口縁部．内湾して外方へ立ち上がるI口唇部外：口縁部～体部に線刻蓮花第1V区域
青碗磁 焼高：： 6. 0 1/10以下 は丸く収める 文がめぐる ]24/S85033 

色：オリ良ー好ブ灰

ロ 9. 2 極軟砂質粒 ロ縁部部内直線状に斜め外方へ立ち上がるI口 外：口指縁頭部痕ヨコナデ／体部ナ 第1V区域

七師器 底高． 2. I 端 側に段あり／口唇部は上方へ立ち上デ・ ／底部ナデ J片22/SF5051 

小皿 焼色：’ 暗良4褐.好6 色
4/5 がる 内口緑部ヨコナデ／底部ナデロ状に歪む

底部：平底

口： 8.8 極軟砂質粒 ロ緑部部直線こ段状あに斜め外方へ立ち上がる/11
外デ・口ロ指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデ／デ底／体部部ナ

第1V区域
裔 2.0 端 内側i り／口唇部は上方へ立ち上 J片22/SF5051 
底 4 6 2/3 がる 内 ナデ 端ロ状部に歪む

焼色． 暗良褐好色
底部平底 l」 一部・内面ス

ス付着

口． 6. 6 極軟砂質粒 ロ縁部部側：直に線段状あに斜め外方へ立ち上がるIロ
外デ'・Lr1指}縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナデナデ／デ底／体部部ナ

第w区域
蘭： 1 4 端内 り／口唇部は上方へ立ち上 J片22/SF5051 
底． 3.5 2/3 がる 内・ ナデ ロ状に歪む

焼色：： 白良褐好色
底部平底

日： 9. I 極軟砂質粒 目縁部・直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外口指縁頭部痕ヨコナデ／体部ナ 第w区域
高： 2. I 唇底部は丸く収める デ・ ／底部ナデ J片22/SF5051 
底： 3. 6 1/1 部平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ状部に歪む

焼色．・ 橙良褐好色
口端全周スス付着

ロ． 10. 1 極砂粒 ロ部縁部：直線口唇状部に斜め外方へ立ち上がるIロ 外デ：口指縁頭部痕ヨコナデ／体部ナ 第1V区域

士師器 高： 1. 9 軟質 端 外：平反底／ は丸く収める . I底部ナデ J体22/SF5051 

小皿 底焼色． 橙良4褐.好0 色
3/4 底部 内口縁部ヨコナデ／底部ナデ 部全周スス付着

口． 9. 1 極軟砂質粒 ロ縁部部内：直線状に斜め外方へ立ち卜←がるIロ
外． 口ロ指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデ／デ底／｛部本部ナ

第1V区域

土師器 高． 2.0 端 側に段あり／口唇部は上方へ立ち上 プ-—~ゞ ・ J片22/SF505! 
底 40 4/5 がる 内 ナデ ロ状に歪む

小皿 焼色．． 橙良褐好色 底部平底 口端部全周スス付着

l―1: 9. 7 極軟砂質粒 ロ縁部部：直線こ段状あに斜め外方へ立ち上がるIロ
外デ．口ロ指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデ／デ底パ部本部ナ 第W区域

士師器 底高：・ 2. 1 端 内側1 り／口唇部は上方ヘセち上 • J片22/SF5051 

小皿 焼色・：： 橙良4褐.好0 色
3/4 がる 内： ナデ ロ状部に歪む

底部：平底 口端全周スス付着

青磁 底高：' 34. . 8 5 
精緻 底体部部：内湾して外方へ立ち上がる 外口縁部～体部に線刻蓮花第1V区域
1/8 ：削出高台 文 J23/SX5066

碗 焼色 良好
'濃オリーブ

花内文：底押面印中央に円形櫛歯文・ 外胎：底面～高台端面露

第V区域遺構出士土器 (PL.66 第36図） 単位．cm

法量／焼成／色調 ．． 胎残存士 形状 調整／文様
出土地点

備

焼色・． 暗良茶好色 白極色砂粒粒子
ロ縁部・短く上方へ立ち上がる／口端面は平 外’口縁部ヨコナデ／胴部上位 第V区域
坦／口縁部中央大に凹面 ナデ／シャープ G22/SF5050 

堅緻 胴部：上位で きく張る 内．口縁部ヨコナデ
1/10以下

霊 1 3 精緻 底部削出高台 須内圏：底線面内周に縁花に文呉須圏線2.呉 第V区域
6. 8 1/6 G22/SF5050 

焼色：： 透良白好色
外底面～高台端面露
胎

口： l l. 4 精緻 ロ縁部緩やかに内湾して斜め外方へ立ち
外 口こ端縁呉部部須に上草圏位花線に文］ 呉須圏線2/ 第V区域

焼色尚・： 透良2灰.好5 色
1/6 上がる／口端部やや外反／r-1唇部は丸く収め 体部I G22/SF5050 

る 内： 11

鷹 闘 精緻 I頸部～体部：下膨れ／断面楕円形 外：頸部回転ナデ 第V区域
1/8 内頸部回転ナデ G22/SF5050 

胴部中位自然釉

口． 29. 2 極砂粒 ロ緑部・直線状部に外傾して立ち上がる／口端
外／後内胴指：：部口口頭縁縁上痕位部部 ヨコナデ／胴部ナデ

第V区域

i 
16. 5 白色粒子 部平坦／口端 内側に段あり／口端部中央凹 ヘラ記号プ-- A25 • 26/SB5072 
40. 8 精緻 面 ヨコナ ／胴部ナデ 第VIIl区域

闘 1/10以下 胴部上位で張る B-F31/SA5183 
胴部上位自然釉
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3. 遺物

単位：cm

No 器種 法量／焼成／色調
胎士

形状 調整／文様
出土地点

残存
-- --------------・-・----・--"・・・・・・ 

備 考

塁高： 1 0 . 5 微砂粒 胴部胴部中位で張る 外．胴部ナデ／底部ナデ／シャ 第V区域

1 73 
越前焼

17. 5 白色粒子 ープ D25/SB5072 

g 士
・ 12. 0 堅緻 内：胴部回転ナデ／底部ナデ 外：胴部ヤキムラ

焼色 灰良黒好色
1/8 内：底部降灰

----------------------- -・.... 

ロ 22. 8 
白微色砂粒粒子 端ロ部部縁平部坦．直線状に短く外方へ立ち KがるIロ 外：回転ナデ／底部未調整／シ 第V区域

越前焼
高 3.5 ャープ C27 /SB5072 

1/‘ 74 卸皿
底 18.0 堅緻 底 ’平坦 内：回転ナデ／粗い卸目 外：胴部ヤキムラ
焼・ 良好 1/10以下 内：底部降灰

色・ 白褐色
- ----------—→――→一』

ロ． 34. 0 
白微色砂粒粒子 ロ縁部：部直線内側状へにや外方へ開＜／口端面やや平 外：回転ナデ／ 第V区域

175 
越前焼 晶： 6.5 坦／口端 や屈曲・凹線 内：回転ナデ／幅2.3cm • 9条の B27 /SB5072 

播鉢
焼色：： 明橙良好褐色

堅緻 卸目 ロ縁部片口
1/10以下

ー・`？．．ァ・

白微色堅砂粒緻粒子
ロ緑部：部直線内側状へに外方へ開＜／口端面やや平 外：回転ナデ／シャープ 第V区域口： 35.0 

176 越播前鉢焼
焼色蘭：：： 濃こ良8げ.好0 茶色

坦／口端 やや屈曲・浅い凹線 内回転ナデ／幅2.5cm • 10条 C26/SB5072 
の卸目

1/10以下

I 口： 9. 0 極軟砂質粒 ロ縁部部側：直に線段状あに斜め外方へ立ち上がる／口 外口縁部ヨコナデ／体部ナ 第V区域

177 
土師器

蘭： 1.8 端内 り／口唇部は上方へ立ち上 デ・指頭痕／底部ナデ E27/SB5072 

小皿
底： 4.2 1/2 がる 内’口縁部ヨコナデ／底部ナデ 口端部全周スス付着

焼色：： 淡橙良好褐色
底部平底

ぶ卓9.--•.... 
I 

口' 10. 8 極軟砂質粒 ロ縁部直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外口縁部ヨコナデ／体部～底 第V区域

土師器
尚 1.8 端部やや外傾／口唇部は丸く収める 部ナデ D25/SB5072 

178 
小皿

底． 5.8 1/2 底部．凹底 内口縁部～体部ヨコナデ／底

＼ 焼・ 良好 部ナデ
色． 橙色

- --- ----—•—- ----―←... 

ロ 9 4 極精砂緻粒 ロ縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が 外：口縁部回転ナデ 第V区域

179 
灰釉 高 1.8 る／口端部は弱く外反する／口唇部は丸く収 内・口縁部回転ナデ C27 /SB5072 

小皿
焼色’ 灰良緑好色

1/6 める

瀬天鉄戸目美釉碗濃

ロ． 12.4 極軟砂質粒 ロ縁上部方．直線甘曲状後に外外反方／へ口立ち上がる／口端部 外口縁部～体部下位回転ナ 第V区域

180 ［ 
5.3 で に屈 唇部は短く外傾し デ C26/SB5072 

闘 1/8 丸く収める 内：口縁部～体部下位回転ナ 外：体部下位露胎

底部蛇の目高台 プ—•, 

------• • • 

瀬戸美釉濃
ロ 12. 0 

1極/軟10砂質以粒下
ロ縁部・直線甘曲状後に外外反方／へ口立ち上がる／口端部 外：口縁部～体部下位回転ナ 第V区域

181し鉄 ， 5.0 で上方に屈 唇部は短く外傾し デ C27 /S85072 

闘 丸く収める 内：口縁部～体部下位回転ナ 外：体部下位露胎
天目碗 フ—―'， 

7＾にe”＊鼻• ．． 

口： 12.0 精緻 ロ縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口端部 外体部に陰刻蓮花文 第V区域

1紐 青磁 高： 2. 4 1/10以下 外反／口唇部は丸く収める D25/S85072 

皿 焼色： 良好
：オリープ

，．． 

高・ 5. 0 堅緻 胴部：中位で張る 外’胴部回転ナデ 第V区域

183 朝鮮壺製 底： 154 1/10以下 底部：平坦 内胴部回転ナデ E25/SB5072 

焼色： 良好
： 黒灰色

極軟砂質粒 ロ縁部部内．直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外口縁部～底部ナデ口： 9. 1 第V区域

1糾 土師器
蘭・ 1. 7 端 側に段あり／口唇部は上方へ立ち上 内：口縁部～底部ナデ A26/SB5031 

小皿
底・ 3. 0 1/2 がる 口端部一部スス付着

焼色： 良好 底 部 平 底

ー.:~
'淡橙褐色

----.... --------------------- -- ----------—• → → ・ • 

瀬戸誓美濃
底晶： 2 . 3 軟質 底部平坦 外胴部回転ナデ／底部回転へ 第V区域

" 18~ ~ 5 ~ ・ 10.0 1/10以下 ラ切り B27 /SB5031 

:........., 
焼色・： 暗紫良灰好色

内：胴部回転ナデ 外体部下位露胎

● ● ●言言言•------- ---・ • --．.．..．. ----- -------. 

口： 15. 4 精緻 体部．内湾して外方へ立ち上がるI口唇部丸 外：口端部条線1 第V区域

186 讐 高： 4. 3 1/10以下 く収める 内：口端部条線3／体部陰刻草 A26/SB5031 

焼色： 良好 花文
~) 

：透オリープ

口： 10. 2 精緻 ロ縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口端部 外：体部に陰刻蓮花文 第V区域

187 
青磁 高： 2. 5 1/10以下 外反／口唇部は丸く収める D25/SB5072 

皿 焼色： 良好
~ ~ ~. : ： ~ ：オリーブ

口： 12 2 精緻 体部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部丸 第V区域

188 〗磁 悶高 ： 2 . 3 1/10以下 く収める A25/SG5056 

： 良好 C23 

明オリープ
~ ~ ~ ~.. 

．~し 口 14. 0 精緻 ロ縁部．直線状に外方へ立ち上がる／口端部 第V区域

白磁
高： 3 0 1/10以下 やや外反／口唇部は丸く収める A25/SG5056 

189 底 8 0 底部削出高台 外：高台端面露胎
皿

焼色 良好
'明灰白色
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III. 第 63• 112 • 114次調査

第V1区域遺構出土土器(PL.66 第36図） 単位：cm

No 器種 法量／焼成／色調
胎土

形状 調整／文様
出七地点

残存 備 考

口． 8 8 極軟砂質粒 ロ縁部部内．直線こ段状あに斜め外方へ立ち上がるI[］
外デ．・口ロ指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデデ／底／体部部ナ

第VI区域
1ふ~・叩，. ~ ~ ~ ~ : ~~ , " ~ 

士師器 高・ I 8 端 側1 り／口唇部は上方へ立ち上 P30/SB5035 
底． 5 2 4/5 がる 内 ナデ

小皿

麿 白良褐好色
底部平底

口' 7.0 極軟砂質粒 ロ緑冒部直線状に斜め外方へ立ち上がる／口
外デ．・口ロ指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナデナデ／デ底／体部部ナ

第VI区域

191 上師器 高： 1.8 端 側に段あり／口唇部は丸く収める P30/SB5035 
,， 9.'r’, （:, ¥, ：' 小皿 焼色：： 橙良褐好色 1/1 底丸底 内・ ナデ

吐●’....”—- -

極軟砂質粒 ロ部縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口
外デ：・口ロ指緑縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデデ／底／体部部ナ

第V1区域
~ ~ ~1 ‘• ~ ~~ i , ~ 9~ ~;．、~ ~ ~ ~ 2 ~ ~ ~ 

目'9.4 

士師器
蘭 '2.I 唇底 は丸く収める／口端部段あり P30/SB5035 
底． 4.4 4/5 部．平底 内： ナデ

小皿
焼色． 橙良褐好色

I 

口． 8.0 
白極色砂粒粒子

ロ縁部・短く内傾して立ち上がる/[l唇部丸 外未：口調緑整部／～胴部回転ナデ／底 第VI区域

羹 II. I く収める 部内 シャープ P30/SB5035 

let閲 越壺前焼 16. 5 堅緻 胴部部 上位で張る ．口縁部～胴部ナデ後指頭
底： 12. 2 2/3 底 ・平坦 痕

鷹 闘

第VIII区域遺構出上土器 (PL.66 第36図） 単位：cm

出土地点胎七
器種 法量／焼成／色調1....残．．．．存． 形状 調整／文様 -------------------

備 考

越甕前焼 焼色： 悶 白極色砂粒粒子

精緻

ロ縁部：短く上方へ立ち上がる／口端面平坦外：口緑部ヨコナデ／胴部上位第Vlll区域
／口端部内側に段あり／口縁部中央に突帯 ナデ／シャープ K30/SD5042 
胴部：上位で大きく張る 内：口縁部ヨコナデ／胴部上位

1/10以下 ナデ・指頭痕

金属製品 (PL.66 第37図） 単位：cm/g 

No 器種
長 犀

残存 麟 特 徴 出上地点
幅 重

No 器種
長 厚

残存 甚昌 特徴 出士地点
幅 重

195 小柄
15. 3 0 6 

4/5 銅製品
第VI区域

I. 5 R30 

.•.“1-"•9一"：’6．”．” ．。

•~...-------

五徳 10.0 I. 2 
1/8 鉄製品 持五金徳具の支 第III区域

3. 3 J25/SD5040 

1斡 譴 3. I I. I 
1/1 越前焼色 越前焼播鉢

第I11区域
3. I 橙褐 M25／表士

2OO 鳩 6. 3 I. 4 
1/1 暗越灰前褐焼色 越前焼甕

第 I区域
6. 1 Z22-25/SV5063 

197 鉄環製状品
8.6 0. 5 

1/1 鉄製品
責金具？ 第III区域

2.2 J25/SD5040 201 嬬 6.0 2.6 
1/1 

青磁
青磁碗高台

第VIll区域
5. 8 透オリープ J29/SD5041 

土製品 (PL.66 第37図） 単位'cm/g 

No 器種I:1：残存甚員 特徴出土地点

1心韓． 土錘 3. 9 2. 5 
1/1 

土師質小判形／紐第 1区域
2 8 橙褐色穴径1.0cm Q27 

石製品 (PL.66 • 67 第37~39図） 単位：cm/g 

法量（最大値） 石材

No I 器種 I長 厚
残存

色調 調幣•特徴 出土地点

短 重 材質

2. I I o. 7 粘黒板色岩
I. 9 - 1/1 

硬質

15. 9 I 7. I I I笏闘谷石
14. 5 ~ 1/10 質

39. 4 I 7. s I I 笏灰谷色右
39. 3 - 1/4 

軟質

47.01 9.7 I I笏謡谷石
34.9 - 1/4 

質

48. 6 I 7. s I I笏谷石
36. I - 1/3 灰軟緑質色

51 2 12 5 灰笏軟緑谷質石色
43. 0 - 1/3 

•·;2;0r8 i 1421.. 11.9 
板石 42 I ~ 1/2 灰笏軟谷緑質石色

2OOI 板石 I 49. o - 2;3 77 2 I 9. 2 I I 灰笏軟緑谷質石色

形状：円盤形
全体平1骨

........................... 

形状：頂部舟形
額幅2.0cm／頂部中央に月輪陰刻

区域不明
／表士

-------・-- -

第V区域
024 

形状：板状の直方体／井戸枠？ ／右側面に幅4.0cm ・原さ2.9cmを測る合区域不明
欠加工／上下端に幅6.0cm •段差2. 0cmを測る帯状の加工 ／表士

左側面欠損．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
形状：板状の直方体／洗場踏石？ ！左・下側面に幅5.8cm ・段差3.0cmを第ll区域
測る帯状の加工 P22/SF5052 

右側面欠損・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

形状：板状の直方体／洗場踏石？ ！右・上側面に幅5.8cm •段差I. 5cmを区域不明
測る帯状の加丁→
左• F側面欠損

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

形状：板状の直方体／洗場踏石？ ！右・左側面に幅12.5~13. 5cm ・段差 I区域不明
1. 8cmを測る帯状の加工
t．・下側面欠損
.................... 

形状：板状の直方体！洗場踏石？ ／ 第I1区域
右側面欠損 P22/SF5052 

...................................................... 

形状：板状の直方体／井戸枠／右・右側面に幅3.6cm •段差3. 0cmを測る帯第 II区域
状の加工 P22/SF5052 
上・下側面欠損

-66 -



3. 遺物

単位：cm/g 

法量（最大値） 石材

No 器種 長 厚
残存

色調 調整•特徴 出土地点

短 重 材質

板石 23 6 7. 7 2/3 
灰笏軟谷緑質石色

形状て：板穿状孔の直方体／塔婆台石？ ／中央に幅I.5cmの切れ込みが2ヶ所並 区域不明

210 
20. 9 行し

右・下側面欠損

..9*- --- J • • • • • • ------------ -------------- -- --- --- - -----• --―. ........・・・ ● ● ●言．．．言 -------- ---------- -------------------
石灯籠 30. 8 13. 5 1/6 

灰笏軟谷緑質石色
形状さ翡け状／石灯籠／内側に幅1.5cm ・段差2.1cmの段あり／周囲に幅6Ocm・ 第 1区域

211 
厚 5 2cmの突帯 Y22/SV5063 
下位欠損

石灯籠 38. 3 23. 8 1/1 笏谷伍 形状さ：砲弾形／円石柱灯状籠の宝ホ珠ゾ／が中付位に切れ込みが入る／底部中央に径9.5cm ・ 第 I区域

212 
宝珠 23. 5 灰軟緑質色 長 5.8cmのく Y22/SV5063 

.......... ----
81. 3 29.8 1/1 形状・上円下方形／石灯寵笠部 第 1区域石笠灯部籠

灰笏軟谷緑質石色80. 4 上円部：頂部に23.5X22. 2X3. 0cらm対を角測線る上方に形断の面受三部角を形有のすり／受部内に Y22/SV5063 
径12.0cmのホゾ穴を穿つ／受部か 突帯が延び
る213 
下方部．四辺は面取り／底面は外縁を幅3.0cm X段差1.図5cmるで方削形るのI掘中央に
竿部上面と中接央合ですlるl辺43.3~44. 0cm、深さ2.5cmを り込
みを設け、 2. 0cmまで掘り込んでいる。

←••→•一`-~- ----

石竿灯部籠 120 0 34 8 1/1 
灰笏軟緑谷質色石 形状直方の体にホ／舟石ゾ形灯を光籠有背竿すを部i／頂部・底部の中央に幅14.8cm、奥行］4.8cm、 第 1区域

34 8 高さ56cm Y22/SV5063 
正面上位 形光背をもつ観音菩薩立像／下位に「三界萬霊七世父母
等」

214 
左面「元：上亀位二に舟形辛光背をもつ阿弥陀如来立像／仏像にベンガラ付着／下位
に 舟未年七月十旧」
右面・上位位に 形光光背をもつ地蔵如菩薩立像像
背面上に舟形背をもつ釈迦来立

銭貨(PL.67 第40図） 単位：cm/g その他の遺物(PL.67 第40図）

種類 法量（最大値）
No 台帳番号径厚重 残存 時期 出土地点

215 開元通宝 242 0. 26 4. 20 1/1 唐 第m区域
① 2957 初鋳621年 M25 

215 元 符 通 宝 ― - - 1/1 北宋 第III区域
② 2958 初鋳1099年 M25 

*-E"• ~ 

216 開元通宝 2.29 0. 12 2 20 1/1 唐 第 I区域
4036 初鋳621年 R25/SK5074 

211 祥符通宝 2.53 0. 15 2. 90 1/1 北宋 第 1区域
.,._ __, 5141 初鋳1008年 W27 /SX5069 

218 明道元宝ー 0.13 0. 60 1/5 北宋 第 I区域
5141 -2 初鋳1032年 W27 /SX5069 

21 熙寧元宝 2.31 0. 14 2. 40 1/1 北宋 耕土
260 初鋳1068年

220 熙寧元宝 2.35 0 16 1. 30 1/2 北宋 第V区域
1268 初鋳1068年 G21/SF5050 

”1 熙寧元宝 2.24 0 15 1 10 3/4 北宋 第V区域
.... 1327 初鋳1068年 G24 

222 熙寧元宝 238 0. 15 2 30 1/1 北宋 第w区域
2316 初鋳1068年 J22 

223 熙寧元宝 2.51 0. 15 1. 10 1/2 北宋 第1I区域
3351 初鋳1068年 024 

'"""・・'・・・・・・・.........,........... 

224 政和通宝 2.42 0. I 5 I. 40 1/2 北宋 第V区域
935 初鋳1111年 D27 /S85072 

225 紹熙冗宝 2.59 0. 14 I. 50 3/ 4 南宋 第 1区域
4519 初鋳1190年 T26/SB5036 ........., 

226泄'‘武通宝 236 0 18 3. 40 1/1 明 第 1区域
5140 初鋳1368年 W27 /SX5069 

227 秤’'口□口宝 212 0 10 1.20 1/1 一 耕土
261 

~ ~ ~ ~ 

”゜口寧□宝 2.41 0. 10 0 60 1/2 ー 第vm区域“." 2224 I30 

229 不明 217 0. 13 1. 20 4/5 一 区域不明
6478 

No 器種

230 
縄文土器

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

231 
縄文士器

,・--・・・・・ 

232 
縄文土器

に←-阜●●....~ -- -

233 
縄文士器

~‘’‘-“-

234 
縄文土器

”,,,_,,, .... 

235 
縄文土器

-・．^̀―+且-*--

236 
縄文上器

237 
縄文土器

: ̀.... •~ ---

238 
縄文士器
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長 厚
残存 色調

幅 重

橙褐色

橙褐色

橙褐色

橙褐色

橙褐色

橙褐色

橙褐色

橙褐色

橙褐色

特徴

縄条痕文
文時代晩期

条痕文
縄文時代晩期

条痕文
縄文時代晩期

縄条痕文
文時代晩期

縄条痕文
文時代晩期

条痕文
縄文時代晩期

条痕文
縄文時代晩期

条痕文
縄文時代晩期

縄条痕文
文時代晩期

単位：cm/g 

出七地点

区域不明

区域不明

区域不明

区域不明

区域不明

区域不明

区域不明

区域不明

区域不明



III.第 63・112・114次調査

第 114次調査出土遺物(PL.68~71 第41~48図、第5表）

第 114次調査の遺物は、 1~226を掲載した。内容は包含層出士士器 1~78、第VI~IX区域の土器 79~176、

金属製品 177~186、石製品 187~212、木製品 213~219、その他の遺物 220~226である。詳細は第 5表に記し、

以下、特徴的なものについて概要を述べる。

包含層出土土器(PL.68 第41~43図）

越前焼甕 5の口端部は平坦であり、胴部上位に弓矢状に似たヘラ記号を入れる。 7は広口壺である。揺鉢

9は口径40.0cmを測り、体部下位に縄目痕が残る。赤色化粧士の痕跡があり、底部は未調整である。内面に

幅 3.2cm • 10条の卸目、底面に半円状の卸目が施される。 10• 11の内面には扇状卸目、 12の内面には 3本

の縦線のヘラ記号が入る。卸皿 14は口径 12.0cmを測り、底部が厚い。鉢 15は体部が内湾する浅い器形であ

り、底部は凹む。火桶 16~18は短い寸胴形を呈す。 17は口端部外側を押圧して波状に成形している。

信楽焼壺 19~21の口縁部は外反して、口端部は厚い。黒色または暗灰色を呈し、越前焼と同じく口縁部

はヨコナデで調整し、胴部にナデ・指頭痕が残る。鉢22は体部が内湾して立ち上がり、口端部は平坦である。

士師器小皿 23~35は他の調査区と同様に、浅皿形C類、杯形c類が大半を占める。全体的に口端部にス

スが付着し、灯明皿として使用されたものが一定量ある。また、製作段階で意図して片口状に歪ませている。

29・32・34・35は口端部に強いヨコナデによる段をもつ。耳皿 36は両端を内側に屈曲させただけで、当初

から耳皿として製作している。鉢37は器高3.3cmを測り、体部は球形を呈す。手捏ねで成形の祭祀品と考える。

鉄釉皿 38は底部が碁笥底であり、 トチンが残る。杯 39は口径 5.5cmを測る小型品であり、精緻品である。

体部は回転ヘラケズリされている。香炉 40は底径 7.0cmを測り、底部周縁に三角形の脚が付き、接地する。

天目茶碗41• 42は内湾して外方へ立ち上がり、口端部で上方に屈曲し口唇部は短く外傾する。体部下位～底

部は露胎する。高台は蛇の目高台である。托43は受部の下位に円盤状の突帯を有す。円盤～底部は露胎する。

灰釉無頸壺46は口径4.4cm、器高 3.9cmを測る小型品である。瓦質士器壺47は小型品であり、胴部下位

に掠れた S字状渦巻文の押印がめぐる。瓦燈 48は受皿部であり、口径 13.6cm、器高 5.0cmを測る。口縁部

は受口状を屋し、底部にハの字に踏ん張る高台が付く。全体はミガキで調整されている。

青磁香炉 49は寸胴形を呈し、体部に 3条の沈線がめぐる。底部周縁には 3方向に獣脚が付き、接地する。

碗 51は精緻品であり、口径 13.4cmを測り、口端部は外反する。体部に線刻蓮花文が入る。稜花皿 52は口唇

部に弱い切れ込みを入れ、緩い花弁状に成形する。体部内面は浅く花弁状に凹む。

白磁輪花皿 57は体部内外面に粗い線刻による花弁を有す。皿 59の底部外面には「＋」の墨書、皿 60の

底部外面には「完」の墨書がある。染付皿 64の底部は碁笥底であり、底部内面に呉須圏線・草花文を描き、

中央に釉に厚みを持たせて魚文を入れる。皿65~68は体部に呉須変形唐草文を充填し、体部内面にアラベ

スク文を入れる。碗 79は体部に呉須梅花・菊花文を描く。朝鮮碗 72• 73は素地に白土を象嵌した三島手の

碗である。壺 74は胴部中位に捩文突帯が付く。東南アジア製壺 75は広口であり、口径 15.4cmを測る。口端

部は受口状を呈す。緑彩香炉 77は精緻品である。華南製赤絵杯 78は体部に赤絵、緑彩が描かれる。

第V1～区区域遺構出土土器(PL.68 第43図）

SD5073出土（第43図） 中国製褐釉四耳壺83は口径 14.0cmを測る。色調は濃茶色で口縁部は短く屈曲し。

ロ端部は平坦である。回転ナデで成形され、胴部上位に耳が付く。青磁碗84は体部に陰刻葉文を施す。酒

会壺87は、口縁部が上方へ短く立ち上がり、胴部上位に区画文を陰刻する。

SB5325出土(PL.68 第43図） 士師器小皿 89は口端部にススが付着し、ヨコナデによる段を有す。羽釜 91

は口径 12.0cm、器高 8.3cmを測る。回転ナデで成形され、底部は平坦である。体部前面にススが付着する。
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3. 遺物

灰釉壺92は小型品である。算盤玉形を呈し、口径 3.0cm。器高 3.7cmを測る。体部下位は露胎する。捏鉢93

は口径 30.4cm、器高 7.9cmを測る。口端部は受口状であり、底部局縁にボタン状の脚が 4つ付く。

SE5355出土(PL.69 第 43図） 士師器羽釜94は口径4.8cmを測る。回転ナデで成形され、体部内面に指頭痕

が残る。越前焼卸皿95は中型品であり、口径24.2cm、器高 4.2cmを測り、底部内面に幅2.9cm • 9条の卸目

が平行して施される。底部は平坦である。体部前面にススが付着する。第VlII区域SA5183の破片と接合した。

SK5291出土(PL.69 第43図） 越前焼播鉢98は、石盤212の上に置かれて出土したものである。口径 36.6cm、

器高 13.2cmを測る。底部内面に幅2.7cm • 10条の卸目が入り、口縁部に扇状卸目が入る。

SK5236出土(PL.69 第 44図） 越前焼壺99は口径 14.1cm、器高 30.8cmを測る。胴部は回転ナデ後ヘラナデで

調整され、下膨れの器形を呈す。底部は平坦である。

SB5225出土(PL.69 第 44図） 越前焼播鉢 llOは大型品であり、口径40.4cm、器裔 15.8cmを測る。外面は、

回転ナデ調整され、底部は未調整である。内面は、体部に幅2.7cm・9条の卸目が入り、底面にも卸目が及ぶ。

土師器托 ll3は鼓形を足す。口径9.0cm、器高 3.1cmを測り、体部内外面をミガキで調整している。青磁碗

ll5 • ll6は内湾して立ち上がる底が深い器形である。ともに口縁部に陰刻雷文、体部内外に線刻草花文を施

す。朝鮮製碗 120は、口縁部が直線状に外方へ立ち上がる井戸茶碗である。体部下位～底部は露胎する。越

前焼甕 121• 122は大甕であり、 121の胴部上位にはヘラ記号、 122の胴部上位には格子文の押印を有す。

SA5183出土(PL.69 第45図） 越前焼四耳壺 128は口径 14.0cmを測る。口縁部は外傾して立ち上がり、口端

部外側が突出する。胴部上位は大きく張り出し、条線が 2条入り、耳が 4方向に付く。卸皿 129は口径21.2 

cmを測り、底部周縁に縄日痕が残る。体部内面には幅 2.4cm • 9条の卸Hが入る。底部は平坦で厚い。揺鉢

130は口径25.0cmを測り、体部内面には幅2.4cm • 9条の卸目が入り、底面にX字状の卸目が入る。 131はロ

径 39.7cmを測り、底部周縁に縄目痕が残る。体部内面には幅2.4cm • 8条の卸目が入り、底面に十字状の卸

目が入る。士師器皿 134は口径 13.9cmを測り、片口状に歪む。灰釉皿 135は口径9.1cmを測り、底部内面中

央に花弁 3つの梅花文を押印する。

SB5166出土(PL.70 第46図） 士師皿 149は口径 11.4cm、器高 2.2cmを測る。口端部にヨコナデによる段をも

つ。片口状に歪み、口端部全周にススが付着する。越前焼壺 154は器高 65.7cm、最大幅64.0cmを測る。胴

部上位に「＋」のヘラ記号が入る。

SE5161出土(PL.70 第46図） 青磁稜花皿 175は口唇部に切れ込みを入れ6弁の花弁状に成形する。染付皿

176は口径 14.0cmを測り、体部に呉須変形唐草文 l、内面にアラベスク文を施している。

金属製品(PL.70 第47図） 火箸 179は柄頭に紐孔をもつ。飾金具 180は右端部側に穿孔があり、上下端面面

を折り曲げ、材の表面を装飾したものと考える。銅板 181は長さ 5.5cm、幅 3.7cm、厚さ 0.7cmを測り、楔の

可能性がある。

石製品(PL.70 • 71 第47• 48図） 石硯 188粘板岩製で方形を呈し、内側を円形で区画し、海と岡を彫ったと

考える。碁石は 193~203が出士した。材質は頁岩であり、黒色、暗灰色を呈している。石盤212は笏谷石

製であり、円形を呈す。径32.1cm、器麻 12.0cmを測る。 SK5291において播鉢98の下で出士した。

木製品(PL.71 第 48図） 木製品は全て第VII区域SE5225から出士した。漆器椀213の底部は平底であり、体

部内外面に黒漆地に朱漆で文様を描く。材質はブナ属である。面214は下位が残存し、内外面は黒漆地であ

ったと考える。舌部には朱漆の痕跡が残る。材質はヒノキである。木簡 215は上下端に直角三角形を墨書し、

上端側に「エ」もしくは「Z」に似た字を墨書する。 216の表裏には不明墨書が残る。 217は表裏に複数の

円文と呪符らしき文字が墨書されていた。 215~216の材質はヒノキである。
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第5表 第 114次調査出土遺物観察表(PL.68~71 第41~48図）

包含層出土陶磁器類(PL.68 第41~43図） 単位．cm

No I 器種 I法量！焼成！色調 ・ 胎残存土 形状 調整／文様
出土地点

備 考

焼 良好 極砂粒 ロ縁部短く上方へ立ち上がる／口端面は平 外口緑部ヨコナデ／胴部卜．位 区域不明
色’ 濃茶色 白色粒子 坦／口縁部中央に凹面／口端部内側に段をも ナデ

堅緻 つ 内・n縁部ヨコナデ／胴部ナデ
1/10以下 胴部・上位で大きく張る

焼 良好 極砂粒 口縁部．外反して立ち上がるI口唇部は丸く外口縁縁部部 ヨコナデ
色：橙褐色 白色粒子収める／口端部ド端突出／口端部凹面 内・ぃ ョコナデ

1第VI区域
M33 

軟質
1/10以下

焼・ 良好 極砂粒 口縁部．短く外傾して立ち上がる／ 1-1端面は外’口縁部ヨコナデ／胴部上位第1X区域
色・ 茶色 白色粒子 平坦／口縁部中央に凹面／LI端部内側に段 ナデ S39 

堅緻 内口緑部ヨコナデ 胴部上位自然釉
1/10以下

焼・ 良好 極砂粒 口縁部．短く外傾して立ち上がる／口端面は外・r1縁部ヨコナデ／胴部上位第1X区域
色・ 茶色 白色粒子 平坦／口縁部中央に凹面／口端部内側に段 ナデ／シャープ Q39 

堅緻 内’口緑部ヨコナデ
1/10以下

LI • 40. 0 極砂粒 ロ縁部：短く上方へ立ち上がる/,I端面は平 外．口縁部ヨコナデ／胴部上位 第V1区域
高 JO. 0 白色粒子 坦／口縁部中央に突帯／口端部内側に段 ナデ／ヘラ記号 Y31/V34 
焼： 良好 軟質 胴部：上位で張る 内口緑部ヨコナデ 第VII区域
色： 赤茶色 1/10以下 T35 

焼： 良好 極砂粒 ロ縁部．短く外傾して立ち上がる／口端面は
外デデ：：口口／・縁縁指「部本部頭」ヨヨ痕とココナデ／胴1押吋部部印上上位 区域不明6 1 越前甕焼

色： 茶色 白色粒子 平坦／口縁部中央に凹面／口端部内側に段 ナ 格子文 外：胴部卜位自然釉
堅緻 内 ナデ刈位

1/10以下 ナ

口： 25 4 極砂粒 ロ縁部：短く外反して立ち上がる／口唇部丸 外口縁部～胴部回転ナデ／シ第VIII区域

7 I越前焼 高 5.6 白色粒子 く収め：上る位／口唇部ド端突出 ャープ G38 
広 11壺 焼． 良好 堅緻 胴部 で張る 内口緑部～胴部回転ナデ・外．胴部上位降灰

色： 茶色 1/10以下 指頭痕

口： 12. 0 極砂粒 ロ縁部．短く上方に立ち｝：がるI口唇部丸く
外頭：:1位口1_痕1縁縁波部部状～～線胴胴／部シ部ャ回回ー転転プナナデデ／胴 I 第1X区域越前焼 高： 5.8 白色粒子 収める 部 K10• G39 

壺 焼： 良好 堅緻 胴部．上位で張る 内 ・
色： 濃茶色 1/10以下 指

口： 40. 0 極砂粒 ロ緑部．直線状に外方へ開＜／口端面平坦／ 外’回転ナデパ赤本色部イ下位に縄底目 第vm区域
高・ 16. 3 白色粒子・ 口端部内側に沈線 痕／体部上位 ヒ粧土／面 I32

9 I越前焼 虞 16. 4 堅緻 底部平坦 未調整 外：胴部下位ナマヤケ
播鉢 焼： 良好 1/4 内．回転ナデ／幅3.2cm • 10条

色： 橙色 の卸目／底面に半円の卸目

ロ 39. 7 
白極色砂粒粒f 

ロ縁部・直線状に外方へ開 </II端面平坦I
外卸部：詞回に目転転扇／ナ底ナ状デ面卸デ／にシ／目半幅ャ2円ー.7のプcm卸. I 第VI区域10 I越前焼 高： 7.4 日端部内側に凹線 内 10条 S32

揺鉢 焼： 良好 堅緻 の目／口
色： 淡茶色 1/10以下 緑

口： 32 4 
白極色砂粒粒子~ ロ縁部直線状に外方へ開</[」端面平坦／

外卸：：回回目転転／ナ口ナ縁デデ／部シ／に幅ャ扇2ー.状7プcm釘 第VII区域11 1越前焼 高： 6. 0 口端部内側に段 内 ・ 10条 M35
播鉢 焼： 良好 堅緻 の 扇 l目 外口端部・体部摩耗

色・淡橙褐色 1/10以下

ロ 31. 2 極砂粒
ロ端縁部部や直や線内状湾に外方へ開＜／口端面平坦／ 外回転曲転ナナナデデデ／体／幅部2下位に縄目 I第VI区域

高 12. 3 白色粒子 口 痕／底 R33
底． 14. 4 堅緻 底部：平坦 内．回．8cm• 10条
焼 良好 1/4 の卸HIヘラ記号
色・ 黒灰色

ロ・ 29. 6 極砂粒 ロ縁部やや内湾して外方へ開＜／口端面丸外回転ナデ／体部下位に縄目 1第VI1区域
高・ 10. 3 白色粒子・ く収める 痕／底面ナデ T35 
底． 16. 4 堅緻 底部．平坦 内回転ナデ／幅3.0cm ・ 7条の
焼色・ 良好 1/10以下 卸目

暗茶黒色

口： 12. 0 微砂粒 ロ縁部．やや内湾して外方へ立ち上がる／口 外回転転ナデ／底部ナデ 第1X区域
晶' 3,6 白色粒子 端部は丸く収める 内：回ナデ／卸目 M40 
底 10. 0 堅緻 底部平坦

焼色．： 橙良褐好色
1/3 

口 16.6 極砂粒 口縁部内湾して上方へ立ちトーがる／口端部外’回転転ナデ／底部ナデ 第VI1区域
祁・ 5.0 白色粒子は丸く収める 内回ナデ L35 
底． 10. 0 精緻 底 部 凹 底 外．自然釉

焼色： 赤良茶好色
1/2 

高： 10. 0 極砂粒 胴部：直線状にやや外傾して立ち上がる 外回転ナデ／底部未調整／シ区域不明
底 16. 0 白色粒子 体部・寸胴形 内ャープ
焼・ 良好 堅緻 底部．平坦 '回転ナデ・指頭痕
色． 赤茶色 1/4 

口： 20 8 極砂粒 ロ縁部直線状にやや外傾して立ち上かる／ 外：回転ナデ／・底指部頭ナ痕デ 第VII区域
越前焼 高 12.0 白色粒子 口端部外側は押圧波状突帯 内回転ナデ X36 

17 1 火桶 底焼色：：： 橙1良5茶.好6 色
堅緻 底体部部：寸胴形 内降灰
1/8 ：平坦
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3. 遺物

単位'cm

No I 器種 I法量／焼成／色調I胎残存士 ... I 形状 調整／文様 I――------―ー・備出士地考点

口' 24. 0 
白極色砂粒粒子

ロ縁端部：直線状にやや外傾して立ち上がる／外’回転ナデ／底部ナデ I第1X区域＇ 高． 20.0 
口部：寸平胴坦升 内：回転ナデ S39 

18.0 堅緻
体底部部・平坦形

内降灰

'． 濃良茶好色
1/10以下

麿 闘 極砂粒 ロ縁部・外反して立ち上がる／口唇部は丸く 外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ 第VllI区域
白色粒子 収める 内：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ G37 

堅緻 外：自然釉
1/10以下

-------------------- ..“●  ● ••.......· • ------• -• -----------------------.．．・ • --

焼色：： 暗良灰好色 白極色砂粒粒子
ロ縁部：外反して立ち上がる／口唇部は外方 外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ 第VIII区域
ヘ屈曲して丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ G38 

堅緻 外：降灰

1/10以下
--------―→―--』

.......... 

焼色 音良灰好色 極砂粒 ロ縁部：外反して立ち上がる／口唇部は外方 外：口緑部ヨコナデ／胴部ナデ 第VIII区域
: a 白色粒子 ヘ丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ G38 

堅緻 外．自然釉

1/10以下
- -------- -------

焼色・ 良げ茶好色 極砂粒 ロ縁部：内湾して立ち上がる／口端部平坦 外：回転ナデ／底部ナデ 第VI区域

信 楽 | '暗 白色粒子 内：回転ナデ V32 
鉢 堅緻 外：自然釉

1/10以下

ロ 6. 1 
極↑砂尺粒

ロ喜縁部：内湾して斜め外方へ立ち上がるIロ 外’口縁部～底部ナデ 第1X区域

土師器 底高・ I. 5 底唇 は丸く収める 内口縁部～底部ナデ Q39 

小皿 2.2 ：平底 片口状に歪む

焼色． 橙良褐好色

ロ 7 0 極軟砂質粒 ロ縁部部内湾して斜め外方へ立ち上がる／口 外口縁部ヨコナデ／体部ナ 第1X区域

誓 I. 4 底唇 は丸く収める デ・指頭痕 I 39 
2.2 3/4 部．平底 内口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

焼色． 橙良褐好色
口端部一部スス付着

口' 7 2 極軟砂質粒 ロ縁部部部内Lく湾化 して斜め外方へ立ち卜^がるIロ 外’口縁部ヨコナデ／体部ナデ 第vm区域

高 1. 7 底唇は丸収める 内口縁部～底部ヨコナデ G37 
底： 2.6 1/1 ：平底 片口状に歪む

焼色：・ 橙良褐好色
口端部一部スス付着

ロ 7. 0 極軟砂質粒 ロ縁部部：内湾して斜め外方へ立ち上がるIロ 外：口縁部～体部ナデ・指頭 第1X区域

焼色高・・・ 橙艮2褐.好4 色
唇底 は丸く収める 痕 S39 

1/1 部丸底 内口縁部～底部ナデ・指頭 片口状に歪む
痕

口． 9. I 極軟砂質粒 ロ縁胃部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口 外：口縁部～体部ナデ 第VIII区域
高： 1. 9 唇底 は：平丸底く収める 内’口縁部～底部ナデ D37 ， 3. 9 2/3 片口状に歪む

闘
ロ・ 8. 8 極軟砂質粒 ロ縁部部内側：直に線段状Iに斜め外方へ立ち上がる／口 外．口縁部ヨコナデ／体部ナ 第1X区域

誓 2.0 端 口唇部は丸く収める デ・指頭痕 S39 
4. 0 4/5 底 部 平 底 内口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

焼色： 良好
：淡橙褐色

口： 8.5 極軟砂質粒 ロ縁雷部．内湾して斜め外方へ立ち上がる／口 外：口縁部ヨコナデ／体部ナ 第VI区域

雷 1. 9 唇底 は丸く収める／口端部に段あり デ・指頭痕 Q33 

2. I 1/1 ・平底 内：口縁部～底部ヨコナデ 片口状に歪む

焼色：： 橙良褐好色
口端部一部スス付着

口： 9. 5 極軟砂質粒 ロ部縁部・直線状に斜め外方へ立ち上がる／口 外’口縁部ヨコナデ／体部ナデ 第VII区域

裔： 1. 9 唇 は丸く収める 内．口縁部ヨコナデ／底部ナデ P34 
底・ 4. 4 1/1 底部：平底 片口状に歪む

焼色． 淡橙良褐好色
口端部1/2スス付着

ロ． 9. 4 極軟砂質粒 ロ縁雷部直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ 第1X区域

土師器 底高：・ 1. 9 唇底 は丸く収める 内口縁部～底部ヨコナデ F39 

小皿 焼色：：' 橙良4褐.好9 色
1/1 ：平底 片口状に歪む

内外：スス付着

口： 8. 8 極軟砂質粒 ロ緑部：直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外 口 縁 部 ヨ コ ナ デ ／ 体 部 ナ 第1X区域

扁 2. I 端部内側に段／口唇部は丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ S39 
底． 4. 5 1/1 底部．平底 内’口縁部～底部ヨコナデ 片口状に歪む

焼色・ 橙良褐好色

ロ 10.6 極軟砂質粒
ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外：口縁部ヨコナデ／体部ナ 第1X区域

土師器 高' 2. 2 唇部は：平丸底く収める デ・指頭痕／底部ナデ F39 

小皿 底焼色．． 白良5褐.好0 色
1/2 底部 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部スス付着
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III. 第 63• 112 • 114次調査

単位： cm

No I 器種 I法量／焼成／色調1・・・胎土 I 形状 調整／文様 -----
出上地点

残存 備

口： 11. 4 極砂粒 ロ縁部・直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外 口縁緑部部～底部部ナデ 第VI区域
高： 2.3 軟質 端部に段／口唇部は丸く収める 内口 ～底ナデ S32 
底・ 6, 0 3/4 底 部 平 底 片口状にス歪付むi 
焼 良好 内外’ス 着
色 橙褐色

ロ 11. 4 極砂粒 ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ第VII区域
高・ 2.3 軟質 端部外傾／口端部に段／口唇部は丸く収める I底部未調旦整 L35 
底・ 6.0 2/3 底部：平底 内・口縁ヨコナデ／底部ナデ片 II状に歪む

焼色． 良好 ／底面周凹線
橙褐色

長 6 7 極砂粒 ロ緑部：左右内側に屈曲／口唇部は丸く収め外’口縁部～底部ナデ 第VI区域
幅 4 2 軟質 る 内口縁部～底部ナデ V34 
扁・ I. 6 1/4 底部．平底 布目痕

焼色．． 橙良褐好色

口' 3 0 極砂粒 口縁部：内傾／口唇部丸く収める 外’口縁緑部～底部ナデ 第1X区域
土師器 高． 3 3 白色粒子 胴部：下膨れ 内．口 部～底部ナデ J39 

鉢 焼色．’ 白良褐好色
堅緻
1/3 

ロ 11. 8 極砂粒 ロ縁部：内湾して外方へ立ち上がりる／口唇外：口縁部～体部下位回転ナ第1X区域
瀬戸美濃高． 2 6 軟質 部は丸く収める デ G39 

鉄釉 底： 4. 0 1/2 底部．碁笥底 内・口縁部～体部下位回転ナ外：底部トチン
皿焼 ' 良好 デ／底部カキメ

色 黒茶色

5. 5 極砂粒 ロ縁部：内湾して外方へ立ち上がりる／口唇外口緑部回転ナデ／体部回転第VII!区域
2.2 精緻 部は丸く収める ヘラケズリ G38 
2 2 1/1 底部：蛇の目高台 内'[1縁部～底部回転ナデ 外体部露胎

贔信
2 2 精緻 口縁部：寸胴形／直線状に上方へ立ち上かる 外’回転転ナデ／体部下位に条線 I第1X区域
7.0 1/10以下底部．周縁に＝．角形の脚 内回ナデ G39 

灰良黒好色

口． 11. 6 極砂粒
ロ縁部外：内傾湾しし｝て外方へ立ち上がる／口唇部 外デ．口部縁下部部位～～回体体転部部ヘ下中ラ位位ケ回回ズ転転リナナ 第VII区域

涵・ 6, 7 精緻 は短く 丸く収める ／体 T35 
底 4 2 3/4 底部蛇の目裔台 内．口縁 外・体部下位～底部露
焼： 良好 デ 胎
色濃茶黒色

ロ． 11 7 極砂粒
ロ縁部外：内傾湾しし｝て外方へ立ち上がるI口唇部 外デ．口部縁緑下部部位～～回体体転部部ヘ下中ラ位位ケ回回ズ転転リナナ 第1X区域瀬戸美濃高： 6.8 精緻 は短く 丸く収める ！体 J外39 

鉄釉 底 4.3 1/3 底部蛇の目高台 内 [l 体部 F位～底部露
天目碗焼 良好 デ 胎

色． 茶黒色

最' 8. 1 極砂粒 底部・上位に突帯がめぐるI削出高台 底部：回転ヘラケズリ 第VI区域
瀬 戸 美 濃 高 3,8 堅緻 W34 

鉄釉 底． 5 0 3/4 外：底部～突帯露胎

托 焼色・． 闘
ロ 11 6 極砂粒 ロ縁部・緩やかに内湾して外方へ立ち上が外口縁部回転ナデ／底部高台第VII区域

灰釉 1高： 2. 8 堅緻 る／口端部は弱く外反する／口唇部は丸く収ケズリ出し M35 

1J皿 底 68 4/5 める 内口縁部回転ナデ 外．底部輪トチン

‘ 焼色 灰良緑好色

高． 2 2 極砂粒 底部：平坦 外体部下位ヘラケズリ／底部 I区域不明
底． 6 0 白色粒子

ヘ内ラ：ナ切デり
焼’良好 堅緻誓 色灰白色 1/10以下

口： 4.4
高： 3.9 
最： 8.0
焼： 良好
色： 淡緑色

極砂粒 口縁部：体部上位から内傾／口唇部丸く収め外：回転ナデ／シャープ
白 色 粒 子 る 内：回転ナデ
軟質 胴部：寸胴形／上位で張る
1/8 

第1X区域
F40 

-• 蘭： 4.8 

瓦質土器
底： 5.0 

壺
焼： 良好
色： 橙褐色

6
0
0
好
色

鳳
丘
ぃ
良
黒

．．．．．．．．．． 

口
麻
底
焼
色

器士
燈

質
瓦

瓦

極砂粒 胴部：直線状に外傾して上方にのびる
白色粒子 底部：平坦

堅緻
1/10以下

外：胴部ナデ／底部ナデ／胴部 1第vm区域
下位にS字状渦巻文押印 E33 
内：胴部ナデ

極砂粒 口緑部：内傾して短く立ち r．がる 外：口縁部～底部ミガキ
堅 緻 受 部 ： 平 坦 内：口縁部～底部ミガキ

1/10以下 体部：やや内湾して短く立ち上がる底部：高
台ハの字に開く

第V11区域
S34 
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3.遺物

胎土
No I 器種 I法量／焼成／色調I・・・・・・・・........

残存

口： 8,6 
I 精緻

青磁 高 5.0 1/10以下
香炉 底． 7. 4 

焼色’ 良好
・オリーブ

青磁 焼色： 良好 精緻
盤 ：オリープ 1/10以下

形状 調整／文様

単位：CIII

出士地点
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

備 考

緻
8／
 

精
ー

プ

4
5
0
子一リ

女

ォ

⑬
土

0
良

透

．．．．．．．．．． 

口
高
底
焼
色

讐

譴
皿

ロ： 16.0 
蘭： 3.6
底： 9.3 
焼： 良好
色：オリーブ

ロ縁部：寸胴形／直線状に上方へ立ち上がる外：回転ナデ／1条の沈線が口第1X区域
／口端部内側突出／口端部は平坦 端部、体部中位・下位にめぐ J39・ M40 
底部：周縁に獣脚3 る 第VII区域

内：回転ナデ P34 

← ←...．..．. 

内：底部陰刻草花文 第V1区域
T33 • Y31 

...........................................・＂＂ ＂ ＂ ＂ ←. ← 

ロ緑部：内湾して外方へ立ち上がる／口端部外：口縁部～体部に線刻蓮花第VIII区域
外反／口唇部は丸く収める 文がめぐる G38 

外：高台端部露胎

....．. 

精緻 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／腰部で外：体部下位に条線l
1/10以下 内側へやや屈曲／口唇部は丸く収め、切れ内：口縁部に花弁状の凹み

込みを入れ緩い花弁状にする
底部：削出高台

第VIII区域
G38 
外：高台端部露胎

`13贔〗12贔2贔[2贔〗•••••••••••••••• , ．．．．．．．．．．．．．．．．． , ．．．．．．．．． 

口高焼色:日高焼色口高焼色．高底焼色二蘭底焼色

雷 1 7 
4.0 

焼色’ 白精褐緻色

高： 1. 1 
底： 3. 8 

焼色：： 黄堅白緻色

高： 1. 1 
底： 4. I 

焼色：： 黄堅白緻色

精緻 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／口唇部
1/10以下 は丸く収める

第1X区域
K41 

精緻 ロ縁部．部緩でや外か反に／内口湾して外方へ立ち上が 第VIH区域
1/10以下 る／口端 唇部は丸く収める K37 

堅緻 ロ縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が 第VI区域
1/10以下 る／口唇部は丸く収める R33 

精緻 底体部部・腰部から外傾して立ち上がる 第VI区域
1/10以下 '削出高台 X31 

精緻 ロ縁部部直線晶状に外方へ立ち上がる 外：体部に粗い線刻の花弁 第VI区域
1/10以下 底削出台 内：体部に粗い線刻の花弁 W34 

外：高台端部露胎

』』ュ→• ・ • -• --.．．．.. ・ • ---

精緻 底部：削出高台 外：底部に墨書 第VI区域
1/10以下 Q31 

外：底部～高台端部露
胎

精緻 底部削出高台 外：底部に「＋」墨書 第1X区域
1/10以下 J39 

外．高台端部露胎

精緻 I底部割り高台 I外：底部に「完」墨書 区域不明
1/10以下

口： 12. 4 精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部上位に呉須圏線1/ 第VI区域

染付 I 
高： 2．6 1/8 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め体部に呉須草花文・宝珠文 T33 
底： 6.6 る 漆継ぎ

皿 焼： 良好
色：透青灰色

口： 12.2 
蘭： 2.4
焼： 良好
色： 透白色

涵： 2.6 

底焼色：：・ 透青良6.好白0色

雷 2. 2 
3. 0 

焼色： 白良灰好色

口： 13. 2 

焼色晶：． 透良2白.好4 色

口： 14 6 

焼色蘭’： 透良2白.好4 色

→と．．．．．

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部上位に呉須圏線2/ 第VI区域
l/10以下 1上がる／口唇部は丸く収める 体部に呉須草花文 T33 

内：口端部に圏線1／体部に呉
須草花文／底面周縁に圏線2/
中央に藤花文

··························································•····························~ 

精緻 体部緩やかに内湾して斜め外方へ立ち上I外：体部に呉須草花文／高台に第1X区域
l/10以下がる 呉須圏線2 1L40 

底部：削出高台 内：底面周縁に呉須圏線2／中
央に藤花文
·································································•····················· 

精緻 体部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち上内：底面周縁に呉須圏線2.草第VII区域

1/10以下羹畠：碁笥底 花文／中央に魚文 1畠贔底周縁露胎

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部上位に呉須圏線1/ 第1X区域
l/10以下 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め体部に呉須変形唐草文 IF39 

る 内：口端部に圏線1/｛本部にア
ラベスク文
~························································ 

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部上位に呉須圏線2/ 第1X区域
l/10以下 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め体部に呉須変形唐草文 IF39 

る 内：口端部に圏線2／体部にア
ラベスク文
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III. 第 63• 112 • 114次調査

胎士
法量／焼成／色調I・・・..... 

残存
形状 調整／文様

単位： cm

出土地点....................... 

備 考
口： 15. 4 I 精緻

染付 I 蘭： 3.4 1/10以下
皿 底： 10.0 

焼色．： 透青良好白色

ロ緑部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部上位に呉須圏線2/ 第1X区域
上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め体部に呉須変形唐草文 F39/H39 
る 内：口端部に圏線2／体部にア
底部：削出高台 ラベスク文／底面周縁に圏線

2／中央にアラベスク文

底両—口↓→ ：： .....13..4... 4 8 .... |． 1/精10緻以下

: 9. 0 

.........~ ~ ~ ~ • ▲ • ・ ▲ ・ → ← ▲ → ユー """"""""""""""""""""""""""""" 

ロ縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部上位に呉須圏線2/ 第1X区域
上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め体部に呉須変形唐草文／高台 F39/G39
る に圏線2

焼色：： 透良白好色

口' 11. 0 
高・ 3. 7 

焼色．． 透良白好色

口： 13. 0 

染碗付 焼麻色：：： 透良2白.好7 色

高： 1. 2 
底： 15. 0 

焼色：： 濃良茶好色

口： 15. 4 
高： 2.5 

焼色：： 明良灰好色

口： 16. 8 ， 3 5 

悶

麿 闘
14. 0 
2.5 

暗良灰好色

口： 10. 0 
高： 2.2 
焼色・ 良好

：暗緑灰色

口： 5. I 

塁色 • 

2 7 

闘

杯 I 焼色 ． 悶

底部：削出高台 内：体部にアラベスク文／底面
周縁に幽線2／中央にアラベス
ク文

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が外：口縁部上位に呉須幽線2/ 第VII区域| S34 1/10以下る／口唇部は丸く収める 体部に呉風景文
内：口端部に圏線2

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が外：口縁部上位に呉須圏線2/ 第VIII区域
l/10以下る／口唇部は丸く収める 体部に呉梅花・菊花文 1637 

内：口端部に菱文． t-字文の

精緻 I底部：平坦
1/10以下

精緻 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／口唇部
1/10以下 は丸く収める

組合せ文

外：底部回転ヘラケズリ
内：底部ナデ

第VI区域
U31 
外：底部露胎

区域不明
三島手

精緻 ロ縁部：直線状に外方へ立ち上がる／口唇部外：刷毛目 第V1区域
1/10以下 は丸く収める 内：口縁部～体部暗灰色地に V34/T33

白色の象嵌／放射状文・波線三島手
文
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

精緻
1/10以下

外：胴部中位に捩文突帯

精緻 口縁部：日端部下位内側に突出して受口状外：口縁部シャープ
1/10以下 に成形

精緻 口縁部：強く外反して開＜／口唇部は丸く収
l/10以下 Iめる

精緻 口縁部：直線状に上方に立ち上がる／口端部外：回転ナデ
1/10以下平坦／口端部内側突出 内：底部ナデ

第1X区域
J39 

第1X区域
G39 

第V1区域
外・内：自然釉

第vn区域

尉．内：緑釉
内：一部露胎

----------------.------------------------------------------- --------------- ---------------------------·---------------------------------------------------------------•----------------------------

鷹門Fl悶讐め覧線状に上方に立ち上かる／口唇部1誓口縁部～体部に赤絵・緑1喜懇区域
第VI区域遺構出士士器(PL.64~66 第43図） 単位：cm

出＋地点胎土
法量／焼成／色調1残..存..... 

焼色：・ 淡橙良好褐色 白極色砂粒粒子

軟質
1/10以下

口： 12. 8 
白微色砂粒粒子

焼色高 ：：． 暗良6茶.好5 色 堅緻
1/8 

高： 7. 5 
白極色砂粒粒子底 15. 6 

焼色：・ 灰良茶好色
堅緻

1/10以F

口： 11.0 極砂粒

焼色尚：・ 灰良2緑好3 色
白色粒子
軟質

1/10以下

ロ 14. 0 極砂粒
高： 5. 8 精緻
焼 良好 1/10以下
色 濃茶色

形状 調整／文様 ....................... 

備 考
ロ縁部：短く外傾して立ち上がる／口端面は外：口縁部ヨコナデ／胴部 K位第VI区域
平坦／口緑部中央に凹面 ナデ／胴部上位「大」・格子文 Y31/SD5073
胴部：上位で大きく張る の押印／シャープ

内：［］縁部ヨコナデ／胴部ナ
デ・指頭痕

ロ縁部：内湾して外方へ開＜／口端面平坦 外：回転ナデ／シャープ
底部：平坦 内：回転ナデ

第V1区域
Y31/SD5073 

体部：直線状に外方へ開く
底部：平坦

外：回転ナデ／体部下位に縄目 第VI区域
痕／底部摩耗 Y31/SD5073 
内：回転ナデ／幅2.2cm • 8条の
卸目／底面卸目

ロ縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が外：口縁部回転ナデ
る／口端部は弱く内側へ屈曲／口唇部は丸く 内：口縁部回転ナデ
収める

「l縁部：短く屈曲／口端面は平坦
胴部：上位に耳4
胴部：上位で大きく張る

外：回転ナデ
内：回転ナデ

第V1区域
Y31/SD5073 

第V1区域
Y30/SD5073 

口： 13.0 精緻 口緑部：内湾して外方へ立ち
高： 3．8 | i/10以下 は丸く収める

r．がる／口唇部 I外：｛本部に陰刻莱文 第V1区域
Y31/SD5073 

焼： 良好
色：淡オリープ
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3. 遺物

単位： Clll

No 器種 法量／焼成／色調
胎土

形状 調整／文様
出土地点

---- ----- ---- • ----- ----．．．-----．．．．．．．．．．．・ • -• 
残存 備考

高 2.0 精緻 底部：削出高台 第VI区域

85 讐 底・ 8.0 1/10以下 Y31/SD5073 

焼色 良好 外’高台端面露胎
：オリープ

---------- ------- - ------------ -------------- ----------・--・--・-............. ---・・・・・・・・・・・・.. .．.．．. ----------------------------- --------------- -------------------- -------------

口． 11. 4 精緻 ロ緑部大きく外反して開＜／口唇部丸く収 第VI区域

86 
青磁 麿高 2 8 

1/10以下 める Y31/SD5073 
瓶 ： 良好

~ ~ 

オリープ
・~• -→→一ユー•-ととーとー→ー 一 - ------------------------------- ・---------・・・-......... ・ • -------．．．．--------------- ------• 

酒青会磁壺
焼色： 良好 極精砂緻粒 1]縁部・短く上方に立ち上がる／口唇部丸く 胴部：陽刻区画文 第VI区域

87 ：オリープ 収める Y31/SD5073 
1/10以下 胴部・上位で張る

~ ~ ..... ---・ • ----- ・ • ・ • -—ー・・... ..... -----------．．．． .．．．．．．．．．．．. ------- ...................................... ...................• ---．．．．．．．．．．．・ • -----------

＼ 

口 10. 8 精緻 ロ縁部’部緩はや外か反にす内る湾Iして外方へ立ち上が 第VI区域

白磁
高． 2 5 1/10以下 る／口端 口唇部は丸く収める Y31/SD5073 

88 底 5. 8 
皿

焼色： 透良白好色

口： 8. 0 極軟砂質粒 ロ縁部部丸：直く線収状めに斜め外方へ立ち上がるIロ 外指：口頭縁痕部／ ヨコナデ／体部ナデ 第VI区域
I 

土師器
高： 1.7 唇は る／口端部に段 後内 底部ナデ S32/SB5325 

89 底 32 1/1 底部平底 ロ緑部ヨコナデ／底部ナデ 片口状部に歪む小皿
焼色：： 橙良褐好色

口端 スス付着

""•*… -----・----- ----------- ---------..... 
.. ~ 口： 9.5 極軟砂質粒 端ロ縁部部内側：直に線段状／口に唇斜部めは外丸方くへ収立めちる上がるIロ 外．口縁縁部部～底部部ナデ 第VI区域

士師器
晶.』 ： 2. 0 内：口 ～底ナデ S32/S85325 

90 底： 3.7 J/1 底部：平底 日端部全周スス付着
小皿

焼色：・ 橙良褐好色

`-~‘―~•ペ~
------ --------- -----・-------- --------—• 一つ一...... . 

ロ 12. 0 極砂粒 ロ縁部：直上へ短く立ち上がる／口唇部は丸 外ナ：口デ縁部～受部ヨコナデ／体 第V1区域

+．師器
信］． 83 軟質 く収める

指部内頭：口痕縁部～体部回転ナデ後
S32/SB5325 

91 底： 6.0 1/6 受部：平滑／幅1.5cm 体部全周スス付着
羽釜

焼色： 橙良褐好色
体部～底部．平底

口． 3.0 栖軟砂質粒 ロ緑部部．位直線状に内傾／口窄唇部は丸く収める 外：口縁緑部回転転ナデ／底部ナデ 第V1区域

誓
蘭' 3. 7 胴 上で屈曲／下位でまる 内口部回ナデ R32/SB5325 

92 底． 2 2 1/3 底部．平坦 内．降灰

焼色・ 灰良緑好色

- "-・・-・・-・・ ----------- --—•—- ----.. ............ -・--・・-・・・・ ---------- .．．.．------ ............ ------- --------- ---- ............................ 

11: 30. 4 極軟砂質粒 ロ縁部・直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ
外底デ／部：体口ナ部縁デ下部位～回体転部ヘ中ラ位ケ回ズ転リナ／ 

第V1区域

灰釉 悶 7.9 
端底部部は’周受縁口に状脚4

R31/SB5325 
93 10. 2 1/10以下 片口

捏鉢
焼色・・ 灰良緑好色 部内ナ：口デ縁・部摩～耗体・部部回分転的ナなデ卸／底目 外ス付：体着部下位露胎・ス

高 4 8 極軟砂質粒 ロ縁部部．直上へ短く立ち上がる 外ナ：口デ縁部～受部ヨコナデ／体 第VI区域

94 
士師器 焼色：・ 橙良褐好色

受 ：平滑／幅1.0cm 
指部内頭：口痕縁部～体部回転ナデ後

U34/SE5355 
羽釜 1/10以下

＼ 

24. 2 
白極軟色砂粒質粒子

ロ緑部直線状に短く外方へ立ち上がるIロ 外・回転ナデ／体部下位指頭痕 第VI区域日：

越前焼
高 42 唇部部丸く収める ／底部ナデ／デシIャープ U33 • 34/S£5355 

95 底 19.0 底 ：平坦 内’回転条ナ 粗い卸目／幅2.9 第VIII区域
卸皿

焼色．・ 橙良茶好色
1/2 cm• 9 の卸目 B-G31/SA5183 

高・ I. 5 精緻 底部削出高台 第VI区域

96 
白磁 底： 4. 0 1/10以下 N32/SB531 I 
皿 焼色：： 透良白好色

外：底面～高台端面露
胎

＊日0 ................... ---.．．．． • ------- --------- ---・ • ・ • -- -• • • • • ・ • ・ • • .．．．．. • -・ • -・ • -•• ● ~ ----------------------• ・ •つ●ー ----------- ----------- --------- -----

口： 9. 0 精緻 ロ縁部・内部湾して外方へ立ち上がる／口端部 第V1区域

97 
白磁 高 3 7 1/10以下 外反／口唇 は丸く収める N32/SB5311 
杯 喜 悶 外．体部下位露胎

第VII区域遺構出士士器(PL.69 第44• 45図） 単位：cm

No 器種 法量／焼成／色調
胎土

形状 調整／文様
出士地点

残存 備 考

口： 36. 6 
白極色砂粒粒子 ロ縁部：直口端線部状に外方へ開＜線／口端面は丸く 外回転ナデ／底部ナデ／体部 第V11区域

麻： 13. 2 収めるI 内側に浅い凹 下位に縄目痕／シャープ／底部 U37 /SK5291 

98 越播前鉢焼 底'15.6 堅緻 未調整

焼色． 良好 2/3 内回転ナデ／内面に幅2.7cm • 
． 橙褐色 10条の卸目／口縁部に扇状卸

目

ロ 14. 1 
白極色砂粒粒子

ロ縁部・短く外傾して立ち上がる／口唇部丸 外口縁部ヨコナデ／胴部回転 第VII区域

越前焼
高． 30.8 く収める／口端部下位に段 ナデ後ヘラナデ／底面ナデ 035/SK5236 

99 
壺

底： 18.0 堅緻 胴部部：上位で窄まるI下位下膨れ 内：口縁部回転ナデ／胴部ナ

焼色． 赤良茶好色
2/3 底 ：平坦 デ・指頭痕／底面ナデ
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III. 第 63• 112 ・ 114次調査

単位．cm

No I器種 I法量／焼成／色調I ．．．． 形状 調整／文様胎土 I I 出上地点
残存 備考

口' 8,9 極砂粒 口>部・直線状に斜め外方へ立ち上がる／口 外： ロロ指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデデ／底／体部部ナ 第VII区域

土師器 底． 3.9 1/1 底 ： 平 底 内： ナデ片口状に歪む| 高 2.0 軟質唇丸く収め る デ• T35/SS5272 

小皿 焼色．橙良褐好色 口端部1/2スス付着

口： 7.4 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外口縁誓～底部ナデ 第VI1区域
士師器 | 高． 1. 7 軟質 端部内側に段あり／口唇部は丸く収める 内・口縁～底部ナデ Q35/SB5255 
小皿底：． 3. 0 1/1 底部：平底 片口状に歪む

焼色．・ 淡橙良好褐色
l 

11 • 9. 0 極砂粒 口縁部：直上へ短く立ち上がる／口唇部は丸外：口縁部～受部ヨコナデ／体 第VII区域
高． 7.3 軟質く収める 部ナデ Q35/SB5255 

土羽師釜器 焼 良好 1/8 受部・平滑／幅1.5cm 内：口縁部～体部回転ナデ後外体部スス付着
色：橙褐色 体部．内湾して上方へ立ち上がる 指頭痕

底 部 平 底

高 I 2 精緻底部削出高台 外：底部シャープ 第VJ1区域
白磁 底： 10. 0 1/10以下 S34/SB5255 

皿焼色：：良白好色 外・祁台端面露胎

口． 17. 4 精緻 口縁部：内喜して外方へ立ち上がる／口端部 第VII区域
白磁 I 高： 3. I 1/10以下 外反IL1唇は丸く収める S34/S85255 
皿 焼：良好

色： 灰色
l 

焼 良好 極砂粒 ／胴ロ口縁部縁部：部上： 短く上方へ立ち上がる／口端面平坦外口縁部ヨコナデ／胴部上位第vn区域
色： 灰色 白色粒子 中央に凹面／口端部内側に沈線 ナデ／シャープ L33 • 34/S85225 

堅緻 位で大きく張る 内．口縁部ヨコナデ／胴部上位外．胴部上位降灰
1/10以下 ナデ

焼 良好 1 極砂粒 口縁部：短く外反して立ち上がる／口端部内外口縁部～胴部上位ヨコナ第V11区域

色 暗灰色 I 白色粒子 側に凹面／口縁部中央に凹面／口端部下位突デ／デ：シ口・縁ャ指ー部i プ L33 • 34/SB5225 
堅緻出 内 ヨコナデ／胴部上位

1/10以下胴部上位で大きく張る ナ 頭痕

口． 25 0 極砂粒 口縁部直線状に外方へ開＜／口端面は丸く 外：回転ナデ／体部下位に縄目 第VII区域
高： 8.4 白色粒子収める／口端部内側に段あり 痕／底部ナデ／シャープ l.33 • 34/SB5225 
底 '13.4 堅緻 内：回転ナデ／幅20cm • 8条の内：降灰

焼色’暗良灰好色 1/10以下 卸目

口' 57. 2 白極色軟砂粒質粒子 口： 部．やや内湾して斜め外方へ開＜／口端外：回転ナデ／底部ナデ 第V11区域
高． 15.4 部坦／口端部内側突出 内：回転ナデ・指頭痕 L33 ・ 34/SB5225 
底'21.0 底．平坦 内：降灰

焼色． 明良茶好色 1/5 

口． 38. 0 極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端部平坦／外．回転ナデ／シャープ I第VJ1区域
高 9. 7 白色粒子 口端部やや内傾／口端部内側に段 内．回転ナデ／幅2.2cm • 8条の IL33 ・ 34/SB5225 
焼良好堅緻 卸目
色． 暗灰色 1/10以下

口 40. 4 極砂粒 ll縁部：直線状に外方へ間、／口端面平坦／ 外・回転ナデ／底部未調整／シ I第VII区域
裔： 15. 8 白色粒子口端部内側に凹線 ャープ I L33 ・ 34/SB5225 
底']4.8 堅緻 内回転ナデ／幅2.7cm ・ 9条の

焼色・ 灰良好色 1/5 卸HI底面卸目

口： 8.0 極砂粒 口縁部．やや内湾して斜め外方へ立ち上が 外 '[1緑部～底部ナデ・指頭 第VII区域
高： 2.0 軟質 る／口唇部丸く収めろ 痕 L33 • 34/SB5225 
底： 3.4 1/2 底部：平底 内．口緑部～底部ナデ 片口状に歪む

焼色：：橙良好色 口端部スス付着

口： 7.0 極砂粒 口緑部．やや内湾して斜め外方へ立ち上が 外口縁部～底部ナデ・指頭 I第V11区域
高： 1.4 軟質 る／口唇誓丸く収める 痕 I L33 ・ 34/S85225 
底： 4.4 1/2 底部．平 内・口縁部～底部ナデ

焼色：： 橙良好色

口： 9. 0 極砂粒 I]縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がるI「] 外：口縁部～体部ミガキ／脚部 I第V11区域
高： 3. I 軟質 端誓内側に段あり 1日唇部丸く収める ヨコナデ j L33 ・ 34/SB5225 
底： 6. 6 1/2 底：脚台部はハの字に踏ん張る 内口縁部ミガキ／底部ナデI
焼：良好 脚部ヨコナデ
色：淡橙褐色

11. 8 極砂粒 口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口端部 外 口縁下部部位～～回体｛本転部部ヘ下中ラ位位ケ回回ズ転転リナナ I第VI1区域
5.5 精緻 は上方へ屈曲／口唇部は短く外傾し丸く収デ／体部 I L33 ・ 34/SB5225 

黒良褐好色 2/3 める デ内：口縁

青磁高 6.7 1/10以下は丸く収める 線 L33 • 34/SB5225 
ll • 16. 6 精緻 r・1縁部．内湾して外方へ立ち上がる／口唇部 外刻：：口口草縁縁花部部文にに陰刻雷文／体部に 1 第vn区域

碗焼良好 内草花文
色：オリープ
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3.遺物

器種 法量／焼成／色調 1-．．．．--•^^＾..----
胎土

残存
形状 調整／文様

単位：cm

出土地点
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

備 考

プリ

A

4
好

ォ

1
8
6
良

濃

．．．．．．．． 

口
高
焼
色

讐
精緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部外：口縁部に陰刻雷文／体部に第vn区城

l/10以下 は丸く収める 1線刻草花文 L33. 34/SB5225 
内：口縁部に草花文 第VI区域

X34 

口： 11.-00 I 精緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部 I外：体部に線刻蓮花文
青磁 高： 4．o l/10以下 1は丸く収める
碗 焼：良好

色：オリープ

口： 12¥6 I 精緻 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／口唇部 I外：体部に線刻蓮花文
青磁 1扁： 2．9 1/10以下 は丸く収める
碗 焼；良好

色：オリーブ
-
扁： 1.8 精緻 体部：内湾して外方へ立ち上がる

青磁 底： 5.2 I 1/4 底部：削出高台
碗 • 焼： 良好

色：淡オリープ

冒
畠
70

日闘

••••••••••••••••••••••• 
口
裔
底
焼
色

i

口
高
最
底
焼
色

製

焼

鮮

碗

前

甕

朝

越

精緻 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／口唇部外：口縁部～体部下位回転ナ第vn区域
1/10以下は丸く収める デ L33 • 34/SB5225 

底部：削出高台 内：口縁部～底部回転ナデ 外：｛本部下位～底部露
胎

極砂粒 口縁部：外傾して短く屈曲／口端部平坦
白色粒子 胴部：上位で張る／下位窄まる
精緻 底部：平坦
1/8 

口： 80.0 
白極？色砂烹粒粒子

越前甕焼 1 最焼色高：：：： 明68良49茶.好. o 0 色

這小皿器 1 底誓病n:： ： 1272．．.0 57 極軟1砂/質l 和

．： 淡橙良褐好色

第＂区域
L33 • 34/SB5225 

第V11区域
L33 • 34/S85225 

第vn区域
L33 • 34/SB5225 
外：体部下位～底部露
胎

外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第vn区域
／胴一部上位ヘラ記号／胴部下位 L33.34/SB5225 
ヘフナデ／底面未調整／シャー外：胴部上位降灰
プ
内：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ
／胴部下位指頭痕

ロ縁部：短く上方へ立ち上がる／口端部平坦外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第vn区域
／口端部に突帯／口端部内側に段 ／胴郎七位格］乙文の押印／胴部 L33.34/SB5225
胴部：上位で張る／下位窄まる 下位ヘフナプ／シャープ P34/L35 

内：口縁部ヨコナデ／胴部ナ
デ・指頭痕

雷喜間碍腐 悶噂羹款編翫醤贔贔砧賃；／体部ナ 1百翌犀喜18
段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ内：スス付着
底部：平底

口： 12. 0 口縁部：外反して外方へ立ち上がる／口唇部疇
白磁 1 紺 2.6 1/10以下 は丸く収める

皿
底： 6. 6 底部：削出高台
焼： 良好

I 
色： 灰白色

第vn区域
L35/SF5218 

第VIll• IX区域遺構出土上器(PL.69 第45• 46図）

器種 法量／焼成／色調
胎士．．．．．．．．．． 
残存

形状 調整／文様

単位：cm

出士地点．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
備 考

口： 18. 0 極砂粒 口縁部：短く外傾して立ち上がる／口唇部丸外：口縁部ヨコナデ 第vm区域
越前焼高： 6. 1 白色粒子く収める／口端部に凹線 内：口縁部ヨコナデ B・G31/SA5183 
壺焼 ：良好堅緻 外：胴部上位降灰

色：濃茶色 1/10以下 内：口縁部降灰
····················~・-．．．．．．．．．-．囀．．．．．

ロ： 17. 2 極砂粒 口縁部：短く上方へ立ち上がる／口端部平坦 外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第vm区域
越前焼 高： 10. 0 白色粒子 胴部：上位で大きく張る ／胴部上位ヘラ記号 B・G31/SA5183 
壺焼：良好 堅緻 内：口縁部ヨコナデ／胴部ナ外：胴部上位降灰

色：橙褐色 1/10以下 デ・指頭痕
.................................•.•`.."....-• -..............................-..........--•-•-............-.........~.........~~~...................................-........................~~~. 
口： 10. 0 極砂粒 口縁部：短く外傾して上方へ立ち上がる／口外；口縁部ヨコナデ／胴部回転第vm区域

越前焼 1高： l1.5 白色粒子端部平坦 ナデ B631/SA5183 
壺 焼： 良好 堅緻 胴部：中位で大きく張る 内：口縁部ヨコナデ／胴部ナ外：胴部上位降灰

色：灰色 1/10以下 デ・指頭痕

口： 14.0 
高： 15.0 

越前焼 焼： 良好
四耳壺 色： 黒灰色

口： 21.2 

越前焼
高： 3.9 

卸皿
底： 12.8 
焼： 良好
色： 橙茶色
...-．．．．．．．．．．． 
口： 25.0 

越前焼
高： 8.3 

揺鉢
底： 12.8 
焼： 良好
色： 赤茶色

極砂粒 口縁部：短く外傾して上方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／胴部回転第VIII区域
白色粒子端部平坦／口端部外側突出 ナデ／胴部上位条線2 1B―G31/SA5183 
堅緻 胴部：上位に耳4／中位で大きく張る 内：口縁部ヨコナデ／胴部ナ第vn区域

1/10以下 デ・指頭痕 M35 
外：口端部・胴部上位
降灰
...........．． 

微砂粒 口縁部：直線状に短く外方へ立ち上がる／口外：回転ナデ／底部板目痕／底第VIII区域
白色粒子端部平坦／口端部凹面 部周縁縄目痕／シャープ IB631/SA5183 
堅 緻 底 部 ： 平 坦 内：回転ナデ／幅2.4cm • 9条卸
1/6 目

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：体部回転ナデ／底部周縁に第vm区域
白色粒子 端面平坦／口端部内側に浅い段をもつ 縄目痕／底面未調整・ヘラ記 B-G31/SA5183
軟質 底部：平坦
l/2 喜：体部回転ナデ／幅2.4cm • 9 

条の卸目／底面x字状の卸目
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III. 第 63• 112 • 114次調査

単位：cm

No 器種 法量／焼成！色調
胎土

形状 調整／文様
出t地点

残存 備 考

ロ 22. 8 極砂粒 ロ縁胃部・直線状に斜め外方へ立ち上がる1日
外条：斗体本の部部卸回回目転転／ナ底ナデ面デ／xシ／幅字ャープ

第vm区域

i31 越播前鉢焼
焼色高・・ 橙良8褐.好5 色

白色軟粒質子 端 丸く収めるIll端部内側に段あり 内 2.8cm • B G31/SA5183 
底平坦 12 状の卸 外・内・赤色化粧着t 

1-'I~ ・、.：心~~．．ー；ヽ•・』
1/10以下 目 外一部スス付

口． 39.7 
白極色軟砂粒質粒子

ロ縁部．直線口端状部に内斜側めに外方へ立ち上がるIロ

外：の：目体体痕卸部部／H底回回I転面転底未ナナ面調デデに整／／十底幅字部2.状周4c縁に

第Vlll区域

~ ~ ~ 1~ • ~ し~~ 39 ~ ~ ~ ~ 2 ~ ＼ ~ ~ 越揺前鉢焼
底蘭 1 7 . 5 端面部平坦／ 浅い段をもっ ~ Ill• 8 

B G31/SA5183 
・ 164 底 ’平坦

焼． 橙良褐好色 1/2 条 の卸
色・ 目

~ ~ ~ ： 1~ ~ ~ ＼ 3~ ~ ~ ~ ~ ~ 3 : し~ 口： 234 
白極色砂粒粒子 ロ雷縁部直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外・体部回転ナデ／底部周緑に 第VIII区域

越捏前鉢焼
尚： 9.2 底唇 丸く収める 縄内：目体痕部／底回転面未ナ調デ整

B G31/SA5183 
底： 9.4 堅緻 ：平坦

焼： 良好色 1/5 
＼・・ ・ 色： 明茶

口' 13 9 極軟砂質粒 ロ緑部：直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外ナ：口デ縁部ヨコナデ／体部～底 第VIII区域

134 士師器
高． 2. 5 唇部部丸く収める

部内口緑部ヨコナデ／底部ナデ
s-G31/SA5183 

底： 8. 0 2/3 底 ：平底 片[l状に歪む
小皿

麿 闘
[］' 9. I 極軟砂質粒 底部：緩やかに内湾して外方へ開＜／口端部

外内こ口口梅縁縁花部部文～～刻体体印部部回回転転ナナデテ／中
第VIII区域

灰釉
高 2.3 外反 B G3!/SA5183 

135 底 5 2 4/5 底部・削出高台 央i
皿

焼色： 灰良緑好色

-・・・・・・------

~ ~ ~ ~ : ~ ~ 1~ 36 
口． 7 0 精緻 ロ縁部・短く内傾して立ち上がる／口唇部は 外体端部に呉須草花文 第vm区域

罰 高・ 3.0 1/10以下 丸く収める 内'[1 部に呉須草花文 WG3 l/SA5183 

焼色． 淡良茶好色
体部・碗形／内湾して上方へ立ちI::がる

,:-・・い・-・-一ー一
日： 15. 8 精緻 ロ縁部直線状に／非外常傾Iして立ち上がる／口唇

外'l」こ端縁呉部部須に上草呉位花須に文圏呉線須2圏線2/
第VIll区域

137 
染付 高・ 2. 7 1/10以下 部は丸く収める こ薄手 体部1 B G31/SA5183 
碗

焼色’ 透良白好色
内・口 呉須

I 
，•-た•9*“·,....

日： 10. 8 精緻 ロ縁部内傾して立ち上がる／口端部は折り 外：回転ナデ 第VIII区域

1 38 中茶国壺製
I巳aJ• 5.8 1/10以下 返して玉縁状に成形 内：回転ナデ B G31/SA5l83 

麿 闘

悶 悶 極砂粒 ロ縁部直部線内状側に外方へ開 </II端面はやや 外：回転ヘラケズリ／シャープ 第VIII区域

139 
越前焼 白色粒子 平坦／口端 に凹線 内：回転ナデ／ヘラ記号 G36/SD5176 
押鉢 軟質 E33/S05177 

--．．． 
1/10以下

口 7 3 極軟砂質粒 ロ縁部部部は丸：内く湾収しめてる斜め外方へ立ち上がるIロ 外痕：ll縁部～｛本部ナデ・指頭 第VIll区域

1舶
七師器 高： I. 6 

唇底 ．丸底
G36/SIJ5176 

小皿 麿 贔誓 4/5 内：［］縁部～底部ナデ 片口：赤状色にイ歪む
外 ヒ粧上

~ ~ 

口 II. 0 極軟砂質粒 ロ緑部部丸：直く線収状めに斜め外方へw．ち上がる／口 外デ．・口指緑頭部痕ヨコナデ／体部ナ 第VIII区域

土師器
晶・ 2 3 底唇は る1日端部に段あり G36/SD5176 

141 
小皿

底'5.0 3/4 部平底 内口縁部ヨコナデ／底部ナデ 日端部一部スス付着

”-みと`徊●

焼色 橙良褐好色

ロ 13. 1 極軟砂質粒 ロ緑部部直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外デ．・口指緑頭部痕ヨコナデ／体部ナ 第VIll区域

142 
七師器

高： 2.3 唇 は丸く収める／口端部に段あり G36/SD5176 

小皿
底 8,0 1/3 底部平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ll端部全周スス付着

悶 闘
ャ•?-••••---

極軟砂質粒 ll縁部丸：直く線収状めに斜め外方へ立ち上がるIIl 外：口縁縁部ヨコナデ／｛本部部ナデ口． 15. 0 第VIll区域

上師器 高 '21 唇底部部は る 内：口部ヨコナデ／底ナデ G36/SD5176 
1“ 小皿

底． 98 1/1 ．平底 外・内・底面スス

焼色 淡橙良好褐色

・・・・-・・・・・ 

t 
4 3 極軟砂質粒 ロ緑部左右内側に屈曲／［l唇部は丸く収め 外口縁部～底部ナデ 第VIII区域

U: ~. 4 七師器
4 0 る 内：口縁部～底部ナデ G37 /S05 l 76 

耳皿
I. 5 1/2 底部平底

贔ぶ
•—.-••~ ロ 8 9 精緻 ／ロ口縁端部部：寸胴形／直線口端状部には上平方坦へ立ち 1-．がる 外：回転転ナデ／口端部に沈線2 第vm区域

U5 
中国製 贔： I6 1/10以下 内側突出I 内：回ナデ G • 1134/SD5176 
香炉

焼色 濃良茶好色

1~ 4~~ ~ • ~ ~ ~ 6 " ~ i ~ 
口 78 極軟砂質粒 ロ縁部部直線状に斜め外方へ立ち卜→がるIロ 外内：口縁部ヨコナデ／体底部部ナデ 第vm区域

士師器 晶： I.6 唇底 は丸く収める ・ロ縁部ヨコナデ／ ナデ F37 /S85166 
小皿

焼色． 淡橙良好褐色
1/4 部丸底

ロ 8. 5 極軟砂質粒 ロ縁部部内側：直に線段状Iに斜め外方へ立ち上がる／口
外デ．・口ロ指縁縁頭部部痕ヨヨココナナデデ／底バ部本部ナ

第VIII区域

I ~ 1~ 4~ ~7 ‘~ ~ 
上師器

晶・-： 1.8 端 口唇部は丸く収める E37 /SB5166 

小皿
底： 5.3 2/3 底部：平底 内 ナデ 片口状に歪む

焼色：： 白良褐好色 口端部1/2スス付着
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3.遺物

器種
胎土

法量／焼成／色調1---------------------------
残存

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点................. 

備 考
口： 9. 0 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第VD1区域

I内．口縁部ヨ ナデ／底部ナデ I口端部1/2スス付着
土師器 高： 1．, | 'f1？ 1冒誓悶悶こ段／口唇部は丸く収める デ・指頭痕 F37/SB5166 
小皿底： 5．0 :::r 

焼： 良好
色： 橙褐色

口： 11.4 

土師器 1高： 2．2 
小皿

底： 6.7 
焼： 良好
色：淡橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ第VD1区域
軟質 唇部は丸く収める／口端部に段あり ／底部ナデ E38/SB5166 
l/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

口端部全周スス付着

．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

土小師皿器 1 底高日：：： 1262. ．. 5o 3 極軟l砂/質2 粒

焼色：． 淡橙良好褐色

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部～底第VD1区域
唇部は丸く収める／口端部やや外反／口端部部ナデ F38/SB5166 
内側に段 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ外・内：底面スス付着
底部：平底

-・・1 
上小師皿器 1底焼病色ロ：： ： ：： 橙良63l褐．．．好2 95色 極軟l砂/質l 粒

ロ縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部外：口縁部～底部ナデ
は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底部：平底

第vm区域
F35/S85166 
片口状に歪む

土師器 口：：．．．．．．．．．71. ．2 8 ．．．．．．．．．．．1 ．．．．．．．．．．．．．．^ 

小皿 1 底高． 2．8 極軟3砂/質4 粒

ロ縁部：やや外反して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第vm区域
る／口唇部は丸く収める デ・指頭痕 F35/SB5166 
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

焼色：： 橙良褐好色

-------------・ 
口： 46. 6 

越前甕焼 1 焼色高：：・ 濃1良5茶好.o 色

前壺
越

焼

師肛27良橙
明

•••••••••• 
高最底焼色

色
700好赤

口： 7. 0 

白磁 1雷： 2. 8 

杯 焼色：： 透贔白色

口： 7. 6 

青磁 1羹： 5. 0 
香炉 ・ 6. 0 

焼色： 良好
：オリーブ

稜青花磁皿 I 高．： 2. 8 底： 5.0 

焼色：：オリ良ー好プ青

唸焼·j•焼色：一 灰良茶好色

口： 12. 1 

小皿 ' 6. 6 上師器 1雷麿 2.3 

．： 淡橙良褐好色

口： 14.0 

士師器 1高： 2．l 

小皿
底： 8.0 
焼： 良好
色： 橙褐色

口： 11. 8 

土師器 I 底高：： 
2. I 
6. 0 

小皿 焼色：： 翡

白極色精砂粒緻粒子

1/10以下

ロ縁部：短く外反して立ち上がる／口端面は外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第VD1区域
平坦／口端部凹面／口端部内側に段 ナデ F36/SB5166 
胴部：上位で張る 内：口縁部ヨコナデ／胴部ナ外：胴部上位自然釉

デ・指頭痕

極砂粒 1胴部：上位で張る／下位窄まる
白色粒子 底部：平坦

外：胴囲ナデ／胴部上位に「＋」 1第vm区域
のヘフ記号／胴部中位～下位 F36/SB5166
ヘラナデ／底部未調整／シャー

” 
プ
内：ナデ・指頭痕

精緻 口縁部直線状に外方へ立ち上がる／口唇部
1/2 1は丸く収める

第VD1区域
E37 /SB5166 

底部：削出高台 外：高台端面露胎

精緻 1口縁部：口端部内側突出 外：体部中位に稜線
l/2 体部：寸胴形／直線状に上方へ立ち上がる 内：回転ナデ

底部：削出高台

第vm区域
G37/SB5166 
G38 
外：高台端面露胎

極砂粒 口縁部：短く上方へ立ち上がる／口端面平坦 外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第vm区域
白色粒子胴部：上位で大きく張る ナデ／シャープ F36/SK5173 
精緻 内：口縁部ヨコナデ／胴部上位 D37

1/10以下 ナデ・指頭痕 外：胴部上位自然釉
-.............．．一．．．．．．．—．．----•-----•-•-----....................._...o...........-..、_＿_...．．．．．．．．．．．...........- -....-................ .o•---o.......... 

極砂粒 口縁部：短く外傾して上方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第vm区域
白色粒子端面平坦 ナデ／シャープ F36/SK5173 
堅緻 胴部：上位で大きく張る 内：口縁部ヨコナデ／胴部上位外：胴部上位自然釉

1/10以下 ナデ・指頭痕

精緻 1口縁部：外反して外方へ立ち上がる／口唇部
1/6 は丸く収める／口唇部押圧して花弁状にす

第VIIl区域
F36/SK5173 
B-G31/SA5183 

極砂粒
白色粒子

軟質
1/10以下
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
極砂粒

” 

る
外：底部～麻台端面露
胎

ロ縁部：短く上方へ立ち上がる／口端面平坦外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第VIIl区域
／口端部突帯 ナデ／シャープ 1F38/SK5167 

内：口縁部ヨコナデ／胴部上位胴部：上位で大きく張る
ナデ・指頭痕

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部～底第VDI区域
端部内側に段あり／口唇部丸く収める 部ナデ・指頭痕 IF38/SK5167 
底部：凹底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部～底第vm区域
軟質 1端部外傾・内側に段あり／口唇部丸く収め 1部ナデ F38/SK5167 
2/3 る／口端部段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

底部：凹底

I極i『 ロ縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底第vm区域
る／口唇部丸く収める／口端部段あり 部ナデ IF38/SK5167 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデロ端部全周スス付着
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III. 第 63・ 112 • 114次調査

単位：cm

No 器種 法量／焼成／色調
胎士

形状 調整／文様
出土地点

残存 備 考

ロ' 7.2 極軟砂質粒 ロ縁部部直線状に斜め外方へ立ち 1：がるIロ 外．口縁縁部～底部ナデ 第VIII区域

七師器
蘭 I.5 底唇 平坦 内 口 部 ～ 底 部 ナ デ F38/SK5167 

164 底 27 1/1 部．平底 片口状に歪む
小皿

焼色・． 橙良褐好色

ロ・ 9 0 極軟砂質粒 ロ緑部．やや内湾して斜め外方へ立ち上が
外ナ：：口口デ縁緑・部部指ヨヨ頭ココ痕ナナデ／体部～底

第VIII区域

上師器 底向 ： 1. 9 る／口唇部丸く収める
部内 部 デ／底部ナデ

F38/SK5167 

l65 : 3. 9 4/5 底部．平底 片口状に歪む
小皿

焼色．・ 淡橙良褐好色

瀬戸美濃
「］ 22.4 極軟砂質粒 ロ縁部：直線状に上方へ開＜／口端部外側に 外・回／転転胴ナナ部デデ中／胴部上位凹線I・

第VIII区域

166 
晶＊． 7 8 屈曲／口端面平坦 中内位1 位に把手 F38/SK5167 

悶 悶 闘 1/10以下 胴部・寸胴形 ：回

r~ J' 8 8 極軟砂質粒 ロ緑部部傾：直線・内状側に1斜め外方へ立ち上がるIロ 外ナ：口デ縁・部指ヨ頭コ痕ナデ／体部～底 第VIIl区域

上師器 底蘭 . 1. 8 端外 ご段あり／口唇部丸く収め
部内．口緑部ヨコナデ／底部ナデ

E35/SD5175 

167 小皿
4. 2 4/5 る 口端部スス付着

焼色：： 淡橙良好褐色
底部：凹底

！ 口： 9. 0 極軟砂質粒 ロ縁部部：内湾して斜め外方へ立ち上がる/fl
外デ内．・口口指縁縁頭部部痕ヨヨ・コ底コナ部ナデナデ／底デ／体部部ナデナ

第VIII区域

土師器
蘭.-： 1.8 端 外傾・内側に段あり／口唇部丸く収め E35/SD5175 

1綿 底・ 3. 4 4/5 る 外・内：スス付着
小皿

焼色．・ 淡橙良褐好色
底部．平底 片口状に歪む

ロ． 9 8 極砂粒 ロ部縁部直線状に斜11端め部外段方あへ立ち卜．がるIロ
外デ・ 口ロ指縁縁頭部部痕ヨヨ・コ底コナ部ナデナデ／底デ／体剖部ナ

第VIII区域

士師器
高,.'2.  1 軟質 唇底 丸く収めるI り E35/SD5175 

169 底． 4.0 3/4 部平底 内．縁部 底部ナデ 片[l状に歪む
小皿

焼色・ 橙良褐好色
内 部スス付着

ロ' 9,5 極軟砂質粒 11縁部・直線状に斜め外方へ立ち上がる/1I 外内’口緑部～底部部ナデ 第VIII区域

上師器 底高 2 0 底唇部部丸く収める ．口緑部～底ナデ D35/SD5175 
170 . 4. 3 1/2 ：平底

小皿
焼色：・ 橙良褐好色

口： 13. 8 極軟砂質粒 ロ縁部：直線状に斜め外方へ吃ち上がるIロ
外 口ロ指縁縁頭部部痕ヨヨ・コ底コナ部ナデナデ／デ底／体部部ナ

第VIII区域

1 1 71 士師器 底高： 2 . 3 底唇部部丸く収める／口端部に段あり プ―̀ ・ M39/SE5199 
: 8. I 4/5 ：平底 内： ナデ

小皿
焼色・ 淡橙良褐好色

ロ 16 3 極軟砂質粒 ロ縁部直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外ナ：口デ緑部ヨコナデ／体部～底 第1X区域

土師器 誓 2 6 唇部部丸く収める／口端部に段あり
部内．口縁部ヨコナデ／底部ナデ

I ・ J39/SD5163 
172 10.0 1/3 底 ．平底 外・内．底面スス付着

小皿

麿 贔し
口． 7.0 精緻 ロ縁部．直線状に外方へ立ちトーがる／口唇部 第1X区域

173 
白磁 庫： 2.8 1/5 は丸く収める F40/SX5160 
皿 麿 悶 体部’腰部で屈曲

ロ 14.0 精緻 ロ縁部．緩やかに内湾して斜め外方へ立ち

外体緑に内部lにー：糾体ロ固線に部緑線2曳に部2／須ア巾1ラ変央位ペ）に移にス唐ア呉ク草ラ須文ベ文／固底ス／線占面クi2台k 文/ 

第1X区域

染付
高： 3. 5 1/10以下 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め F39/SX5160 

114 底： 7.4 る
皿

焼色：： 透良白好色
底部：削出晶台

ロ 16 6 精緻 ロ縁部直線状に外方へ吃ち上がる［」唇部 外'[l緑部を6弁の花弁に成形 第1X区域

稜青花磁Jill 
信］． 3.6 1/2 は丸く収め、切れ込みを入れ、緩い花弁状 E40/SE5161 

175 底 96 にする
焼色・ 良好 体部’腰部で上方へやや屈曲

オリーブ 底部削出裔台
｀●ュに4•*-＂`. ----

ロ 11. 0 精緻 ロ緑部’緩やかに内湾して斜め外方へ立ち

外屑に部北u個線に部緑絞2呉に部2／術ア中1ラ変央位ペ｝に杉に人｝ア打呉ク草フ牙文ペ文i／圏底ス／線品而クI/ 

第1X区域

染付 塁 3 5 1/6 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め体 台 E40/SE516! 
176 8.8 る に

皿
焼色・ 透良白好色

底部：削出高台 内 周
縁文

金属製品 (PL.70 第47図） 単位：cm/g 上製品 (PL.70 第47図） 単位：cm/g 

No 器種
長 厚

残存 材質 特 徴 出十地点
幅 璽

No 器種
長 厚

残存 悶 特徴 出土地点
幅 重

177 鉄釘
4. 5 0. 4 

2/3 鉄製品 釘頭欠損 第VIII区域
0. 5 断面正方形 E37 182 土製円盤

6. 3 2 0 
1/1 オ青リ磁ー碗プ

底部周緑打欠 第V1区域
6. 0 外底部露胎 F35/SB5!66 ......— '̀~ ---- ‘" 

178 鉄釘 5.5 0. 5 
2/3 鉄製品 釘断面頭正欠方損形

区域不明
0. 5 183 土製円盤

5. 6 2.2 
1/1 オ青リ磁ー碗プ 底外部：底周部緑露打胎欠

第V1区域
5. 5 V34/SB5337 ,,,..,..,.... 

第1X区域179 火箸
6. 5 0. 6 

1/2 銅製品 柄頭に紐通し孔
0. 7 断面6角形 G39 

-,．．．ヤ-...、

184 土製円盤
6. 3 I 6 

1/1 淡朝鮮茶碗色 底部周緑打欠 第VIII区域
5. 8 外両台端面露胎 D37 ,......., ----- ....・``....

180 
7. 7 0. 6 

蝙に穿孔！銅板 第VII区域
飾金具

1. 5 1/2 銅製品 巻／緑金具？ 035/SK5236 4 8 1 0 天鉄目釉茶碗 底外部：底周面縁露打胎欠 第VII区域
185 土製円盤

4.4 
1/1 L35 

黒色
•----------, ______ 

--------------, __ - --

5. 5 0. 7 長さ不方均形等／厚 第VI区域
181 銅板

3. 7 1/1 銅製品 R31/SB5325 
4 8 I. 3 天鉄H釉茶碗

底部周縁打欠 第VIII区域
186 士製円盤

4 3 1/1 外底面露胎 s-F31/ 
黒色 SA5183 
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3.遺物

石製品 (PL.66 • 67 第37~39図） 単位：cm/g 

法量（最大値） 石材

No 器種 長 厚
残存

色調 調整•特徴 備考 出土地点

短 重 材質

187 石硯
6. 1 2 0 以1/下10 粘闘板岩 形額[届0:板.8状cm、高さ2.0cm 海全体：摩平滅滑 第vm区域

5 0 
B-G/SA5183 

... ．．． 

188 
10.2 2.2 冑 形背円形状面内：：欠板に状損海・ 岡／額欠 全岡体：欠平損滑／海・欠損 B第-GVIII/区域

石硯 7 1 1/3 SA5183 

----...... --------------．．.．．． +-- -------- ．．．． 

189 砥石 6.9 0.9 4/5 胃 形砥断状面面／四：柱表角状裏形直面方・左体／右上側端面部・欠下損端面 粒煕度面5’密
第V区域

I 9 
H36/SE4060 

中・仕上げ砥／浄教寺砥石
.,.,... _. ---

190 
6. 7 I. I 淡凝灰硬灰苓質岩色 形状面面／四：板表角状襄形直面方体／上端部欠損

砥面5 第V11区域
砥石 3. 3 4/5 砥断 ・左右側面・下端面 粒度：密 Q35/SB5255 

中・仕上げ砥！浄教寺砥石
4--—→••心 ----

191 
5 0 0 6 淡凝橙硬灰褐質岩色 形砥断状面面／四：板表角状裏形直面方・左体右側面・上・下端面

砥面6 第V1区域
砥石 3. 4 1/1 粒度密 P34 

中・仕上げ砥／浄教寺砥石
鴫•▲`~、~-• •• •• • • -———— •』』“ュ---- -- - -------!-------------- ---

192 
6. 7 1 6 凝灰硬灰里質岩色 形砥断状面面／四：板表角状裏形直面方・左体右側面・上・下端面

粒砥度面5／密背面剥離 区域不明
砥石 4. 6 1/2 

中・仕上げ砥／浄教寺砥石
----- -------.__. ___________ --.. 

193 
2.0 0.5 

硬里頁‘’ ‘ ‘ 岩色質
形状’円盤状／平滑 第VIII区域

碁石 I. 9 2 6 1/1 G38 
I ¥ ¥ 
日-*•i•`------

2. I 0. 7 鱈
形状：円盤状／平滑 第VIII区域

194 碁石 1. 9 3. 5 1/1 K40 

一＊＊9 -.. 

195 
2. I 0. 8 麟

形状．円盤状／平滑 第VIII区域
碁石 2.0 4. I 1/1 H39 

とと'―•``- とと●●

2. I 0. 6 闘
形状’楕円状／平滑 第VIII区域

196 碁石 1. 4 3. 0 1/1 G36/SD5176 

ら貞●-呵m-•` ―... 

197 
2. I 0. 7 鱈

形状：楕円状／平滑 区域不明
碁石 1. 4 3. 3 1/1 

.＊-;ム….;...直----

1邸
2. 0 0. 6 闘

形状：円盤状／平滑 第VI区域
碁石 I. 7 2.9 1/1 R32/SB5325 

-＊贔――-- ------------------.. 

199 
1. 9 0. 7 闘

形状：円盤状／平滑 第VIII区域
碁石 I. 7 3. 6 1/1 L40 

ヽ~ ----.. --- ---------------- -

200 
1. 7 0. 6 

硬頁里‘’ ‘ ‘ 岩色質
形状：円盤状／平滑 第VIII区域

碁石 1. 5 1. 7 1/1 I37 

---・・・ 

201 
1. 6 0. 4 鱈

形状：円盤状／平滑 第VIII区域
碁石 1. 3 1. 6 1/1 K40 

--~---・-・--- ------・ •----------- --

202 
2. 1 0. 7 暗硬頁灰岩質色

形状：楕円状／平滑 白碁 第1X区域
碁石 1. 6 3.3 1/1 T40 

;---••- ---

203 
1.8 0. 7 員

形状：楕円状／平滑 白碁 第1X区域
碁石 1.5 2.5 1/1 T40 

~ ~ ----. 

1204 バン芸『mドコ 幅品137. 4 5 奥行 笏賛谷貸石 0外内形：：バン接にドコの／蓋る平周滑縁
全体平滑 第VII区域

13 0 2/3 
身笠状と 墜口形す に段をつくる

L33 • 34/SE5225 

• ----.．．... • -----. 
..り｀~鴫-9ト 9·山とと→•

205 バン蓋ドコ 幌晶l37.. 4 5 奥行 笏賢谷誓石
0形バンドコの蓋 全体平滑 区域不明

13. 0 2/3 外内：：身笠状と接に感口形す／る平周滑縁に段をつくる
I ・ 

碑
幅

(奥18行5) 笏``谷石色 0腐形．バン悶ド省コ乃古子形
全体平滑／被熱 第VIII区域

バンドコ 蘭2.0) 1/4 幅タIタ 4 5cmの透孔5と推定 B -G31/SA5183 

I—•一.. 13. 8 
-------・ • ・ • ---

加7 バン蓋ドコ 幅尚136. 2 I 奥行 笏冑谷讐石 D腐形バンドコの嘉蓋心 全体平滑 第VI区域

9. 8 1/2 
身笠状と接に虎白形す に段をつくる

Y31/SD5073 

•9ヽ·;;；卓●●＾

208 バン蓋ドコ 幌品l38..2 3 奥行 灰笏軟谷褐質石色 D外内形：：バンドコの／蓋る平周滑縁 全外体：ス平ス滑付着
第V11区域

15. 9 3/4 
身笠状と接に哭口形す に段をつくる

L34/SE5225 

~ ~. 

209 バン蓋ドコ 幅渦137. I 4 奥行 暗笏灰軟登苓質石色 D外内形：：バンドコの／蓋る平周滑縁
全体平滑 第VIII区域

13. 7 3/4 
笠身状と接に虔口形す に段をつくる

B -G31/SA5183 

*”・ ・ ・・ ・・ ・←阜・•＊し——

210 長高197.. 4 4 奥行 1/10以 淡笏載羊谷緑質石色 形外タ状タ：平キ：長滑／方底／口形部縁に部高幅さ11. 58_ccmm/の｛本脚部平滑／底部粗い
全体平滑 第VI区域

石盤 12. 5 下
Y31/SD5073 

9-”-

21 1 長扁293. 5 6 奥行 緑笏軟灰谷質色石 形外タ状タ：平キ：長滑／底方／口形部縁に部高幅さ22..82ccmm／の体脚部平滑／底部粗い
全体平滑 第VII区域

石盤 13. 5 1/8 Q35 

,_;,_~ __ ; ____ 

212 鷹32.I 奥行 賢笏谷賛石色 形外キ状／：平：塁円形部1口に縁高部さ幅1.20.cOmcのm／脚体3部平滑／底部タタ
全体平滑 第渭区域

石盤 12 0 32. 0 1/1 U37 /SK5291 
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III. 第 63• 112 • 114次調査

木製品 (PL.71 第48図）

法量（最大値）

Nol 種類 I底長・船＿一I．性"泊門i 7残存

1―----- ----|1/3 
8. 0 0. 8 

9 5 
I 1/2 

12. 6 2. 7 

12. 4 

I. 7 
I 1/1 

0.2 

7.6 
1/2 

1. 2 0. 2 

10. 2 
I 3/4 

I. 6 0. 3 

4. 5 6. 7 | 

1/1 
4. 5 0. 8 

23 4 

3. 0 
I 1/1 

0. 3 

単位：cm/g

取
種

木
樹

特徴
七
点

出
地

横木取り 体部はやや内湾して上方へ立ち上がる
ロ緑部木裏 体部外面：黒漆地に朱漆で文様を描く
底部木表 底部外面：ベタ高台

ブナ属
……----• 体部内面：黒漆地／底面周縁に朱漆で文様を描く

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

横木取り 面下半残存
外面：黒漆地／舌部に朱漆／下顎の糸切歯は牙状に延びる

ヒノキ 内面：黒漆地

柾目
............. 

ヒノキ
......... 

柾目
............. 

ヒノキ

表面：上端に墨書／「エ」／下端に右下りの直角＝角形・文字第VII区域
を懸書 L34 • 34/SE5225 

表面：中央に墨書
・］裏面：中央に墨書

柾目 表面：中央に呪符墨書
・……..............…裏面：中央に呪符墨書

ヒノキ 先端・中央折れる
............................ ~•······~··············· 

板目 形状：円形／内側の径が外側の径より 1.5mm大きい
........................ 

ヒノキ
............ 

柾目
．．．．．．．．．．．．． 

ヒノキ

第VII区域
L34/SE5225 

第VII区域
L34 • 34/SE5225 

第V11区域
L34 ・ 34/SE5225 

第V11区域
L34 • 34/SE5225 

第VII区域
L34 • 34/SE5225 

第VII区域
L34 • 34/SE5225 

その他の遺物（第48図）

No I器種 法量／焼成／色調，．．

焼色． 橙良褐好色

焼色： 淡橙良好褐色

口： 25. 0 

焼色尚 ：：： 暗良6灰.好0 色

口 12 5 
晶・ 3. 5 
底・ 7. 2 

麿 灰良白好色

ロ 12. 6 
闇・ 4.2 
底 8 5 

焼色・ 暗良灰好色

口： 16. 0 
高： 2.2 
底： 12 2 

麿 悶
ロ 15 0 
信・ 5. 2 

麿 闘

胎士........... 

残存

極砂粒
白色粒子
軟質

1/10以下
．．．．．．．．．．．．．．．．． 

極砂粒
白色粒子

堅緻
1/10以下
................. 

極砂粒
白色粒子
堅緻

1/10以下
............... 

極砂粒

門；!

極砂粒

りff
極砂粒

床[1,

形状

寸胴形の体部中位に付く把手

調整／文様

ナデ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がるIL1 外： r1縁部回転ナデ
堅緻 唇部は丸く収める 内：口縁部回転ナデ

1/10以下

単位：cm

出士地点............................... 

備 考
第VJ区域
U34/SE5355 

ロ縁部：短く外傾して立ち上がる／口端部平外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第VI区域
坦 ナデ IU34/SE5355 
胴部：上位から下位に窄まる 内：口縁部～胴部上位カキメ

ロ縁部：短く外傾して上方へ立ち上がる／口 外：口縁部ヨコナデ／胴部r．位第VI区域
端面は平坦／口端部内側に段をもつ タタキ・カキメ
胴部：上位で大きく張る 内：口縁部ヨコナデ

| Y34 

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口 外：口縁部回転ナデ／底部回転第V1区域
唇部は丸く収める ヘラ切り U34/SE5355 
底部：平底 内：口縁部回転ナデ／底部ナデ

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口 外：口縁部回転ナデ／底部回転第VI区域
唇部は丸く収める ヘラ切り 1U34/SE5355 
底部：付け高台 内：口縁部回転ナデ／底部ナデ

ロ縁部：直線状に短く斜め外方へ立ち上が外：口縁部回転ナデ／底部回転第V1区域
る／口唇部は丸く収める ヘラ切り後ナデ IU34/SE5355 
底部：平底 内：口縁部回転ナデ／底部ナデ

第VI区域
Y34 

-90 -



w．第 137• 143次調査（八地谷川南岸の遺構その 2) 【城戸ノ内町字木蔵・斉藤】

1.第 137• 143次調査（八地谷川南岸の遺構その 2)の概要(PL.35 第49図）

一乗谷朝倉氏遺跡の発掘調査および環境整備事業は、平成 23年度(2011)の「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡

発掘・整備基本計画」の改定に基づき、平成 24年度から約 5ヶ年にわたり上城戸周辺の発掘調査および環

境整備を行うこととなった。

全国に先駆けて大規模遺跡の史跡公園化を推進してきた当県では、来園者に本物の遺跡に触れてもらうこ

とを重視してきた経緯がある。しかし、半世紀にわたる風雨の浸食は年を追うごとに顕在化し、改定の特徴

として、従来の計画調査を進める一方で、環境整備事業の中で、これまでに整備した露出展示の劣化防止対

策が必要となった。

そこで、発掘調査の段階から劣化防止対策を視野に入れた整備を行う適地を検討した結果、朝倉館の対岸

に位置し、見学者も多く、景観が重視される木蔵地区が選択された。事業は平成 24年度から 2ヶ年にかけ

て実施し、遣構の露出展示の劣化防止・維持管理に必要なデータを得ることを目的として、第 137• 143次

調査に着手することとなった。

第 137• 143次調査区は、八地谷川南岸の遺構である。 2つの調査区は城戸ノ内町字斉藤・木蔵に位置

し、朝倉館跡から北西へ約 140m隔てた一乗谷川左岸に立地している。標高は約 50.0mを測り、調査前は水

田であった。調査区は、一乗谷川の左岸に沿って、形状は南辺に底辺をもつ面長の三角形を呈し、南北長約

130m、南辺の東西長約 48mを測る。

調査区北西側は、町並立体復原地区から北方へ延びる南北道路 SS260が検出された第 108次調査区を間に

挟み、第 112• 114 次調査の武家屋敷•町屋と近接する。南西側は第 102 • 104次調査の武家屋敷跡と近接する。

調査の方法は、調査区全体に 1辺 3mを測る任意方向の方形グリッドを設定し、東西方向に 7~12、南北方

向に Q~V' の番号を付して、遺構の記録、遺物の採集に用いた（第50図）。 トレンチの掘削から埋め戻しは全

て人力掘削で対応した。

調査区内には、第 137次調査では、A~Gまでの 7本のトレンチを設定した。その後、環境整備の進捗に伴い、

第 143次調査において、第 137次調査Aトレンチで検出された石糾排水溝SD4798の全体を確認するための 1・

3トレンチを設定し、南北道路の幅の東端を確認するために 2トレンチを設定して、遺構の範囲・密度を確

認した。

第 137次調査の調査面積は計 300面を測り、調査期間は平成 24年(2012)5月7日～同年6月8日であり、

第 143次調査の調査面積は計 30面を測り、調査期間は平成 25年(2013)6月6日～同年 7月 19日を要した。

以下、第 137次調査の成果を中心に遺構の詳細を述べる。

2.遺構(PL.35~40 第 50~57図）

【第 137次調査】

Aトレンチ(PL.37 第52図） Aトレンチは、第 108次調査で確認した東西道路 SS4822の東西延長を確認する

ために設定した。 Aトレンチは調査区南端、 Q-S8~17に位置し、東西長約 10.5mX南北蝠約 6.5mを測る長方

形のトレンチに、東西長約 16.5mX南北幅 1.3mの直線状のトレンチが接続し、全体的に鍵状を呈す。

調査の結果、東西道路 SS4822および道路両側に構築された北側士塁石垣 SA4784、南側士塁石垣 SA6801、

SS4822南側の側溝SD4798等を検出した。
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第 49図 第 137・ 143次調査位置図（縮尺 1/600)
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2. 遺構

SS4822は砂利敷きの道路であり、基底幅3.0mを測る。 Sl4付近から東側の砂利密度は希薄になる。道路の

断面を観察すると、南北両岸の士塁石垣基部から上層面まで約 0.8m以上嵩上げしながら複数回にわたって

道路を改修していることが確認できた。北側士塁石垣SA4784はTl7~R9までSS4822と並行して続いており、

主軸はN74° Wに向き、東西長26.6mX幅 1.7mの規模が残存していることが確認できた。また、グリッド東

端において、 SA4784の内側に幅 1.Omを測る士塁石垣SA6802も検出され、これは下層遺構と判断した。

南側士塁石垣SA6801は、蝠0.3~0.4m、深さ 0.2mを測る石組排水溝SD4798の南側に並行して設けられ、

東西長 10.OmX幅 1.2mの規模が検出された。 SA6801の内側には、幅 1.2mを測る上段の石列 SV6804と幅約

0. 5mを測る下段の石列SV6803が並行し、犬走り状遺構と考える。遺物は灰釉鉢 l・2、越前焼甕 3が出上した。

【第 143次調査】

1~3トレンチ(PL.37 • 38 第 52図） 第 143次調査は、第 137次調査で検出した東西道路 SS4822の南側側溝

である石組排水溝SD4798の延長を確認することを目的とし、 1~3トレンチを設定した。

lトレンチは、第 137次調査Aトレンチの西側に配置し、東西長約 8.5mX南北蝠約 1.lmを測る。 2トレン

チはT20付近に配置し、東西長約 1.3mX南北幅約 1.lmを測る。 3トレンチは第 137次調査Aトレンチの東側

に配置し、東西長約 15.OmX南北幅約 1.l~l. 6mを測る。

調査の結果、 1トレンチで SD4798の西側、 2トレンチ西辺で石組が検出された。相互のトレンチの位置関

係から、 SD4798は、本来S20付近で北側に屈曲し、東西道路SS4822を横断していた可能性があり、 2トレン

チ西側で検出された石組は SD4798の東岸と推定された。 SD4798の北側に屈曲する部分は、東西道路SS4822

の改修に伴い、埋められてしまったと考える。 3トレンチではSD4798の東端が検出され、 SD4798は東西長だ

けでも長さ 34.5mX幅0.5mの規模で構築されていることが明らかになった。

RlO付近で検出した SK6801は、 SD4798と重複する士坑であり、径 L2mを測る。士坑の周囲には SD4798の

石組を転用した配石が一部認められた。 1~3トレンチで越前焼甕 1• 2・揺鉢3~6、士師器皿 7~17、白磁

碗 18• 19、青磁碗20・皿21、染付皿22、朝鮮製碗23、鉄釘24• 25が出士した。

調査当初は、第39次調査（県道鯖江・美山線改良工事に伴う調査）の所見から、一乗谷川に近接する範囲は、

河川の氾濫により遺構密度が希薄と想定されていたが、第 137次Aトレンチおよび第 143次調査 3トレンチ

の所見から、この付近については未だ良好な状態で遺構が保存されていることが明らかになった。

【第 137次調査】

Bトレンチ(PL.39 第 53図） Bトレンチは、屋敷地の区画を確認することを目的とした。調査区西側A-Jl2

~20に位置し、変則的なトレンチは、さらに①～③に区分される。まず、南北長約 32.2mX東西幅 1.5~ 

3.0m を測る直線状の B—③トレンチを設定した後、 B—③トレンチ中央北西側に東西長 10. OmX南北幅 1.2~ 

4.3m を測る旗状の B—①トレンチを設定した。旗状部分の北東隅には B—②トレンチとして深掘りを入れた。

さらに B—③トレンチ南端北西側には、東西長 11. 5mX 南北幅 3.3m を測る長方形の B—④トレンチを設定した。

調査の結果、 B—①トレンチ西端において、第 104 次調査区から北に続く SA4782 の内側に幅 1. 5mを測る犬

走り状遺構の石列が検出され、 B—②トレンチと B—③トレンチを結んで東西に延びる石列 SV6806 を検出した。

SV6806は屋敷の区画と考えられるが、構築面は上層遺構面から約 0.7m下の深度にあり、下層遺構と判断し

た。 B—④トレンチ西端では、第 104 次調査から北に続く士塁石垣 SA6812 （旧 SV6812) が検出され、南東側で

は東西に延びる石組排水溝SD6805が東西長 9.5mX幅0.5mの規模で確認された。 SD6805の東端には石組が周

囲に一部残る士坑SK6801が検出された。遺物は、 Bトレンチ全体で越前焼鉢4、土師器皿5・6、・灰釉播鉢 7、

青磁瓶8・酒会壺9、朝鮮製碗 10が出士した。
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Cトレンチ(PL.40 第 54図） 旧Eトレンチである。 Cトレンチは、一乗谷川の氾濫で削られた範囲を確認す

ることを目的とした。調査区東側 Z• A'8に位置し、規模は南北長 3.0mX東西幅 3.0mを測り、方形を呈す。

調査の結果、高さ約 1.Omを測り東西に延びる石垣を検出したが、これは近現代の水田の石垣と判断した。

Dトレンチ(PL.40 第 54図） 旧Cトレンチである。 Dトレンチは、一乗谷川の氾濫で削られた範囲を確認す

ることを目的とした。調査区東側D8~11に位置し、規模は東西長 9.0mX南北幅 1.6mを測り、長方形を呈す。

調査の結果、東側に面を向け、幅 1.Omで南北に延びる石垣を検出した。石垣西側では幅 3.0mを測る裏込め

石も検出したが、 Cトレンチと同様に近現代の水田石垣と判断した。水田石垣以東の遺構は流失していた。

トレンチ西側の水田石垣の下層においては、地表下 1.3mの深度で径 1.Omを測る井戸 SE6808が検出された。

戦国期の遺構と考えるが、崩壊が危惧され、検出面から 0.7mの掘削で止めた。石臼 44が出土した。

Eトレンチ(PL.40 第55図） Eトレンチは、南から延びる士塁石垣SA4782の延長を確認することを目的とし

た。調査区北西側 013に位置し、規模は南北長 3.0mX東西幅 2.8mを測り、方形を呈す。調査の結果、遺存

状況が悪く、土塁石垣等の遺構は確認できなかった。遺物は庖丁 42が出士した。

Fトレンチ(PL.40 第 56図） Fトレンチは、一乗谷川の氾濫で削られた範囲を確認することを目的とした。

調査区東側0--SlO、S7~10に位置し、 トレンチは①・②に区分される。 F—①の規模は、南北長 14. 4mX東

西幅 1.5~3. 2mを測り、旗状を呈す。 Fー②の規模は、東西長 6.3mX南北幅 1.6mを測り、直線状を呈し、①

の旗状部に接続する。 Fトレンチは全体的に倒立した L字状を呈す。

調査の結果、 F—①中央において、高さ 1. Omを測る近現代の水田石垣を検出し、下層で石列 SV6809を検出

した。地形的には石垣以南が上段、以北が下段になる。 F—②の中央では東側に面を向け、高さ 1. Omを測り、

賓司 憂

し
／ 

a.I i I ¥ 

第51図 第 137次調査 GトレンチSZ6811（縮尺 1/20)

南北に延びる近現代の水田石垣を検出した。水

田石垣の西側では石積施設 SF6810が検出された。

主軸は N9° Eに向き、推定長約 2.4m、基底幅

1. 5mを測る。覆土からは土師器皿 12~22、越前

焼擢鉢23、青磁碗 27、白磁皿28、鎚41、砥石43

が出土した。水田石垣の東側は河川の氾濫で遺構

は流失していた。層位的に SF6810、SV6809は戦

国期の遺構と判断した。

Gトレンチ(PL.40 第 51• 56図） Gトレンチは、

南から延びる士塁石垣 SA4782の延長を確認する

ことを目的とした。調査区北東側 U• VlO • 11に

位置し、規模は東西長約 3.9mX南北幅約 3.0mを

測り、一隅が欠けた長方形を呈す。

調査の結果、 SA4782の延長は確認できなかった

が、地表下0.4mの深度で暗渠SZ6811を検出した。

SZ6811は東西に延びる石組排水溝であり、主軸は

N75° wに向き、長さ約 4.0m、幅 0.3mを測る。東

端は 50~70cm大の石を大型の石を 3石横位にし

て石組排水溝を覆い、西端は 20~30cm大の石が

複数これを覆っていた。
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50. 6m 

c-c'層位【第143次1トレンチ】
l屈腐植物混褐色粘質土
2層砂利混にぶい黄褐色粘質土
3層砂利混にぶい黄褐色粘質土
4層褐色粘質土耕作土
5層黄褐色粘質土整地土
6層褐色粘質土
7層褐色粘質土

8層褐色粘質土
9層にぶい黄褐色粘質土
10層にぶい黄褐色粘質土
11層褐色粘質土
12層にぶい黄褐色粘質土
13層灰褐色粘質土

26” 
d-d'層位【第143次2トレンチ南壁】

1層腐植物混暗褐色粘質土
2層砂利混暗褐色粘質土
3層暗褐色粘質土

迫物含 4層にぶい黄褐色粘質土
遺物含 5層にぶい黄褐色粘質土

6層褐色粘質土
7層腐植物混灰黄褐色粘性砂質土

e-e'層位【第143次3トレンチSD4798】
1層褐色粘質土
2層灰黄褐色粘質土
3層明褐色粘質土
4層褐色粘質土
5層にぶい黄褐色粘質土
6層にぶい黄褐色粘質土
7層にぶい黄褐色粘質土

一f

第137次Aトレンチ西壁

6
 

f-f'立面【第143次3トレンチSD498南側壁】

15 20 
a-a'層位【第137次Aトレンチ南壁】

1層暗褐色土攪乱
2層褐色粘質土
3層暗褐色粘質土
4層粘土ブロック混にぶい黄褐色粘質土
5層礫混暗褐色粘質土

SA4784 

14 

6層礫混褐色粘質土
7層礫混暗褐色粘質土遺物含
8層黒褐色砂質土
9層褐色粘質土
10層砂混暗褐色粘質土

SA4784 

b-b'層位【第137次Aトレンチ西壁】
1層暗褐色粘質土盛土 6層礫混暗褐色粘質土
2層褐色粘質土床土 7層礫混にぶい黄褐色粘質土
3層暗褐色粘質土整地土 8層礫混灰黄褐色粘質土
4層黒褐色砂質土 9層礫混黒褐色粘質土整地土

4'層暗褐色粘質土 10層礫混黒褐色粘質土整地土
5層暗褐色粘質土遺物含 11層暗褐色粘質土

11層粘土混暗褐色粘質土
12層暗褐色粘質土
13層にぶい褐色粘質土

-:-;- 14層褐灰色粘質土
b. 15層砂混灰黄褐色粘質土

16層粘土混オリープ黒色粘質土
17層腐植物混黒褐色粘質土
18層腐植物混黒オリ ーブ灰色粘質土
19層褐色粘質土
20層褐色粘質土

12層礫黒褐色粘性砂質土
13層礫混暗褐色粘性砂質土
14層礫混暗褐色粘性砂質土

50. Im 
了―

4m 

第 52図 第 137次調査 Aトレンチ南壁 ・同西壁、第 143次 lトレンチ、同 2トレンチ南壁、同3トレンチ SD4798、同 3トレンチ SD4798南側壁（縮尺 1/100、1/50)
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第 54図 第 137次調査C・ Dトレンチ（縮尺1/100)

遺物は越前焼揺鉢 29、土師器皿 30、灰釉卸皿 31、白磁皿 32• 33、

バンドコ 46が出土した。

以上の調査結果から、第 108次調査で示された南北道路 SS260に沿

った東側の土塁石垣 SA4782は、比較的浅い深度で残存していること

が示された。

しかし、 C• D • Fトレンチ内で検出された近現代の水田石垣から東

側の県道鯖江・美山線にかけての A'-V'7・8にかかる遺構については、

河川の氾濫または後世の耕作により、遺構は既に削られた可能性が

高いと考える。 ／ 
# o 

Eトレンチ
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＼
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第 55図 第 137次調査Eトレンチ
（縮尺 1/100)
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下 Bトレンチ東壁
50. 3m 

27 37 40 39 2 

48 

50. 3m 50. 3m 

39 

2 
祠

ーー1—
49 42 

45 

Bトレンチ南壁h 

2 

§ ＝ 8 
25 24 26 25 23 

49. 8m 
Dトレンチ南壁Cトレンチ東壁 i' j 

51 48 53 

12 

g-g'層位【Bトレンチ東壁】 ——- 43 

1層暗褐色砂質土 12層褐色粘質土 23屈暗褐色粘性砂質土 35庖黒褐色粘質土 44庖暗褐色粘質土

2層暗灰黄色粘質土 13層暗褐色砂質土 24層暗褐色粘質土 36恩暗褐色粘質土 45層暗褐色粘質土
3層褐色粘質土 14層暗褐色粘性砂質土 25思炭 ・礫混暗褐色粘質土 37屈礫混暗褐色粘質土 46層暗褐色粘質土

了 4層暗褐色粘質土 15恩砂利混黒褐色粘質土 26展粘土ブロック混褐色粘質土 38層暗褐色粘質土 47層褐色粘質土

5層暗褐色粘性砂質土 16陪粘土混褐色粘質土 27恩褐色粘質土 迫物含 39層にぶい黄褐色粘質土 48暦褐色粘質土

6層暗褐色粘性砂質土 17陪褐色粘質土 28阻暗褐色粘質土追物含 40層褐色粘質土 49恩暗褐色粘質土

7陪暗褐色粘質土 18層炭混黒褐色粘質土 29層褐色粘性砂質土 41層暗褐色粘質土 50恩灰黄褐色粘質土
8層暗褐色粘性砂質土 19層炭混黒褐色粘質土 30陪炭混黒褐色粘性砂質土 42屈褐色粘質土 51屑暗オリーブ灰粘質土

9陪暗褐色粘質土 追物含 20恩褐色粘質土 31層暗褐色砂質土 43恩褐色粘質土 52暦にぶい黄褐色粘質土

10層炭混黒褐色粘質土 21屈暗褐色粘質土 32屈炭 ・粘土プロック混黒褐色粘質土 53層オリープ黒粘性砂質土

11層褐色粘質土 22層炭混黒褐色粘質土 33層褐色粘質土 54陪にぶい黄褐色粘質土

50. 5m 34附暗褐色粘質土迫物含 55陪 に ぶい黄褐色粘質土

h' h-h'層位【Bトレンチ南壁】
1層褐色粘性砂質土
2層褐色粘質土

3層腐植物混にぶい黄褐色粘性砂質土

4層灰黄褐色粘質土

5層にぶい黄褐色粘質土

6層灰黄褐色粘質土

7層褐色粘質土

8層暗灰黄色粘質土
50. Om 

J ， 

迫物含

i-i'層位【Cトレンチ東壁】
1層褐色砂質土駐車場砂利

2層暗褐色粘性砂質土

3層褐色粘質土

4層礫混褐色粘質土

5層暗褐色粘性砂質土
6層にぶい黄褐色粘質土

k-k'・ I-|＇層位

【Fトレンチ南壁・東壁】
1層褐色砂質土

2層暗褐色粘質土

3層暗褐色砂質土

4層にぶい黄褐色粘質土

5層褐色粘質土

6層黒褐色砂質土

7層灰黄褐色砂質土

8層暗褐色粘性砂質土
9層暗褐色粘質土

10層暗褐色粘質土

l]層暗褐色粘質士

了 Fトレンチ南壁

7層にぶい黄褐色粘質土

8層褐色粘質土

9層黒褐色粘質土
10層暗褐色粘質土迫物含

11層暗褐色粘質土迎物含

12層暗褐色粘質土

13恩暗褐色粘質土迫物含
14層暗褐色粘質土

15層 炭 ・焼土混暗褐色粘質土

16層暗褐色粘質土

17陪砂利混暗褐色粘質土

18層暗褐色粘質土攪乱

12陪暗褐色粘質土

13層暗褐色粘質土

14恩暗褐色粘質土

15層黒褐色砂質土

16庖褐色粘質土
17庖欠

18層暗褐色粘質土迫物含
19陪 焼 土 ・炭混暗褐色粘質土

20恩焼土 ・炭混暗褐色粘質土 迫物含

21陪炭混暗褐色粘質土

迫物含22恩黒褐色粘質土

19 

23層暗褐色粘質土

下 24層暗褐色粘質土

25層暗褐色粘性砂質土

26層暗褐色粘質土

27層褐色粘質土

28層礫混暗褐色粘質土

29陪褐色粘質土
30層炭混黒褐色粘質土

31層暗褐色粘質土

32層粘土プロック混暗褐色粘質土

33層笏谷石混暗褐色粘質土

34層暗褐色砂質土追物含
35陪炭 ・暗褐色土ブロック混黒色粘質土

9恩黒褐色粘質土

10屈暗灰黄褐色粘質土

11屈褐色粘質土

12層にぶい黄褐色粘質土
13層にぶい黄褐色砂質土

14層暗灰黄色粘質土

15庖褐色砂質土

16陪暗褐色粘質土攪乱

17層にぶい黄褐色粘質土 攪乱

下 Fトレンチ東壁
49. 8m 

nじ

15 18 17 22 18 

- Gトレンチ東壁
n 

18 

18層褐色粘質土

19陪にぶい黄褐色粘質土

20恩黄褐色粘質土
21層褐色粘質土

22層褐色粘性砂質土

23庖褐色粘質土

24庖暗オリープ灰粘質土

25庖オリーブ黒粘性砂質土

26層にぶい黄褐色粘性砂質土

27庖褐色粘性砂質土
28府にぶい黄褐色粘質土

29恩にぶい黄褐色粘質土

16 23 16 

34 31 35 

j-j'層位【Dトレンチ南壁】
1層暗褐色粘質土 17囲暗褐色粘性砂質土

2層粘土プロック混暗褐色粘質土 18恩にぶい黄褐色粘質土

3層暗褐色砂質土 19屈褐色粘質土

4層褐色粘質土 20屈礫混暗褐色粘性砂質土

5層にぶい黄褐色粘質土迫物含 21屈礫混暗褐色粘性砂質土

6層暗褐色粘質土 22庖褐色粘質土

7層暗褐色粘質土 23阿黒褐色粘性砂質土

8層褐色土混黒褐色粘質土 24陪粘土ブロック混暗褐色粘性砂質土
9層粘土プロック混にぶい黄褐色粘質土 25層褐色粘質土混黒褐色砂質土

10層灰黄褐色粘質土 26暦褐色粘質土混暗褐色砂質土
11層にぶい黄褐色粘質土 27層暗褐色粘質土

12層灰黄褐色粘質土 28囮褐色粘質土プロック混暗褐色粘質土

l3層褐色粘質土 29層暗褐色粘質土

14層暗褐色砂質土
m-m＇層 位【Eトレンチ西壁】

15層黒褐色粘質土
1陪褐色砂質土攪乱

16層粘土ブロック混暗褐色粘質土
2層暗褐色粘質士

3履暗褐色粘質土

- Eトレンチ西壁 50.0m 4囮褐色粘質土

19 5 
;;;- -. -rn. 5-- 4 - -;;;,環暗褐色粘質土迫物含

9 1 _ 6陪暗褐色粘質土

7層暗褐色粘質土
8層褐色粘質土

9層暗褐色粘質土

10層褐色粘質土

11屈炭混黒褐色粘質土 迎物含

12層暗褐色粘性砂質土 迫物含

13恩暗褐色粘質土迫物含

14層暗褐色粘質土

15層黒褐色粘質土

49. 3m 16階褐色土プロック混黒褐色粘質土
了 17庖黒褐色粘性砂質土 迫物含

18層暗褐色粘質土迫物含

19層暗褐色粘質土

20層褐色粘質土

21屈褐色粘性砂質土

22層暗褐色粘質土
n-n'層位【Gトレンチ東壁】

SZ6811 

1層暗褐色粘性砂質土

2屈暗褐色粘質土

3層褐色粘質土 。
4層暗褐色粘質土

4m 

第 57図 第 137次調査 B~Gトレンチ断面(g-g'~n-n'層位）（縮尺 1/50)



3.遺物

3.遺物(PL.71 第 58~60図、第6表）

第 137次調査出土遺物(PL.71 第 58• 59図）

第 137次調査の遺物は、 1~50を掲載した。内訳は士器（陶磁器類） 1~33、金属製品 34~42、石製品 43~

46、銭貨47~50である。詳細は第6表に記し、以下、特徴的なものについて概要を述べる。

Aトレンチでは灰釉卸皿 lと捏鉢2が出土した。 1は口端部が外方へ屈曲し、 2は受口状になる。 Bトレン

チでは4~10が出土し、青磁瓶子8や酒会壺 9も破片ながらも出土している。

FトレンチではSF6810出士のもの主体を占める。土師器小皿 13~22が 12は底部が丸底になる浅皿形c類

であり、 13~22は杯形c類である。 22は口径 13.3cmを測り、盤に近い形状を呈す。越前焼播鉢23は口径

36.0cmを測り、内面に幅3.0cm • 10条の卸目が入る。底部外面は未調整である。

Gトレンチでは SZ6811周辺で土器類が出土した。越前焼播鉢29の卸目には青海波文が押印されていた。

銭貨は47~50の4枚が出土した。石製品は、石臼 44、茶臼 45、バンドコ 46が出土した。いずれも笏谷石

製である。銭貨は、 Bトレンチ出土の 47の「皇宋通宝」以外は判読できなかった。

第143次調査出土遺物(PL71 第 60図）

第 143次調査の遺物は、 1~26を掲載した。 1越前焼甕 1~6、士師器小皿7~17が主体を占める。士師器

皿 14~16、盤 17は口縁部が直線状に外方へ延び、口端部に強いヨコナデによる段を有している。青磁碗20

は口径 14.4cmを測り、体部に線刻蓮花文を入れる。
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第58図第 137次調査出土士器（縮尺 1/3、1/4)
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N. 第 137• 143次調査
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第 59図 第 137次調査 出士士器、金属製品、石製品、銭貨（縮尺 1/3、1/4、2/3)
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3. 遺物
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第 60図 第 143次調査出士土器、金属製品（縮尺 1/3、1/4)

第 6表 第 137• 143次調査出土遺物観察表(PL.71 第 58~60図）

第137次調査出士士器(PL.71 第58• 59図）

青磁 ―l ] ［ ［ 25 

0 24 鉄釘

0 5cm 
I I I I I | 

単位：cm

No 器種 法量／焼成／色調
胎上

形状 調整／文様
出土地点

残存 備 考

[ l' 17. 6 極軟砂質粒 ロ縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち Iが 外口縁縁部部～体部回転ナデ Aトレンチ

1 靡胃 高 2 9 る／口端部外方へ屈曲／口端部内側受日状 内’日 ～体部回転ナデ R • S9~17 
焼色 不良 l/10以下 外：体部F位露胎

' 濁緑色

口' 19.6 極軟砂質粒 [1緑部・やや外反して斜め外方へ立ち上が 外：口緑緑部部～体体部部回転転ナデ Aトレンチ

2 灰釉 高 2. 8 る／口端部内側受口状 内：口 ～ 回ナデ R ・ S9-17 
捏鉢

焼色． 灰良緑好色
1/10以下 外体部下位露胎

喜 淡良茶好色 白極色砂粒粒子 ロ／部縁口部：緑上：短く上方へ立ち上がる／口端こ凹面線は平 外口緑部ヨコナデ／胴部上位 Aトレンチ

3 越大前甕焼 坦 部中央に凹面／口端部内側｛ ナデ R・S9-17 
堅緻 胴 位で大きく張る 内．口指縁頭部痕ヨコナデ／胴部ナ

1/10以下 プ―ゞ ・

口． 17 0 極砂粒 ロ緑部．内湾して外方へ開く ILl端部内傾し
外部内周：：回回縁転転回ナナ転デデヘ／ラ底ケ部ズ未リ調整／底

Bトレンチ

越前焼
鹸： 6.0 白色粒＋ て屈部曲／口端底面平坦 A-Jl2-20 

4 底： 126 堅緻 底 ．やや凹
鉢

焼色： 明良茶好色
1/8 

..-•｀●と一•• .---

ロ 6. 3 極軟砂質粒 ロ縁冒部：直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ
外ナ：：口口デ縁縁・部部被～ヨ熱体コナデ／体部～底

B―③トレンチ

七師器
蘭 27 底唇 は丸く収める

部内部ナ：口ァ鯰部 部ヨコナデ／底
Gl4/SV6806 

5 底． I.4 4/5 ：平底 片口状に歪む
小皿

焼色；． 橙良褐好色
9→-←←4●,.,.., --

口 7. 2 極砂粒 ロ縁部部・直線状に斜め外方へ克ち上がるIロ
外・L口指1緑縁頭部部痕～／ヨ底底コ部部ナナヨデデコ／ナ体デ部ナ

B—①トレンチ

+．師器
晶. 1. 3 軟質 底唇 は丸く収める プ―ゞ ・ 片口状に歪む

6 底： 2.5 1/1 部平底 内・ 口端部スス付着
小皿

焼色・ 橙良褐好色
●言ー • -• -----

焼
橙不褐良色 白極色軟k砂粒質粒子

／ロ口縁端部部：内直側線状に外方へ開＜／口端面は平坦 外卸：：回同目転転ヘナラデケ／ズ幅リ／シャープ B—①トレンチ

7 越揺前鉢焼 色 に段 内の 3 3 c m • 1 1 条 G • H14~17 

1/10以下
幽—---

口 3 8 精緻 ロ緑部：短く卜.方へ立ち上がる／口端部外方 B—①トレンチ

8 
青磁 高 2. 7 1/10以ド ヘ屈曲 Hl6 ・ 17 
瓶f•

焼色：オリ良ー好プ青
...・・ •ャ•+̀― 

口． 21. 0 精緻 ロ緑部短く上方へ立ち上がる／口端部丸く B—①トレンチ， 青磁 蘭： 3. 4 1/10以下 収める Hl6 ・ 17 
酒会壺 焼： 良好

色・オリープ
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w．第 137・ 143次調査

単位：cm

No 器種 法量／焼成！色調
胎十．

形状 調整／文様
出上地点

残存 備 考

口． 15 6 精緻 ロ緑部部丸：直く線収状めに斜め外方へ立ち上がるIロ 外．胴部部回転ナデ B—①トレンチ

to 朝鮮製 高 3 2 1/10以下 唇は る 内胴回転ナデ Hl6 ・ 17 
碗

焼色． 透良灰好色
~ ~ 

． 

焼色．暗こ良げ好茶色 白極色砂粒粒子
ロ縁部：短く外傾して立ち上がるI口端面は

外ナデデ：直口／・押緑縁指部印部頭／ヨヨ痕シココャナナーデデプ／I 胴部上位
Cトレンチ

1l 越前甕焼 平坦／口縁部中央に突帯／口端部内側に段 Z • A'8 
堅緻 内 胴部上位 外 降 灰

1/10以下 ナ

ロ・ 8.9 極軟砂質粒 ロ縁部部側：直に線段状／に斜唇め外方へ立ち上がるIロ
外デ：・口ロ指縁縁頭部部痕～／ヨ底底コ部部ナナヨデデコ／ナ体デ部ナ

Fトレンチ

12 
土師器 高・ 2.0 端内 口部は丸く収める／口端部 O-S7~10 
小皿

焼色．： 黄良褐好色
1/1 に段 内： 口端部スス付着

底部丸底
I,.“とし止•…可町― ---

口： 8 4 極砂粒 日緑部部内 直線状に唇斜部めは外丸方くへ収立めちる上がるIロ 外ナ：目デ縁部ヨコナデ／体部～底 Fトレンチ
蘭"： 1.8 軟質 端 側に段！ロ S9/SF6810 

13 士師器 底： 4.0 1/1 底部平底 部内口緑部～底部ヨコナデ
小皿

焼色： 良好色
： 橙褐

....ー叫•と —---

口： 8. 9 極軟砂質粒 ロ縁部部：直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ
外デナ：：・口口指デ縁縁頭部部痕～／ヨ底体コ部部ナナヨデデコ／ナ｛本デ部Iナ

Fトレンチ

14 土師器 高： 1. 9 端 内側に段／日唇部は丸く収める S9/SF6810 
小皿

焼色． 淡橙良好褐色
4/5 底部丸底 内 底片口状部に歪む

部 口端スス付着
●’●’ギ’•’•→ふ●●~· ----

日' 7. 4 極軟砂質粒 ロ緑部部直線状に斜め外方へ吃ち上がるIロ 外デ 口緑部ヨコナデ／体部ナ Fトレンチ

15 士師器 吉I口J 1. 6 唇底 は丸く収める ・ロ指緑頭部痕～／底部部ナデ S9/SF6810 
小皿

焼色． 燈良褐好色
1/1 部’丸底 内． 底ナデ 片口状に歪む

ら…`ー…-'‘"-ー→一ー・
口' 9. 6 極軟砂質粒 端ロ緑部部内側：直に線段状／口に唇斜部めは外丸力くヘ収立めちる上がるIロ 外ナ：口デ縁部ヨコナデ／体部～底 Fトレンチ

i6 土師器 底蘭 1. 5 
部内．口緑部～底部ヨコナデ

S9/SF6810 

小皿
. 2 8 1/1 底部平底 片口状部に歪む

. ~ 

焼色・ 橙良褐好色 II端スス付着

9 9叩そ←山.叫ヽ

口 90 極軟砂質粒 ロ緑部部部丸：直く線収状めに斜め外方へ立ち上がるIロ 外 口ロ指緑緑頭部部痕～／ヨ底底コ部部ナナナデデデ／体部ナ
Fトレンチ

土師器
侶］． 4.8 底唇は る プ―̀・ S9/SF6810 

＂ 小皿
底 46 1/1 平底 内 片口状部に歪む

焼色． 橙良褐好色 口端 3/4スス付着

.,....,. .. 
口 8 9 極軟砂質粒 ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち rーがるIロ

外 口ロ指緑縁頭部部痕～／ヨ底底コ部部ナナナデデデ／体部ナ
Fトレンチ

18 七師器 高・ 2.0 底唇部部は丸く収める フ―—ゞ . S9/SF6810 
小皿

焼色． 橙良褐好色
1/1 ：丸底 内 片[l状に歪む

口' 9.5 極軟砂質粒 ロ誓縁部直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ
外デ：・日ロ指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデ／デ底II部本部ナ

Fトレンチ

上師器
晶 20 底唇 は丸く収める S9/SF6810 

19 底 43 4/5 ：平底 内・ ナデ 片［］状に歪む
小皿

焼色： 橙良褐好色

ロ： 8.9 極軟砂質粒 ロ縁喜部内直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ
外：口目指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデ／デ底／体部部ナ

Fトレンチ

20 上師器
蘭 1.7 端 側に段／口唇部は丸く収める プ--~｀‘ ・ S9/SF6810 

小IJl1
底 4.2 4/5 底 ．平底 内： ナデ 片口状内に歪む

焼色． 灰良黒好色 外・ ’スス付着

`4峡`”→ゲ＊h今...

口． 11. 2 極軟砂質粒 ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ
外： 口1指]縁縁頭部部痕～／ヨ底底コ部部ナナヨデデコパナ本デ部ナ

Fトレンチ

上師器 高 I.7 底唇部部は丸く収める／口端部だに段 プ―ゞ ・ S9/SF6810 
21 底 45 1/1 ：平底 内： 片口状部に歪む小皿

焼色・ 橙良褐好色 II端スス付着

｀…←••"ぶn

ロ・ 13. 3 極軟砂質粒 ロ部緑部部丸：直く線収状めに斜め外方へ吃ち上がる/1I 外デ．口指緑頭部痕ヨコナデ／体部ナ Fトレンチ

士師器
蘭．．』： 1. 9 唇は る . I底部ナデ S9/SF6810 

22 小皿
底 60 1/3 底 ．平底 内．口縁部ヨコナデ／底部ナデ

焼色：： 橙良褐好色

11' 36. 0 極砂粒 ロ端縁部部や：直や線外状反に／口外端方怜へ開＜／口端面平坦I外内：回回転転ナナデデ／底／幅面3未.0調cm整• 10条
Fトレンチ

~ ~ ~ ~ 2＼ ~ 3 ~ ~ 越前焼 底尚 . I I. 2 白色粒子 口 部内側に沈線 S9/SF6810 

播鉢
: 14.4 堅緻 底部：平坦 の卸目 外口緑部自然釉

焼色・ 淡良茶好色 1/6 内自然釉

．．.::.●心-•
i~ ]' I I. 0 極軟砂質粒 ロ縁部・直上へ短く立ち卜．がる／口唇部は丸 外：日デ縁部～受部ヨコナデ／体 Fトレンチ

土師器 悶蘭 8 0 く収める 部ナ ・指頭痕／受部にヘラ S9/SF6810 
24 羽釜 ． 淡茶良好白色

1/6 受部：平滑／幅l.OcIIl
記指内頭号：日痕縁部～体部回転ナデ後体部～底部平底

． 
高． 3 0 精緻 底部．削出高台 Fトレンチ

・~ ~・2＼ ~ : ~ • 5 ~ ~ ~ 讐 底 4. 3 1/6 S9/SF6810 

焼． リ良ー好プ 外：底部トチン・露胎
色・ォ灰

,. 

口： 13. 3 精緻 ロ縁部内湾して外方へ立ち Kがる／口端部 外：同転ナデ Fトレンチ

青磁
→蘭~• ： 2.9 1/8 底で外部反：削／出口唇麻部台は丸く収める 内・回転ナデ O-S7~10 

皿
底． 7 2 外．底部周縁トチン・

焼色・ オリ良ー好プ灰
露胎
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3.遺物

単位：cm

器種 I法量／焼成／色調1--------;点I 形状 1 調整／文様 1— は士地；
閉 iオリ已I1／悶酎1且鰐晶覧して外方へ立ち上がる／口唇部旦口縁部～体部に線刻蓮花1“̀／・露胎

口： 15. 7 |， 高:4.3 

白』玄 明良9白.好o 色

口： 33. 6 

越揺前鉢焼 9高；: 
7. 6 
14. 8 

闘
口： 9.7 

土師器 1高： 2．2 

小皿
底： 6.0 
焼： 良好

色： 橙褐色．．．．．．．．．．．．．．． 
口： 16.4 

灰釉 1高： 1．6 
卸皿 焼： 良好

色：淡灰緑色

精緻 1口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が
1/6 る／口端部で外反／口唇部は丸く収める

底部：削出高台

Fトレンチ
S9/SF6810 
外：高台端面露胎

譴
皿

暉皿

， 面．： 1. 3 
: 4. 4 

：． 灰良白好色

口： 9. 2 

喜 2. 0 
5. 0 

焼色：： 明良白好色

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端部平坦 外：回転ナデ／底部未調整・周 Gトレンチ
白色粒子底部：平底 縁縄目痕 U!O • 11 
堅緻 内：回転ナデ／同心円の青海文内：自然釉・降灰
1/8 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ Gトレンチ
軟質 唇部は丸く収める／口端部段あり デ・指頭痕／底部ナデ UlO • 11 
3/4 底部：凹底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部回転ナデ／体 Gトレンチ
精緻 る／口端部受口状 部下位回転ヘラケズリ Ul0. 11 

1/10以下 内：口縁部～体部回転ナデ／底外：体部露胎
部卸目

精緻 I底部：割り高台
1/10以下

?}f ロ縁部：外反して外方へ立ち上がる／口唇部
は丸く収める
底部：削出高台

Gトレンチ
U!O • 11 
外：高台端部露胎

-
Gトレンチ
U!O • 11 
外：高台端部露胎

金属製品 (PL.71 第59図）

No I器種 1-：-----1-----;-----1残存 I材質

単位：cm/g 

特 徴 I出土地点

単位：cm/g 

No I 器種 I•••長．．．．I．．厚．．．I 残存 材質
幅重 色調

特徴 l出士地点

鉄釘: }}--1—0 -5 -1—2/3 -1ー鉄製品1は誓窒嘉［，り贔斎孟
鉄釘 It:[ °_:_4 4/5 鉄製品 断面長方形IAトレンチ

鉄釘 I6: ~ I 0_:_ 4 I 4/5 I鉄製品 I断面正方形 IAトレンチ

鉄釘 I1. 3 
7.l I ゚． 5I 111 I鉄製品 I断面正方形 IGトレンチ

鉄釘11:[ °_:_4 4/5 鉄製品 断面長方形 Aトレンチ

鉄釘 心[ ° _ 4 1 4/5 1鉄製品．l断面正方形．l•G トレンチ 五徳
11.0 I 1.6 

.．.'.1.…...I.....!．：..6... 
庖T 11.5 I o.5 

4. 0 

ー ，鉄製品 先端切先状に Fトレンチ
加工して屈曲 S9/SF6810 

1/4 I銅製品 l
先端部残存 IBトレンチ

鉄釘 I冒 I o.:..1 I 4/5 I鉄製品 i断面正方形 IB―②トレンチ

石製品(PL.71 第59図） 単位：cm/g 

器種

法量（最大値）----------------------

長 l厚
短！重

材
調
質

石
色
材存残

調整•特徴 備考 出土地点

砥石 I 4. o I 1. 1 
3. 0 

石臼 上29.4 I 12. s 
上臼 下31.0 

茶臼 8. 0 
下臼 最：42.0 

---------------------・・・・・・-------・・・・・-・-．．．．．．．． 

バンドコ 幅高280.. 0 8 
奥行
12. 5 

凝灰岩形状：楔状直方体／下端部欠損
l/2 I暗赤色砥面／表裏面・左右側面・下端面

硬質 1断匝聾．尼．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
形状：扁平円柱

笏谷石
上面：J::面は平坦／上面周縁帯は幅4.0cm、高さ

1/4 I淡緑色
I. 5cm／中心と周縁帯の間に長方形の物入れをl

軟質
つ穿つ／物入れは上下面から穿孔
側面：側面中位左右に長方形の挽柄穴を設ける

下面：下面は軸受穴を中心に凹面．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
形状：皿形扁平円柱

1/10 
笏谷石上面：揺面欠損／播面周縁に受部／幅11.1cm 

以下
、 淡緑灰色側面：ハの字に踏ん張る底部に内湾して立ち上

軟質 がる受部が付く／平滑
底部：側面／平滑

砥面5
粒度：密
中・仕上げ砥

-------• 1 -------- --

底面摩耗

Fトレンチ
S9/SF6810 

................. 

Dトレンチ
DIO/SE6808 

被熱 Fトレンチ
S9/SF6810 

笏谷石 D形バンドコ ．．．．．．．．．ー·_．．．．．．．．．．．．．．-----•-.....『釜涵箪而荻熱...---------------G下しシ亨

l/2 I暗茶色外：幅2.0cm •長さ 3. 0cm以上の透孔4と推定
軟質 内：タタキ調整

I Vl1/SZ6811 

銭貨(L.71 第59図）

No I一種類1―法量（最大1直）．
台帳番号径 l厚！重

l残存I時期

単位：cm/g 単位：cm/g 

出士地点

皇宋通宝
2525 | 2. 5 | 0. l l | l. 7 

......... 

口平元宝izos-"'-I 2. 5 I o. 13 I 1. 1 

3/5 
北宋
初鋳1039年

3/51覇轟，95年

Bトレンチ

背文-
Aトレンチ

法量（最大値）
径！厚l重1残存 1 時期

2. 5 | o. 13 | 2. 6 | 1/1 i翡贔，90年
....................... 

2. 5 I o. 13 I 2. 6 I 1/1 I 北宋初鋳990年

出土地点

Fトレンチ
3枚重ね．．．．．．．．．．．．． 
Aトレンチ
2枚重ね
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IV. 第 137・ 143次調査

第143次調査出七t器（第60図） 単位：cm

No I 器種

1 
越前焼

甕

2 
越前焼

甕

3 越拙訓鉢焼

怯最／焼成／色調1:：： I 形状 1 調整／文様 1 二士地；
焼： 良好 極砂粒 口緑部：短く外傾して立ち上がる／口端面は外： II縁部ヨコナデ／胴部上位 1トレンチ
色： 濃茶色 白色粒 f• 平坦／口緑部中央に突帯／口端部内側に沈線 ナデ／シャープ

精緻 内：日緑部ヨコナデ／胴部上位
1/10以 F ナデ・指頭痕

................................................................................................................................................................................................................................ 

焼： 良好 1 極砂粒 口緑部：短く外傾して立ち十がる／口端面は外：口緑部ヨコナデ／胴部上位 13トレンチ
色： 淡褐色 白色粒—f 平坦／口緑部中央に突帯／口端部内側に段 ナデ／シャープ

堅緻 内： 11縁部ヨコナデ／胴部上位
1/10以 F

I 
ナデ・指頭痕

.............................................................................................................. ·•······•········............... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・........................................... 

焼： 良好 極砂粒 口緑部直線状に外方へ開＜／口端面平坦／外：匝転ナデ 1不明
色： 橙色 白色粒子 II端部内側に沈線 内：回転ナデ／青海波文の卸目

堅薇
I/JO以下

―9“”叫•I I焼 良好 極砂粒 1口縁部直線状に外方へ開＜／口端面凹む 外回転ナデ／ンャープ I不明

4 I 越前焼 色：橙褐色 白色粒 f
捕鉢 堅緻

I内：回転ナデ／幅3.ocm. 12条
の卸甘

1/10以下

5 越揺前鉢焼

6 越梱前鉢焼

...．..．..．．．．．.．．．．．．．．．.．．．．．.．..．．．．．．．．.．．．．．．．．.．.．.．．．.．I.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

外：底部：摩耗／底部周緑縄目 1トレンチ
痕
内：幅2.7cm • II条卸目

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
'
 

口
高
底
焼
色

器
皿

而且
ヽ

-

土

l

J

i

7

 

『、

--― 1 ――ー・・・・・・・•---• -• -•・・・・・•------• --
焼： 良好 極砂粒 1底部：摩耗
色： 橙褐色 白色粒子

堅緻
1/10以F

••卜焼：．．．．．．良好.......I• 微砂粒 ・三郎：摩耗 ． ． 

色： 灰色 白色粒＋

堅緻
1/10以下
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------• • ----------------.．．.....．... 

8.0 極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち卜.が外：口緑部～底部ナデ／白色化11トレンチ
l. l 軟質 るIl]唇部は丸く収める

良好
3.0 l/b 底部．平底 1貫〗1 縁部～底部ナデ

白褐色

．
．
．
 

口
高
底
焼
色

器
皿ヽ

而h
 

土
lJ

8
 f

色

0
7
0
女
褐梧

&

L
ふ
良

極砂粒

↑慧

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

外：底部：摩耗
内：幅2.0cm • 7条卸目

．
チンレ

．
、i

3
 

ロ緑部：直線状に斜め外力ヘ立ち卜がる／口 外：口緑部ヨコナデ／体部～底 I不明
唇部は丸く収める 部ナデ
底部：平底 内：口緑部～底部ナデ

11: 6. 2 
高： 1.5 

9 I 土師器
小皿

底： 3.2 
焼： 良好
色： 橙褐色

-”'-`;·•:····;:~;···;··~·r ・・・・・・・・・・l:・!・・・・・・・・・1 極砂粒 口縁部．直線状に斜め外方へ立ち卜かるIロ

10 I 土師器
高： 1. 2 軟質 唇部は丸く収める

小皿
底： 3. 4 I 1110以下 底部：平底
焼： 良好
色： 橙褐色

極砂粒

車胃？
ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がるI口 外：口縁部ヨコナデ／｛本部ナ 13トレンチ
唇部は丸く収める/1」端部内側に段 デ・指頭痕／底部ナデ
底部：平底 内：口縁部～体部ヨコナデ／）氏

部ナデ

極砂粒

車［息

外：口縁部ヨコナデ／｛本部ナ I不明
デ・指頭痕／底郎ナデ
内：口縁部～）氏部ナデ

口： 10.0 

土師器
高： 1.7 

1 1 1 小皿
底： 4.0 
焼： 良好
色：淡白褐色

・心●●●●●●“••+····• ・-•·······• • • -+・・・・・・-・・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・・・・・・・・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・1・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・ ・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・ ・ ・ . . ..... ..... .. . 

口： 8.8 極砂粒 II縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口緑部ヨコナデ／体部ナ 13トレンチ

上師器
高： 1. 8 軟質 る／口唇部は丸く収める／口端部内側に段 デ・指頭痕／底部ナデ

12 I 
小皿

底： 3.o I 112 底部：平底 内：口縁部～体部ヨコナデ／底
焼：良好 部ナデ
色：淡黄褐色

-·• .. ·-·•1······················1············· ・・・ I I -- - --·-··--·・•-• -....... j....................● ● ● ● ● ● ●ー．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー..
目： 8．6 極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち卜が外：口縁部ヨコナデ／体部～底！3)、レンチ

13 1 
土師器

高： 1. 8 軟質 る／口唇部は丸く収める／口端部内側に段 部ナデ

小皿
底： 2.4 I 112 底部：平底 内：口縁部～体部ヨコナデ／底
焼：良好 部ナデ
色： 橙褐色

．・:●●W~l 口 12 0 極砂粒

14 土師器 高： 2. 2 
小皿 悶： 良好 1/6 

軟質

： 橙褐色
1- 心•'..＂しら• .．．．．．．．．．．．．．．.．..．．． .．．．．．.．．.．．．----- ------------------------- -------------- -----------.．．...．＿．．.．．.. -• --・ • -．．．..．.. -.．....．.．．．．...．．..．．...．...．......... ．..．......．.．..．..．． .．． ．. -------------- --• ---• • ---

15 1士師器 高： 2．0 軟質
口： 13. 0 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部～体部ヨコナデI唇部は丸く収める／口端部やや外傾 1内：口縁部～体部ヨコナデ

I不明

小皿 焼： 良好 1/8 
色： 橙褐色

I 16ヽi~誓［中｀ 言 叩□汀似こり芦畠ぷ請富贔1]温喜：：仇雷::]； |1明

~ ~ふ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•• ---------------------------······················•·················································....................................................................................................... 
口： 17. 0 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上かる/r1 外：口緑部～体部ヨコナデ lトレンチ

17 門讐 霊 点゚0 亨息 胃畠丁喜贔収める／口端部外傾・内側に段II内．口縁部～体部ヨコナデ 外底部スス付着

焼： 良好
色： 橙褐色

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------1 ------------

ロ緑部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口緑部ヨコナデ／｛本部～底不明
唇部は丸く収める／口端部内側に段／口端部部ナデ
に段 内：口縁部～｛本部ヨコナデ／底
底部：平底 部ナデ

.．,.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．..．.．．．．．．．．I.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

LI縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がるI口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ不明
唇部は丸く収める／口端部に段 1デ・指頭痕

内：口縁部ヨコナデ／体部ナデ
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3. 遺物

単位：cm

No 器種 法量／焼成／色調
胎上

形状 調整／文様
出土地点

残存 備 考

18 白磁
焼色： 透良白好色

精緻 3トレンチ
皿 1/10以下

．．．→^●/ ，．，●` 

19 白磁 焼色： 明良白好色 精緻 3トレンチ
杯 1/10以下

日^ と-が--日----- ----------------

口' 14 4 精緻 ロ縁部・内湾して外方へ立ち上がるI「l唇部 外い縁部～体部に線刻蓮花 lトレンチ

20 青磁 蘭・ 4. 6 1/10以下 は丸く収める 文
碗

焼色：： オリ良ー好プ灰
内．底面周囲に陰刻草花文

b•レ→いらヤ+0:--＊→ 一―--

喜 1. 1 精緻 底部：削出高台 不明

21 
青磁 4. 7 1/10以下 外：高台端面露胎
皿

焼色・ オリ良ー好プ灰
:てミ-←,..’さ一 ――-- -・・・・-・-・ --・・-・-・・・----- ---・-----・・----・ -・・・・ 

口' II. 6 精緻 ロ緑部’緩やかに内湾して斜め外方へ立ち 外 口こ縁呉部須上宝位珠に文呉／高須圏線1/ 2トレンチ

染付 誓 3. 0 1/10以ド 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め 冑体部1 台に圏
22 6. 8 る

/し~

皿
焼色・： 白良黄好色

底部削出高台 圏：口線縁2／部中に圏線l／底獅面周縁
に 央に玉抱き子文

~ ~ ~”呵

霊 2 5 不良 底部．削出高台 2トレンチ

23 朝鮮碗製 5.0 1/10以下 外高台端面露胎

麿 悶

金属製品（第60図） 単位．cm/g 単位'cm/g 

長 厚
残存 材質 特徴 出上地点 器種

長 厚
残存

材質
特徴 出土地点No I器種 I

重
No 

幅 重 色調幅

24 I鉄釘 5 2 0.3 
2/3 鉄製品 釘断頭面欠損 区域不明 25 鉄釘

3.8 0. 4 
2/3 鉄製品

釘頭欠損 区域不明
0.3 方形 0. 4 断面方形
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V.第 113• 118次調査（八地谷川北岸の遺構その 1) 【城戸ノ内町字木蔵・雲正寺】

1.第 113• 118次調査（八地谷川北岸の遺構その 1)の概要(PL.41 • 42 • 49 • 50 第61• 62図）

第 113• 118次調査区は、城戸ノ内町字木蔵・雲正寺に所在し、朝倉館跡唐門から北西へ約240m隔てた一乗

谷川左岸に位置し、西方から一乗谷川に合流する八地谷川扇状地の北岸の水田に立地する。北岸東側は第 113

次調査区、同西側は第 118次調杏区に区分される。二つの調査区の南側は八地谷川を挟んで第63• 112 • 114 

次調査区と対峙する。水田は、八地谷川に沿って、西から東へ向かって約 LO~L 4mの段差を有して階段状

に下降し、大きく上・中・下段に分かれる。標高は上段水田面で52.8m、中段水田面で51.4m、下段の水田面

で49.5mを測る。地形的には、調査区中央東西付近に高みをもって、南北に山折りの緩傾斜をもつ（第仮69図）。

一帯は、南岸と同様、通称「八地千軒」と言われ、従来から中小規模の屋敷跡の存在が想定されていた。

八地谷川南岸の第63• 112 • 114次調査によって武家屋敷、町屋が確認できたため、引き続き八地谷川北岸

の遺構の状況を確認するべく、第 113• 118次調査に着手した。

調査の方法は、調査区内に任意の 1辺 3mを測る方形グリッドをかけ、東西方向に 23~49、南北方向にY'

~B'の番号を付して、遺構の記録と遺物の採集に用いた（第62図）。グリッドの傾きは南岸と異なるが、南岸

同様、遺構検出面の高さを基準にして遺構全体を把握する必要があり、第 113• 118次調杏区の遺構を一括

して、全体を改めて第 I~VII区域に区分した。第 I~III区域は第 113次調査、第II• N~VII区域は第 118次

調査区に含まれる。

2.遺構

第 113次調査(PL.41~48 第62~65図第7表）

第 113次調査の調査区は、一乗谷川左岸に立地し、南北長約69.OmX東西長約 29.0~40.0mの規模を測る。

調査面積は 1,700m2を対象とした。調査期間は平成 14年(2002)4月2日～同年 12月25日である。航空測量

は同年 12月6日に実施し、その後埋め戻し作業を行った。

調査の方法は、地形に沿って、調査区内に任意の 1辺 3mを測る方形グリッドをかけ、東西方向に 23~35、

南北方向にB~Yの番号を付して、遺構の記録と遭物の採集に用いた（第62図）。

遺構は南岸と同様に、中・上段水田に広く展開し、中段水田の遺構を北から南に第 I• II区域、上段水田

の遺構を南から北に第III・N区域に区分した。グリッド上では、第 I区域は中段水田北側N-Y23~31、第11

区域は中段水田 B--M32~35、第III区域は上段水田 B-S32~35、第W区域は上段水田 T-Y32に相当する。

調杏の結果、 3つの武家屋敷区画が確認され、第 I• II区域を合わせた区画 I（旧区画①）、および第III区

域の区画11（旧区画②）、第W区域の区画III（旧区画③）の一部をとらえることができた。

3つの区画は、全体的に削られており、遺構の残存状況は良くないが、中段水田に立地する第 I• II区域

の区画 Iは、礎石建物と屋敷内区画溝を備え、現状で敷地面積は約 1,200面以上を測る。遺構は、礎石建物6、

道路2、土塁石垣4、門 1、区画溝3、暗渠 1、埋甕遺構 l、石積施設2、井戸3、石列2が検出された。

土塁石垣は西側に背を向けてコの字に配され、南・北側上塁石垣が一乗谷川まで延びていたとすれば、区

画 Iは扇形を呈し、当初は約2,000面を測る区画であったと想定される。南側で東西に延びる古い時期の石

列があり、本来小区画であった屋敷地を一つに改変したと考えられる。

上段水田に立地する第III区域の区画11では、広範囲に砂利敷きが認められ、道路 l、土塁石垣3、暗渠 l、門 2、

井戸 lが検出された。第w区域の区画IIIでは、溝 1、石垣 1を検出するにとどまった。以下、主要な遺構に

ついて述べる（第7表）。
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第 113• 118次調査

I I I 

弟

（疇9鈴ぷ＼
第113次調査区
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弟[f 名

貪
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• 52. 8 10 20m 
, 1 1 

ゞ／ ‘`＼、 ¥7

第 61図 第 113・ 118次調査位置図（縮尺 1/600)

第 1区域区画 I武家屋敷(PL.41~45 

建物

第 62~65図）

SB5121 (PL. 43 第63図） S26に位置。礎石建物である。建物は桁行・梁間不明。柱列の主軸はN75°Eに向き、

桁間寸法 2.1を測る。規模は不明。南東側の SB5120より後出する。土師器皿 152が出上した。

SB5120(PL. 43 第 63図） 炉S25~26に位置。礎石建物であり、桁行 3間、 梁間 l間分が検出された。主軸は

N25° Eに向き、桁行 5.8m、桁間寸法 1.lm~2. Sm、梁間 1.lmを測る。床面積は不明。礎石は 40~50cm大を測る。

建物北東隅に 1.Om四方を測る正方形の空間をもつ。検出面の高さから南側のSB5118に先行する。
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2.辿構
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 第 63図 第 1区域区画 ISB5121 ・ 5120、SA5095、SI5140、SZ5126、SD5096• 5124 • 5125（縮尺 1/100)
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V. 第 113• 118次調査

＼` 
S85199 

第 l区域（区両 I)IQ 

ー ＼
 

S85118 • 5119(PL. 45第 64図）

O-P25~27に位置。SB5118は小型の長

方形の礎石建物と推定される。

桁行 2間、 梁間 1間分のみが検出さ

れた。東西に主軸をもち、 桁行は西へ

亨延びてゆくと推定される。主軸はN76

° IVに向き、桁行 3.5m、桁間寸法 2.lm、

梁間2.9m、梁間寸法 1.5mを測る。床面

積は不明である。

SB5119は、SB5118と同一方向に主軸

をもち、同規模の礎石建物と考えられ

るが、SB5118の桁行が西に延びてゆく

N のに対し、東へ延びてゆく。全体の桁行、

第 64図 第 1区域区画 ISl35118 ・ 5119（縮尺 1/100) 梁間は不明。桁行4.8m、桁間寸法 1.4~

4.8m、梁間 0.8mを測る。東 ・南辺が SB5118に切られていると考えられ、SB5118に先行する建物と考える。

SB5122(PL. 43 第62図） R • S29 • 30に位置。礎石建物である。桁行2間、 梁間1間のみが検出された。東西

に主軸をもつ建物と想定すれば、主軸はN75°Eに向き、桁間寸法2.lm、梁間寸法 1.7~2. 3mを測る。建物

の規模は不明。

東側のSB5121と建物の主軸、桁行寸法が同じであり 、SB5121と同時期なら、南東側のSB5120より後出す

ると推定される。

SB5123 (PL. 43 第 62図） Q30に位置。礎石建物である。桁行、梁間不明。建物の主軸や規模は不明。Q31付

近で区画 Iの西側土塁石垣の幅を縮小させて礎石を据えていた。北側のSB5122東辺の柱列を南に延長すると、

柱列の向きから同一の建物であった可能性もある。

道路、土塁石垣

SS5091（第 63図） X-Y30~32に位置。西端は南北道路 SS295と接続する東西道路である。北側土塁石垣に沿

って、主軸はN52°Wに向き、全長約 26.ox幅2.0m以上と推定される。

X29付近の門柱石と考えられる巨石から南東延長には SD5127が構築されていた。さらに以東は、X27付近

で農道と重複し、状況は不明である。

SA5092 (PL. 44 第62図） X28~31に位憧。区画 lの北側土塁石垣である。西端は西側土塁石垣SA5094に接続

し、東端は門SI5140に接続する。主軸はN52°Wに向き、全長約 11.OmX外寸幅は1.3mを測る。土塁内外側

には 30~70cm大の石が 1• 2段残存していた。

X30付近において 180cm大の巨石が検出され、これを門柱石とすれば、北側のSS2952と並行するように、

区画 Iの北東隅にも福 2.0mを測る門が存在した可能性がある。 X28付近では、土塁石垣を横断して SD5127

に流れる暗渠SZ5126が検出された。

SA5095（第63図） W • X23~26に位置。区画 Iの北側士塁石垣である。西端は門SI5091に接続する。主軸は

N52° Wに向き、 全長約 12.5mX外寸幅は 1.3mを測る。W25付近に100~150cm大の石が 4石集中して検出され、

門が存在した可能性がある。東端手前で屋敷内から SD5096が間渠として直交する。
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2.遺構

SA5094 (PL. 45 第 62図） K-X30 • 31に位置区画 Iの西側土塁石垣である。区画 I• IIの間を通る南北道路

SS2952が西側に並行して構築されていた。主軸は Nl0° Eに向き、全長約 40.OmX外寸幅は 2.2mを測る。南

半分の C-K31• 32の範囲は後世に削られていた。士塁東側面では 0.5~0.Sm大の石を用い、士塁西側面では

0. 8~1. 2m大の大型の石を用いていた。越袖焼壺 154、朝鮮製甕 155が出土した。

南端が東西に延びる南側士星石垣 SA5093に直交すれば、南北道路 SS2952と共に全長約 65.0mの規模を測

ると推定される。 Q31付近において幅を 0.5m狭める特異な構造が観察されるが、石垣の新旧ではなく、礎石

建物 SB5123の構築に起因するものと考える。

門、溝、暗渠

Sl5140(PL. 44 第63図） W・X26・27に位置。区画 lの北側石垣士塁SA5092とSA5095の間に挟まれた門である。

主軸はN52° Wに向き、門の内寸幅 3.5mX奥行2.0mを測る。上面は破壊され、20~70cm大の石が散乱していた。

東西道路 SS5091に面し、 SD5127上に渡橋をかけて、北側の区画 lへの入口としていたと考える。

SD5096 (PL. 44 第 63図） U・V23・24に位置。主軸は N40° Eに向き、直線状に北東に流れる石組排水溝である。

長さ 5.2mX幅 0.3mX深さ 2.0mを測る。両岸に 20~40cm大の石を 2段積んでいた。底面に長さ約 120cmX幅

約 25cmX厚さ約 5.0cmの笏谷石の板石を底石として 3枚敷いていた。北端は SD5127に直交する。

SZ5126 (PL. 45 第 63図） W • X28に位置。 SD5127に直線状に北東に流れる暗渠である。 W28付近で北西側に向

きをとる部分は、主軸はN30° Wに向き、長さ 1.5mX幅 0.3mX深さ 0.3mを測る。両岸に 20~40cm大の石を 1

段積み、 30cm大の石を 4石用いて蓋石としていた。屈曲部となる範囲は長さ 1.3mほど削られていた。

北東側に向いた部分は、主軸はN25° Eに向き、長さ 1.8mx幅0.3mX深さ 0.2mを測る。蓋石は 1石を残し

て抜き取られていたが、両岸に 20~40cm大の石を 1段積み、 SD5127と直交していた。

SD5124(PL. 45 第63図） T25~27に位置。上面は破壊されていた。南東に流れる石組排水溝である。主軸は

N78° Wに向き、長さ 6.OmX幅 0.3mX深さ 0.2mを測る。両岸に 20~40cm大の石を 1段積んでいた。東西両端

は攪乱を受けていたが、東端は L字に屈曲して SD5125に接続し、敷地内を細分する区画溝であったと考える。

SD5125 (PL. 45 第 63図） T-W25に位置。上面は破壊されていた。北東に流れる石組排水溝である。主軸は

N30° Eに向き、長さ 10.OmX幅0.3mX深さ 0.2mの規模と推定される。両岸に 20~40cm大の石を 1段積んで

いた。北端は SD5127に接続し、南端は SD5124に接続していたと考える。

第I1区域区 画 I武家屋敷(PL.46 第 65図）

埋甕遺構

SK5100(PL. 46 第65図） G・H24・25に位僅。下層の遺構である。埋甕遺構である。全体は焼士で覆われていた。

調査当初は、第 73図に示すように、東列に 4基の士坑が南北に逆 L字状に並び、西列に 2基の士坑が直線

状に並んでいる状況で検出した。全体測量後、再度、精査を試みた結果、 SK5100は、 PL.46で示したように、

主軸が N25° Eに向き、東列に 4基、中央列に 5基、西列に 3基の士坑が整然と並ぶ埋甕上坑群であること

が明らかになった。各士坑は円形を呈し、径 0.6~0.SmX深さ 0.3m前後を測るが、東列中央の土坑にのみ越

前焼甕底部 159が残り、他の士坑の甕は抜き取られた後、埋め戻されていた。遺物は、越前焼越前焼甕 156

~160・捏鉢 161・播鉢 163、瓦質士器風炉 162、白磁皿 171、染付皿 172• 173が出士した。西側へ 2.0m隔て

たG26付近では、 SK5100の覆士と同じ焼士層が広がり、ここからも多くの遺物が出土した。

石積施設、井戸、石列

SF5097 (PL. 29 第 65図） C28に位置。石積施設である。士塁石垣SA5093に近接する。基底石のみが残存して

いた。平面形は長方形を呈す。主軸はN70° Wに向き、内寸長軸 1.2mX内寸短軸 O.SmX深さ 0.2mを測る。
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V. 第 113・ 118次調査

SF5110(PL. 46 第65図） H27・28に位置。石積施設である。石列SX5113の南側に 1.7m程隔てて構築されていた。

基底石のみが残存していた。平面形は長方形を呈す。主軸はN20° Eに向き、内寸南北長軸 1.4rnX内寸短軸

0. 8mX深さ 0.2mを測る。士師器皿 174が出土した。

SE5111 (PL. 46 第62図） J ・ K25 • 26に位置。上層の遺構である。石組の井戸である。平面形は円形を呈す。

上部は破壊されていた。 20~40cm大の石を楕円形に配し、内寸長軸約 0.9mX内寸短軸0.8mを測る。深さは

2. 3mまで掘削し、石積は6段検出した。底面は検出できなかった。曲物底板250、柄杓252、箸256が出士した。

SE5099 (PL. 46 第65図） F30に位置。石組の井戸である。南北道路 SS2952が削られた後の構築とすれば、上

層の遺構と考える。 20~30cm大の石を円形に配し、内寸長軸約 1.lmX内寸短軸0.9mを測る。深さは 1.9mま

で掘削し、石積は 7段検出した。底面は検出できなかった。染付皿 175・碗 176が出士した。

SE5098 (PL. 46 第65図） D • E27 • 28に位置。石組の井戸である。上部はほぼ破壊されていたが、北側に 30

cm大の石が 3石上面をとどめていた。 20~30cm大の石を円形に配し、内寸長軸約0.9mX内寸短軸0.6mを測る。

深さは 1.7mまで掘削し、石積は 5~6段検出した。底面は検出できなかった。

SK6025（第65図） F25に位置。土坑である。内寸長軸約 0.8mX内寸短軸0.7mを測る。深さは0.2mを測る。

青磁碗 177・輪花皿 178・皿 179、白磁向付 180・皿 181、染付大皿 182・碗 183・皿 184• 185、石硯259が出

士した。

SX5112 ■ 5113(PL. 46. 47 第65図） 123~28に位置。上層の遺構と考える。大部分の石を失っているが、共に

一連となって東西に延びる石列と考える。 SX5112では長さ 3.0m分、 SX5113では長さ 7.0m分しか検出できな

かったが、区画 Iを最終段階で南北に区画したのではないかと考える。

土塁石垣、道路

SA5093 (PL. 4 7第65図） C23~30に位置区画 Iの南側上塁石垣である。後世に大きく削れられていたが、

士塁石垣の西端は、 C30まで延びていたと推定され、 B30付近で西側士塁石垣SA5094と直交していたと推定

される。主軸はN70° Wに向き、全長約 25.0m以上x外寸幅は 0.8mを測る。外側は 30~50cm大の石を用い、

内側は 20cm大の石を用いていた。南側に八地谷川北岸に沿った道路SS5090が並行する。

SS5090 (PL. 48 第 65図） B23~29に位置0南側土塁石垣SA5093と八地谷川北岸に挟まれた砂利敷きの東西道

路である。第 118次調査区第V区域西側まで延び、主軸はN75° Wに向き、全長 40.OmX幅 3.2mを測る。標高

は西端で標高 50.7m、東端で48.8m、比高 2.lmを測る。 B25-31付近は八地谷川によって挟られていた。道路

東端は、南北基幹道路 SS260との交差点が想定されたが検出できなかった。青磁香炉 186・皿 187が出士した。

第m区域区画11町屋(PL.47 第62図）

道路、土塁石垣

SS2952 (PL. 48 第 62図） B-Y31 • 32に位置。区画 Iと区画II• IIIの間を通る、全面砂利敷きの南北道路であ

る。 K31付近から南側は、大きく削られていた。東側に側溝 SD5128が並行する。北側の区画IIIと接している

部分は主軸を N25° Eに向け、南側の区画I1と接している部分は主軸を N20° Eに向け、長さ 42.OmX幅3.0m

を測る。平面形は、 S• T32付近で鈍角に屈曲する。道路は南端の東西道路 SS5090まで延びていた可能性が

あり、本来は全長67.5mの規模を測ると推定される。道路の最高所はSI5135前の地点において 50.88mを測り、

そこから南北にかけては下り坂になる。最高所から北側はやや急勾配に下る。南側は比較的緩やかな勾配を

もち、東西道路SS5090と接続する地点で標高 50.36mを測る。越前焼壺 188• 192・揺鉢 190・鉢 191・広口壺

193、鉄釉壺 189、青磁香炉 194、朝鮮製1IIl.195、備前焼角杯 196が出土した。

SA5130(PL. 47 ・ 48 第62図） O-S33に位置。区画IIの東側土塁石垣である。直線状に南北に延びる。上部は
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2. 遺構

破壊されていた。土塁石垣の北端は、 SV4129と直交して接続し、南端はSI5135と接続する。主軸はN18° E 

に向き、全長約 13.OmX外寸幅は 0.8mを測る。外側は 30~50cm大の石を用い、内側は 20cm大の石を用いて

いた。 R33付近に暗渠SZ5131が設けられていた。士師器皿 197~202、越前焼広口壺203・襦鉢204• 205 ・壺

206が出士した。

SA5136(PL. 47 • 48 第 62図） D-M32に位置。区両1Iの東側土塁石垣である。やや蛇行して南北に延びる。上

部は破壊されていた。士塁石垣の北端は門 SI5135と接続し、南端は門 SI5137と接続する。主軸はN18° Eに

向き、全長約 30.OmX外寸幅は 1.lmを測る。外側は 30cm大の石を用い、内側は 20cm大の石を用いていた。

越前焼甕207• 208・卸皿209、朝鮮壺210が出士した。

SA5138(PL. 48 第62図） B・C32~35に位置。区画1Iの南側土塁石垣である。後世に大きく削れられていたが、

士塁石垣の東端は SI5137と直交し、西端は SD5850と直交する。主軸はN87° Wに向き、全長約 8.5mX外寸

幅は 1.Omを測る。外側は 30~50cm大の石を用い、内側は 20cm大の石を用いていた。南側に八地谷川北岸に

沿った道路 SS5090が並行する。越前焼壺211が出上した。

暗渠、門、井戸

SZ5131 (PL. 48 第 62図） R33に位置。暗渠である。東側士塁石垣SA5130を横断して SD5128に直交する。主

軸はN70° Wに向き、長さ 1.5mX幅0.3mX深さ 0.2mを測る。 SA5130東側において、基底から 0.2m上の位置

で方形の升口が構築されていた。

S15135(PL. 48 第62図） N • 032に位置。区画1Iへ上がる門である。北側を SA5130南端、南側を SA5136北端

に挟まれる。主軸はN18° Eに向き、門の内寸幅4.OmX奥行き 1.8mを測る。 2段の踏面を備え、外側踏面に

は30~50cm大の石を 9石並べ、内側踏面には 20~40cm大の石を 13石が並べていた。南北道路SS2952の最高

所に面しており、並行する側溝SD5128上に渡橋をかけていたと考える。

S15137 (PL. 48 第 65図） C32に位置。区画1Iへ上がる門である。北側を SA5136南端と接する。主軸はN20°

Eに向き、門の内寸幅2.2mX奥行き 1.8mを測る。 2段の踏面を備え、外側・内側の踏面には 30~50cm大の石

が5石並べていた。南側を東西道路 SS5090が通り、 C32付近に入口が存在したと考える。

SE5139（第 62図） D35に位置石組の井戸である。第 118次調査第V区域SD5850が西側に近接する。上部

は破壊されていた。 20~30cm大の石を円形に配し、内寸長軸約 0.9mX内寸短軸 0.9mを測る。深さは 3.2mま

で掘削した。底面は崩壊が危惧され検出できなかった。井戸の覆士は焼士が充填されていた。越前焼捕鉢

212 • 213 ・捏鉢214・揺鉢215~217・壺218・掛花生 220、鉄釉鉢223・天目茶碗224~229、青磁碗230・輪

花皿231• 232、白磁皿233、染付皿234が出士した。

第W区域区 画III広場（第 62図）

区画溝、石垣

S05128(PL. 48 第62図） N-Y32・33に位置。区画IIIは第 114次調査で広場と推定された。広場の東辺に相当し、

南北道路SS2952の西側側溝として検出した。北側の区画IIIと接している部分は、主軸を N25° Eに向け、南

側の区画1Iと接している部分は主軸を N20° Eに向け、鈍角に屈曲する。長さ 36.OmX幅0.3mX深さ 0.2mを

測る。西側に区画II• IIIの東側士塁石垣SA5130が部分的に検出された。

SV5129（第 62図） T33~35に位置。上面は破壊されていた。 SA5130に直交する石垣である。主軸はN72° W 

に向き、長さ 4.6mを測る。広場の南辺に相当する。区画1Iの遺構面より 0.6m高い。本来は第 118次調査第

w区域まで延長し、区画IIIの南辺として全長約 15.0mの規模を測ると推定される。
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V. 第 113・ 118次調封

第7表第 113次調査主要遺構観察表(PL.41~48 第62~65図）

第 1区域 【区画 I 武家屋敷】

グリッド 遺構 種類
下層 上層

闊 挿図NO 
I期II期I11期

NO グリッド 遁構 種類
下層 卜．層 ，図与：版百， 挿図
1期11期l11期

s SB5121 礎石建物 Pl.. 43 第63図1 26 20 F SE5099 井戸 PL.16 第65図30 
···•··• 99←h→ ,---- ンと•と→ゴず一―-- .．. • ---• -•,-• ●雫 ••• --

2 Q2-5S ~26 SB5120 礎石建物 PL. 43 第63図 21 D・E SE5098 井戸 PL. 16 第65図27 ・ 28 
....... ---・----------・ 喩 •----- ....... ------ ------------- . ・-----．． ．ーニュ---』

O・P SB5118 礎石建物 PL. 45 第64図3 25~27 22 F SK6025 土坑 第65図25 
•9~... •s ---- ------ ---------

O・P SB5119 礎石建物 PI. 45 第64図4 25~27 23 I SX5112 石列 PL 16 第65図23~28 PL. 47 
-----・- ...し-•----• • ---"― • ------• " -~ ,................... ,..→-▼▼ ・・・・-・←→ 0ヤ

R・S SB5122 礎石建物 Pl. 43 第62図5 29 ・ 30 24 I SX5113 石列 PL 46 第65柊l23~28 PL. 47 
..... 

呵ー’一•---- ----------- -- ---- ” ・・・・・・・・ .. 

6 ~。 SB5123 礎石建物 PL 13 第62図 25 C SA5093 上塁南側石坦 PL 47 第65図23~30 
·•····· ,......, ●●● ●● 

日—------日▲•一 雫→ ー一 ＊ゴ●...．．量→9

-·--疇•·----· 直●●●-•--．．．

7 X・Y SS5091 東西道路 第63図30~32 26 B SS5090 東西道路 PL 48 第65図23~29 ．．． ...日....--ヽ—‘•-· •-呵呵一 -ァ•戸●ヨ

X 
8 28~31 SA5092 七北塁側石垣 PL. 44 第62図 第m区域【区画II 町屋l

●← →̀ 」＿“＊・・・-・・・ ....,占---~~． ゴー
, w. X 

SA5095 上北坦側石垣 第63凶23-26 
-- 一 ..* --—上• 戸●●●呵日—←」,.`

グリッド 遺構 種類
下層 1．層 写図版古六 挿図MO 
1期l1期m期

K-X SA5094 上塁石垣 Pl.. 45 第62図10 30 ・ 31 27 B-Y SS2952 南北道路 PL 48 第62図31~32 己●●●●●` ―̀"●ヨ ~ ~ ~ ・ヽ て9’~・日••,．→イー ．` --------- --••言~．．.... *..ヤ'→●＾ャ•••

W・X Sl5140 門 PL 44 第63図11 26 ・ 27 28 0-S SA5130 土東塁側石垣 PL. 47 第621,(J33 PL. 48 
•• S ．．．呵

•-呵.幽...---
~̀ ----------- - → ---------

U・V SD5096 区両溝 PL. 44 第63屈12 23 ・ 24 29 D-M SA5136 土東唱側石垣 PL. 47 第62図32 PL 48 ．．雫 → → -}ヤ•行••→"→0▼
~.....•.... 

------"---- ＂ヨ •-*....• ャ•今→』 •r

13 W. X 
28 SZ5126 暗渠 PL 45 第63図 30 B・C SA5138 上南娼側石垣 PL 48 第62図32~35 

．．．→“『~ ・ユ“→―----』. "•’......... H ＊ -------"--------- ●● •----···--- -・・・・-・・・---
T 

14 25~27 SD5124 区画溝 PL 15 第63図 31 R SZ5131 暗渠 PI、,4 8 第62図33 
^~•- ..』-----ーァ~．．.......---- •••• --- -•o ．． ．呵呵.,..．．．`・
15 T-W 

25 SD5125 区画溝 PL 45 第63図 32 N・O Sl5135 「'’l PL 48 第62図32 
---------

呵● ・・-・・・ •··· ----

第II区域【区画 I 武家屋敷】 33 C Sl5137 l"l PL 48 第65図32 ． 
*．．ィ•-•ヨー-9 三•呵•-三ヽ·•···

.. 

グリッド 遺構 種類
下廣 上層

NO 
1期II期1lI期

写図版？ 百 挿図 D 
34 35 SE5139 井戸 第62図

16 G. H 
24 ・ 25 SK5100 埋甕遺構 PL. 46 第65図 第IV区域【区画m 広場】

---- ---------・ --------．．→ 
C SF5097 石積施設 PL. 46 第65図17 28 

---- ---------------雫 •→●●-と-ヒ●●●言
NOiグリソド 遺構 種類 下1層期 11期上I層III期 写図．版,吉, I 挿図

C 
18 28 SF5110 石積施設 PL. 46 第65図 351ぶ． 32 I SD5128 区血溝 I I I I PL 48 第62図

-•----呵
. ・ー ・→』I ・・．．．．．．．．．．．．▼．．．

19 M. N 
41 SE5111 井戸 PL 46 第62図 36 I 13~35 I SV5129 石坦 I 第62図

第 118次調査(PL.49~60 第62• 66~72図 第8表）

第 118次調査の調査区は、一乗谷川左岸に立地し、南北長約 88.OmX東西長約 30.0~53.0mの規模を測る。

調査面積は 3,000面を対象とした。調査期間は平成 17年(2005)4月 1日～平成 18年(2006)3月 31日である。

年度末に荒天が続いたため、航空測量は平成 18年 4月 7日に実施し、その後補足調査をしつつ、埋め戻し

作業を行った。

調査の方法は、第 113次調査区のグリッドを西側に延長する形をとり、 1辺 3mを測る方形グリッドをかけ、

東西方向に 33~49、南北方向に y'~B' の番号を付して、遺構の記録と遺物の採集に用いた（第62図）。

第 118次調査区については、調査区は大部分が上段水田で占められ、西側に最上段水田が控える。調査区

中央付近は大きく削られており、遺構の密度は南北に集中する傾向を示す。

報告にあたっては、八地谷川北岸の遺構として、第 113次調査区（第 I ~ N区域）から続くものとし、第

114次調査区については、東西に延びる SD5966・5966を境として中段水田を北側と南側を区分し、北側を第W・
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2.遺構

V区域とし、南側を第w区域、西側の上段水田を第VII区域に区分した。グリッド上では、第W区域は中段水

田北側T-A'32~38、第V区域は中段水田 T-B'38~49、第V1区域は中段水田 Y'-T35~45に含まれる。第V1[

区域は上段水田 Y'-W44~49に含まれる。

調査の結果、2つの武家屋敷と広場、町屋などの4つの区画が確認され、第113次調査の区画 I~IIIを含むと、

第w区域で区画1I1の広場（旧 4調査区・ 113次調査区画1I1)、第V区域で区画Wの武家屋敷（旧 3調査区）、第

VI区域で区画11の武家屋敷（旧2調査区・第113次調杏区画11)の全容と、第VI[区域で区画Vの町屋（旧 1調査区）

の様相の一部をとらえることができた。八地谷川北岸においては、全5区画の屋敷地が検出されたことにな

る。

4つの区画は、中段水田に立地する第w区域区画1I1は広場と推定され、四方は 1辺約 17.OmX幅0.3mを測

る溝で正方形に区画され、敷地面積は約 290m2を測る。遺構は、溝4、石積施設 1が検出された。第V区域

区画Wは、中規模の礎石建物を中心とした武家屋敷であり、敷地面積は約 500面以上を測ると考えられる。

遺構は、道路4、石列 2、門 l、溝2、礎石建物 2、掘立柱建物 3、石積施設 l、井戸2等が検出された。中段

水田の大部分を占める第V1区域区画11は、武家屋敷であり、遺構は南側で集中的に検出された。第11I区域の

中段水田部分を含めると、本来の敷地面積は約 2,080面を測る。遺構は、礎石建物 l、井戸3、掘立柱建物 1、

溝4、道路 l、石列3、土坑 3等が検出された。第VI[区域区画Wは墓域と考えられ、火葬墓8、石垣 1、道路

1が検出された。以下、主要な遺構について述べる（第8表）。

第W区域区 画m広場(PL.41~45 第66図）

区画溝、石積施設

SD5992 (PL. 52 第66図） Y • Z33~37に位置。区画1I1の広場北辺として直線状に南東に流れる石組排水溝であ

る。主軸はN70° Wに向き、長さ 15.OmX幅0.3mX深さ 2.0mを測る。南岸には20~40cm大の石を2段積んでいた。

北岸は大部分が破壊されていたが、北岸にそって延びる東西道路SS5091の一部が検出された。西端は南北

道路SS5994の北端を横断する。

SD5128(PL. 48 第66図） T-W32 • 33に位置。上面は破壊されていた。第 113次調査で一部が確認されていた。

区画1I1の広場東辺として、北東に流れる石組排水溝である。主軸はN15° Eに向き、長さ 15.7mX幅0.3mX

深さ 0.2mを測る。両岸に 20~40cm大の石を 1段積んでいた。西側は南北道路SS2952が並行する。北端は

SD5995に接続し、南端はSV5129に接続する。西岸南側に SA5130から続く土塁石垣が一部残されていた。

S05996 (PL. 53 第66図） T36~38に位置。上面は破壊されていた。区画1I1の広場南辺として南東に流れる石

組排水溝である。主軸はN73° Wに向き、長さ 7.5 mX幅0.3mX深さ 0.2mを測る。両岸に 20~40cm大の石を

1段積んでいた。西端は短く蛇行して SD5993に接続する。東端はT35付近で切れる。排水は区画1I1の外に出

て、 SVSA5130の内側に沿った後、暗渠SZ5131へ流れたと考える。士師器皿239~242が出士した。

SD5993 (PL. 50 第66図） U-Y37 • 38に位置。上面は破壊されていた。区画1I1の広場西辺として北東に流れる

石組排水溝である。主軸はN20° Eに向き、長さ 17.OmX幅0.3mX深さ 0.2mを測る。両岸に 20~40cm大の石

を1段積んでいた。北端はやや東に鈍角に屈曲して SD5992に接続する。南端はSD5996と接続した後、西へ

短く延びる SD5999と接続する。土師器皿243~251．耳皿252、鉄釉天目茶碗253が出士した。

SF6000 (PL. 53 第66図） V37 • 38に位置。区画1I1内唯一の遺構である。石積施設である。 SD5993の東岸沿い

に構築されていた。基底石のみが残存していた。平面形は長方形を呈す。主軸はN25° Eに向き、内寸南北

長軸 1.lmX内寸短軸0.9mX深さ 0.2mを測る。西壁で石積が 4段検出された。 SD5993を埋めて、北東側に道

路SS6002を構築する段階で埋められたと考える。土師器皿254~257が出士した。
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第V区域区画w武家屋敷(PL.51 第66図）

道路、石列、門、溝、建物

SS5994 (PL. 52 第66図） じ—Z38~39 に位置。東側の区画III と西側の区画1V との境界となる南北道路である。

砂利敷はない。主軸はN40° Eに向き、全長約 19.ox幅3.3mを測る。東側はSD5993、西側はSD5991に区画され、

北側は SD5992を越え東西道路 SS6001に接続する。 Y38付近では、踏面の石列 SX5995が道路を横断していた。

V38付近では SD5993が埋められ、道路 SS6002が接続していた。越前焼揺鉢 258・広口壺 259、士師器皿 260• 

261、灰釉皿262、青磁皿 263、白磁輪花皿 264、染付皿 265・水柱 266、バンドコ 480が出士した。

SX5995 (PL. 52 第66図） Y38 • 39に位置。南北道路 SSS5994を横断する踏面の石列である。主軸は N6l0Wに

向き、長約 2.6mを測る。石列上面と道路面は同じ高さを測る。

SI6024(PL. 52 第66図） Z • A'39に位置。南北道路 SS5994に面した門である。木製の門柱を建てたと考え

られる小穴が 2基検出された。周辺に砂利敷が残存する。主軸は N40° Eに向き、柱穴間は 2.0mを測る。柱

穴は 0.4mX深さ 0.3mを測る。

$05991 (PL. 52 第66図） X-Z39に位置。上面は破壊されていた。やや蛇行して北東に流れる石組排水溝であ

る。主軸はN40° Eに向き、長さ 7.3mX幅0.3mX深さ 0.2mを測る。両岸に 20~40cm大の右を 1段積んでいた。

北端は主軸を N0° に向けて屈曲する。南端は井戸 SE5989の東側を取り巻くように緩やかな曲線を描く。

SD6022(第66図） A'40に位置。上層の遺構と考える。直線状に北東に短く流れる石組排水溝である。主軸

はN35° Eに向き、長さ 2.6mX幅0.3mX深さ 0.2mを測る。両岸に 20~40cm大の石を 1段積んでいた。

SS6001（第66図） Z-B'37 • 38に位置。 SD5992を南岸側溝とする東西道路である。大部分が農道下にあり、

幅は不明である。区画II• IIIの東側を通る南北道路 SS2952と直交する。越前焼小壺267が出土した。

SS6002（第66図） V30に位置。 SD5993を埋めて区画IIIから1Vへ至るために構築された道路である。全面砂

利敷である。主軸はN52° Eに向き、全長約 5.3X幅0.6mを測る。 SS5994廃絶後に構築されたと推定される。

越前焼広口壺 268・壺269、土師器皿 270• 271が出土した。

SB5970(PL. 54 第66図） W-A'42~48に位置。上層の遺構である。長方形の大型の礎石建物と推定される。

桁行 5間、梁間 3間を測る。主軸は N65° Wに向き、桁行 17.2m、桁間寸法 3.lm、梁間 10.3m、梁間寸法 1.0

~3.5mを測る。床面積は約 177nfを測る。南辺に長さ 17.2mX幅 1.Omの庇が付くと考える。越前焼甕 272• 

273、土師器皿 274~279、青磁香炉 280、染付皿 281、中国製緑釉鉢 282が出士した。

SB5971 (PL. 54 第66図） W-Y44~46に位懺。下層の遺構である。方形に近い小型の掘立柱建物と推定される。

桁行 2間、梁間 2間を測る。東西に主軸をもち、主軸は N60° Wに向き、桁行 6.3m、桁間寸法 3.0~3.2m、梁

間5.0m、梁間寸法 2.5mを測る。床面積は約 32面を測る。青磁碗 283、漆器椀 521が出土した。

SB5972 (PL. 54 第 66図） Y-A'41~45に位置。下層の遺構である。長方形の掘立柱建物である。桁行 5間、

梁間 3間。東西に主軸をもち、主軸はN65° Wに向き、桁行 9.5m、桁間寸法 1.9m、梁間 5.6m、梁間寸法 1.9m 

を測る。床面積は約 53面を測る。越前焼甕 284• 285、士師器皿 286~294・盤 295~297・羽釜 298、鉄釉天目

茶碗 299、灰釉皿 300・碗 301、青磁碗 302• 303、染付皿 304、砥石 451が出士した。

SB5973 (PL. 55 第 66図） V • W41 • 42に位置。上層の遺構と考える。小型の長方形礎石建物であり、 30cm大の

石が敷き詰められていた。士蔵と考える。桁行 2間、梁間 2間が検出された。主軸は N25° Eに向き、桁行

3.2m、桁間寸法 1.4~1. 7m、梁間 2.7m、梁間寸法 l.2~1.5mを測る。床面積は 8.6面を測る。南辺に入口があ

り、越前焼甕 305・揺鉢 306~308、士師器皿 309、瓦質士器香炉 310、青磁碗 311、染付皿 312が出士した。

SA5983 (PL. 55 第66図） 旧SX5983である。 X41• 42に位屑。上層の遺構と考える。 SB5973の北辺石垣士塁と
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推定される。主軸はN75° Wに向き、長約 3.5mX幅0.5mを測る。鉄釉天目碗 315、青白磁皿 316が出士した。

SS5988 (PL. 55 第 66図） V44に位置。上層の遺構と考える。東西道路である。 10~20cm大の石が長方形状に

敷かれていた。主軸はN74° W に向き、長約 2.OmX幅 1.Omを測る。主軸方向から SB5973、SD5966と同一時

期に構築されたと考える。鉄釉天目茶碗 317が出士した。

SB6019 (PL. 55 第 66図） Z • A'46に位懺。礎石建物である。建物は桁行2間・梁間不明。柱列の主軸はN34

o Eに向き、東辺 2.lmX北辺 1.6m分の礎石列を検出した。内部は砂利敷であった。東辺を基準にすれば

2. lm四方を測る堂のような建物が想定される。

SF5964 (PL. 55 第 66図） T・じ43• 44に位置。 SD5986北岸に接して構築されていた。石積施設である。溜枡

と考える。平面形は長方形を呈す。主軸はN70° Wに向き、内寸南北長軸 l.lmX内寸短軸 0.8mX深さ 0.2mを

測る。西側に長さ 1.OmX幅0.5mを測る木枠が付属していた。土師器皿 318~322、ホゾ角材 536が出士した。

SE5989 (PL. 53 第 66図） X40に位置下層の遺構と推定される。石組の井戸である。平面形は円形を見す。

井戸壁は深さ 0.9mまで崩壊していた。 20~40cm大の石を楕円形に配し、内寸長軸約 1.OmX内寸短軸 0.9mを

測る。石積は 8段検出したが、安全を優先し、底面は検出できなかった。

SE5962（第 66図） U45に位置。石組の井戸である。平面形は円形を呈す。井戸墜は一部が残存していた。内

寸長軸約 1.3mX内寸短軸 1.2mを測る。深さは 1.8mまで掘削した。安全を倦先し、底面は検出できなかった。

上層には、 U46付近で出士した石塔類を含む埋士が 50cm厚で堆積し、遺物は、越前焼小壺 323、白磁皿 324、

青磁皿 325・香炉 326、染付碗 327、朝鮮製壺329、中国製天目茶碗 328、井戸枠496、漆器椀 522、横槌 531、

板材 537が出士した。中層では遺物は検出されず、下層では 20cm大の石と骨片が含まれていた。

第W区域区画1I武家屋敷(PL.41~45 第 62• 67 • 68図）

建物、井戸

SB5997 (PL. 53 第 62図） T36 • 37に位置。礎石建物である。建物は桁行 3間・梁間不明。桁行 3間分のみ

が検出された。柱列の主軸は N75° Wに向き、桁間寸法 1.O~l. 8mを測る。建物の規模は不明。北側に 0.8m

隔てて SD5996が並行する。南側の SE5998は付属施設と推定される。東西に主軸を想定すれば、区画 Iの

SB5118やSB5119と同規模の礎石建物と考えられる。北西に焼士が広がる。

SE5998 (PL. 53 第66図） R36に位置。石組の井戸である。平面形は円形を星す。20~40cm大の石を楕円形に配し、

内寸長軸約 1.2mX内寸短軸 1.Omを測る。深さは 1.Omまで掘削し、底面は検出できなかった。

建物、溝

SB5904 (PL. 56 第 62図） C-E41~44に位置。掘立柱建物である。桁行 3間、梁間 2間。東西方向に主軸をも

ち、主軸はN72° Wに向き、桁行 9.3m、桁間寸法 2.5~3.7m、梁間 6.8m、梁間寸法 2.8~4.0mを測る。床面積

は63面を測る。土鈴418、バンドコ 474が出士し、南辺の柱穴 SK5974から多くの陶磁器が出士した。

SD5850(PL. 56 • 57 第 68図） B-F35に位置。主軸はNl9° Eに向き、直線状に南の八地谷川に流れる石組排水

溝である。長さ 14.2mX幅 0.3mX深さ 2.0mを測る。両岸に 20~40cm大の石を 1段積んでいた。底石はない。

西側に 9.6m隔てて並行する SD5853と対となる屋敷内区画溝である。士師器皿 354• 355が出士した。

SD5853 (PL. 56 • 57 第 68図） A-E39に位置。主軸はNl9° Eに向き、直線状に南の八地谷川に流れる石組排水

溝である。長さ 13.OmX幅0.3mX深さ 2.0mを測る。両岸に 20~40cm大の石を 1段積んでいた。底石はない。

東側に並行する SD5850と対となる屋敷内区画溝でもある。 SD5850とSD5853に挟まれた空間内には径 0.8mを

測る浅い士坑が約 9基集中して検出された。井戸 SE5851を内包した礎石建物がほぼ敷地全体に建てられて

いたとすれば、床面積約 140m2を測る建物が想定される。士師器皿 356、越前焼甕 357• 358が出士した。
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SD5864(PL. 57 第68図） A39・40に位置。石組排水溝である。東へ三日月状に流れる。主軸は N80° Eに向き、

長さ 2.4mX幅0.3mX深さ 2.0mを測る。両岸に 20~40cm大の石を 1段積んでいた。底石はない。

SD5869（第68図） Z'-B41に位置。石組排水溝である。やや蛇行気味に直線状に南北に流れる。主軸は NlO

o Eに向き、長さ 6.0mX幅0.3mX深さ 2.0mを測る。両岸に 20~40cm大の石を 1段積んでいた。底石はない。

に西側に 9.5m隔てて石垣 SV5908が並行する。 SB5904の南側に南北長約 9.5mX東西長 9.5m、面積約 90面以

上を測る方形の空間が設けられていたと考えられる。鉄釉天目茶碗 359が出士した。

道路、石列、井戸、土坑

SS5860(PL. 57 第68図） A-c40に位置。区画11の南端で検出された南北道路である。主軸は N20° Eに向き、

長さ約 7.5X幅 1.8mを測る。全面砂利敷である。西側は石列 SX5859、東側は石列 SX5858に区画され、北端

は井戸 SE5866手前まで延び、南端は石列 SX5857、東西道路 SS5090と直交していたと推定される。

SX5857 (PL. 57 第68図） A-c40に位置。南北道路 SS5860砂利敷面上の南端で東西に並ぶ石列である。東端は

SX5858,西端は SX5859に接続する。南側の東西道路 SS5090へ降りる踏面と考える。主軸は N80° Wに向き、

全長約 l.8mを測る。 20~40cm大の石を 1段直線状に 6石並べていた。

SX5858 (PL. 57 第 68図） A-c39 • 40に位置。南北道路 SS5860上の東側で南北に並ぶ石列である。南端は

SX5857に接続する。主軸は N19° Eに向き、全長約 5.5mを測る。 30cm大の石を 1段直線状に並べていた。

SX5859 (PL. 57 第68図） A・ B40に位置。南北道路 SS5860の上の西側で南北に並ぶ石列である。南端は

SX5857に接続する。主軸はN19° Eに向き、全長約 2.9mを測る。 20~40cm大の石を 1段直線状に並べていた。

SE5851 (PL. 57 第68図） E • F37 • 38に位憧。石糾の井戸である。平面形は円形を吊す。上部は破壊されてい

た。 20~40cm大の石を円形に配し、内寸長軸約 1.2mX内寸短軸 1.lmを測る。深さは 2.0mまで掘削し、石積

は14~15段検出した。底面は検出できなかった。周辺に井戸枠と考えられる石材が散乱していた。越前焼

鉢361・掛花生 360・播鉢 362~365、土師器皿 366• 367、鉄釉天目茶碗 368、青磁稜花皿 369、石鉢486、石

盤 487、花立 492、井戸枠497~499 • 502、板石 503• 504、漆器桶 523、釣瓶 524~529が出士した。
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第 67図 第VI区域区画IISK5974（縮尺 1/10)

SE5866 (PL. 57 第68図） D40に位置。石組の井戸

である。平面形は円形を呈す。 20~40cm大の石を

円形に配し、内寸長軸約 0.9mX内寸短軸 0.8mを測

る。深さは 2.0mまで掘削し、石積は 15段検出した。

底面は検出できなかった。

越前焼壺 370・甕 371・広口壺 372．捏鉢 373・揺

鉢 374• 375、鉄釉碗 376、備前焼花入 377、白磁輪

花1II1378、染付皿 379、土錘 412、石硯 444、バン

ドコ 472• 473 • 475、炉壇石 488、井戸枠 500、桶

530 • 535が出土した。

SK5974(PL. 58 第67図） C41に位置旧仮32である。

SB5904の南辺柱列の柱穴である。平面形は円形を

呈す。主軸はN38° Wに向き、内寸長軸 0.7mX内寸

短軸 0.6mX深さ 0.2mを測る。

士師器皿 380~383、白磁輪花1II1384、白磁皿 385

が出士した。
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SK6014（第68図） B39 • 40に位憧。 旧仮

36である。土坑である。平面形は円形

を呈す。内寸長軸 1.4mX内寸短軸 1.lm 

x深さ 0.3mを測る。士師器皿 391~393

が出士した。

SK6026（第 62図） K44に位置。 土坑で

ある。平面形は楕円形を呈す。内寸長軸

l. 5mX内寸短軸 0.9mX深さ 0.2mを測る。

土師器皿 387~390が出土した。

SK6030(第 66図） V39に位置。土坑で

ある。平面形は円形を呈す。内寸長軸

土師器皿 394、鉄釉水滴 395が出土した。

第暉区域区画v癌域

(PL. 58~60 第62・ 69図）
／ 

SK5943~5950(PL. 60 第62・ 69図）

J ・ L46に位置。火葬菓群である。6基

の士坑が区画Vの東際に構築され、南北

にわたる狭い範囲に集中していた。区画

IIょり約 1.Om高い地点に立地する。周

辺からは石塔類が散乱した状態で出土

した。

南側の石垣 SV5908北端が墓域の南辺

と想定すれば、西側をコの字状に区画し

て、南北長 15m以上を測る塵域が存在し

た可能性がある。

各土坑は歪楕円形、歪円形を呈し、径

0. 6~1. 8mX深さ 0.2mを測る。相互の切

り合いはない。炭化物、火葬骨が含まれ

ていた。

SV5908 (PL. 58 第62・68・72図）
／／  

Y'-H44 • 45に位置。上層の遺構であ G 

る。区画Vの東側石垣である。主軸は

Nl9° Wに向き、 全長約 30.5mX高さ 1.3m 

を測る。30~100cm大の石を 4~5段積ん

でいた。越前焼播鉢 401~403・鉢 404、

土師器皿 405• 406、灰釉皿 407、白磁皿
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408 • 409、染付皿 410• 411が出土した。 第 69図 第VII区域区画V SK5943 ~ 5950（縮尺 1/100)
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V. 第 113・ 118次調査

SS5909 (PL. 60 第 62図） A47に位置。下層の遺構である。区画Vを南北に通る道路と推定される。 C---c’ トレ

ンチ西端において深さ 1.Omの位懺で検出された。 10cm大の石を固く敷き詰め、全面砂利敷であった。

区画V北端(PL.59 • 60 第 62図） S-V46~49に位置区画Vの北端一帯は、内寸長軸 1.0~5. OmX深さ 0.2m

を測る不定形の土坑が地山を掘り込み、切り合って検出された。本来は募域であったが、最終段階に至って、

片付けられ、塵域の石塔類は全て造成士と共に、U-W43~45付近の東側斜面に押し出された状況を呈していた。

造成士には火葬骨や炭化物のほか、陶磁器類、金属器、漆器も含まれていた。

a 

SK6003 

53. 3m 53. Im 53. Im 

a'3  SK6011 a' 

ロ
a SK6012 a' 

2 s]］［二□□1言［三
SK6003（仮 21)層位

1層焼上・炭・粘上プロック混茶褐色上 6層焼上・炭混灰褐色上
2層焼十．・炭・粘七ブロソク混茶褐色十． 7層炭化物

3屑焼土混茶褐色上 8層灰褐色上
4層焼七ブロック混暗茶褐色七 9層灰褐色十．

5層焼土・炭混茶褐色土

a 

53. lm 
SK6013 

ーマ
a 

a 

53. 3m 

SK6013（仮41)層位
1層焼 i：・炭・白色粒混茶褐色土
2層炭・白色粒混茶褐色十．

3層焼土・白色粒混茶褐色七
4屑白色粒混茶褐色土
5層白色粒混茶褐色l..

SK6004 
a' 53. 2m 

53. lm 
＿て

SK6005 a 

□二三三戸
_
a
 

a 

53. lm 

SK6006 

SK6004（仮 22)層位

1層焼土ブロック混暗褐色土
2層暗茶褐色土
3層暗茶褐色上

SK6005（仮 29)層位

1層粘土粒混茶褐色七
2屑粘上粒混暗茶褐色土
3層粘十．粒混暗茶褐色十．

a 
SK6014 

：， 1 / 2 
／ ／ 

3 4 
、:：、‘し‘、‘し、/)‘

a ＇ 

SK6014（仮 36)層位

1層焼土・炭粒混赤褐色土
2層焼上・炭粒混赤褐色土
3層焼上・炭粒混茶褐色上

_
a
 

SK6015 

53. Im 

一
a 

SK6015（仮 52)層位

1層焼上ブロソク・炭混茶褐色土
2層焼十→・炭粒混茶褐色上

3層炭・白色粒混暗茶褐色土
4層暗茶褐色土

5層炭混暗茶褐色土
6層炭混暗茶褐色粘質上

a' 

口
SK6006（仮 31)層位

1屑焼上プロック・炭プロソク混暗茶褐色上

2層粘土粒混暗茶褐色土
3層粘土粒混暗茶褐色土

53. lm 
一

a SK6007 --: 

了 SK6008

SK6007（仮 32)層位

1層焼上・粘上混茶褐色上

53. Im 
SK6009 

一
a 

a 

53. Im 

SK6010 

｀ 

: 

SK6010（仮 80)層位
1層焼士・炭混茶褐色土

2層焼十．・白色粒混暗茶褐色上

53. lm 53. Im 
ーマ

3 SK6Q17 a' 

□二□— a SK6[18 d 

SK6017（仮 30)層位 □□/ 1層焼十混茶褐色十: SK6018（仮 34)層位

2層粘十粒混暗茶褐色十 l居焼上・粘上粒混暗茶褐色土

SK6008（仮 53)層位 一

1層焼土・白色粒混茶褐色土 a 

2層焼上・ f1色粒混茶褐色上

3層粘土混暗茶褐色十＾
4層暗茶褐色土

53. lm 
ーマ
a SK6016 

口SK6009（仮 54)層位

1層焼十→・白色粒混茶褐色十→
2層焼士混暗茶褐色士

3層焼土プロソク混暗茶褐色上 SK6016（仮 33)層位

4層焼土プロック混暗茶褐色十 1層粘七粒混暗茶褐色土

2層粘土粒混暗茶褐色土
3層粘土粒混暗茶褐色土
4層粘土粒混暗茶褐色十.
5層粘土粒混暗茶褐色七

53. Im 
a SK6019- 7 

口
SK6019（仮 35)層位
1層焼土・炭・白色粒混暗赤褐色土

2層焼土混暗茶褐色土
3層焼上混暗茶褐色上

4層焼土混暗茶褐色士

゜
2m 

第 70図 第VI区域区画II SK6003~6019断面（縮尺 1/50)
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M48 M47 M46 
a 丁 丁

55. Om 

丁

53. 50m M45 M44 M43 M42 
丁 -「 -「

53. 5m 

6
 

53. 5m M41 M40 M39 M38 M37 
-「― -「 -「 -「

53. 5m 

～ a 

6
 

a-a'層位【M48~37】
1層茶褐色士整地層
2層茶褐色土整地層 l層よりやや暗い
3層黄褐色士地山
4層暗褐色士石塔多し
5層焼士 ・炭混茶褐色土
6層暗褐色土迫物多し
7層礫混茶褐色土
8層炭混暗茶褐色士迫物含む
9層黒褐色士須恵器を含む古代の包含層
10層 小砂利混茶褐色士
11層小砂利混黄茶褐色土
12層黄茶褐色士地山

10 

A44 A45 A46 
C 丁 十 千

A47 60. Orn 
ーマ
C 

3
 

K46 
一
b

-「 ―l― 
L46 53. zm 

一
U

b-b'層位【K-L46】
1層砂岩フロック混黄褐色土
2層炭・焼土混暗茶褐色士
3層 炭 ・焼土混暗茶褐色士 2層より暗い色調
4層炭 ・焼土混暗茶褐色土 白色粒多し

c-c'層位【A44~47】
1層 表 土
2層暗茶褐色土旧水田
3層凝灰岩プロック混茶褐色土
4層凝灰岩ブロック ・炭混茶褐色土
5層凝灰岩ブロック混茶褐色土 しまり悪い
6層凝灰岩プロック混茶褐色士 5層より明るい
7層凝灰岩ブロック混茶褐色士
8層凝灰岩プロック少量混茶褐色士
9層凝灰岩ブロック混茶褐色士
10層凝灰岩ブロック
11層焼土・凝灰岩プロック混橙茶褐色土
12層凝灰岩ブロック多量混茶褐色土

4m 

第 71図 第VII区域区画V a-a'、b-b'、c-c'層位（縮尺 1/50)
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第 72図 第V11区域区画v SV5908（縮尺 1/50)



2.遺構

第 8表 第 118次調査主要遺構観察表(PL.49~60 第62• 66~72図）

第w区域【区画1II 広場】 第VI区域【区画II 町屋】

遺構 種類

y13.・'!:._ z 37 I SD5992 広区場画北溝辺

蒻".33 I SD5128 広区場画東溝辺

-----------------------------------------------

T ~6 ~ 38 I SD5996 広区場画南溝辺

---------------------••••••••••··············· 

U-Y SD5993 広区場画西溝辺
37 • 38 

---------------------------------

V SF6000 石積施設
37 • 38 

第V区域【区画w

グリッド 遺構

u3-8z ~39 SS5994 I南北道路

y 38. 39 I SX5995 I 石列

Z • A' SI6024 門39 
----------------------

誓 SD5991 南側北籠首路

------------------------

岱 S06022 区画溝

-----------------------------------・ 

Z3-7 B・ ' 38 SS6001 区東画西w道北路辺

！。
.. 

W-A' 
42~48 
---------------

川―Y
44~46 

．．．．．．． 

"-Y 
44~46 
---------

W-Y 
44~46 

SS6002 I 道路

SB5970 I礎石建物

SB5971 I掘立柱建物

SB5972 I掘立柱建物

SB5973 I掘立柱建物

譴

PL. 52 i第 66図鳳
T 

PL. 48 I第 66図 I譴馴 36• 37 

品

遺構 種類

X SA5983 士塁石垣
41 • 42 
----------------------------------------___J  ___ 

x4 SS5988 東西道路

Z 46 • A' I SB6019 I礎石建物

h _u44 I SF5964 I ~積施設

i。I SE5989 | 井戸

SE5962 I 井戸

4

0

-

4

0

4

0
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．
-
．

i
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-

C

-
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3
 

-A3-A3~A4-A4 

.
 

•• 

A
3
 

B
3
-

SB5997 I礎石建物

SE5998 I 井戸

挿図

C-E 
41~44 I SB5904 1掘立柱建物

SD5850 I 区画溝

SD5853 

SD5864 

SD5869 

SS5860 I南北道路

SX5857 I 石列

SX5858 

区画溝

.......... 

区画溝

.... 

区画溝

石列

A40 • B I SX5859 I 石列

E. F I I 井戸37 • 38 SE5851 

D I SE5866 I 井戸40 

C I SK5974 I 土坑41 

゜
4
 ．

 

B
3
9
i
k
4
4
i
y
3
9
 

SK6014 

SK6026 

SK6030 

第62図

第66図

土坑

士坑

土坑

墓域］

種類

火葬墓

SV5908 I 区画v
東側石垣

”̂........ 

SS5909 I南北道路

第68図

第68図

第68図

第68図

第68図

第68図

PL. 57 I第68図

第68図

第67図

第68図

第62図

第62図
PL. 58 I第68図

第72図
............. 

PL. 60 I 第62図
第71図
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V. 第 113・ 118次調査

3.遺物

第 113次調査出土遺物(PL.72~76 第 73~82図第9表）

第 113次調査の遺物は、 1~306を掲載した。内訳は、包含層出士士器 1~151、第 I~III区域の土器（陶磁

器類） 152~234、金属製品 235~239、土製品 240~248、木製品 249~257、石製品 258~291 その他の遺物

292~302、銭貨 303~306である。詳細は第 9表に記し、以下、特徴的なものについて概要を述べる。

包含層出土土器(PL.76~79 第 73~76図）

越前焼壺 6.甕 7~10にはヘラ記号が入る。揺鉢 19は口径 37.2cmを測り、内面に幅 2.8cm • 10条の卸目

が入る。底面で卸目が交差する。 20は体部に赤色化粧士の痕跡が残る。内面に幅 2.8cm • 10条の卸目が入

る。 23は底部周縁に縄目痕があり、内面に幅 2.8cm • 13条の卸目が入る。土師器小皿 29~66は浅皿形c類、

杯形c類が大半を占める。盤67は口径 18.8cmを測り、内外面の底部は黒色に焼成されている。鉄釉香炉 78

は口端部を押圧して波状に成形する。体部には簾状文が押圧され、底部の 3方向に脚が付く。瓦質士器瓦燈

92は蓋の下端部であり、体部下位に半菊花文が押印する。香炉44の体部は寸胴形を呈し 2個 1組の雷文を

押印する。火舎95は体部が外反し、ヘラ描きによる炎背 3重円文と「X」字文を入れている。青磁盤96は

体部内面には線刻蓮花文が入る。香炉 110には体部に陽刻算木文が入る。踪形瓶 111は方柱状の体部を呈し、

体部に陽刻算木文が入る。白磁皿 114・ 115・輪花皿 117• 118 • 119・皿 125• 127・杯 131は第11区域G26で

集中して出士し、 SK5100を含めて、礎石建物が存在した可能性がある。染付皿 136は体部に変形唐草文を充

填し、底部内面にアラベスク文を入れる。 137• 138は底部内面に呉須玉抱き獅子文、 139には翔磨文を描く。

第 I~m区域遺構出土土器(PL.73 • 74 第 77~79図）

SK51()()出土(Pl.73 第 77図） 越前焼甕156~160は口径80.0~90.0cm、最大径90.0~96.0cmを測る大甕である。

揺鉢 163は口径 36.0cmを測り、体部下位に縄目痕が残る。底部は未調整である。内面に幅 2.7cm • 9条の卸

目が入り、底面にも卸目が施される。白磁皿 164・165・167・168は、口径 20cm前後を測り、口端部が外反する。

染付皿 178は底部内面に玉抱き獅子文を描く。

SK6025出土(Pl.74 第 78図） SK5100に関連する士坑と考える。白磁香炉 180は口径8.4cm、器高 6.7cmを測る。

底部は平底である。染付皿 182は口径 28.0cmを測る大型品であり、｛本部に呉須草花文、内面にアラベスク文

を描く。皿 184・ 185は体部に呉須草花文、内面に圏線と草花文を描く。

SS2952出土(PL.74 第 78図） 鉄釉壺 189の口縁部は内傾し、胴部上位に稜をもつ。青磁香炉 194は口径9.0cm、

器高 5.6cmを測り、底部周縁に直方体の疑似脚が付く。備前焼の角形掛花生 196は、口径 5.6cm、器高 14.0

cmを測る。底部は角状に湾曲し、体部はヘラケズリで調整する。

SE5139出土(PL.74 第 79図） 越前焼捏鉢 212は口径 35.2cmを測り、内面に波状卸目を入れる。播鉢 213は

ロ径 31.0cmを測り、内面に幅 2.9cm • 10条の卸目を入れる。 215は口径 39.0cmを測り、内面に幅 2.5cm • 8 

条の卸目を入れる。掛花生 220は鋸歯文と突起で装飾し、背面は平坦となる。断面は蒲鉾形になる。

木製品(PL.75 第 80図） 250 • 252 • 256が第11区域SE5111から出士し、他は包含層から出土した。柄杓 252

は断面が蒲鉾形になる。材質はクワ属である。下駄 253の材質はマツ属複維管束亜属、 254はクリである。

石製品(PL.75 • 76 第 81• 82図） 石硯 258は表面が剥離しているものの全体の形状をとどめている。 259は長

さ10.5cm、幅 3.6cmを測り、 SK6025から出士した。碁石は 264~279が出士し、第 I • II区域出士のものが

占める。すべて黒色の粘板岩製である。舟形五輪塔 289は頂部を鈍い三角形に加工し、双立五輪塔を陽刻し

ている。五輪塔内に「南無妙」の銘が読み取れる。五輪塔の輪郭に朱漆が残る。 291は五輪塔を陽刻し、塔

内に「南無阿弥陀佛」を刻む。全体が被熱し、ススが付着する。
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3. 遺物
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第 73図 第 113次調査包含層出土士器（縮尺 1/4、1/6)
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3. 遺物
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3. 遺物

第9表第 113次調査出士遺物観察表(PL.72~76 第 73~82図）

包含層出土陶磁器類(PL.72~73 第73~76図）

No 器種 法量／焼成／色調
胎土

形状
残存

胃 明良茶好色 白極色砂粒粒子
ロ縁部：短く外方へ屈曲／口唇部は上方へ外

1 越大前甕焼 反／口端部凹面
堅緻 胴部： 1•位で大きく張る

1/10以 F
•＊→＊•みb•‘` ―--

悶 闘 極砂粒 目縁喜部短く外反して吃ち上がる／口端部下

2 越大前甕焼 白色粒子 位 出／口端部内側に段
堅緻 胴 ： 1:位で大きく張る

1/10以 F
, ... • --“----

焼色． 淡良茶好色
極砂粒 目縁部：短く外反して立ち上がる／口端部平

3 越大前甕焼 白色粒子 坦I「I端部内側に段
堅緻 胴部上位で大きく張る

1/10以下
----

焼色・ 明良茶好色 臼極色砂粒粒子 ロ緑突部．短く外部内反側しにて凹立線ち上がる/I]端部下

4 越大荊甕焼 位出／口端音I
照緻 胴部上位で大きく張る

1/10以下
”*~．,- ----

焼色 良好 極砂粒 Iロ「_縁1端部音・短く上方へ立ち上がる／口端部平坦

5 越大前甕焼 濃茶黒色 白色粒子 部に条線l
堅緻 胴部・上位で大きく張る

1/10以下
・ • ・ • -

悶 闘 極砂粒

6 
越前焼 白色粒了—

壺 軟質
1/10以下

喜 悶 極砂粒

7 
越前焼 白色粒＋

甕 軟質
1/10以下

→* ----

焼色・ 灰良褐好色 白極色砂粒粒子
8 越前甕焼

軟質
1/10以下

~.......... ----

麿 悶 極砂粒， 越甕前焼 白色粒子
軟質

J/10以下
”*- ----

焼色’ 濃良茶好色
極砂粒

10 
越前焼 白色粒子

甕 精緻
1/10以下

,~ --Eい ----. 

r1 14. o 極砂粒 [J緑部．短く外傾して屈曲／口端部平坦

11 越前焼壺 /al5.0 白色粒子 胴部上位で張る
広口 焼色： 濃良茶好色

堅緻
1/10以F

------, ------

雷 8.5 極砂粒 体部部寸胴形

1 2 
越前焼 16 0 白色粒子 底 ：平坦
火桶 悶 闘 精緻

1/8 
～~｀.......・

I 焼色． 赤良茶好色
極砂粒 ロ縁部：直線状に外方へ開＜／口端面平坦I

13 越揺前鉢焼 白色粒子 口端部内側に段
堅緻

1/10以F
/ / ~ヤ ――..... 

口 24. 8 極砂粒 ロ縁部内：直側線に状凹に線外方へ開＜／口端面平坦I

越播前鉢焼
高・ 8 8 白色粒子 口端部

14 底： 14. 0 軟質 底部：平坦

麿 闘 1/10以下
1、、

--し9--'””,..
口 36. 4 極砂粒 ロ縁部．直線状に外方へ開＜／口端部丸く収

15 
越前焼 晶： 6.0 白色粒子 めるI[l端部内側に凹線
播鉢 焼色： 赤良茶好色

軟質
1/10以下

.-r' ’ ..,;-••ャ^------
極砂粒 ロ口端縁部部内：直側線に状段に外方へ開＜／口端面平坦Iロ． 33 8 

越揺前鉢焼
高 12 0 白色粒子

16 底 15. 0 堅緻 底部．平坦
， 

悶 闘 1/2 

'→日んャヽ9咄ヽ--“― 

ロ 36.0 極砂粒 ロ縁部：直線状に外方へ開＜／口端面平坦

＂ 
越捏前鉢焼 焼高色： 赤1良0茶好5 色

白色粒子
軟質

1/10以下
上-

口： 35. 0 極砂粒 日縁曲部：端直面線平状坦に／外口方端へ部開内＜／口端部上方に

越播前鉢焼
高 14.2 白色粒子 屈／口 側に条線

18 底： 14.6 堅緻 底部平坦

焼色：． 灰良茶好色
1/4 

-131 -

単位：cm

調整／文様
出上地点

備 考

外：口緑部ヨコナデ／胴部上位 第III区域
ナデ／シ部ャープ P35 
内：日縁 ヨコナデ／胴部ナデ 外：胴部自然釉

内’口縁部自然釉

外．口縁部ヨコナデ／胴部上位 第 1I区域
ナデ A27 
内：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ 外胴部降灰

内：口縁部降灰

外：口縁部ヨコナデ／胴部上位 第I11区域
ナデ A32 
内：口縁部ヨコナデ／胴部ナ 外．口縁部～胴部自然
デ・指頭痕 釉

外．口緑部ヨコナデ／胴部上位 第III区域
ナデ Q35 
内．口縁部ヨコナデ／胴部ナ 外．胴部降灰
デ・指頭痕

外：口縁部ヨコナデ／胴部上位 第III区域
ナデ C32 
内：口縁部ヨコナデ／胴部ナ 外口縁部自然釉
デ・指頭痕

外：胴部上位ナデ／ヘラ記号2 第rn区域
種 R34 
内胴部上位ナデ 外自然釉

外・胴部上位ナデ／格十文押印 第 1区域
内’胴部上位ナデ M30 

外内’胴部部上位ナデ／ヘラ記号 第 1I区域
胴上位ナデ 824 

外：胴部上位ナデ／「大」・弓 第 1I区域
矢状のヘラ記号 B22 
内：胴部上位ナデ

外内：胴部卜位ナデ／ヘラ記号 第 I区域
：胴部上位ナデ J26 

外：口縁部～胴部回転ナデ／シ 第 II区域
ャープ A28-30 
内．口縁部ヨコナデ／胴部ナデ 外’胴部上位降灰

外：回転ナデ／底部ナデ／シャ 第 II区域
ープ A21/28~30 
内：回転ナデ・指頭痕

外回転ナデ／シャープ 第1I区域
内回転ナデ／幅2.6cm • 9条の A29 
卸目／ヘラ記号

外：回転ナデパ本部下位に縄目 区域不明
痕／底面未調整／赤色化粧土
内：回転ナデ／幅29cm ・ 10条
の卸目

外．回転ナデ／シャープ 第 1区域
内’回転ナデ／幅2.8cm • 10条 U25 
の卸目！口縁部に一指し指と
中指の押圧

外：回転ナデ／赤色化粧土／体 第 I区域
部下位に縄目痕／底面未調整IV25/U25/W24 
シャープ
内：回転ナデ／幅2.7cm ・ 8条の
卸目／体部下位～底部摩耗

外・回転ナデ／シャープ 第W区域
内．回転ナデ W34 

外．回転ナデ／体部下位に縄目 第1II区域
痕／底面未調整／シャープ G33/I30 
内回転ナデ／幅2.5cm • 9条の
卸目



器種

越前焼
播鉢

胎士法量／焼成／色調 1---------------------------
残存

口： 37.2 
裔： 16.0 
底： 18.0 
焼： 良好
色： 暗灰色

極砂粒
白色粒子

鴨

V. 第 113• 118次調査

形 状

ロ縁部：直線状に外方へ開く／口端部上方に
屈曲／口端面平坦／口端部内側に条線
底部：平坦

単位：cm

調 整／文様 出士地点．．．．．． 
備 考

外：回転ナデ／底部周縁に縄目 1第 I区域
痕／底面摩耗／シャープ T26 
内：回転ナデ／幅2.8cm • 10条
の卸目／底面卸目交差

.......--．．．．．．．．．．．．．I..............................................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．........................................---．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

”二信・8cm.10条！口端部スス付着

越前焼
播鉢

口： 43. 0 極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面平坦／外：回転ナデ／赤色化粧土／底第 1区域
高： 16. 6 白色粒子口端部内側に段 部周縁に縄目痕／底面未調整／ W24
底： 17.0 軟質底部：平坦 一
焼： 良好 1/2 
色： 橙色

..............---.....I........................................................................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-

内：回転ナデ／幅3.0cm.10条1Q35/P35/S34 越前焼
播鉢

ロ： 41. 0 極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端部平坦／外：回転ナデ／シャープ 第m区域
高： 11. 3 白色粒子 口端部内側に条線
焼：良好 軟質 の卸目
色： 橙色 1/8 

......................I................................................................................................................................................................. 

口： 40.0 極砂粒 口縁部：やや内湾して外方へ開く／口端部丸・元呵し五~・デバ］五韮こう；デ・1第了仄属．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
越前焼
播鉢

高： 10. 5 白色粒子 く収める／口端部内側に条線 シャープ T26 
焼 ：良好軟質 内：回転ナデ／幅2.8cm • 10条
色： 橙褐色 1/8 の卸目

~...... ........................................................................----．．．．．．．．．．．．．．．．． ....................................................................I................................................... 

越前焼
播鉢

ロ： 39. 0 極砂粒 ロ縁部：内湾して外方へ開く／口端面部丸く 外：回転ナデ／体部下位ヘラケ第m区域
晶： 15. 6 白色粒子収める／口端部内側に段 ズリ／底部周縁に縄目痕／底面 F33/G33
底： 18.0 軟質底部：平坦 摩耗／シャープ
焼： 良好 1/2 内：回転ナデ／幅2.8cm • 13条
色：暗灰色 の卸目／底部摩耗

......................1...................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．-----．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.........．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．---......................... 

嚢 髯 讐底部：平坦 内：回転ナデ 1闘1自然釉
越前焼
捏鉢

口： 21. 0 極砂粒 口縁部：やや内湾して外方へ開＜／口端面丸外：回転ナデ／体部下位に縄目第w区域
高： 7.7 白色粒子く収める 痕／底面未調整

色： 濃茶色
......................I.......----.................................................................-----.....................................----..................------....................................................................---•-.....................................---........... 

誓畠嘉冒下 l内降灰

越前焼
鉢

口： 33. 0 極砂粒 口縁部：内湾して上方へ開＜／口端面平坦 外：回転ナデ 第1I区域
蘭： 8.0 白色粒子 内：回転ナデ A28 -30 

......................1..................................................................---．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.........................................---........................................................................... 

越前焼
鉢

口： 30. 2 極砂粒 口縁部：内湾して上方へ開＜／口端面平坦 外：回転ナデ／シャープ1回転第1I区域
蘭： 7.0 白色粒子 ヘラケズリ A27 
焼 ：良好堅緻 内：回転ナデ 内：スス付着
色：淡茶色 1/10以下 火鉢に転用

・ ・・・・ ・ L - -

越前焼
鉢

口： 32.0 極砂粒 口縁部：内湾して上方へ開く／口端面平坦 外：回転ナデ／シャープ 区域不明
高： 7.0 白色粒子 内：回転ナデ
焼：良好 軟質
色： 淡橙色 1/10以下

......................I...................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...............................................-----．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．-----．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

越前焼
火桶

極砂粒口： 22. 6 口縁部：直線状にやや外傾して立ち上がる／外：回転ナデ／シャープ／底部第1I区域
尚： 14.5 白色粒子口端部平坦 ナデ H30 
底： 18.4 精緻体部：寸胴形 内：回転ナデ 第m区域
焼： 良好 1/10以下 底部：平坦 I34 
色：赤茶色 外：口縁部降灰

・ ・・・・ ・ L - -

土師器
小皿

胄9

口： 6. 0 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第1I区域
高： 1. 5 軟質 端部内側に段／口唇部は丸く収める デ・指頭痕／白色化粧士／底部 A28-30 
焼：良好 1/2 底部：丸底 ナデ
色：白褐色 内：口縁部～底部ナデ

口： 7.0
晶： 1.5 
底： 2.0 
焼： 良好
色： 橙褐色

極砂粒

?9 
ロ縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が
る／口唇部は丸く収める
底部：平底

外：口縁部ヨコナデ／体部ナ
デ・指頭痕／底部ナデ
内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

第rn区域
I34 
片口状に歪む

......................1..............................................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

岡 l.4 軟質 唇部は丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ 1片口状に歪む
旦： 6.8 | 極砂粒 ！口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ区域不明

底： 2．0 1/1 底部：平底 1内：口縁部～底部ナデ
士師器
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色
......................1..............................................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

晶： l．4 1 軟質 1唇部丸く収める Iデ・指頭痕／底部ナデ I34 
内：口縁部～底部ナデ I片口状に歪む

土師器
小皿

ロ： 6. 6 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第I11区域

底： 2.0 1/1 底部：平底
焼： 良好
色： 橙褐色

.....................1...................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

i i; I t? 1塁喜内贔こ段／口唇部は丸く収める 1記晨讐塁誓謬 1旦土状に歪む土師器
小皿

口： 7. 2 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／｛本部ナ第 1区域

色：淡橙褐色

．． 1.圧 6.9 -l・極砂粒 口縁部·ゃゃ丙湾して斜め外方へ立ち上が外：五．．縁部ヨコナデ〗体部ナ扇血区域．．．
［ は ?1, 1鉗胃誓は丸く収める 1戸謳讐誓誓謬 1開t状に歪む冑讐
色： 橙褐色

-132 -



3.遺物

第 9表第 113次調査出土遺物観察表(PL.72~76 第 73~82図）

包含層出土陶磁器類(PL.72~73 第73~76図）

器種 1法量／焼成／色調 I--------！吐．――-----1
残存

形状 調整／文様

単位：cm

出上地点....................... 

備 考

口： 7.2 

士師器 1麿高： 1.8 
小皿 ：： 橙良褐好色

------------------------・ 

口： 6. 8 

上師器 1誓： 1.8 

小皿 焼色'：： 橙良2褐.好8 色

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第 I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ R27 
3/4 底部：丸底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第rn区域
軟質 唇部は丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ H34 
4/5 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

外・内：スス付着

...........．．．．．．．．．．.....．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..................................．．．...................................... 

口： 7. 0 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第w区域
土師器 1高： l．7 軟質 端部内側に段／口唇部は丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ T34 

小皿
底： 2.o I 1/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む
焼：良好 外・内：スス付着
色： 橙褐色
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翡

•••••••••••••••••••••••••••••• 
口
商
底
焼
色
一
口
高
底
焼
色
一
口
高
底
焼
色

閉土！

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第W区域
軟質 唇部は丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ T34 
4/5 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

外・内：スス付着

極砂粒

？月

極砂粒

岱9

極砂粒

讐

極砂粒

” 口： 8.8 I胃
: 2 0 

底裔： 2 ． . 8 1/ 1 

焼色：： 橙良褐好色

守 [ 色"： 橙i9褐.』4色r極':'/~砂粒

.．．．...．．I●● ● 

口 •9. 4 極？砂＇粒
士師器 底高・： 1.8 
小皿 ・ 4. 0 

焼色：： 淡橙良好褐色

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第W区域
端部内側に段／口唇部は丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ T34 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

． 

極砂粒

讐
ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第田区域
端部内側に段／口唇部平坦 デ・指頭痕／底部ナデ E33 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

......... 

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第 1区域
端部内側に段／口唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ T26 
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

．．．．．．  

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第 1区域
端部内側に段／口唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ IT26 
底部：凹底 内：口縁部～底部ナデ

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第m区域
端部内側に段／口唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ G34 
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第m区域
唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ H34 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

口端部1/2スス付着

·············-~ 

ロ縁部直線状に斜め外方へ立ち上がる／口1外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第田区域

謬旱虐める 勾塁讐厚昇玉部ナデ1悶t状に歪む
口端部スス付着

............ 

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第 1区域
唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ I26 
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第m区域
軟質 唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ Q34 
l/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

口端部3/4スス付着
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極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第 1区域
軟質 唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ IN24 
3/4 底部：平底 内：口縁部～底部ヨコナデ
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V. 第 113• 118次調査

単位： cm

No 器種 法量／焼成／色調 胎＋^
形状 調整／文様

出上地点

残存 備 考

l」: 9. 6 極軟砂質粒 ロ縁部・直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ
外デ：・口ロ指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデ／デ底／体部部ナ

第w区域

土師器 底晶： 2 . 0 端部部内側に段／口唇部丸く収める V34 
50 . 4. 3 3/4 底平底 内： ナデ 片[l状に歪む

小皿
焼色． 橙良褐好色

口端部1/2スス付着

--E~ 
口' 9.2 極軟砂質粒 ロ縁部．やや外反して斜め外方へ立ち上が 外デ：・口縁部ヨ！底コ部ナナデデ／体部ナ 第I11区域

土師器 底一蘭 2 3 る／口端部底内側に段／口唇部丸く収める
内 口指縁頭部痕～I底部ナデ

R34 
51 

小皿
. 4. 0 4/5 底部：平 片口状部に歪む

9 9 

焼色’ 橙良褐好色
口端スス付着

- ----

口． 9. 3 極砂粒 ロ部縁部直線状に斜め外方へ吃ち上がるIロ
外デ’・口ロ指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデ／デ底／体部部ナ

第II1区域

土師器 底晶 2 . 1 軟質 底唇 丸く収める G34 
52 ・ 3. 0 4/5 部．平底 内： ナデ 片口状内に歪む小皿

焼色・ 淡橙良好褐色
外. .スス付着

..'•••→日”.....

n: 8. 5 極軟砂質粒 ロ縁部部内側：直に線段状／口に唇斜部め丸外方へ立ち上がるIロ
外デ：・口ロ指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデ／デ底／体部部ナ

第1I1区域

土師器 底尚 ： 1. 9 端 く収める D34 
53 

小皿
: 4. 0 3/4 底部平底 内： ナデ 片口状に歪む

焼色：： 淡橙良好褐色
口端部スス付着

―§●●`△＊←” ・ • ---

口： 8. 8 極砂粒 ロ縁部やや内湾して斜め外方へ立ち上が 外デ：・口指縁頭部痕／ヨ底コ部ナナデデ／体部ナ 第1I区域

土師器
晶： 1.9 軟質 る／口唇部丸く収める A27 

54 小皿
底： 4.0 1/1 底部・平底 内：口縁部～底部ナデ 口端部全周スス付着

焼色：： 橙良褐好色

• --

口： 7. 4 極軟砂質粒 日縁部部．直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外デ：・口縁部ヨ（底コ部ナナデデ／体部ナ 第 1区域
底蘭．： 1. 9 底唇 丸く収める

J片26口状に歪む55 
上師器 : 2. 3 3/4 部平底 内．口指縁頭部痕ヨIコナデ／底部ナデ
小皿

焼色：・ 橙良褐好色

ロ 8. 6 極軟砂質粒 ロ縁部部内．直線状口に唇斜部め丸外方へ立ち上がるIロ
外デ内．・口口指緑緑頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナデナデ／デ底パ部本部ナデナ

区域不明

土師器 底蘭・ 1 9 端 側に段／ ＜収める 片口状に歪む
56 

小皿
• 3 6 1/1 底部平底

焼色 良好
暗灰褐色

‘"‘●⇒ 

11' 8.8 極軟砂質粒 ロ縁誓部直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ
外：口ロ指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナデナデ／デ底／体部部ナ

第II1区域

57 
土師器

晶 I9 底唇 丸く収める プ―ゞ ・ Q35 

小皿
底． 4.0 1/1 ：平底 内 ナデ 片口状部に歪む

焼色・． 淡橙良褐好色
l]端スス付着

;；＊..今-“＊卓 • ----

口 10.0 極軟砂質粒 ロ緑部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が 外痕'[]縁部～体部ナデ・指頭 第1I区域

士師器 高・ 2. 2 る／口唇平部丸く収める ／底部緑未調整 A24 
58 

小皿
底 4.5 1/2 底部： 底 内．口 部～底部ナデ 外：スス付着

麿 闘
-•• ----

口 9 0 極軟砂質粒 ロ縁部：直線状に外方へ立ち1：かる／口唇部 外・u部緑ナ部デ～／体体部剖ナデダ・指の頭押 第w区域

土師器 底晶 2 1 丸く収める 狼／底 部にシ T34 
59 

小皿
・ 4. 0 1/1 底部：平底

印内口緑部ヨコナデ／底部ナデI 焼色 橙良褐好色

-··--呵〒”→—• •--• 

口． 9 1 極軟砂質粒 [7縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外'II縁ナ部デ～｛本部ナデ・指頭 第IV区域

士師器
信 2.I 唇部丸く収める 痕／底部 T34 

60 
小皿

底 4.0 1/1 底部・平底 内口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

焼色： 橙良褐好色
内・スス付着

•••*•••........ 

口． 8 8 極軟砂質粒 ロ部縁部内部．直線状口に唇斜部め丸外く方収へめ立るち上がるIロ
外．口ロ指緑緑頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデ／デ底／体部部ナ

第I11区域

土師器
晶： I9 端 側に段I プ―ゞ ・ F30 

61 
小皿

底'4.0 1/2 底 ：平底 内’ ナデ 片口状に歪む
焼色 良好

．淡橙褐色
寸てA•F••**.. ----

口 10.6 極軟砂質粒 ロ縁部部丸部：く直収線め状るに斜め外方へ立ち上がるIロ
外 口ロ指緑緑頭部部痕ヨ／ヨ底ココナ部ナナデデ／デ底／体部部ナ

第 1区域

土師器 底晶 2 . 2 
底唇 ：凹底

プ--ヽゞ ・
J片24口状に歪む62 小皿

. 6 0 1/4 内． ナデ

焼色・ 淡橙良褐好色

•~•”’"L- ----

口' 9.2 極軟砂質粒 ロ縁部く：直収線め状るに斜め外方へ吃ち上がる／11
外デ． 口ロ指縁緑頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナ未デデ／調底パ整部本部ナ

第I1区域

七師器 霊 2 2 
底唇部部丸・平底

A24 
63 

小皿
4. 0 3/4 内： ナデ 片口状部に企む

悶 認 口端 3/4スス付着

·······•· 
口 11. 8 極砂粒 日緑部・直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 外口縁部ヨコナデ／体部ナ 第II区域

士師器
信］． 23 軟質 底唇部部丸く収める／口端部段あり デ・旦指縁頭部痕ヨ／底部ナデ A24 

64 
小皿

底'5.0 1/1 ：半底 内・ コナデ／底部ナデ 片口状部に歪む

焼色 橙良褐好色 日端 1/3スス付着
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3. 遺物

単位：cm

No 器種 法畢！焼成！色調
胎＋．

形状 調整／文様
出士地点

残存 備 考

1_ 1' 9. 0 極軟砂質粒 ロ緑部内湾して上方へ吃ち上がる／口唇部 外：口縁緑部部～底部部ナデ 第 1区域

土師器
信］． 23 丸く収める 内：口 ～底ナデ K26 

65 
小皿

底'6,0 1/1 底部平底 片口状内に歪む

焼色． 淡橙良好褐色
外・ ’スス付着

---

口： 8. 0 極軟砂質粒 ロ縁部・内湾して斜め上方へ立ち上かるIロ 外．口緑部ヨ／底コ部ナナデデ／体部ナ 第 1区域

士師器
吉IRI・. 1. 7 底唇部部丸く収める デ・ロ指緑頭部痕～／ V24 

66 
小皿

底 3 5 1/1 '平底 内’ 底部ナデ 片II状に歪む

麿 贔
~ ~ ~. 

口： 18.8 極軟砂質粒 ロ縁部・やや外反して上方へ立ちいがるIロ 外口縁デ部ヨコナデ／体部ナデ 区域不明

士師器
読•· ： 2. I 唇部丸く収める ／底部ナ 外・内：底面黒色

67 
小皿

底 11.5 1/1 底部平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

焼色 良好
淡橙褐色

--t .とャ

長・ 5. I 極軟砂質粒 ロ縁部左右内側に屈曲/17唇部は丸く収め 外．口縁縁部部～底部部ナデ 第I11区域

土師器 幅高： 2 . 2 る 内'll ～底ナデ S35 
68 : 1. 1 1/2 底部平底

耳皿
焼色・ 臼良褐好色

•←••可●上一上士t →― ― 

口 10.0 極軟砂質粒 ロ緑部・直上へ短く立ち上がる／口唇部は丸 外ナ：口プ—縁さ部～受部回転ナデ／体 第 1区域
上師器 高・ 4. 0 く収める U25 69 
羽釜

焼色：： 橙良褐好色
1/10以下 受部平滑／ナ幅デ1. 2cm 部内'[]縁部ヨコナデ／体部ナデ

体部ヘラ 後指頭痕
,. ・ • -• ----

口． 9 0 極軟砂質粒 ロ縁部・直上へ短く立ち上がる／口唇部は丸 外部ナ：口デ縁部～受部回転ナデ／体 第 1区域

70 
土師器 高 8.3 く収誓める U26/V24 
羽釜

焼色： 橙良褐好色
1/5 受 ：平滑／幅1.1cm 内口縁部ヨコナデ／体部ナデ スス付着

体 ：ナデ 後指頭痕

瀬戸美濃
．向白、＇ユ ・ 0. 8 精緻 底部碁笥底

外区域：底不部明鉄釉色露胎
71 鉄釉

底・ 5.0 1/10以下

皿 麿 闘 内鉄釉発悪い

呵-上●”'＊‘”--

瀬戸美濃
蘭 2.8 軟質 胴部：下膨れ 外転内ヘ体ラ部ケ下ズ位リ回転ナデ／底部回 第III区域

72 讐
底 14.0 1/1 底部・平底 132 

焼． 赤良茶好色 ．体部下位回転ナデ 外：体部下位露胎
色・

呵◆
口． 12. 2 軟質 ロ縁部部ややこ内屈湾曲し後て外外反方／へ口吃厄ち上がる／口 外デシ／ャ：体口ー部縁プ部下位～回体転部ヘ下ラ位ケ回ズ転リナ／ 

第II区域

瀬天鉄戸目美釉碗濃
向： 6.5 2/3 端 で上方1 唇部は短く外 G26 

73 底 46 傾底 し丸く収める 外体部下位露胎

焼色・ 黒良茶好色
部蛇の目高台 内：口緑部～体部下位回転ナ

デ

ロ 12 0 軟質 ロ縁部方こ直屈線曲状／に外方へ立ち上がる／1|端部
外デ／’体ハ口ー部緑プ下部位～回体転部ヘ下ラ位ケ回ズ転リナ／ 

第1II区域
瀬戸美濃 高： 6. 0 1/6 てI:: I 口唇部は短く外傾し丸く収 E33 

74 鉄釉 焼色 良好 める シャ 外体部下位露胎
天目碗 濃茶黒色 底部蛇の目高台 内'[l緑部～体部下位回転ナ

デ
雫．．．

口' 11. 0 軟質 ロ縁部部：ややこ内屈湾曲し／て［l外方へ立ち上がるIロ 外デ／体口部緑下部位～回体転部ヘ下ラ位ケ回ズ転リナ／ 
第 1区域

瀬天鉄戸R釉美碗濃
蘭 5.2 1/8 端 で上方｛ 唇部は外傾し丸く収 T25 

75 
焼色．： 茶良黒好色

める シャープ 外．体部下位露胎
内口縁部～体部 F位回転ナ
プ--

ャん←` -

瀬戸美濃
晶 5 6 精緻 r1縁部・直線状に短く上方へ立ち上がる 外．回転ナデ 第1II区域

76 欽釉
取ロ 10 0 1/10以 F 胴部上位で張る 内回転ナデ G32 

茶入
誓 闘 底部：蛇の目高台

.．．＂... 

瀬戸美濃 ロ 11.0 精緻 体部寸胴形／口直端線部状外に上方へ立ち上がるI 外回転転ナデ 第I11区域

77 鉄釉
高 3.0 1/10以下 口端部半坦／ 側突出 内：回ナデ F32 

香炉 麿 良好 外：発色悲い
黒色 内：体部露胎

··•-··•···. 
ロ 14 6 昭緻 ロ縁部曲：外唇傾内部湾して立ち上がる／口端部で外方 外行ケ：口線ズ緑／リ部シ押圧波状又・押転II:． 第I11区域

瀬戸美濃 高 7. 3 1/5 に屈／口 は丸く収める 半 ャープ／体部回ヘ P35 
78 鉄釉 底 12 6 体部短く して立ち上がる ラ 外1本部下位～底部露

香炉 焼： 黒良茶好色 底部3脚 内．口縁部～体部下位回転ナ 胎
色： デ

.... .. 
翡・ 2.6 軟質 体部内湾して外方ヘセち上がる 外回転ナデ／突帯回転ヘラケ 第III区域

瀬戸美濃 最 8 4 1/8 底部上位に突帯／削出高台 ズリ D32 
79 り9 底 4 6 内．回転ナデ 外．体部下位～底部露

焼 闘 胎
色

口． I l. 0 極砂粒 17縁部直線状に外方へ汀ち上がる／口端部 外口縁部iケ回ズ転リナデ／｛本部下位 第II区域

灰釉
回戸,． ・・ 2. 2 堅緻 で上方にり出屈高曲台後外反／口唇部は丸く収める 回転ヘラ E27 

80 底： 5. 8 3/4 底部消 内口緑部回転ナデ
小皿

麿 灰良緑好色

. ...日上••-’’ ・ • -----

II' 10 2 極砂粒 ロ部縁部：やや内湾して上方へ立ち上がる/1I 外 II縁部回転転ナデ 第 1区域

81 /~由 高 2 7 堅緻 唇は丸く収める 内．口緑部回 ナデ／陰刻花弁 U29 

焼色： 灰良緑好色
1/10以 F 体部・腰部で内湾する
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V. 第 113• 118次調査

単位：cm

No 器種 法量／焼成／色調
胎土

形状 調整／文様
出土地点

残存 備 考

塁 2 2 極軟砂質粒 ロ緑部部：直線高状に外方へ立ち上がる 外回転転ナデ 外区域：高不台明端面露胎
82 灰釉 6.4 底．削出台 内．回ナデ／底面トチン4

小皿 焼色・ 良好 1/10以下
．透灰緑色

~ ~ ~・~ ~ ~ ~ ~ ~ -・・・・・ 

闘 麿 悶 極砂粒 端ロ縁部部内側：直受線口状状に斜め外方へ吃ち上がるIロ 外 口縁縁部部～体体部部回転転ナデ 区域不明
83 堅緻 内：口 ～ 回ナデ G24 

1/10以下 内・外：｛本部露胎

口' 29. 0 極砂粒 端ロ縁部部内側：直受線n状状に斜め外方へ立ち LがるIロ 外回転転ナデ 第1V区域
．糾•• 

闘 高 3 7 堅緻 内’回ナデ W34 

焼色．． 明良灰好色
1/10以下 内：体部下位露胎

ロ 10. 2 極砂粒 II縁部収：直め線る状に外方へ立ち上がる／口端部
外． 口底縁緑部部部右～～回体体転部部糸回回切転転ナりヘ痕デラIケ

第 II区域

灰釉
高． 2.2 堅緻 は丸く ズリ／ 125 

85 卸皿
底． 4.8 1/2 底部：平坦 内．口底 外．体部灰釉露胎

焼色：： 灰良緑好色
部卸目

~ ~ ~ 

口： 13. 8 極砂粒 ロ縁部部：やや内湾して外方へ立ち上がるIロ 外：口縁縁部部～体部回回転転ナナデデ 第I1区域

86 悶 焼色蘭 ：：： 灰良3白.好0 色
堅緻 端 やや外傾／口端部内側に段／口端部は丸 内：口 ～体部 ／底 C25 

1/10以下 く収める 部卸目 外’体部～底部露胎

~ ~ 

口： 12 4 極砂粒 ロ縁部：やや内湾して上方へ立ち上がる／口 外：口＇ケ縁ズ部リ 回転ナデ／体部回転 第III区域

！ ~ ~.: ~~ ・8．/ .~ ~ 7 ： ¥ ~ / ~ : ;~ ~ 誓 高： 4. 3 堅緻 端部部やや外傾さ内／口唇部は丸く収める ヘフ R34 

焼色： 灰良緑好色
1/10以下 体：腰部で湾する 内口縁部回転ナデ

··-:"··••· ... 

.• 88 
高万 4. 6 極砂粒 体部部．直線状に外方へ立ち上がる 外底部：体ナ部デ下位回転ヘラケズリ／ 第rn区域

塁靡 底 8. 6 堅緻 底 ・平坦 L33 

焼色：： 淡良緑好色
1/10以下 内1本部下位回転ナデ 外1本部下位～底部露

＼ 胎

.• しし：~ （ 
口 6. 0 極砂粒 ロ縁部部側：直突線帯状／に短<J:.方へ立ち上がるIロ 外 口縁縁部部～体体部部回転転ナデ 第m区域

灰釉
焼色晶'・ 灰良3緑.好0 色

堅緻 端外 口唇部は丸く収める 内：口 ～ 回ナデ G35 ， 
瓶子 1/10以下

贔屯←且●~·· ----

} ．． 叩＼ • ;~ 9 ，9 ， ~ \f~; ~ 口： 4 2 極砂粒 ロ縁部’直線状に短く上方へ立ち上がるIロ 外．口縁緑部部～体体部部回転転ナデ 第 1区域
灰釉 高： 3 0 堅緻 端部平坦 内：口 ～ 回ナデ U25 
瓶子

焼色：： 灰良緑好色
1/10以下

~ ~ ~ -----

91 ヽ
高ム・ 4 0 堅緻 体部部・外傾して立ち上がる 外．体体部部中底央部条線3／シデャープ 第 1区域

灰釉 底・ 7. 9 1/4 底 碁笥底 内' ~ 回転ナ V24 
香炉

焼色． 灰良緑好色
外：体部下位～底部露
胎

．し~ し~: ~9• ＼ ~ •• 2 ~ ~ ＼ 瓦質士器 麿 闘 極軟砂質粒 底部内傾して上方へ立ち上がる/rl端部平
外位：：底底に部部半～～菊体体花部部文回回押転転印ナナめデデぐパ本部

第rn区域

瓦燈蓋 坦 下内 る E33 

入＇＼ 1/10以下

口' 11. 4 極軟砂質粒 ロ縁部・外反して立ち上がる／口端部平坦 外口縁部～頸部回転ナデ／シ 第III区域

93 瓦花質瓶土器 高 8.0 ャープ J35 

焼色．・ 暗良灰好色
1/10以下 内：口縁部～頸部回転ナデ

K•"“*••· 
口． 9 4 極軟砂質粒 |l縁部：外傾して立ち卜．がる／口端部平坦

外個内'[]縁部文：：回回押転転印ナナ／デシデ／体部に2
第11I区域

叫 瓦質土器 晶'4.0 1組の雷部 ャープ M32 
香炉

焼色’ 良白好色
1/10以下 ：口縁

J →一し— ----・---------・ ... . 

瓦火質舎土器
焼色 良好 極軟砂質粒 体部．外反して立ち上がる 外．体部ヘラ描き炎背3重円 第 1区域

95 ．暗灰褐色 文• X文がめぐる W24 
1/10以下 内 ナ デ

口． 27. 0 精緻 日縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口端部 外：回転ナデ 第 1区域

％ 望 麿蘭： 3 8 1/10以下 内側に段／口端部は外側に屈曲／口唇部は上 内．回転ナデ／線刻蓮花文 ll25 
： 良好 方に立ち上がり丸く収める
：オリープ--．．． 

ロ 10.8 精緻 ロ縁部内湾して外方へ立ち上がる／口唇部 外1本部に線刻蓮花文 第 1区域

.97 . 
青磁 麿晶. 4 5 1/10以下 は丸く収める V25 
碗 ： 良好

オリーブ
,.,-・・, • ----

． /9. ~し‘~ ； 8 ~ ~ /し
口． 13. 6 精緻 ロ縁部内湾して外方へ立ち上がる／口唇部 第III区域

讐 高： 4.0 1/10以下 は丸く収める G34 
焼色 良好

・オリーブ

i :• し9し~ .~ ~ ．9 ~ ~~ ＼ し~.、~~・~ ・、• ~ 口： 13. 0 精緻 ロ縁丸部．内湾して外方へ立ち上がる／口唇部 外体部に線刻内行線3 第w区域
青磁 喜高・ 3. 2 1/10以下 はく収める T35 
皿 ： 良好

：淡オリープ
、●●···••.-····

＼ 勺卜 ＼ 

塁 4. 3 精緻 底体部部 内湾して外方へ立ち上がる 第II区域

し1．・~OO ~ ~ ~ ~ ¥ r 

青磁 4. 6 1/10以下 ：削出高台 E29 
碗

焼色・・ オリ良ー好ブ灰 外：底部～高台端面露
胎
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器種 法量／焼成／色調

ロ： 13. 6 

青碗磁 1 焼色高：： 良4．好6 

：オリープ
-----------------------------

口' 13.8 
青磁 1高： 4. 6 
碗 焼色： 良好

：オリーブ

ロ： 11. 6 

輪青花磁皿 晶： 2. 6 
底： 6.4 
焼色： 良好

：オリーブ
-----・・--..... -----. ------
口： 12. 9 

稜青花磁皿 1 焼色高： 良2.好5 

：オリーブ
---------・ 

口： 14. 0 

輪青花白磁皿 高焼色：：： 透良2白.好0 色

----------------------------

青磁 1 底麿蘭：： 71. . 6 1 
皿 ： 良好

：オリープ

3.遺物

胎士．．．．．．．．．． 

残存
形状 調整／文様

精緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口端部 I外：口縁部シャープ
l/10以下 1外反／口唇部は丸く収める

精緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口端部 I外：口縁部シャープ
l/10以下 1やや外反／口唇部は丸く収める

-----------・------------------

単位： C1Il

出土地点------------------
備考

第 I区城
T26 

区域不明

精緻 口縁部：外反して外方へ立ち上がる／口唇部外：口唇部を押圧して花弁状第I1区域

る I内：体部に花弁陰刻 外：高台内側露胎
1/6 は丸く収める／口唇部押圧して花弁状にすに成形／体部に花弁陰刻 A24 

精緻 I口縁部：外反して外方へ立ち上がる口唇部外：口唇部を押圧して花弁状第 I区域
l/10以下 は丸く収め、切れ込みを入れ、緩い花弁状 1に成形 1J25 

にする
体部：腰部で上方へやや屈曲
-●一·.•・

精緻 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上がる／口外：口唇部を押圧して花弁状第I1区域
l/10以下 唇部は丸く収める／口唇部押圧して細かいに成形／体部に花弁陰刻 IG30 

花弁状にする

精緻 I底部：削出高台
1/10以下

外：底部に呉須圏線2／中央に第11区城
「大明口進」 I626 

外：高台端面露胎

.................... 

高： 2.1 | 精緻 I底部：削出高台
青白磁底： 3．6 1/8 

区域不明
漆継ぎ

皿 焼：良好
色：透白緑色
...........................．．．．．．．．．.................... 

高： I.4 I 精緻 1底部：削出高台 内：底部に呉須曝線2／中央に第 1区域
陰刻蓮花文 IV24 青磁 1底： 5．8 1/10以下

皿 焼：良好
色：オリーブ灰

青磁 I 
長： ．．．．．5．8 ..I.....̀f緻．．．『五五；・・内径I.2cm 

径： l．8 1/10以下
水注 焼： 良好

色：オリープ灰

外：底部～高台端面露
胎
·······•·•······ 
第 1区域
A28~30 

青磁髯 ：：t| 鴨
香炉 焼： 良好

色：オリーブ

坦
ロ縁部：やや外傾して立ら王がる／五一端面平-Iぷ：体部下:{立に陽亙i算木文-・・[II区域

I25 
伝部：寸胴形 内：体部下位露胎

青磁 焼： 良好---1精緻
踪形瓶 色：透オリーブ 1/10以下

体部：直方体 外：体部に陽刻算木文 第 11区域
A22 

口： 14. 4 

白皿磁 1 9裔：: 

3. 8 
7. 4 

盟
----------------

口： 13. 5 

白皿磁 1 ＇ 高：

3. 4 
7. 4 

悶
-------------------------
口： 11. 4 

白磁 1喜: 2. 8 

皿 焼色・：： 透良5白.好0 色

...言----------•--••••
口： 11. 4 

白磁 1 麿裔： 2. 4 
皿 ： 良好

：淡オリープ
-----------・・・・・-・-・--・-・・ 
口： 11. 8 

輪白花磁皿 高： 2. 7 底： 6.0 

焼色．： 透良白好色

---------···---•---------
口： 10. 2 

輪白花磁皿 1 焼高色： ： l．好5 
： 透良白緑色

口' 10. 0 

輪白花磁皿 I 蘭： 2. 2 底： 4.9 

焼色：： 透良白好緑色

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が 1外：口縁部シャープ
1/10以下 る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める

底部：削出高台

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が 1外：口縁部シャープ
1/10以下 る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める

底部：削出高台

----------------------------
精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が 1外：口縁部シャープ

1/10以下 る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める
底部：削出高台

第11区域
D25 
外：高台端面露胎

第田区域
Q32/S33 
外：高台端面露胎

第 1I区域
G26 
外：高台端面露胎

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が外：口縁部シャープ／褐釉 第 I1区域
l/10以下 1る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める 1 |626 

精緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部外：体部に鏑状蓮花文
1/10以下 は棒状工具で押圧／緩い花弁状にする 内：体部に鏑状蓮花文

底部：削出高台

精緻 I口縁部：内湾しそ＿＿外方ーヘ立ち上がる／口唇蔀--|＿＿外：和一部に陰祠蓮花文

1/10以下 は棒状工具で押圧／緩い花弁状にする 内：体部に陰刻蓮花文

精緻 I口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部 1外：体部に陰刻蓮花文
1/3 は棒状工具で押圧／緩い花弁状にする 内：体部に陰刻蓮花文

底部：削出高台
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第 1区域
V25 
外：高台端面露胎

第11区域
G26/D25 

第 11区域
G26/B22 



V. 第 113・ 118次調査

単位'CIll

胎上
No I 器種 11去最／焼成／色調I残什 形状 調整／文様

出上地点

備 考

口． 8. 4 I 精緻 口縁部内湾して外方へ立ち上がるI口唇部外．｛本部に陰陰刻刻蓮蓮花文 第 1I区域
119 I 白磁 1高 2 0 1/10以下 は棒状丁貝で押圧／緩い花弁状にする 内体部に 花文 G26 

輪花皿 焼色 良好

1-1 • 12. 3 精緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部外 に花弁状の膨らみ 第1T区域
A24 

·—·'・ 一 透li緑色r| 
白磁 1 高 3. 0 1/8 に押圧の切れ込み／緩い花弁状に成形 内：体体部部に花弁状の膨らみ

120 I 稜花皿 底 6. 0 底部削出託台 外：高台端面露胎

焼 良好色
色灰

ロ 16. 8 精緻 II縁部緩やかに内湾して外方へ立ち上が外."I縁部シャーフ 第 1I区域

121 I 1'1磁 1 闘古 3.4 1/10以下 る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める !25/B22 
8 4 底部削出高台 外：高台端面露胎

皿 焼
透良白好色色

--＊----•吋----

高 3 2 精緻 ロ緑部緩やかに内湾して外方へ立ち上が外口福緑」部シャープ／底部中央第1I区域

122 I 白磁 底 11. 4 1/10以卜 る に呉須印判 T25 
皿 焼・ 良好 底部・削出高台 外．晶台端面露胎

色・ 白色
9→-”←＊←ヽ～4-一―--

高 1 5 精緻 底部．削出高台 外．底部中央に呉須文様 第 II区域

123 I 白磁 底 g 2 1/10以下 I 25 
皿 焼． 良好 外：高台端面露胎

色・ 白色
、--------•-l----

高 1.0 精緻 底部ベタ高台 内．底部中央に陰刻花文／シャ 第1I区域

124I 白磁 底． 11. 8 1/10以下 ープ B29 
皿 悶 悶

高 1 8 I 精緻 底部ヘ夕高台 第II区域

125 I 白磁 底． 9 0 1/10以下 G26 
皿 焼・ 良好 外．高台端面露胎

色 灰色
*6--←こヽ＊令・・/---

高 I 8 精緻 体部．緩やかに内湾して外方へ立ち上がる 外須：｛本圏部線シ2ャープ／底部中央に第II区域

126 I 白磁
底・ 5.6 1/10以ト・底部削出高台 呉 A21 

皿 焼 良好 外：高台端面隊胎
色 白色

晶 2.0 精緻 底部ベタ高台 第1I区域

121 I 白磁 底 8 2 1/10以下 G26 
皿 焼． 良好 外高台端面露胎

色： 白色
······•·••4 -----

口 7 4 精緻 ロ緑部緩やかに外反して斜め外方へ立ち 第IV区域
白磁 高 2 7 1/6 上がる／口唇部は丸く収める/11端部は波状 I「:34

128 I 底： 3.4 体部多角形状に稜あり 外体部下位～高台端

杯 焼色・ 透良白好色 底部割り縣台 面露胎

一尚 I. 6 精緻 体部寸胴形 外底部の脚端面に切込2 第ll区域

129 I 白磁 底 4 5 1/10以下 底部周縁に脚3 D25 
香炉 焼 良好 外：高台下位露胎

色． 白色 内：底面露胎
·······--ヽ•1-

口 6 8 精緻 ロ緑部直線状に斜め外方へ立ち上がるIロ 第1I区域

130 I 白磁
回白上・・ 2. 7 1/10以卜 端部やや外反／口唇部は丸く収める F25 

杯
焼色’ 透良白好色

..1...3.991 9•41.... 白磁 -…闘口.. 62 .68 1 精1/緻8 1端口緑部や部や直外線反状／口に唇斜部めは外丸力くヘ収立めちる上がるIl.l 第 I1区域
G26/F25 

杯 焼色． 透良白好色

132 
染付
碗

．．．．言~．．ヨー―--

133 
染付
皿

＇―、.,•*•-．．呵ーヨー ...• 

134 
染付
皿

'-•-..··-· ----

135 
染付
皿

136 
染付
皿

リ： 13. 0 精緻 1」緑部：直線状に斜め外方へ吃ち上がるI口 外：口縁部上位に呉須圏線2 第 1区域
両： 3．4 l/10以下唇部は丸く収める 内：口端部に圏線2 1 V34 
焼： 良好
色：透白青色

日： 13.0 
-•-
向： 2.4 
焼： 良・好

色：透白青色
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

口： 10.9 
晶： 2.5
底： 5．4 
焼： 良好
色：透白青色
.......................... 

口： 13.6 
閥： 3.0
底： 7.8
焼： 良好
色：透白灰色
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

晶： 1.8
底： 8.0
焼： 良好
色：透白青色

精緻 日縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部上位に呉須囮線1/ 第1I区域
1/10以下 上がるI口端部やや外反／11唇部は丸く収め体部に呉須唐草文・宝珠文 G26/L25 

る 内：口端部に呉須圏線］

精緻 口緑部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部上位に呉須圏線2/ 第 I区域
1/10以下 上かるI口唇部は丸く収める 体部に呉須草花文 W24 

底部：削出高台 内：［］端部に呉須圏線2／底面高合端面露胎
周緑に呉須圏線l

精緻 I日縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち外：口緑部上位に呉須圏線1/ 第 I1区域
1/10以下上がる／口唇部は丸く収める 体部に呉須草花文・宝珠文 G25 

底部：削出高台 内：口端部に呉須圏線l／底面外：高台端面露胎
周緑に呉須圏線2／圏線内に呉
須草花文

精緻 体部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち上外：住部下位に呉須変形唐草第 1区域
l/10以下 1がる 文／尚台に呉須圏線3 W24 

底部：削出高台 内：｛本部にアラベスク文／底面周高台端面露胎
縁に圏線2／中央にアラヘスク文
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3.遺物

単位： cm

No 器種 法量／焼成／色調
胎十一

形状 調整／文様
出土地点

残存 備 考

高 1 1 精緻 底部削出高台 外：高台に呉須囲線l 第1II区域

染付
底 7 6 1/4 内：底面周縁に呉須圏線2／中 G32 

137 
1IIl. 焼色． 透良l,1好青色

央に呉須玉抱き獅子文 第 1I区域
D25/G26 
外：高台端面露胎

9← ~ ~と←争と

仙・ 1. 1 精緻 底部削出高台 外：｛本部下位に呉須圏線1／高 第 1I区域

138 
染付 底： 8. 0 1/10以下 台に呉須圏線1 G26 
皿

焼色：． 透良白好色
内：底面周縁に呉須圏線2／中 外：高台端面露胎
央に呉須土抱き獅子文

9一＊—●＊—‘`:

l」. 8. 8 精緻 ロ緑部．緩やかに内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部上位に呉須圏線1/ 第1V区域

染付 塁 2. 2 1/8 上がる1日端部やや外反／口唇部は丸く収め 体部に呉須草花文／体部下位 Y34 

139 1. 6 る ～高台に呉須圏線3 外：高台端面露胎
皿

焼： 透良臼好色
底部削出高台 内：口端部に圏線l／底面周縁

色： に園背線2／中央に呉須掲磨文
... 

高・ 1. 2 精緻 底部削出高台 内：底面周縁に圏線2／中央に 区域不明

140 
染付 底： 6. 4 1/10以下 呉須花文 外：高台端面露胎

皿
焼色：： 透良白好青色

~ ＼ 

口： 6. 7 精緻 ロ緑部や部直線状に斜め外方へ立ち上がる/U 外：口縁部日立に呉須圏線1/ 第III区域

141 
染付 I日口） ・． 2. 7 1/10以下 端 や外反／口唇部は丸く収める 体部に呉須草花文 F32/D32 
杯 焼色： 良好 内：口端部に圏線l／底面周縁

：透白灰色 に圏線l
’’`  ・ • ---

回百,. ． ・ 1 3 精緻 体部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち上 外．体部に呉須草花文／高台に 第 1区域

142 
染付 底． 2.6 1/10以 F がる 呉須圏線l／底面に呉須印文 U29 

杯
焼色． 透青良好白色

底部・削出高台 内底面周縁に圏背線2／中央 外高台端面露胎

一`；日とん＊で̀-.... 
に呉須太湖石文

高・ 1 6 精緻 底部．削出高台 外1本部下位に呉須圏線3／底 第 1区域

143 
染付 底 4.4 1/10以下 面に呉須銘「立徳年製」 V24 

1111 
焼色 透良白好青色

内・底面周緑に圏線2／中央に 外高台端面露胎
呉須花文

ロ 8.2 精緻 ロ喜縁部：やや内湾して外方へ立ち卜がるIロ 第 1区域

悶 高・ 2 0 1/10以下 唇 は丸く収める 029 

144 底 4. 0 底 削出高台 外底面～高台端面露

皿 焼色： 良好 胎

・透白灰色
｀，．.-~＊.-、c· ----

朝鮮 誓 1.8 精緻 底部・ベタ扁台 外・体部下位回転ヘラケズリ 第w区域

145 白:
9 0 I/JO以下 内回転ナデ T35 

麿 暗良灰好色

ヤー》~＇．.. ――--

悶
高 1.0 精緻 底部割り高台 外．底部墨痕 第1II区域

146 底悶 4 . 4 1/10以下 G33 
： 良好 外．底面～嵩台端面露

皿 透白灰色 胎
｀上”-＊＊•-と止＊ー―--

朝鮮
高 I. 1 精緻 底部削出高台 内．底部トチン 第 1区域

147 白磁
底． 5 0 1/10以下 U29 

碗 悶 闘
？ ~ ~.... 

148 
朝鮮 麿 白良灰好色

精緻 ロ縁部：直線状に外方へ立ち上がる／口唇部 第I11区域

白磁 1/10以下 は丸く収める I34 

皿
．．． ... 

ロ 9.6 精緻 ロ縁部：上方へ短く外反して立ち上がるIロ 外’口縁部ヨコナデ／シャープ 第I11区域

149 誓 塁 2. 5 1/10以下 端部平坦 内口縁部ヨコナデ K33 

良好
色 明灰色...•••••.. ーー一
口' 17. 0 精緻 ロ部縁部・やや外反して外方へ立ち上がるIロ 外．口縁部回転ナデ／シャープ 第 1I区域

150 誓
向~ロ← ・・ 2.6 1/10以下 端 やや内傾／口唇部は丸く収める 内：口縁部回転ナデ G25 
底： 良好

焼色：： 明灰褐色

·--~ヤ西い `3-.," とと

口： 19. 4 精緻 ロ縁部：やや外反して外方へ立ち上がるIロ 外：口縁部回転ナデ／シャープ 区域不明

誓
高・ 2. 7 1/10以下 端部やや内傾／口唇部は丸く収める 内：口縁部回転ナデ

151 底・ 良サ好余
焼色・． 淡灰 色

第 1区域遺構出士土器(PL.73 • 74 第77図） 単位：cm

No 器種 法量／焼成／色調
胎土

形状 調整／文様
出土地点

残存 備 考

口： 7.2 極軟砂質粒
ロ縁部やや内湾して斜め外方へ立ちj--．が 外口縁部～体部ナデ 第 I区域

土師器
尚： 1.9 る／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ナデ S26/SB5121 

152 底： 2.4 3/4 底部平底
小皿

焼色．： 橙良褐好色

｀ ？ ~ ~ 

塁 精緻 体部・内湾して斜め外方へ立ち上がる 第 I区域1. 9 

153 
白磁 2. 8 1/8 底部削出高台 X29/SD5127 

杯
焼色：・ 透良白好色
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V. 第 113• 118次調査

器種 I法量／焼成／色調
士

i

存
胎
残

形状 調整／文様

単位：cm

出士地点
ー・

備考
口： 12.0 

越前焼
高： 11.0

壺
最： 15.2 
焼： 良好
色： 淡茶色

極砂粒 口縁部：短く外反して開く／口唇部は丸く収外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第 I区域
白色粒子 める 1内：回転ナデ後指頭痕 1Q31/SA5094 
精緻 胴部：下膨れ
1/8 

口： 16. 6 精緻 口縁部：短く上方へ立ち上がる／口端部外・外：口縁部回転ナデ／シャープ第 1区域
朝鮮製高： 2．6 l/10 内側突出／口端部浅<[!I]む 内：口縁部回転ナデ 1Q31/SA5094 

壺 焼：良好 胴部：上位で張る
色：淡灰茶色

0
5
0
好
紅

6
0
0
好
紐

°
o
0
好

顧

，

6
6
好
紅

904696
良

824792
良

801890
良

699833
良

赤

赤

橙

赤

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
口
高
最
焼
色

i

口
裔
最
焼
色
ご
ぃ
高
最
焼
色
一
高
最
底
焼
色

焼

焼

焼

焼

前

甕

前

甕

前

甕

前

甕

越

越

越

越

極砂粒 口縁部：外傾して短く屈曲／口端部平坦／口外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第1I区域
白色粒子 端部凹面 ／胴部上位「大」・格子文押印 G25/SK5100-Pl • 2 
軟質 胴部：上位で張る／下位窄まる ／胴部下位 ― ヘフナプ B27 /SS5090 
1/8 四：口縁部ヨコナデ／胴部ナ A26

テ・指頭痕
------------- ------------------------------------------------------------------------- ----------------------- --------

極砂粒 口縁部：外傾して短く屈曲／口端部平坦／口外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第11区域
白色粒子 端部下位突出 ／胴部上位「大」・格子文押印 H25/SK5100-P4 

農胃下 胴部上位で張る／下位窄まる ” ` ： デ ／ 胴 部 ナI625

---,―------------

極砂粒 口縁部：外傾して短く屈曲／口端部平坦／口外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第1I区城
白色粒子 端部下位突出 ／胴部上位ヘラナデ／シャープ 1H25/SK5100-P2.P7
軟質 胴部：上位で張る／下位窄まる 内：口縁部ヨコナデ／胴部ナ

1/10以下 デ・指頭痕

極砂粒 胴部：上位で張る／下位窄まる
白色粒子 1底部：平坦

'i'1？ 
........ 

焼： 良好
越前焼 I色： 黒茶色

甕

極砂粒 口縁部：外傾して短く屈曲／口端部平坦／口外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第1I区域
白色粒子 端部下位突出 ／胴部上位「大」・格子文押印 IH25/SK5100-P5
堅緻 胴部：上位で張る／下位窄まる 内：口縁部ヨコナデ／胴部ナ I25
1/5 デ・指頭痕

....．．．．．．．．．．．..................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．................................................ 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部回転ナデ／底部周縁第1I区域
白色粒子 端面平坦／口端部内側に浅い段 に縄目痕／底面未調整／シャー H25/SK5100
堅緻底部：平坦 プ F25/SK6025 
1/2 内：｛本部回転ナデ／幅2.8cm • 9 I G26 

条の卸目

口： 26.5 
越前焼高： 7．9 

播鉢
底： 13.0 
焼： 良好
色： 灰黒色

瓦質士器！麿 乱麿 ！ 極晶
火舎 1/10以下

外：口縁部：口端部は上・下端 1第 II区域
を突線で区画／区画内に半菊 H25/SK5100
花文押印
内：ナデ

．．．．．．．．．．．．．↓．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...................................................................................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.............. 

ロ： 36. 0 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部回転ナデ／底部周縁第II区域
高： 14. I 白色粒子 端面内側平坦／口唇部平坦／口端部内側に浅に縄目痕／底面未調整／シャー H25/SK5100-P9 

越前焼醤： 16.8 軟質い段をもつ プ 第 I区域
揺鉢 良好 1/2 底部：平坦 内：｛本部回転ナデ／幅2.7cm.9 J25/SE5lll 

色：橙褐色 条の卸目／底面卸目 S26 
外：体部下位スス付
着・被熱

口： 21. 4 

稜白晶 .＼... 嚢色：.....透緑白色

口： 22. 8 

白磁 1魯 4. 3 

皿 焼色・：：透1良4白.好0 色

68好色i670子色
白一．女白

＆訟良庶蒻良
透透i

••••••••••••••••••• 
高底焼色一口高底焼色

暉皿暉皿

ロ： 19. 4 

白磁 1雷 4. 0 

皿 焼色：： 透贔白色

口： 16. 3 

白磁 1 雷麿 3.3 

皿 ：： 透良9白.好4 色

体部：内傾してセち上がる

外湛同部ナデ／胴部上位～下位第1I区域
ヘフナデ H25/SK5100 
内：胴部ナデ・指頭痕

・・・・・・・・・---

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が 1外：口縁部シャープ
1/10以下 る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める

／口端部に切れ込みを入れ、緩い花弁状に
する
.................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が 1外：口縁部シャープ
1/10以下 る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める

底部：削出高台

精緻 体部：緩やかに内湾して外方へ立ち上がる I外：体部シャープ
1/10以下 1底部：削出高台

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が 1外：口縁部シャープ
1/10以下 る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める

底部：削出高台

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が 1外：口縁部シャープ
1/10以下 1る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める

底部：削出涵台

第11区域
H25/SK5!00 -P6 
F26 

第I1区域
H25/SK5 I 00 ~ P6 
外：高台端面露胎

第11区域
H25/SK5100 
外：高台端面露胎

第1I区域
H25/SK5100 
外：高台端面露胎

第II区域
H25/SK5100 -P6 
I25 
外：高台端面露胎

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-

精緻 I口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち上が
1/10以下 る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める

I外：口縁部シャープ／底部中英第1I区域

底部：削出高台
に呉須印判 IH25/SK5100 

外：高台端面露胎
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3.遺物

単位：cm

No 器種 法量／焼成！色調
胎t

形状 調整／文様
出土地点

残存 備 考

口． II. 0 精緻 ロ／縁口部端：部緩はや外か反にす内る湾Iして外方へ立ち上が 外：口縁部シャープ 第 1I区域

170 
白磁 悶蘭 2 3 1/10以下 る 口唇部は丸く収める H25/SK5100-P4 
皿 ' 透良白好色

9* • 

口： 11. 2 精緻 ロ縁部．緩やかに内湾して外方へ立ち上が 外口縁部シャープ 第I1区域

1 71 
青白磁

焼色晶：・． 透良白2.好青2色
1/10以下 る／口端部は外反する／口唇部は丸く収める H25/SK5100-P5 

皿

.. ............................. -----• ----------- ---------------- -------------- -------

口' 13. 6 精緻 ロ縁部緩やかに内湾して斜め外方へ立ち
外 口ここ縁端呉呉部部須須上に唐圏位呉線草須に文l呉須宝圏線1/

第 1I区域

1 72 
染付 高・ 2. 4 1/8 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め 体部1 ・ 珠文 H25/SK5100 
皿 焼色： 良好 る 内’口 圏線2／底部

：透灰白色 周縁｛
“上•*•-•,．．．．

高 2 2 精緻 底部削出高台

外：こご体底呉呉部面須須下周圏玉位縁線抱にに2き呉呉獅須須子草文圏花線文2／高

第II区域

173 
染付 底・ 7 8 1/10以下 台1 H25/SK5100 
皿

焼色． 透良白好色
内： ／中 外：高台端面露胎
央｛

口： 9. 0 極軟砂質粒 ロ縁部部直線状に斜内め上方へ立ち上がるIロ
外デ内'・口「J指緑縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナ未デデ／調底／整体部部ナデナ

第 1I区域

土師器
尚： 2.2 端外反／口端部側に段／口唇部丸く収め H28/SF5110 

174 
小皿

底'4.0 4/5 る 片口状部に歪む

焼色・ 橙良褐好色
底部平底 口端 1/2スス付着

ロ 9 6 精緻 ロ縁部・緩やかに内湾して斜め外方へ立ち 内：鏑状輪花文 第 II区域

輪染花付皿
晶 2.3 1/10以下 上がる／口唇部は丸く収める／口唇部内側波 F35/SE5099 

175 底 4.8 状 外：口唇部褐釉

焼色：・ 透良白好色

-̀ ----

ロ 12. 8 精緻 ロ縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部に呉須圏線／体部に 第1I区域

176 
染付 高． 3. 5 1/10以下 上がる／口唇部は丸く収める 草内花文 F35/SE5099 
碗 焼色．： 透良白好色

・n縁部に呉須圏線2

ロ 11.0 精緻 ロ縁部．内湾して外方へ立ち上がる／口唇部 外：口縁部～体部に線刻蓮花 第 1I区域

177 
青磁 向ロ・ 6, 0 1/3 は丸く収める 文がめぐる F25/SK6025 
碗

焼色． オリ良ー好プ灰
G26/125 

、~

口． 10.4 精緻 ロ縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇弁部 外：口縁部～体部に陰刻蓮花 第II区域

稜青花磁皿

蘭-』 '2.  7 1/10以下 は丸く収め、切れ込みを人れ、緩い花 状 文 F25/SK6025 
178 底 4.0 にする 内．口縁部～体部に陰刻蓮花

焼色 良好 底部：削出高台 文
：透オリーブ

｀``→^→ヤ←` 4 -一ー一
尚 I. 3 精緻 底部削出高台 内底部「大周明縁年に呉須銘圏線2／中 第II区域

179 
青磁 底 7 0 1/10以下 央に 年造」 F25/SK6025 
皿 焼色． 良好 外高台端面露胎

：オリーブ
•-上●心`...-- ----・・・・・ 

口． 8. 4 精緻 底体部部：寸胴形 外内'i]縁部～体体部回転転ナデ 第 I1区域

白磁 霊 6. 7 1/10以下 '平坦 ロ縁部～部回ナデ F25/SK6025 
180 香炉

8. 0 外．底面露胎

焼色： 良好
明灰白色

"'..，上ォ「＇一と• 一
II' 12. 6 精緻 ロ縁部：部緩はや外か反にす内る湾Iして外方へ立ち上が 外：口縁部シャープ 第I1区域

白磁 塁 2 9 1/6 る／口端 口唇部は丸く収める F25/SK6025 
181 6.3 底部．削出高台 G26 

皿
焼色： 良好色 外：底面～高台端面露

： 明灰 胎
~ ~ ~ ~ ~ ~ ● ---• ・ • 

口． 28. 0 精緻 rl縁部’緩やかに内湾して斜め外方へ立ち

唐外面内に：草：口口圏文緑縁／線体部部2部に上.に中ア位呉央ラに須にベ呉草呉ス須花須ク圏文文文線様／2底. 

第 I1区域

染付
高． 6. 0 1/10以下 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め F25/SK6025 

182 底 11. 0 る G26 
皿

焼色’ 透良白好青色
外：高台端面露胎

···•·-···-· 
日： 12. 6 精緻 ロ縁部：部緩はや丸かくに収内め湾るして外方へ立ち上が 外体内部．口に縁端陰部部刻上花位文に呉須圏線1/

第II区域

染付
高： 4.3 1/10以下 る／口唇 F25/SK6025 

183 焼色’ 明良白好色
：口 に菱文・十字文の

碗 組合せ文

~ ~ ~ ~ ~' 
ロ・ 12 8 精緻 ロ縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち

周外体両内縁台：部・I口1にじに緑緑団呉呉部部線須須上に2固m位呉線北須に2文呉固・線須宝2囲珠／底線文2部i ; 

第 1I区域

染付
高： 3.0 1/10以下 上がるI口端部やや外反／口唇部は丸く収め F25/SK6025 

184 底 6. 4 る G26 
皿

焼色’ 透良白好青色
外’高台端面露胎

ロ 14.8 精緻 ロ縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ立ち

外休高内周縁台・部：口IににI［し縁→縁［呉対呉祁祁線勿須に2阿1草位呉紳花1須9C文呉囲・牙繰宅i2涸珠／底線文l部/ I 

第 II区域

染付 高・ 3.0 1/10以F 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸く収め F25/SK6025 
185 底・ 8 6 る 外：高台端面露胎

皿
焼色．・ 透良白好青色

底部．削出高台
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V. 第 113• 118次調査

第III区域遺構出土土器(PL.74 第78固）

法量／焼成／色調
胎土.．．．．..．．．．．．.．．．．. 
残存

形状 調整／文様

単位：cm

出士地点-
備考

青磁 高： 4. 0 
口： 9.° | 精緻 I口縁部：口端部内側突出 1外口縁部に条線2体部中位に第田区域

l/6 体部：寸胴形／直線状に上方へ立ち上がる 条線3 |B33/SS5090 
香炉焼：良好 内：回転ナデ

色：オリープ

口： 13.0 精緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口端部
青磁 高： 3．l | 1/10以下 1で外反／口唇部は丸く収める
皿 焼：良好

色：オリープ

第m区域
B23~29/SS5090 

誓

口： 14. 0 

焼色高 ：：： 赤良8茶.好0 色

------------------------
口： 10. 2 

焼色高：：． 黒良5茶.好5 色

極砂粒 口縁部：外傾して開く／口端部は丸く収める 外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第m区域
白色粒子 ／シャープ SS2952 
精緻 内：回転ナデ後指頭痕 外：胴部降灰

1/10以下
·······•···· 

微砂粒 口縁部：内傾して立ち上がる／口端部外側突外：口縁部～胴部回転ナデ／シ第m区域
白色粒子出 ャープ／胴部上位耳痕 ISS2952 
軟質 胴部：胴部中位で張る 内：胴部回転ナデ
1/10 

--・・・・・・-

極砂粒口： 35. 0 口縁部：直線状に外方へ開く／口端面平坦／外：回転ナデ／体部下位に縄目 第m区域
晶： 10. 4 白色粒子口端部内側に段 痕／底面摩耗／シャープ W32/SS2952 
底： 16.0 堅緻底部：平坦 内：回転ナデ／幅2.0cm.10条内：スス付着
焼：良好 1/10以下 の卸目／体部下位～底部摩耗
色：淡橙褐色

2
2
9
1
1

エ
直

4
7
2
5

晶
9
5
7麟
〗
麟
鴎

••••••• 

,
 
••• 

．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

口
高
底
焼
色

i

焼
色

口
高
底
焼
色

i

口
高
焼
色

磁
炉

青
香

士師器
小皿

口： 5.6 
高： 14.0 
焼： 良好
色：暗灰茶色

-

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端部上方に外：回転ナデ／底面ナデ／シャ第11I区域
白色粒子 屈曲／口端面平坦／口端部内側に凹線 ープ 1U32/SS2952 
堅緻底部：平坦 内：回転ナデ／幅2.5cm • 8条の

1/10以下 卸目

極砂粒 口縁部：外傾して開く／口端部平坦
白色粒子

| 

讐．．．．．．．． 
極砂粒
白色粒子

精緻
1/10以下

鴨

外：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第II1区域
／シャープ SS2952 
内：回転ナデ後指頭痕／ベンガ外：胴部自然釉
ラ痕

········•··• 

ロ縁部：短く上方へ立ち上がる／口端面平坦外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第m区域
／口縁部中央に稜 ナデ SS2952 
胴部：上位で張る 内：口縁部ヨコナデ／胴部上位外：胴部自然釉

ナデ・指頭痕
- - - - - - - -

ロ縁部：寸胴形／直線状に上方へ立ち上がる外：回転ナデ／稜が口端部、体第田区域
／口端部内側突出／口端部は平坦 部中位・下位にめぐる R32/SS2952 
体部下位：周縁に直方体の脚 内：回転ナデ 外：底部～商台端面露
底部：削出高台 胎

内：体部下位露胎

精緻 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／口唇部
1/10以下 は丸く収める

極砂粒 1口縁部直線状に外傾して立ち上がる］・ロ唇1外：口縁部～胴部ヘラケズリ
白色粒子部は丸く収める 内：口縁部～胴部ナデ
精緻 底部／角状に湾曲して窄まる
1/2 

第rn区域
W32/SS2952 
外：胴部自然釉

·············•········ 

第11I区域
U32/SS2952 

口： 6. 6 極砂粒
1. 4 

- 1 口縁部：直線状に斜め外方へ止ち上がる／口 1外：口縁部～底部ナデ
高： 軟質 端部内側に段あり／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底： 2. o I 111 底部：平底
焼： 良好
色： 橙褐色

8
0
0
好
色

9
2
3
良
橙

•••••••••• 
口
高
底
焼
色

閉士！
質
ー

粒

／
 

軟
ー

i

砂極

口： 9.0 

土師器 1高： 2．o 
小皿

底： 4.0 
焼： 良好
色： 橙褐色

口： 9.2 
高： 1.9 
底： 3.3 
焼： 良好
色：淡橙褐色

口： 9. 2 ［ 高： 2.2 士師器 3.0 

小皿 橙良褐好色

--―1―-------------------- ----［ 品ll : ： I2O・ • 5 4 
上師器 5. 0 

小皿 翡

極砂粒

↑!？ 

第rn区域
R33/SA5130 
片口状に歪む

ロ縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第m区域
る／口端部外傾／口唇部丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ R33/SA5130 
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

口端部スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第11I区域
端部内側に段あり／口唇部は丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ S33/SA5130 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

口端部スス付着

／
 

粒
質
ー

軟
ー

―
砂極

ー ・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第rn区域
唇部は丸く収める
底部：平底

デ・指頭痕／底部ナデ lR33/SA5130 
内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ片口状に歪む

口端部1/2スス付着

~·······················~ 

極砂粒 1口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口緑部ヨコナデ／体部ナ第11I区域
軟質 端部内側に段あり／口唇部は丸く収める Iデ・指頭痕／底部ナデ R33/SA5130 
3/4 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

ロ端部全周スス付着

・・・・・・・・・ 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部ヨコナデ／体部ナ第m区域
軟質 唇部は丸く収める デ・指頭痕／底部ナデ S33/SA5130 
3/4 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデI片口状に歪む

口端部一部スス付着
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器種 法量／焼成／色調
胎士.．．.．.．．．．．．.．．． 
残存

3.遺物

形状 調整／文様

単位：cm

出士地点・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・........ 

備 考

口：
越前焼高：
広口壺焼：

色：

26. 8 極砂粒 口縁部：外方へ短く屈曲／口端部平坦
7 0 白色粒子 1胴部：上位で張る

外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第rn区域

良好 堅緻
灰黒色 1/10以下

ナデ／シャープ S33/SA5130 
内：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ
後指頭痕

焼：
越前焼 I色：

良好 極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端面丸く収外：口縁部回転ナデ／体部中位第m区域
明茶色 白色粒子める／口端部内側に凹線 回転ヘラケズリ 1S33/SA5130 

揺鉢

口： 39. 0 

越播前鉢焼 ［ 高： 13. 6 : 15. 4 

．： 橙良褐好色

口： 12. 4 

越前壺焼 1 焼色高：： ： 
6. 0 

悶
口： 43. 0 

越前甕焼 高焼色：：： こ2良げ5.好茶0色

可心
--------------------------

口： 16. 6 

: 10. 8 越卸前皿焼 1 底麿高： 3. 6 

．：濃こ良げ好茶色

口： 8. 0 

朝讐亜製 1 焼色高：： ： 
4. 0 

悶
高： 18.8 

越前焼最： 19. 8 
壺 焼：良好

色： こげ茶色

口： 35.2 

越前焼 1高： 9．o 
捏鉢

底： 16.6 
焼： 良好
色： 暗灰色
．．．．．． 

口： 31.0 

越前焼
高： 12.6 
底： 16.0 

揺鉢
焼： 良好
色： 橙褐色
-

口： 24.6 

越前焼 1高： 8．2 

捏鉢
底： 14.0 
焼： 良好
色： 灰色
.......................... 

口： 39.0 

越前焼 1高： 17.8 

播鉢
底： 17.0 
焼： 良好
色： 橙褐色

口： 43. 0 ， 高'16.8 

越揺前鉢焼 : ：： 橙2良褐0.好0 色

・ニーー一●●ー—

ロ： 42. 0 

越播前鉢焼 高： 15. 6 

焼底色：．． 橙良1褐9好. 6 色

--------------

越f!i! : 20. 0 
噂 I= 29. 2 
i 商： ］3．ti 

宰 ：・ 濃良茶好色

堅緻 内：回転ナデ／幅2.8cm • 9条の
1/10以下 卸目
．．．．． 

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端部内側に外：回転ナデ／体部下位ヘラナ第m区域
白色粒子 やや屈曲／口端面平坦／口端部内側に1!!l線 デ／底部摩耗 S33/SA5130 
軟質 内：回転ナデ／底面ナデ・摩耗
1/6 ／幅2.5cm • 11条の卸目

極砂粒 口縁部：外方へ短く屈曲／口端部平坦 外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第田区域
白色粒子 胴部：上位で張る ナデ／シャープ Q33/SA5130 
堅緻 内：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ外：降灰

1/10以下 後指頭痕

極砂粒 口縁部：短く上方へ立ち上がる／口端面は平外：口縁部ヨコナデ／胴部上位第11I区域
白色粒子 坦／口縁部中央に稜2／口端部内側に段 ナデ／シャープ I32/SA5136 
堅緻 胴部：上位で張る 内：口縁部ヨコナデ／胴部ナデ第II区域

1/10以下 後指頭痕 B21/SS5090 
外：自然釉
-

極砂粒 外：胴部ナデ／ヘラ記号 第11I区域
白色粒子 1内：胴部ナデ 1632/SA5136 

精緻
1/10以下
・・・・・・・・・----------

微砂粒 口縁部：直線状に短く外方へ立ち上がる／口外：回転ナデ／底部ナデ／シャ第11I区域
白色粒子端部平坦 ープ I32/SA5136 
精緻底部：平坦 内：回転ナデ／幅2.6cm • 8条の内：自然釉

1/10以下 卸目

精緻 口縁部：短く外反して上方へ立ち上がる／口外：口縁部回転ナデ
l/4 端部端面 1内：口縁部回転ナデ

第11I区域
H32/SA5136 

極砂粒 頸部：窄まる 外：胴部回転ナデ後ナデ／底部第m区域
白色粒子 胴部：上位で張る 未調整 D32/SA5138 
堅緻 底部：平坦
1/2 

内：回転ナデ後指頭痕／底部ナ外：胴部上位自然釉

フ→

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端面やや平外：回転ナデ／体部下位に縄目第11I区域
白色粒子坦／口端部内側に段 痕／底面未調整／シャープ D35/SE5139 
堅緻 底部：平坦 内：回転ナデ／波状卸目 1 片口に歪む
4/5 外：降灰

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部回転ナデ／底部周縁第rn区域
白色粒子 端面平坦／口端部内側に浅い凹線 に縄目痕／底面摩耗／シャープ D35/SE5139
軟質底部：平坦 内：体部回転ナデ／幅2.9cm ・片口に歪む
3/4 I 110条の卸目／底面卸目

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部回転ナデ／底部周縁第rn区域
白色粒子端面平坦 に縄目痕／底面未調整／シャー D35/SE5139
軟質底部：平坦 プ
1/4 内：体部回転ナデ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部回転ナデ／底部周縁第11I区域
白色粒子端面平坦／口端部内側に凹線 に縄目痕／底面摩耗／シャープ D35/SE5139
軟質底部：平坦 内：体部回転ナデ／幅2.5cm • 8 
1/2 条の卸目／口縁部扇状卸目／底

面卸目
...．.．．．．．．．．．．．．．．．．-..．.．．．．．．．- • •...........--—···-···-----------

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部回転ナデ／底部周縁第11I区域
白色粒子 端部上方へ屈曲／口端面凹む／口端部内側にに縄目痕／底面摩耗／シャープ D35/SE5139
軟質段 内：体部回転ナデ／幅2.8cm • 9 外・内：赤色化粧土
1/4 底部：平坦 条の卸目／底面卸目

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がる／口外：口縁部回転ナデ／底部周縁第I11区域
白色粒子端部平坦／口端部内側に凹線 に縄目痕／底面摩耗／シャープ 1D35/SE5139
軟質底部：平坦 内：体部回転ナデ／幅2.2cm • 8 
1/2 条の卸目／体部下位摩耗

極砂粒 胴部：やや内湾して上位で張る
白色粒子 底部：平坦

讐
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外：胴部回転ナデ後ナデ／底部第11I区域
未調整ー D35/SE5139 
内：回転ナデ後指頭痕／底部ナ L31/SS2952
—', 

フ―



V. 第 113• 118次調査

単位：cm

No I 器種 I法量／焼成／色調
胎上

形状 調整／文様
出十地点

残存 備

悶 闘 白極色砂粒粒子 外＇胴部回転プ―ゞナデ／ヘラ記号 第III区域
内 回 転 ナ 後 指 頭 痕 D35/SE5139 

精緻
1/10以下

口： 7.9 
白極色軟砂粒質粒子

ロ縁ち部：断面半口端円形！直線状にやや内傾して 外 口こ縁突部起～5体／ャ体ー部部プ回上ナ位デを／体部歯 第III区域高． 6. 3 立上がるI 部平坦 上位1 鋸 D35/SE5139 
厚 4. 0 文で区画／シ

焼色’ 濃赤良好茶色
1/5 内：体部ナデ

ロ． 8 7 極軟砂質粒 ロ部部縁内部側：直に線段状／に斜め外方へ立ち上がる／口 外デ口指縁頭部痕ヨコナデ／体部ナ 第III区域
土師器 底高；・ 2 0 端 口唇部丸く収める ． ／底部部ナデ D35/SE5!39 

小皿 焼色'． 橙良4褐.好0 色
1/1 底：平底 内 口 縁 部 ～ 底 ナ デ 片口状に歪む

1 1' 8.2 
極軟砂質粒 口縁部内：平側：底直に線段状／に斜め外方へ立ち上がるI口 外 口口指縁縁頭部部痕ヨ／ヨ底ココ部ナナナデデ／デ底／体部部ナ 第III区域

士師器 高 2 1 端部部 口唇部丸く収める デ• D35/SE5139 
l皿 底 2.5 1/1 底 内・ ナデ片口状に歪む

I、 焼色：： 橙良赤好色

口： 12. 0 
白微色砂粒粒子

ロ縁部：やや外反して立ち上がる／口端部平 外ー：口プ縁部～胴部回転ナデ／シ 第III区域

鉄亜士釉： 焼高色： ： ： 
3. 4 坦 D35/SE5139 

闘 堅緻 胴部：胴部上位で張る 内ヤ：胴部回転ナデ 内口縁部下位露胎
1/10 

11 5 極精砂緻粒 ロ緑部方：へ直屈線曲状／に外方へ立ち上がる／口端収部
外デ／：体口部縁縁下部部位～～回体体転部部ヘ下中ラ位位ケ回回ズ転転リナナ

第II1区域
5. 6 は上 口唇部は短く外反し丸く D35/SE5139 

闘 2/3 める 内：ロ 外’体部下位露胎
デ

11. 4 極精砂緻粒 ロ縁部方：へ直屈線曲状／に外方へ立ちr．がるI口端部
外デ／：体口部縁下部部位～～回体体転部部ヘ下中ラ位位ケ回回ズ転転リナナ

第rn区域
5.0 は上 口唇部は短く外反し丸く収 D35/SE5139 

闘 1/6 める 内口縁 外：体部下位露胎

プ-— 

7.0 極砂粒 ロ緑短部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部
外デ 口縁部部下位～～回体体転部部ヘ下中ラ位位ケ回回ズ転転リナナ 第III区域4. 3 精緻 は く外反し丸く収める ／体部縁 D35/SE5139 

2 2 1/8 底部蛇の目高台 デ内．口 外：体部下位露胎

闘
10. 8 極精砂緻粒 ロ縁部部：ややりへ内屈湾曲し／て口外方へ立ち上がるIロ

外デ． 口部縁縁下部部位～～回体｛本転部部ヘ下中ラ位位ケ回回ズ転転リナナ 第111区域6. 0 端 は 上 方 唇部は短く外反し丸 ／体 D35/SE5139

闘 1/6 く収める 内：口 外体部下位露胎
デ

5. 0 極砂粒 ロ縁部部．直線状高に外方へ立ち上がる 外：体部中位回転ナデ／体部下第I11区域
4. 6 精緻 底．蛇の目台 回転ヘラケズリ D35/SE5139 

覧 1/10以F 位内・口縁部～体部下位回転ナ外体部下位露胎
デ

11. 1 極砂粒 ロ緑部方：へ直屈線曲状／に外方へ立ち上かる／口端部 外回：体転部ヘ中ラ位ケ回ズ転リナデパ本部ト- 第1ll区域
4.0 精緻 は上 口唇部は短く外反し丸く収

位内口縁部～体部F位回転ナ
D35/SE5139 

濃良茶好色
1/6 める 外体部下位露胎

プ-‘ 

| 

青碗磁 焼色．’透オ良リ好 プ
精緻 ロ縁部内湾して外方へ立ち上がる 外：体部に鏑状蓮花文 第III区域
1/6 D35/SE5139 

雷 1. 5 精緻 底部：削出高台 外1本部に線刻蓮花文 第III区域
4. 6 1/6 D35/SE5139 

焼色： 良好
：透オリーブ

口： II. 6 精緻 日縁部：内湾して外方へ立ち上がる／口唇部す 外成：口形唇／体に部花部を弁に押花陰圧弁刻し陽て刻花弁状 第11I区域高・ 3. 0 1/10 は丸く収めるI[1唇部押圧して花弁状に に D35/SE5139 

焼色： 透良白好色
る 内1本部陰刻

塁 1 4 精緻 底部割り高台 第11I区域
4 0 1/10以下 D35/SE5139 

焼： 覧 外・底面～高台端面露
色・ 胎

内：底面トチン

口． 14. 0 精緻 口緑部’緩やかに内湾して斜め外方へ立ち 外内’口こ縁端呉部部須上に圏位呉線に須l呉圏須線圏l線l 第111区域2%I 染付 高 2. 7 1/10以下 上がる／口唇部は丸く収める ．口 ／底面 D35/SE5139

皿焼色．：透良白好色 周縁I

金属製品 (PL.75 第80図） 単位：cm/g 単位cm/g 

No 器種
長 厚

残存 材質 特 徴 出上地点
幅 重 [ l ： 残存誓： 特徴出士地点

235 鉄釘
8. 6 0. 6 

1/1 鉄製品
釘頭巻込 第 1区域

1.0 6. 2 断面方形 J25/SE5lll 
~～2→が3中6＊＊r” ------- ------- ----- ----

鉄釘 3.0 0. 3 
1/1 鉄製品 釘頭巻込 第11区域

0. 5 0. 4 断面方形 F25/SK6025 

5. 8 0. 7 
1/2 鉄製品

両端欠損 第rn区域
2.4 10. 5 断面方形 R33/SA5130 

8. 2 0.4 
4/5 鉄製品

釘頭欠損 第 1区域
0. 4 断面方形 J25/SE5111 

*-←9←‘*-Eが”

237 鉄釘 15. 0 1 0 
1/1 鉄製品 釘頭平坦 第III区域

I. 7 61. 4 断面方形 K32/SA5136 
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3. 遺物

士製品 (PL.75 第80図） 単位．cm/g 

No 器種1: 1ニI残存 誓： 特徴 出土地点

2船 l土製円盤 7.0 I 6 1/8 オ青リ磁ー碗プ、 ／底底底部面部周花露緑文胎且欠印 区域不明
6.0 

241 I士製円盤I66.. o 0 
2. 3 1/8 濃青オ磁リー碗プ 底底印部／面底讐部文露打胎押欠

W第241/区域SA5095 

242 I土製円盤I6. o 1.0 1/8 淡灰灰釉緑皿色 底底部部露周胎縁／打墨欠書 第 1区,A5域09 5.9 Q31/S 4 

243 I土製円盤I47. . 4 o I. 6 
1/8 情鉄穂雹碗

底底 尺P第32III/S区S2域952 
ラ

越前璽焼 周縁打欠 区域不明
2M  |t製円盤 67.. 2 7'lー.0'以1/下10 ' 暗色

木製品 (PL.75 第so図）

単位：cm/g 

No 器種
長 厚

残存
材質.....幅......... ..重••••••• 
色調

特徴 出土地点

Z45 土製円盤 10. 0 I. I 以陪
越前甕焼 周縁打欠 区域不明

9.2 
~...”ゎ -------------+---------- - ----

暗灰色

246 七鈴
2. 6 土師質

ナデ
．．．第．1I区域

’~ 
3. 6 1/4 白褐色 B22 

*”*ディ-只←ヤ亨 .. . 
一一

247 陶錘
4. 3 1. 6 

1/1 須灰-恵-色質 ん棗てフ形／紐--穴--区域不明

． I. 7 径0.5cm 

248 士錘
6.3 2.9 

1/1 橙士褐師質色
棗形／紐穴 ．．第1I区域．． 

3.0 径0.8cm E27 

単位：cm/g

法量（最大値）
木取 出士

No 種類
底．．．長．．・．．幅．．．．．：：．．．材．高．．厚．．．． 

残存
樹種

特徴
地点

20. 4 追柾 表面断：手痕斧痕／右側面平滑／左側面欠損／上端面丸く加工／下端 第1I区域

249 贔 1/3 マツ属複維管束 裏面切面：鋸の引き痕
A27 

11 1 1. 5 
亜属

~ ~ ~. 
24. 8 板目 左欠損部断面に木釘2を打ち補修 第1I区域

250 
曲物

2/3 マツ属複維管束
J25/SE5111 

底板 14. 3 1. 1 
亜属

‘’—--••..... ----

251 贔
20. 0 柾目 右側接合面に木釘2を打ち補修／表面周縁～背面周縁にかけ 第1I区域

1/5 ----------------------て断面を斜めに加工 A27 

；̀?―”¢み,.
5. 0 0. 8 スギ

20 8 板目 杓部断面長半円形／関部平滑／柄部先端鈍角に加工 第1I区域
252 柄杓 2/3 J25/SE51 ll 

8. 0 I. 2 クワ属
．． 

17. 7 2.0 柾目 足板：上・下端面の左つ右／は歯隅部丸幅に成形／上高端さ側に鼻緒孔とし 第1I区域
て径08cmの円孔を穿 3 0cm • 0. 6cm／背面左側 A27 

253 下駄 4/5 マツ属複維管束 辺下位：木の表踵・部i欠損
ヤ 7 7 I. 6 

亜属 表面 平滑
背面：木裏・平滑

＾ ~ • / ~... 
芯持ち～板目 ／足再板禾：歯部幅3.0cm ・高さ2.4cm／背面歯部外側に1cm角の凹み 第1I区域17 8 4. 2 

254 下駄 1/2 
I」用の痕か A27 

9 7 4 2 クリ 表面木表・平滑
背面：木襄•平滑

•-、----

6. 5 形状：細板材 第Il区域
お5 ヘフ 1/2 

竹亜科
A28 

0. 8 0. 3 
"...＿ミ●t-，.： ----

~ ~. 
8. 9 芯去り 形状：角柱材／下端部：削り加工／断面方形 第1I区域

2祁 箸 ．．．．．．．．．．．．．．．．←．．．. 1/1 J25/SE5111 

-5----,... 
0. 4 0. 4 スギ

257 横槌 12. 0 1/2 芯持ち
外上端部．笠状／下端部：柄部欠損／片面扁平 第1I区域

A27 

石製品 (PL.75 • 76 第81 • 82図） 単位：cm/g 

No I 器種

法量（最大値）

:・・・・i・・・・:・・・・r;;- 調整•特徴 備考 出土地点

2581 石硯
1 2. 4 | l. l 
6.8 I -

I 4/5 

259 I 石硯

年書＇

260 I 石硯

261 I 石硯

2621 砥石

263l 砥石

10. 5 1.0 | 1/ 1 
3 6 

5. 2 1_1 I 1/4 
6. 1 

7 1 1_2 I 1/4 
6.8 

6. 7 2. 0 | 1 /2 
4. I 

8. 0 | l. 0 
3. 5 I ~ 

石碁
-264 

4. 3 1 1. 2 
3. O I 29. 2 | 1/l 

し - やì,.,．．．

265 I 碁石

266 I 碁石

2. 8 | l. 6 
2. 3 I 16. 5 

| 1/ l 

ーーー7
6
 

0
,
i
 

7
6
 

．
 

l
l
 

痕擦

i

面

に

図

贔

央
箪

下

面

反
タ

下
欠

c

m

e

m

e

m

―

鱈

鱈

“

同

及

上

i

滑

右

！

側

哨

2
0
0
•

上

l

l

l

/

 

さ

さ

さ

一

体

左

休

右

／

高

高

高

玉

ク

・

面

方

左

状

盤円

形

直

面

叶

l.

形

方

有

状
裏
花
状
面

柱

表

仕

表

中

:
！
長
~
：
！
長
：

悶

悶

讐

聾•-l 状

さ

状

面

面

状

面

面

状

形

高

形

砥

断

形

砥

断

形

髯

儡

麟

色
岩

質
丁
褐
質
岩
色
質
岩
色
質
岩
色
質

覧

一

覧

叶

色

員
畳
疇
冒
胃
讐
翡
硬
頁
黒
硬
頁
黒
硬
頁
里
硬

3
 

／
 

2
 

形状：円盤状／平滑

形状：円盤状／平滑

全岡体：剥平離滑 A第271I区域

背全体面平一滑部エグリ
第1I区域
FZ5/SK6025 

全岡体：欠平損滑 第 I1区域
H30 

全岡体：欠平損滑／背面剥離 全区域面不ス明ス付着

砥和仕度上面5げ：密砥／浄教寺砥石
W第34w区域

砥粒仕面度上4げ：／密背砥／面浄剥教離寺砥石
A第241I区域

A第211I区域

第1I区域
C28/SF5097 

W第321区域
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V. 第 113• 118次調査

単位：cm/g 

法量（最大値）
No I 器種 1．．長．，！．．．．厚．．．．．．．．．．[五

短 i重

I 2. 1 0.6 | l/ l 碁石 1. 4 3. 0 

I 2. 4 0.5 | l/ l 
碁石 I. 6 3.3 

碁石 1 2.7 0. 9 | l/1 
1.8 5. 9 

I 2. 4 0.5 I 111 碁石 I. 5 2. 8 

碁石 I 2. o 0. 6 | 1/l 
1. 4 2. 7 

| l. 8 0. 5 | l/1 
碁石 I. 6 2.2 

I 2. I 0. 7 I 111 
．．．．．．．碁．．．．石．．．．．．．．．．． 1.．．．．8 ．． 

3. 6 

1. 9 0. 7 
1/1 1. 7 3. 6 

1. 9 0. 7 
1/1 1.8 2.9 

材
調
質

石
色
材

ー／
 

ー6

6

 

．． 
0

2

 

9

7

 

．． 
1

1

 

バンドコ I血船2.81奥行
尚8.3 I 10. 8 

調整•特徴

バンドコ幅l8.01奥行
蓋高3.4 I 14. 5 I 2;3 

石盤 I長2l.31奥行
高6.9 19. 3 | 1/2 

石盤 I長15.71奥行
高8.8 12. 5 | l/2 

長32.51奥行
高22.8 58. 2 | 1/2 

上20.° | 4. 3 
下18.8 I -

I 3/4 

茶臼
上17.5 

下臼
最30.o | 8. 8 I 1/3 
底28.7 

闘 I麦訓，翌 I 1/4 
底30.2 

岩
色
質

頁
黒
硬

形状：楕円状／平滑

滑平状盤円状如叩認
暉
詞
麟
虹
闘
囀
籠
虹

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

形状：円盤状／平滑

-----,―-------------

形状：円盤状／平滑

.......,―------------
形状：楕円状／平滑

頁岩 I形状：楕円状／平滑

晶
頁岩 I形状：円盤状／平滑

闘...... 

且
............... 

形状：円盤状／平滑

頁五―-----『扇状：円盤状／平滑

灰黒色
硬質

岩
色
質

頁
黒
硬

--------,―------------

形状：円盤状／平滑

碁石 I 1. 8 I 0. 6 I 1/1 I R贔硬贔質I. 5 2. 2 

碁石 I I. 9 I 0. 7 I 1/ I I 暗硬頁晶質
I. 6 2. 9 

碁石 I 2. 1 I ゚． sI 1/4 I 暗硬頁晶質1. 8 4. 8 

冒
言
冑
“

形状：円盤状／平滑

形状：円盤状／平滑

形状：円盤状／平滑

I 笏谷五 o形バンドコ／合子形

l/3 囁色 ！芹児誓贔・整長さ3.5cm以上の透孔7と推定

備考 出土地点

笏谷石 0形バンドコの蓋
暗灰色 外：笠状に成形／平滑
軟質 内：身と接合する周縁に段をつくる

-~...............••-............................................. 

笏谷石 形状：楕円形
灰色 外：平滑／口縁部幅2.0cm／体部平滑／外底部平
軟質 坦・タタキ

................................................................................... _ 
笏谷石 形状：長方形

淡青緑色 外：平滑／口縁部幅I.6cm／体部平滑／外底部粗
軟質 いタタキ／底部に高さI.3cmの脚

形状：扁平円柱
上面：主溝8分画・副溝9条／中央に1.8cm角の
方形軸受孔を上下面から穿孔
下面：下面は軸受穴を中心に凹面

・・・・・/・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

形状：皿形扁平円柱
上面：／主溝8分画・副溝13条／中央に径1.6cm 
の軸受孔を上下面から穿孔／播面周縁に受部／
幅5.5cm以上
側面：ハの字に踏ん張る底部に内湾して立ち
上がる受部が付く／平滑
底部：側面／平滑

全体平滑

形状：方形 I全体平滑
外：平滑／口縁部幅4.3cm／体部平滑／外底部粗
いタタキ

第VU1区域
G36/SD5176 

....... 

第 I区域
0-X32/SS2952 

..............,―--------------------------------

第II区域
C28/SF5097 

------------9 ------------------

第1区域
O―X32/SS2952 

と・・•. ．．．．..．＂... ＂”... 
第I11区域
E33 

...........,―---------

第 1I区域
C28/SF5097 

..........,―----------

第III区域
031/SA5094 

----9-----------------

第田区域
S33/SA5130 

第 1区域
T26 

.．．．...．．．．.．..．．I.．．．...．.．. 

第I1区域
F25 

.．．．．．.,．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．I.．．．....．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

第1I区域
A21 

明不域
i

区
ー

第I1区域
C28/SF5097 

ー •----------------------------------------------------I ―---------

全体平滑／高台楕円形 第 I1区域
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ー
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033 

........... 
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................... 
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上面：主溝8分画・副溝8条／中央に2.2cm角の
方形軸受孔を上下面から穿孔／揺面周縁に受
部／幅9.3cm以上
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明不
一
域

・
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3. 遺物

単位：cm/g 

法最（最大値） 石材

No 器種 長 厚
残存

色調 調整•特徴 備考 出土地点

短 重 材質

安山岩色 形状皿．形扁平円柱 第III区域

茶臼
い95 9. 2 1/10 暗灰

I．．面る：：揺ハ受面の部周字が縁に付に踏＜受ん／部平張／滑る幅底8. 9cm 
F32/SA5136 

288 
下口 最底3 7 2 以 l‘—

硬質 側面 部に内湾して立ち
27 3 上が

底部．側面／平滑
・ ・ J,』〒--.,J〒

組胃合；式苔 最底2 7 8 15. 0 緑笏軟灰谷質色伍
上面・方形／中央に径80cm ・深さ54の接合孔 第II1区域

289 25 0 1/3 側面全面平滑／四隅の高さ10.0cm／辺の中央 032/SS2952 
で高さ70cm)底面タタキ

笏谷石 前面：頂部鈍角三角形／上端・左右側面に幅 下位欠損 区域不明

290 舟形 30.0 9. 0 1/3 緑軟灰質色
4双塔背.0部立内cm五に：側•輪面高「南塔先さ無陽0端.妙刻5湾~」／曲五銘3. 輪5c塔mのの周輪縁郭帯に朱漆痕／五輪五輪塔 28. 2 

“•*..呵上一 ~ 

t贔 49. 8 15. 5 緑笏軟灰谷質色石 前輪部面塔：：側頂陽部面刻鈍先I 角三角形
前面ド位着 ・背面被熱・ 区域不明

291 24. 3 1/3 背五 端五輪湾塔曲内に「南無阿弥陀仏J銘 スス付

銭貨(PL.76 第82図） 単位cm/g 単位：cm/g 

種類 法量（最大値）
時期 出土地点No|—--------- -------- 径--------,：----厚-,；．----重- -T 残存

台帳番号

No ..種.....類....... 法量（最大値）
台 帳 番 号 径 厚 ． ． 重．．残存 時期 出土地点

皇宋通宝 0. 14 北宋 1第 1区域

-3；0。3山二 2.45 
---2 1. 2 5 ----41//5 1 北初鋳宋1039年 .... U区3..域2.. 小明

2 27 0. 18 11641 初鋳1368年

305 不明4874 2. 28 0. 09 1. 9 1/1 - 第w区域T35 

306 不明11539 2. 5 0. 13 2. 6 1/1 - 第Il区域F25/SK6025 

第 118次調査出土遺物(PL.77~88 第 83~100図第10表）

第 118次調査の遺物は、 1~574を掲載した。内訳は、包含層出士士器 1~238、第 I~III区域の士器（陶磁

器類） 239~411、土製品 412~418、金属製品 419~443、石製品 444~504、石塔 505~519、木製品 520~537、

銭貨 538~574、その他の遺物 575~580である。出士土器の観察表は諸事情により掲載を断念した。第 10表

では土製品から銭貨までの詳細を記し、士器については別稿をもって掲載したい。

包含層出土土器(PL.76~79 第 83~88図）

越前焼揺鉢2は口径 35.4cmを測り、内面に幅 3.0cm • 13条の卸目が入る。底部周縁に縄目痕が残る。 3は

体部がやや外反する。口径 35.4cmを測り、内面に幅 3.3cm • 10条の卸目が入る。底面に三角状に卸目が入る。

4は口径 30.4cmを測り、内面に幅 2.6cm • 10条の卸目が入る。底面にも卸目が入る。鉢 11は体部内面に弓矢

状のヘラ記号が入る。壺8は胴部上位が張り、胴部外面に「E」状のヘラ記号が入る。 9は口径 27.4cm、器

高47.2cmを測り、胴部外面に自然釉が厚くかかり、内面に指頭痕が多く残る。士師器小皿 12~149は浅皿形

c類、杯形C類が大半を占める。盤86は口径 34.6cmを測る稀有な大型品である。体部内外面はミガキで調

整する。灰釉皿輪花皿 157は口端部を花弁状に成形する。鳥形水滴 162は径 4.9cm、器高 2.8cmを測る。上

面に鳥頭を意匠化した注口が付き、体部に羽を線刻する。鉄釉 164は口径 31.6cmを測る花瓶である。鉄釉天

目茶碗 166~173は口径 11.O~ 12. 0cmを測り、体部は直線状に外方へ開き、口端部で上方に屈曲して外反する。

瓦質士器盤 181は口径 30.6cm、器高 4.5cmを測り、｛本部はミガキ、内面はナデで調整する。風炉 184は脚部

が付く底部であり、周緑に突帯が 3条めぐる。青磁稜花皿 186は口径 11.8cmを測り、口端部を押圧して花弁

状に成形する。内面に草花文の線刻がある。盤 195は口径 26.8cmを測り、口端部内側に受部をもつ。内面に

は線刻蓮花文が入る。稜花盤 196は口径 30.4cmを測り、体部内外面に鏑状の花弁が入る。酒会壺蓋 198は発

芽状のツマミをもち、天井部外面に圏線と放射状の線刻を施す。内面中央に翔磨文を陰刻する。盤 197は高

台の破片であり、底部内面に豆粒状の文様を陽刻をする。踪形瓶202は方柱状の体部に算木文を陽刻する。

燭台 203は内外面施釉され、口端面に雲文を陽刻する。染付皿225~227は体部に呉須唐草文・宝珠文を描き、

底部内面に呉須翔磨文を描く。碗 233は口端部に呉須圏線を描き、体部に陰刻花文を施す。釉裏紅水注238
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V. 第 113• 118次調査

は稀少品であり、釉裏紅は第43次調査で鉢の破片として出土しているのみである。径2.0cmを測り、水柱の

注口部に唐草文と三葉文を赤絵で描く。包含層から出土したが区域不明である。

第IV~VI[区域遺構出土土器(PL79~81 第88~92図）

SS5994出土(PL79 第88図） 越前焼突帯広口壺259は口径 19.8cmを測り、胴部上位に断面三角形の突帯を

もつ。白磁輪花皿264は口端部を花弁状に成形する。体部内外に鏑状花弁を入れる。底部外面に呉須圏線と

「宣□口製」の銘が入る。染付皿265は口径 10.0cmを測り、体部外面に呉須圏線と鳥足状変形唐草文を描き、

底部内面にも圏線と鳥足状変形唐草文・風景文を描く。水注266は注口部が残存し、呉須文様を描く。

SB5970出土(PL79 第89図） 青磁香炉280は底部周縁に三角形の脚が 3方向に付き接地する。染付皿281は

体部に呉須変形唐草文を入れ、内面にアラベスク文を入れる。緑釉鉢282は半球形を呈す。

585972出土(PL.79 第89図） 越前焼壺285は胴部に弓矢状のヘラ記号をもつ。士師器皿 296• 297は口径

16.0cm前後を測る中型品である。羽釜298の受部には柵状のヘラ記号が入る。染付皿304は口径20.0cmを測り、

体部に草花文、内面に変形唐草文が入る。

SE5962出土(PL80 第90図） 越前焼壺323はお歯黒壺である。口縁部に片口が付き、胴部中位以下はヘラ

ナデで調整する。青磁香炉326は口径9.2cm、器高 7.0cmを測る。底部周縁に三角形の脚が 3方向に付き接

地する。底部中央の蛇の目高台は接地しない。染付碗 327は口径 12.2cm、器高 5.7cmを測る。体部に呉須圏

線と草花文文を描き、底部内面にも呉須花文を描く。

SD6853出土(PL80 第90図） 越前焼壺 357は口径40.3cmを測り、口端部に段を有す。 358は口径22.0cm、器

高36.5cmを測る。口縁部外面に稜があり、胴部上位に自然釉がかかる。内面に指頭痕が残る。

SE5851出土(PL.80 第91図） 越前焼掛花生360は背面が平坦である。播鉢 362は口径 40.3cmを測り、体部

下位に縄目痕が残る。鉄釉天目碗 368は完形品であり、黄褐色の釉がかかる。体部下位は露胎する。青磁稜

花皿369は口径 12.4cmを測り、口端部を押圧して花弁状に成形する。内面に草花文を線刻する。

土製品(PL81 第92図） 陶錘412は須恵質である。土製円盤414は白磁皿の底部周縁を打欠している。 415

は越前焼甕の底部周縁を打欠している。鉄釉人形416は型押し成形品であり、寿老人と考える。

金属製品(PL81 第92図） 掛金具419は刃先が二又状に分かれて内側に屈曲する。目貫424は長さ 4.4cm、

幅 1.0cmを測り、羽形を呈す。錮426は銅板を巻いたものである。峯側に条線を有す。足金具427は鞘に嵌

める金具であり、上端面に吊金具が付く。鍵441は長さ 15.0cmを測り、上下端面が凹む。開閉金具442は長

さ25.0cmを測り、楔状の金具の端に軸が付く。

石製品(PL82 第93~97図） 石硯444は表面の岡が剥離するが、ほぼ外形をとどめる。舎利 470は方柱状の

白色の頁岩である。碁石は 453~469の 17点が出士した。 458• 464の2点は数少ない頁岩製の白碁石である。

バンドコはD形の蓋が多く、 471~476が出土した。内面はススが付着する。 478• 479 • 481 • 482は0形の蓋

である。石鉢486は内面は平滑だか、外面に粗いタタキが残る。花立492は長さ 40.3cm、高さ 16.1cm、厚さ

5.0cmを測る。右側に花瓶を陽刻する。花瓶上端面には径2.3cm、深さ 5.0cmの孔を穿つ。 493は石灯籠の火

袋であり。三日月状の透孔をもつ。板石 496• 497 • 499 • 501 • 502は下端面がL字状に屈曲する井戸枠である。

厚さが不均ーな板石 498• 503 • 504は洗場の踏石と考える。石塔は 505~519を資料化した。地輪に銘を刻む

一石五輪塔が多い。舟形五輪塔518• 519は五輪塔を陽刻し、南無阿弥陀佛と銘を刻む。

木製品(PL86 第 100図） 漆器椀 520は黒漆地であり、底部内面に朱漆で開扇文を描く。 522も黒漆地で底

部外面に朱漆で「八」を書く。釣瓶524~529は木釘で組み合わさる。

銭貨(PL87 第 100・ 101図） 銭貨538~574の36枚が出土した。第V・VI区域から出士したものが多い。
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第 10表 第 118次調査出上遺物観察表(PL.81~87 第 92~101図）

士製品 (PL.81 第92図） 単位：cm/g 単位：cm/g 

No 器種
長 厚

残存
材質

特徴 出土地点
幅 重 色調

7 9 3 6 土師質色
0技棗.9法形c叫；／ス紐棒ス穴巻付径着き

第VII区域
412 陶錘 3 6 2/3 灰黒 D40/SE5866 

ー、~ ~ -------

6. 2 3. 2 土師質 棗形紐穴径06 第VII区域
413 土錘 3.0 1/5 橙褐色 cm棒巻き技法 T46 

・三•呵●●-→- ... 

414 土製円盤
7 0 1. 6 

1/8 
白磁J1ll A 第，V区域

6 0 白色 39 
と●ヤ●a叶

18.8 2.2 1/10以 越前焼 周緑打欠 第V11区域
415 土製円盤 嘩圧 N46 18 2 |ベ

賠茶色

No 器種
長 厚

残存
材質

幅 重 色調
特徴 出十．地点

416 
鉄釉 4 6 2.6 土師質 型成形／寿 区域不明

人形 2.6 1/4 茶色 老人

.~｀→雫→~ヤ』•~`

417 +．製 2.0 I 3 土師質色 仏像立像下位／ 区域不明

仏像 I. 9 1/4 橙褐 長軸中心に径

,．．言・｀｀＇•-→● ●三三~

0 2cmの穿孔

418 上鈴
2. 5 1/2 土師質色 ナデ／＇頂部紐 第VI区域

2.6 橙褐 孔径0.2cm C42/SB5904 

-167 -



V. 第 113• 118次調査

金属製品 (PL.81 第92図） 単位'cm/g 単位：cm/g 

長 厚
残存

材質
特 徴 出土地点 器種

長 厚
残存

材質
特徴 出土地点No I器種 I....... 

璽 色調
No 

幅 璽 色調幅

8 7 0. 7 
1/2 鉄製品 二／又燭状台の月 区域不明

“2 小柄
10. 3 0.3 

1/2 銅製品 断角形面／長折損＝ V第42V/区域10.2 先か？ 1. 4 SB5973 
_•―且量＊.~~~ ----

4 3 0 4 1/1 鉄製品 釘断頭面〗坦形 区域不明
433 小柄

8.3 0. 5 
1/2 銅製品 断角形面長三 第VI区域

0. 5 1 4 E39 

4. I 0. 3 1/1 鉄製品 釘断頸而閂形坦 Y第'4V3/区SK6域300 
~ ~ ~ ~ ~ ~ ね~~ ~ ~‘~ 4 ~ ~ ‘, 小柄

9. 1 0 5 1/2 銅製品 悶隠長二 X第361V区域
0 8 I. 5 

3.0 0. 4 1/1 銅製品 木cm菓の紐形／孔径20 5 第VI区域
435 小柄

9 6 0. 5 1/2 銅製品 断角形面長三 第V区域
1.0 C38 I. 4 W44/SK6028 

495^ 卜s主と←＊ ．．．． 
円筒形 第V区域

鏡鉦／背双：鸞，、央文に V第39V/区域
1 0 0 5 1/1 銅製品 436 銅鏡 6 6 0. 3 1/2 銅製品1.0 U45/SE5762 3.9 SS6002 

4. 4 0. 8 
1/1 銅製品 羽打形／魚子 Z第46V/区域 紅皿

5 0 2. 7 1/1 銅製品 花ロ状縁部輪 A第'4V4/区SB域5972 1.0 /S86019 5.0 

3. 7 0. 2 1/1 銅製品 平滑 区域不明 9 0 1. 6 4/5 銅製品 状口、緑部皿 第V区域
1. 7 9 0 V41 

3.3 2.0 1/1 銅製品 線峯2側に条 第vn区域 12. 0 3.4 4/5 鉄製品 底に脚部3周縁 区域不明
4.6 U46 8.0 

3 2 2 0 
1/1 銅製品 形上端吊金に長具方 U第4VII6区域 香炉 20. 0 2. 3 1/10 銅製品 側口突端出部内 区域不明

5 7 

1.0 1.0 1/1 鉛製品 鈍い球形 N第4VII5区域 鍵
15. 0 0. 4 1/1 鉄製品 両端凹む 区域不明

1.0 0. 9 

1.0 1.0 1/1 鉛製品 鈍い球形 第VII区域 楔 状／径長 U第45V/区域
1.0 V48 

罰 25. 0 2.2 1 5cm ・ SE5962 

1.0 0. 5 鈍頂部い半に刻球形みI A 第V区域
3 3 1/1 鉄製品 軸さ3. 0cm の

1.0 1/1 鉛製品 40 
あり

11. 7 0. 3 4/5 鉄製品 断面長方形 第V区域 銅板 2. 5 0. 8 1/1 銅製品 □臀炉し胃V区域1.0 W47 /SK6023 4. 6 l/SB5973 

石製品 (PL.82~84 第93~97図） 単位：cm/g 

怯菌（最大1直） 石材

長 色調 調整•特徴 備考 出土地点

短

14. 2 形額『届0板.8差状cm0、高さ縁0. 5cm／底面挿手口／左右側辺に幅0.7 全岡体：剥平離滑
第V1区域
D40/SE5866 5. 2 cm・ 段 ． 2cmの

10. 9 背正面面：：剥平離滑 区域不明

5. 9 

9. 3 形楕状円形：板の状区画 令背体面平：剥滑離 I区域不明

6. 5 

9. I 形砥断状面面／長：柱表方状裏形直面方・左体／右ヒ側端面部・欠下損端面
砥粒仕度面上5げ：密砥／浄教寺砥石

I区域不明

3. 5 

9. 3 I 安暗硬灰山質岩色 形砥断状面面／長：柱表方状裏形直面方・左体／右上側下面端部欠損 砥粒仕度面上4げ：／密砥剥／離浄多教し寺砥石
1第VI区域

3. 0 T43 

6. 8 1 凝淡硬灰灰質岩色 形砥断状面面／長：柱表方状裏形直面方・左体／右上側下面端部欠損
砥粒仕度面上4げ：密砥／浄教寺砥石

1第V区域

3. 0 V44 

8. 8 I 凝白呻隠面岩色 形砥断状面面／長：板表方状襄形直面方・左体／右上側端面部・欠下損端面
砥粒仕度面上5げ：密砥／浄教寺砥石

1T第4VII7区域
3. 7 

8. 1 鸞硬℃質 形砥断状面面／長：板表方状裏形直面方・左体／右左側右面側辺・上下端部欠損
砥粒仕度上面2げ：密砥／浄教寺砥石

IA第'V44区/域SB5972 
4. 0 

12. 2 橙嗜硬質岩色 形砥断状面面／長直表方裏方形体面・左右側面・上下端面 砥粒仕度面上6げ：密砥／浄教寺砥石

I区域不明

4. 0 

2. 3 黒硬頁灰岩質色
形状’円盤状／平滑 第V区域

1. 9 V45/SK6027 

2. 7 髯
形状・円盤状／平滑 第VI区域

2.0 A43 

2. 3 灰硬頁里岩質色 形状円盤状／平滑 区域不明

1. 9 

2.2 
闘頁岩.....！.形状円盤状／平滑 I区域不明

1. 9 

2.4 闘頁岩丁形状：・円盤状／平滑 I区域不明

1. 9 

1.8 
I闘

形状：円盤状／平滑 I第Z41V区域
I 4 

1. 9 | 暗硬頁灰岩質色 形状：円盤状／平滑 I区域不明

1. 4 
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3.遺物

単位：cm/g 

法量（最大値）
器種 I長------

短

碁石 I 2. 2 
1. 8 

碁石 I 2.3 
I. 4 

材
調
質

石
色
材

調整・特徴 備考 出土地点

碁石 II. 6 I灰頁黒岩色 I形状：楕円盤状／平滑

I. 3 
硬質

碁石 I2.0 灰頁黒岩色 1形状：円盤状／平滑

1.8 
... 

硬質

碁石 I1. 7 
．．． 白頁褐岩色---1形状：円盤状／平面..........--------

I. 9 
硬質

碁石 I1.8 
...... j"頁黒i岩色i・・・・『形―----状：円盤---状-----／---平-----滑-------------

1. 6 
硬質

碁石 I
2. 2 ......-•頁黒岩色 .I "形-----状--....：..円....盤状／平．滑-.------

1. 7 硬質

碁石

碁石

碁石

舎利

バンドコ
蓋

バンドコ
蓋

バンドコ
釜

バンドコ

バンドコ
蓋

バンドコ

パンドコ
蓋

3
9
 

?
i
L
 

0

5

i

9

3

-

3

0

 

21~11i11 

頁岩 1形状：円盤状／平滑
灰黒色
硬質
........... 

頁岩 1形状：楕円盤状／平滑

轟

頁岩 I形状：円盤状／平滑
暗灰色
硬質..................I......................................... 
頁岩 形状：円盤状／平滑

黒灰色

硬質............... 
頁岩 I形状：円盤状／平滑

暗灰色
硬質
・・・・・・・・・・・・・ 
頁岩 1形状：直方体

謀
バンドコ 1幅18.51笏谷石 D形バンドコの蓋
蓋高4.0 

暗灰色 外：笠状に成形／平滑
軟質 内：身と接合する周縁に段をつくる

.／：ンドコ1--＿幅l6.2----|ー一笏谷石―...lし形パシ忙五の蓋

蓋高4.0 
淡灰緑色外：笠状に成形／平滑

軟質 内：身と接合する周縁に段をつくる

幅21.5 
笏谷石 D形バンドコの蓋

高4.0 
暗灰色 外：笠状に成形／平滑
竺質・ 内：身と接合する周縁に段をつくる

幅18.2 
笏谷石 D形バンドコの蓋

高3.5 1淡茶色 外：笠状に成形／平滑
軟質 内：身と接合する周縁に段をつくる

バンドコ 1 幅l8.6
笏谷石 D形バンドコの蓋

蓋高3.5
淡緑灰色外：笠状に成形／平滑

軟質 内：身と接合する周縁に段をつくる

幅21.0 
笏谷石 D形バンドコの蓋

高4.1 
淡橙褐色外：笠状に成形／平滑
軟質 内：身と接合する周縁に段をつくる

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-

幅22.0 
笏谷石 D形バンドコ

嵩6.5 
淡緑灰色外：上位欠損

軟質 内：タタキ調整

幅18.3
笏谷石 0形バンドコの蓋

高3.0 
1淡橙褐色外：笠状に成形／平滑

軟質 内：身と接合する周縁に段をつくる

バンドコ 幅15.0 
笏谷石 0形バンドコの蓋

蓋高2.8 
1淡橙褐色外：笠状に成形／平滑

軟質 内：身と接合する周縁に段をつくる

幅21.7 
高 15.8 

幅22.1 
高3.7 

笏谷石 D形バンドコ
淡橙褐色外：上位欠損／長方形透孔5と推定

軟質 内：タタキ調整

笏谷石 0形バンドコの蓋
暗灰色 外：笠状に成形／平滑
軟質 内：身と接合する周縁に段をつくる

全体平滑
外・内：スス付着

全体平滑
外・内：スス付着

-・・・・・・・・・・・・・・ 
全体平滑
外：スス付着・被熱

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

全体平滑
外・内：スス付着

.....．．．．．．．．．．． 

全体平滑
外・内：スス付着

..................... 

全体平滑

全体平滑

全体平滑
外・内：スス付着
内：付着物
-
全体平滑／被熱

区域不明

区城不明

第II区域
B31 

第V区域
A'38 

第VI区域
Q45 

第V1区域
T41 

第V1区域
T41 

第VI区域
A44 • 45 

区域不明

区域不明

第V区域

第VI区域
D37 

全体平滑 I第VI区域
D40/SE5866 

第VI区域
D40/SE5866 

第V1区域
D41/SB5904 

第V1区域
D40/SE5866 

第VI区域
Y43/SK6003 

区域不明

第vn区域
M • N45 

第V区域
V44 

笏谷石 0形バンドコの蓋
バンドコ 1 酔7.8 淡橙褐色外：笠状に成形／平滑

蓋 蘭4.3 軟質 内：身と接合する周縁に段をつくる

全体平滑
内：スス付着

..................... 

全体平滑／被熱

第w区域
T36 
第V区域
Y39/SS5994 
第田区域
R32/SS29952 
................... 

区域不明

第V1区域
S45 
第vn区域
U46 
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V. 第 113・ 118次調査

単位：cm/g 

法蘭（最大1貨） イi材

No 器種 長 色調 調整•特徴 備考 出上地点

短 材質

笏谷石
ロ緑部．直線状II端に外平1方1坦.へ0／c立m日ち•端高1部•さが内1る側.2IcはI本m突の部長出中楕位円で透I:孔)jlヘ 全体：粗平し滑／被熱 第VII区域

483 風炉
31 2 灰軟褐質色 立ち上がる1 部 内 タヽタキ J 第・VII K15 
17 2 休部体部上位に輻 区域

底部径4.2cm ・高さ 1.3cmの円杵脚3 ll46 
．．．．行•~^`｀→●

笏谷石 ロ緑曲部内部湾して外方へ立お 1 ：がる Ii本部 1•位で内側に 全体：粗平し滑／被熱 第＼I]区域

484 風炉
21 4 橙軟褐質色 屈体 /II唇 は丸く収める 内 タヽタキ V15/T15 
10.0 部部体部上位に幅14.0cm ・高さ46cmの長楕円透孔l

底 ’丸底
----•··---· ----

21. 4 淡笏茶軟谷褐質石色
ロ緑部内湾して外方へ寸ち上がる/1I端部平坦 外・タタキ 第¥'l1区域

485 わ鉢 内．平滑 J ・ K45/P45 

・ヽ•

62. 4 
笏谷石 ロ緑部・内湾して外方へ吃ち上がる1日端部平坦 外タタキ 第VI区域

486 石鉢 灰色 内 平 滑 F37 • 38/SE585 l 
軟質

••呵日 •9••言.. ―---

長高3 4 . 0 
笏谷石 形状長楕円形 全体平滑 第VJ区域

祁7 石盤 淡灰軟緑質色 外こ平高滑さ／口縁部幅1.5cm/（本部平滑／瓜部粗いタタキ／底 F37 • 38/SE5851 
10. 2 

部I l. 8cmの脚4
-・-，．．．．呵

長60.0 
笏谷石 形状・方形 全体平滑 第V1区域

488 炉壇石 淡灰緑色 外平滑／口縁部幅30cm／体部平滑／底部粗いタタキ／底 外’底部粗付いタタキ ll40/SE5866 
高22.5 

軟質 部に高さ3.5cmの脚4 内スス 着・被熱

凝灰岩 形状扁平溝円柱 仝体被熱・摩耗 区域不明

489 
石臼 上33.0 峠 い面主 6分画・副溝II条／中央に径40cIll角の軸受孔
F臼 下32.5 を上下面から穿孔

下面下面は軸受穴を中心に凹面........... 
笏谷石 形状．皿形扁平円柱 全体部被熱・摩耗 第1V区域

1:23. 3 淡茶軟灰質色 上 面／主溝8分ヽ踏画らん・穿副張孔溝る／播底14面条部周／に中縁内央に湾に受し2部.て0／c幅立m8角ち. の方形軸
底端面スス付着 T36/T37 

490 
茶臼

最40.0 
受孔を卜.下面力 3cm以上

下臼
底33.5 

側面’ハの字に踏 上がる受
底部が付＜／平滑

部側面／平滑
•- -

笏谷石

形状上付：：J／lOL＋ヽ＜卜形の／溝曲品平字8か分滑平にらl曲路'穿I,杓ん.il副張／揺1る即血底条周部／縁＇lにりに内、受に浩祁2~し／99幅直[ 

全体被熱・摩耗 区域不明

上168 
淡茶灰色 上面 角の方形軸受

491 
茶臼

最底3 6 . 8 
軟質 孔を 10. 0cm以ト

下臼 側面 勺：ち上がる受
28. 8 

部が
底部．側面／平滑

●雫――--

笏谷石 前面：左側に花瓶陽刻 前面手斧痕 第VI区域
40 3 淡灰軟緑質色 左側面 38cm x 2. 6cm x 1. 0cmのホゾ 背角面．手斧痕 F38/SE5851 

492 花立 16. l 右側面欠損 は面取り）JU丁ー
5.0 ト端面．花瓶口緑部中央に径23cm ・深さ50cmの孔

背面・平滑
日“

16.2 
笏谷石 前面．二日月状の透孔 前面’手斧痕 第V1区域

493 石灯籠
22. I 淡軟緑質色 下端面．背面に合欠 背面粗い手斧痕 137 

背面平滑
⇔ぃン` • 

石不製明品
9 7 

笏谷凸 形状．半中球状 粗い手斧痕 区域不明
494 

9 6 淡緑軟灰質色 上面・ 央に径2.7cmの軸受孔を卜.下から穿孔
底部平坦

""― 

48. 5 
笏谷石 形状さ：板状の直方体／暗渠蓋／右側面厚さ5.7cm ・右側面 区域不明 第VI区域

495 板石
29. 7 

淡緑灰色 厚 3.8cm ／表上 F38/SE5851 
軟質 上下端面・左側面欠損

．．→しョY••*••

笏谷石 形IF状端：板L状字／井戸枠／左右側面．）・・ド端面の角を面取り 第V区域

496 板仁
93. 0 淡緑灰色 面 状に外方へ屈曲／外方に向けた端面左側に じ45/SE5962
62. 0 軟質 6. 8cm X 2. 4cm X 2 0cmの長方形ホゾ孔1／屈曲部の左右

側面の角も面取り
~.“ 

91. 0 
笏谷石

形状面：板L状字／状井に戸外枠方／左へ右屈側曲面／I・上,曲下部端の面左の右角側を面面の取fり／ 第VJ区域
497 板石

16. 0 淡緑軟灰質色 下端 屈 角も F38/SE5851 
面取り

•#*•-とt*•-* --

81. 7 
笏谷石 形状板状／洗場踏石？ ／右側面欠損／左側面斜行／厚さ 前面手斧痕痕 第VI区域

498 板石
45. 8 淡緑軟灰質色 不均・ 背面手斧 F38/SE585 l 

上下端面・左側面，平滑

46. 2 
笏谷石 形状・板状／井戸枠／字右状側に面外欠方損へ／左側面・上下端面の角 第VI区域

499 板石
38. 5 淡緑軟灰質色 を面取り／下端面L 屈曲／／屈曲部の左右側 F38/SE5851 

面の角も面取り

39. 4 
笏谷石

形状・板状／井戸枠／左側幅X2面4.. 8欠5ccmm損X・／2右段.0側恙cm面lの.8・長cm上方の下形合端ホ欠面ゾ加の穴工角l I 
第V1区域

500 板石
31 7 淡灰軟緑質色 を面取り／表面上端は D40/SE5866 

表面左側下位に6.0cm 長
~ •*-•• 

笏谷石 形状板状／井戸枠／左右側面.j--ート端↑欠面hの角を面取Lり字／ 区域不明

61. 3 
淡灰色 表面上端は幅40cm •段差I 0cmの合 『「-1下端1hi

501 板石
39 6 

軟質 状に外方へ屈曲／外方に向けた端面左側に35cm XI. 8 
cm x 0. 5cmの長方形ホゾ孔l／屈曲部の左右側面の角も
面取り
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3, 遺物

単位：cm/g 

法最（最大値）

No 器種 長
石材 調整•特徴 備考 出士地点
色調

短
材質

暗笏軟灰谷質石色
形状板状／井戸枠／左側面下位欠損／左右側面・上下端 第VI区域

67. 2 
面の角を面取り／表向上端は幅4.8cm ・段差l.7cIIIの合 F38/SE5851 

502 板石 欠加＿LI下端面L字状に外方へ屈曲／外方に向けた端面
38. 3 左側に36cm X 1. 4cm x 1 2cmの長方形ホゾ孔l／屈曲部

の左右側面の角も面取り
ユ-pャ呵•··••# .. 

57. 8 
笏谷石 形状板状！洗場踏石？ ！右側面欠損／上ド端面の角面取 前面：タタキ 区域不明

503 板石 44. 2 
灰緑色 り／厚さ不均一 背面：粗いタタキ

軟質 上下端面・左側面；平滑
h→ ←●● 

59. 4 
笏谷石 形状’板状／厚洗さ場不踏均石ー？／ ／右側面・上端面欠損／右側面の 前面：タタキ 第VI区域

504 板石 灰緑色 角面取り／ 上端面斜行 背面：粗いタタキ F38/SE5851 
12.6 

軟質 F端面・左側面，平滑

単位：cm/g 

法量（最大値）

長 石材
No 器種 短 色調 特徴 銘 出土地点

厚 材質

残

笏谷石 空・風輪欠損 地輪妙主大姉 第VI区域
48. 3 淡緑軟灰質色 上端面方形／中央に径8.0cm ・深さ5.1cmの接合孔 大永四 甲□年五月八日 S • T/45 • 46 

505 
一石 18. I 下端面．方形／中央に径10.0cm •深さ 2. 8cmの孔 大永4年 (1524)

五輪塔 17. 6 前面：火輪にラ・水輪にバ・地輪アの種字
4/5 右面：火輪に「 XJ

背面：火・水輪にキズ
.. ----

43. 1 
笏谷石 空・風輪欠損 地輪．明応八年三月一日 第VII区域

一石
18. 7 

灰色 L端面方形 〈明応8年 (1499)〉 L-P45 

506 五輪塔
17. 0 

軟質 下端面：方形／中央に径105cm ・深さ28cmの孔 道順禅門
7763 

4/5 
前面．火輪にラ・水輪にバ・地輪アの種字 妙清禅尼

永正八年七月／
．．．.......... 

一石
43. 1 笏谷右 空・風輪欠損 地輪．元亀元年 第VII区域

507 五輪塔
18. 7 謡 上端面・方形 〈元亀元年 (1570)〉 U46 

17. 0 下端面．方形／中央に径120cm ・深さ60cmの孔 長阿弥陀仏
10974 

4/5 前面火輪に阿弥／水輪に陀／地輪に佛 六月廿八日
. ------

一石
60. 8 笏谷わ 火輪惰い欠損 地輪：文明十九年 第VI区域

508 五輪塔
22. 1 

闘
前下端面．方形／中央に径12.0cm ・深さ3.0cmの孔 〈文明19年 (1487)〉 S • T/45 • 46 

20. 0 面水輪にキリークの種字 音一房
10740 

4/5 五月廿二日
し—A•~-"．"....

組五輪合式塔
60. 8 笏灰谷色石 水輪 第VII区域

509 
22. I 上端面：円形／中央に径14.0cm・深さ52cmの孔 L P45 

20. 0 軟質 ド端面：円形／中央に径12.5cm •深さ 2. 6cmの孔
7723 

4/5 前面．中央に月輪・蓮台・種字
呵ー-*“→≪→と←響＇--・-. 

-•石
65. 6 

笏闘谷石
前下端面：力升多／中央に径16.0cm ・深さ55cmの礼 地輪・大永二年壬午 第VI区域

510 五輪塔
21. 9 面．水輪にバの種字 〈大永2年 (1522)〉 S • T/45 • 46 
20. 0 天慶祖華監寺

10863 
1/1 三月廿一日

----•-;-し｀→—---

＿―-石 47. 0 笏谷石 空・風輪欠損 地輪：天文九年 第VI区域

511 五輪塔
18. 5 灰軟緑質色 い翡端面方形 〈天文9年 (1540)〉 P45 

17. 8 下端面方形／中央に径120cm ・深さ50cmの孔 但阿弥陀仏
7739 

4/5 前面火輪に阿・水輪に弥・地輪に陀佛 七月廿五日
-卓→̀＂,..”'→ • ----

一石
27. 5 笏谷石 空・風・火輪欠損 地輪：永禄九年 第VI区域

512 五輪塔
15. 6 暗灰軟褐質色 上端面円形 〈永禄9年 (1566)〉 S • T /45 • 46 
14. 8 下前端面方形／中央に径9.5cm ・深さ5.8cmの孔 来阿弥陀仏

9331 
1/2 面水輪に佛／名号・銘は赤色塗彩 八月七日

:+•-：～ダ・+...

47 8 笏谷石 相輪 第VI区域

513 
宝筐仰塔 15 6 灰緑色 宝珠・受花・九輪・受花・返花でなる S ・ T/45 • 46 
10861 15. 0 軟質 下端：径8.7cm ・長さ6.2cmのホゾ

1/1 

29. 5 
笏谷石 露盤・隅飾り・蓋 第VI区域

宝筐印塔 34. 0 灰軟緑質色 露盤．5段 S • T/45 • 46 
514 隅飾り露盤の四隅から花弁状に立ち上がる／幅1.2cm 

10864 34. 0 の縁で区画／上面に切れ込み
1/1 蓋高さ8.8cm/F端に露盤が2段付く

”• •—-----. 
18. 7 笏谷石 塔身 第VI区域

515 
宝筐印塔 20. 4 淡灰緑色 4面に月輪と蓮台を陽刻／月輪内に種字 S・T/45・46 

10839 21. 0 軟質
1/1 

•-、日疇"．．呵上•｀□ 一―--

22. 5 
淡笏灰谷褐石色

露盤・基礎 基礎・逆修陽淑貞春大姉 第VI区域

516 
宝筐印搭 24 8 露盤：2段 S • T/45 • 46 
10856 24. 0 色 基礎7.0cm X7 2cmの方形区画4／上段の方形区画には

1/1 軟質 校倉文／下段の方形区画には三葉文
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V. 第 113• 118次調査

単位：cm/g 

No 器種

）

材

調

質

値

石

色

材

大最
I

(— 
量法

長

短

調 整•特 徴 備考 出土地点

46. 5 
37. 2 
18. 0 
2/3 

.............................................................................................................. 

48. 9 笏谷石 上端部欠損
29. 5 灰褐色 前面：五輪塔陽刻／火輪～地輪中央に阿弥陀佛／名号左
16. I 軟質 右に種字
2/3 背面：側面先端湾曲／下位L字状／粗いタタキ

.．．．．．．．．．．．．.．.．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．.....．.．．．.．.．．．．．．．．.．.．．．．．.．．．．.．..．...．...．．．.．．．.．.．．．．．．．．．．．．．．.．．．..．．．．．．..．．．.．．..．.．．．．.．．．．．．..．．.．.．．．.．．．．.．．.．．.．．.．．．．．.．．.．．．..．．．..．.．．．．．.. 

69. 7 笏谷石 前面：五輪塔陽刻／空輪～水輪中央に南無阿弥陀佛／地地輪：延徳二年
32. 4 灰褐色 輪に蓮台 〈延徳3年 (1491)〉
17. 3 軟質 背面：側面先端湾曲／下位L字状／粗いタタキ 常華禅門
4/5 三月廿七日

笏谷石

闘
周縁欠損
前面：双立五輪塔陽刻／左右地輪に銘
背面：側面先端湾曲／下位L字状／粗いタタキ

第V1区域
P45 

------------------~--------,—------------------------------------------------------------------------------------------------
地輪：明□口年 第VII区域
性智大姉
六月廿日

I T • U46 

............................................. 

第VII区域
T • U46 

No 

木製品 (PL.86 第100図）

法量（最大値）

長！ 高I残存
底・幅材厚

種類
取
種

木
樹

特

単位：cm/g

徴
土
点

出
地

横木取り
ロ縁部木裏

1/3 底部木表

1 6. 7 l 。.5 l l ブナ属

横木取り 体部は直線状に外方へ立ち上がる
1/4 柾目 体部～底部外面：黒漆地

、．． 1 1 "'1 ~体部内面：黒漆地
••••I•••••I°··?....I.. 0....？．．．．．．I.．.........I.．．．．．．．．環叫1.....．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．． ． ．．．．． ．．．．．．．．．．．．． 

横木取り 体部はやや内湾して上方へ立ち上がる 1第VII区域

2/3 
柾目 体部外面：黒漆地に朱漆で文様を描く し「45/SE55962

底部外面：高台欠損／底面に朱漆で「ン」
- 0.8 プナ属 体部内面：黒漆地

.．.．．．．．．．．．．．"．．．．．．．．．．．．”.．. ＂．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．.．.．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．.．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．.．．．.．．．．.．．．．.．.．.．．．．．．．.．.....．..．... .^..．． 

- 3.0 底部外面：黒漆字／周縁に半円形の板状の高台が3方向に嵌る+ I 1/3 I......................・-....＂．．．．．..底部内面：黒漆地
16_ 2 I I. o ヒノキ

.．．．．．．.．．．.．．.．．．．．.．.．．．．．.．．．．．．．．．．．..．．．．．．．.．．．．．.．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．.．．．．．．...．．．．．..．．．....．．...．.．.．．...．.．.....．．．．．.．．．....．．.．...．．...．.．．...．．．..．.．.． 
19_3 追柾 把手

4/5 
........…...... •…............... …….............…•••••••••••••••両端部：上下に長さ I. 6cm・幅3_0cm ・厚さ I.0cmのホゾが突出

マツ属複維管束
亜属

中央部：紐掛けによる凹み

.．．．．．・ • I ・ •..............................................................................................................................................................................................................." ・ • • 
柾目 長辺側板 1第VJ区域

1/1 
内面：上位中央に2_9cm XI. 6cmの長方形柄孔／左右側辺に幅 F38/SE5851

I. 5 
上21.0 マツ属複維管束 I.7cm •段差o_ 3cmの合欠加工／合欠部上・中・下位に断面方
下16_5 亜属 形の木釘孔穿孔

・ •....................."....· •・＂．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ヽ•・ • "”.．．．．．．．．．”.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．..．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．＂ ・ • ・ •”.....”.....· •”.......................”......”...........-....... 
19_8 ー 板目～追柾目長辺側板／左側辺欠損 第VJ区域

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．内面：上位中央に3_1cm XI. 5cmの長方形柄孔／左右側辺に幅 F38/SE5851

上l8.o 4/5 
I. 3 

マツ属複維管束 I.7cm ・段差o_3cmの合欠加工／合欠部中・下位に断面方形の
下16_5 亜属 木釘孔穿孔
...................................................•.................· • •ヽ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．”．．.．."”.．．、...．．．.．.．．．．．.....．．.．．．．．．．
19_ 8 ー 板目～追柾目短辺側板

上17.6 IIl マツ属複維管束
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．:．．．．．．．．．．．．．．．．．．…・内面：左右側辺面上位に木釘孔穿孔

下l2.2 
I. 3 

亜属
.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．.．．．.．．．.．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．..．．．．．．.．...．.....．.．.．......．..．.....．..．.．..．.．．....．．.．.．.．.．-....．......．．........．..．．．........．....．......．........ 

20.1 一 追柾目 短辺側板／上位右隅欠損 1第VJ区域
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．内面：左側辺面上・中・下位に木釘孔／右側辺面下位に木釘 F38/SE5851
上16_4 1/1 

I. 3 
マツ属複維管束孔／下端面中央に木釘孔穿孔

下12_0 亜属 外面：スス付着
．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．”．．”.．．．.．．．．．．．m● ● ● ● ●.．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．.．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．.．.．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．.．．．．．..．．．．．．.．...．.．．.．．.．....．．...．．．.. 

ー 板目～追柾目底板 1第VJ区域

1/1 
．．．．．．．．．．．． ．．．． 内面：左右側辺・上下端面に幅2_0cm ・段差o_1cmの合欠加工 F38/SE5851

I. 5 
マツ属複維管束／左右側辺合欠部上・中・下位と上下端面合欠部中央に断面

亜属 方形の木釘孔穿孔／周縁端面は丸み面取り
.．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．.．．．.．．．．.．．．．．．.．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．.．．..．．．．．．．．.．.．．．..．．．．...... .．．．．．．．．．．．．．．．.．．．.．．．.．.．．．．．．．...．．．．.．.．.．.．．.．．．．．.．．．．．．.．．．．.....．．．．...．．．.．．．．.．.．．.．.．．．.．.．.．．．．．．．．．．．．....．．．．．.．....．．．.．．．．. 

一 柾目側板／左側辺欠損 第VJ区域
1/1 ...................................、・左側辺：木表

スギ 右側辺：木浦
I D40/SE5866 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．‘．．．・ •”................................................................. 
1/10 芯持ち 上端面：周囲面取り

..."”..................~ 
7. 5 以下 クリ

• • •”· •ヽヽ．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．． 
6 9 柾目 底板

....••••…•••••• •…•••••••……•• 2/3 …….............．．・・・ 内：周縁は斜めに削る
3. 5 0. 4 スギ

.．．．．．”.‘‘.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．.．..．......．．.．．．.．．.．．．.．... ・ • • ・ • ● 

l2.2 一 芯去り 下位欠損
...................................• 2 / 3.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.. 

0. 5 0. 4 ヒノキ科
.．．.．．．．．．．．.．.．．．.．.．．．.．..．．．.．．...．．.．.．．.．．．..．..．．．．．．．.．．....．．．．.....．．．.．．．．．．．．．．．．．．．...．．．．．..．.．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．.．.．．．.．.....．.．．.．..．.．．.............．．．．．．．..．... ・ •”......... 

ll. 1 一 芯去り 1下位欠損
.．．.．.．..．．．．．．．．．．．．.．．.．....．．．．．． 2 / 3.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
o_ 7 I o_ 7 スギ

3. 0 
体部はやや内湾して上方へ立ち上がる
体部外面：黒漆嬰
底部外面：ぺタ高台
体部内面：黒漆地／底面に朱漆で開扇文を描く

I. 7 

・-・・・・・・・・・・・・・・1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第V区域
W45/SB5971 

5. 5 

3.0 

16. 0 

1.0 

第V区域
X43/SK6021 

................................. 

第VI区域
F38/SE5851 

・・・・・・・-・・・・・・・・・・・1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第VI区域
F38/SE5851 

-------~—9—-------------------------------------------------
第VI区域
F38/SE5851 

・1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第V区域
U45/SE5962 

第V区域
W45 

................................. 

区域不明

.................................. 

第w区域
A'36/SS6001 
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3.遺物

単位：cm/g

法量（最大値）
木取 出土

No 種類 長 高 残存
樹種

特徴
地点

底・幅 材庫

535 
16 4 柾目 底板 第VI区域

桶 1/5 ・・内・周縁は丸く加工 D40/SE5866 
13 9 1.0 スギ 木表左下位周緑削られる

~ ~,. 

74 2 芯持ち 枠材 第V区域

53tl 柱材 1/2 
.~ ----------------------------------- ホゾ穴：8.5cm X 4. 5cm／角材の半身を貫通 U44/SF5964 
マツ属複維管束

6. 2 6. 2 
亜属

52 7 柾目 板材 第V区域

537 板材 1/2 .．．．・ • ---・ • -．．．．．． 表背面：鋸による擦痕 U45/SE5962 
11 2 1. 2 クリ 左右端面・加工痕

銭貨(PL.87 第100• 101図） 単位cm/g 単位cm/g 

No 1-台--種---帳---番類号1径法-量---＇ （厚最-----大----i-値重） 残存 時期 出土地点 No 
種類 法量（最大値）

残存 時期 出土地点
台帳番号 径厚；重

538 I開元通宝 I2. 40 I 0. 11 I 1. 8 I八 胃鋳621年
第VI区域

557 元符通宝 2. 35 0. 15 3. 3 1/1 
北宋 第VI区域

C41 初鋳1099年 C41 
~ ~ -+---------- ---・・.. 

北宋 第V区域
558 元符通宝 2.41 0. 12 2.9 ]/] 

北宋 第VI区域
2 3 I 1/1 I 初鋳1009年 A'36 初鋳1099年 C41 

心…可や`.,.

北宋 第V区域 印9 淳熙元宝 2.40 0. 14 2.5 1/1 
南宋 第V区域

2. 2 I 111 I 初鋳1017年 Y39 初鋳1174年 V41 
~ ~ ~ ~ ---

北宋 第V区域
5叩 洪武通宝 2 29 0. 12 2.6 1/1 

明 第V区域
2 2 I 111 I 初鋳1039年 Y40 

ピ•”*
初鋳1368年 A'39 

云匹し司心」い234 7 |0。 二.94 2 2 」4直/5' 北疇宋l1005556年年
第V区域

561 洪□通宝 2 45 0. II 0. 7 3/5 
明 第V区域

X39 初鋳1368年 W38 
~ ~ ~ .．・ • ----

A 第’V区域 562 永楽通宝 2.46 0. II 2 6 1/1 
明 第V区域

39 
ピ"t~ら

初鋳1408年 A'39 

田 1治平元宝 I_ I o. 13 I o. 6 I 213 I 初北宋鋳1064年
区域不明

563 不明 2 03 0. 09 0 9 2/5 
第V区域
W39 

1 ----

1. 2 I 112 I 初北宋鋳1068年
区域不明

·~ 5~ ~ 蕊詔·~- ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 口□元宝 2 43 0. 09 I. 2 1/2 
区域不明

----・ • ・ • • - ---------

1/6 | 1区域不明北宋 A 第，V区域 祥□ロロ 0. 12 0. 3 2. 5 | l / l | 初鋳1068年 44 ,.,........ ---- ．． -----------~............. 
一一

北宋 第V区域
5邸 景□ロロ 2. 41 0. 24 2. 8 4/5 I l区域不明

2. s I 111 I 初鋳1068年 W45 
ヽ~）‘邸・~~ ~ し~し~＼ 7 ヘ~：政 ----

碑 I元豊通宝 |2.50 I 0. 11 I 3. 3 I 1/1 I 北初宋鋳1078年
第V区域 不明 2. 22 0. 10 2. 0 1/1 I I区域不明
V46 

• -• -----

云；W1l叫，C農通戸宅 22・ ・349 5 00. :l2  2 2 9 8 :9/l  北初鋳ぁ宋l007788年年
第V1区域 5邸 不明 2. 43 0, 12 3. I 1/1 

第V区域
C41 

-5—6;9 -' 

U44/SF5964 
----

区域不明
不明 2. 45 0 12 2. 9 1/1 

第V区域
W47 /SK6023 

…色··~-~..●―---

竺寧戸，し祐五＇し#.I.22 436 1 1二0」5 2 2 28 | ＇1ハ/］翡北初．悶宋鋳~~，I0Oll986年年
第V区域

570 不明 2. 36 0 15 1. 5 1/2 
第VII区域

W47 /SK6023 P45 

第V区域 I、571 不明 0. 10 0. 2 1/6 
区域不明

V39 
ヒ^一―...

北宋 第V1区域
512 不明 0. 10 0. 7 l /3 | I区域不明

5. 4 | 1 / 1 | 初鋳1086年 C41 

,'-5~ 7ヽ9ャ3._した;,”~ -

● ●言•----------・ • • •.. ----------- •—- ------・ 

- , 111 I 北初宋鋳1099年
第VI区域 寛永通宝 2. 78 0. 12 4. 2 1/1 

第VI区域
C41 K38 

1. 1 I 4/5 I 北初宋鋳1086年
区域不明

574 寛永通宝 2. 45 0. 13 3. 3 1/1 
第V区域
Y39 

I/ ~、:

北宋 第V区域
2. 2 I 1/1 I 初鋳1099年 V39 
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VI. 第 128次調査（八地谷川北岸の遺構その 2) 【城戸ノ内町字八地】

1. 第 128次調査（八地谷川北岸の遺構その 2)の概要(PL.61 ・ 62 

第 128次調査は、第 3次中期 10ヶ年計画に韮づく調査である。調査区は城戸ノ内町字八地、 字八地谷 3

第 102図）

番地に位置し、八地谷川北岸の山林中腹部に立地し、標高は約 65mを測る。地形は南北長約 80m、東西長約

45mを測る小規模な谷であり 、南方の八地谷川に段状に下降して開く 。調査区の南東側には既述した第 112• 

114 • 113 • 118次調査区が眼下に広がり 、一乗谷川を挟んで朝倉館を眺望することができる。周辺の林道に
きよはらのぶかた

は五輪塔などの石造物が散見され、儒学者清原宣賢の墓石も当初はこの付近に存在したと伝わる。

● 64 ・ 6 
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第 102図 第 128次調査位置図（縮尺 1/600)

-l75 -



VI. 第 128次調森
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第 103図 第 128次調査遺構全体図（縮尺 1/50)
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2.遺構

調査の方法は、東西に長く、南北に短い T字形の調査区を設定し、人力掘削によって遺構の範囲・密度を

疇し、記録作業を行った。調査区の総面積は 120面を測る。調査期間は平成 20年(2008)5月 15日～同年7

月2日を要した。調査区は、東西に長さ 23m、南北に幅4.2mのトレンチを設定した後、 トレンチ南辺中央に

南北長 6.0m、東西幅 5.2mの拡張区を設けた。拡張区内には近現代の水田の石垣が含まれる（第 103図）。

耕作士を除去して層位を観察すると、遺構面は上・中・下層の 3面が確認できた。上層面は 3層暗茶褐色

粘質土の上面を遺構面とし、中層面は 5層茶褐色粘質土（水田整地層）上面を遺構面としていた。下層面は9

層黄褐色士・礫混茶褐色土ブロック上面を遺構面としていた（第 104図）。

上層面では径 0.3mX深さ 0.2mを測る浅い小穴が複数検出され、中層面では幅 0.5mX深さ 0.2mを測る

SD6315が検出されたが、いずれも堆積土や遺物の時期から近世以降の遺構と判断した。下層面は地表下約

0.6mの深度で確認され、遺構は掘立柱建物 l、溝 3を検出した。遺物は中世・戦国期の時期に相当し、調査

は下層面を対象に精査を行った。以下、概略を述べる。

2.遺構(PL.62 第 103• 104囮）

建物、溝

S86316(PL. 62 第 103図） B • C5 • 6に位置。掘立柱建物である。建物南・北・西辺は削平され、柱列は不明

であるが、桁行4間、梁間 3間と推定される。主軸はN2° Wに向き、桁行4.4m、桁間寸法 1.Om、梁間 3.9m、

梁間寸法1.2~1.4mを測る。床面積は推定約 17対を測る。柱穴は径0.5mX深さ 0.2~0. 3mの規模を測り浅い。

SD6311 (PL. 62 第 103図） C•D1•2 に位置。排水溝である。主軸は Nl0° wに向き、長さ 5.0m、幅 0.4m、深

さ0.2mを測る。調査区北壁の D2付近で SD6314と直交する。

SD6312(PL. 62 第 103図） C • D2 • 3に位置。 SD6311と並行し、主軸はNl0° wに向き、長さ 4.5m、幅 0.4m、

深さ 0.2mを測る。 D3付近でSD6314と直交する。

SD6313(PL. 62 第 103図） C3に位置。 SD6311と並行し、主軸はN4° Wに向き、長さ 1.7m、幅0.4m、深さ 0.2m

を測る。 SD6314の手前 1.3m付近で止まる。

SD6314 (PL. 62 第 103図） D2~6に位置。調査区北壁に沿って西流する石組排水溝である。主軸は、 N85° E 

に向き、長さ 14.7m、幅0.7m、深さ 0.3mを測る。石組は西端北岸と東端両岸のみが残存していた。

D8 D7 D6 D5 
a + 

2t戸ー ／こシニニニ戸二三
」，し ィ' /しヤ→ ....,~.,-. 1 → 

D4 D3 D1 64. Om 

a' 

B5 C5 
一b

A5 
千 _「―

D5 64. Om -
a-a'層位

1層耕作土 6層炭混灰黄褐色粘質土
2層黄褐色土 7層炭混灰褐色粘質土
3層暗茶褐色粘質土 8層焼土・炭混赤褐色粘質土
4層灰褐色粘質土 9層黄褐色土・礫混茶褐色土プロック
5層茶褐色粘質土

゜

b-b'層位

1層耕作士
2層黄褐色土
3層暗茶褐色粘質土
4層水田土
5層灰褐色粘質土

2 

6層暗褐色粘質土
7層黒褐色粘質士
8層礫混茶褐色粘質土
9層砂利混茶褐色粘質土

4m 

第 104図 第 128次調査区a-a'、b-b'断面（縮尺 1/40)
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VI. 第 128次調査

3.遺物(PL.87 • 88 第105~107図）

遺物は 1~66までを掲載した。ほぼ包含層の出士遺物で占められる。内訳は土器（陶磁器類） 1~44、金

属製品 45• 46、士製品 47、石製品 48~60、銭貨61• 62、その他の遺物（石器） 63~65、高麗青磁梅瓶66で

ある。以下、特徴的なものについて概要を述べる。

出土土器(PL.88 第 105~107図） 士師器小皿 1• 2は、底部が丸底になる浅皿形C類である。 3~16は杯形C

類である。口端部にススが付着し、灯明皿として使用されたものは4• 9 • 12 • 13である。 9• 12 • 13は口径

9. 0 ~ 12. 0 cmを測り、口端部に強いヨコナデによる段をもつ。

越前焼甕22の胴部上位には弓矢状のヘラ記号、壺24の胴部上位には「本」・格子目文の押印が入る。播

鉢 25• 26の口端部は平坦であり、口端部内側に段を有す。 25の内面には幅2.8cm • 10条の卸目、 27の内面

には幅 3.0cm•ll 条の卸目入る。

灰釉輪花皿30は口径 11.6 cmを測り、口唇部は波状を呈す。壺31は胴部上位に条線が 3条めぐる三筋壺

である。鉄釉天目茶碗32~ 34は直線状に外方へ立ち上がり、口端部で上方へ屈曲してやや外反する。瓶は

胴部が下膨れの器形になると考える。青磁稜花皿36は口唇部に切れ込み状の押圧を入れて花弁状に成形し

ている。皿37の底部は碁笥底である。花瓶38は精緻であり、頸部に稜線をもつ。胴部上位に曲線文がヘラ

で施されている。 39は表裏に釉がかかり、表面に豆粒線が 2条陽刻されている。人物を象形化した燭台や

花瓶の一部の可能性がある。白磁皿40~42は非常に薄手のつくりである。

金属製品・土製品(PL.88 第 106図） 弾丸45は半球形で径 1.3 cmを測る。酸化により表面は白色を呈す。鉄

釘46は長さ 3.6 cmを測り、釘頭、釘先は欠損している。断面は0.6cm角の方形を呈す。 47は輔の羽口である。

叉：：乙ク1

一こ二言
二ゴーニ

＼ーこ亥。

ーー -]  乏 ＼ ー1□ /  

ー ：ーニこ忍

＼二三忍 ―-ニニシィ
＼ミニニ1 バ忍

交叉---：ニ

▽ 尺I

□/7 
。

I8, 
ヽ

20 

,,．、-9’’-1 
',' 

゜
10an 

24 

第 105図 第 128次調査出上上器（縮尺 1/3、1/4)
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3.遺物
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第 106図第128次調査出土土器、土製品、石製品（縮尺1/3、1/4、2/3)
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VI. 第 128次調査
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石製品(PL.88 第 106• 107図） 砥石 48

は長さ 8.6cm、幅 5.2cm、厚さ 4.6cmを

測る。表面、左右側面の 3面に砥面を

もつ。上下端面は欠損し、背面は剥離

している。石盤49は平面が長楕円形を

呈すと考えられる。内外面は平滑に仕

上げられている。 50は底部片であり、

径 3.8cm、高さ 2.2cmを測る円柱状の脚

を有す。底面の厚さは 2.0 cmを測る。

碁石は 49~60が出士し、形状は円・楕

円形であり、断面は円盤状である。石

第 107図第 128次調査銭貨、その他の遺物（石器）（縮尺 1/3、2/3) 材は頁岩である。 51• 53 • 59 • 60は黒

色であるが、他は暗灰色である。

銭貨(PL.88 第 107図） 銭貨 61・ 62の2枚が包含層から出土した。 61は「開元通宝」、 62は不明である。

2枚は溶着する。

その他の遺物(PL.88 第 107図） 石器の剥片が 3点出士した。 63• 64は剃片であり、 64の左上側辺には打点

が残る。 65は右側辺に押圧剥離を施し、刃部を形成している。 66は高麗青磁の梅瓶であり、 12世紀代のも

のと考えられる。素地に白色士を象嵌し、文様を描いている。
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VII.まとめ

1.八地谷川南岸(ffi63 • 112 • 114 • 137 • 143次調査）

第63次調査【城戸ノ内町字木蔵】 調査の結果、 B~Fトレンチで遺構が検出された。第 112• 114次調査の遺

構と照合すると、 Bトレンチで南北幹線道路SS260、第 112次調査第 I区域石組排水溝SD4810、同第11区域

の井戸SE5047、同第11区域礎石建物SB5034に伴う砂利敷が検出された。

Eトレンチでは同第W区域土坑SK5357と道路SS5060の砂利敷きが東西に渡って散在して検出された。 Fト

レンチでは第 114次調査SD5042西端を検出したことになるが、越前焼大甕の破片を含むSK5355については、

第 114調査において確認できなかった。本調査は、全体的に遺構が比較的良好な状態で残っていたため、後

に続く八地谷川の調査の契機となった。

第 112次調査【城戸ノ内町字雲正寺】 調査の結果、 5つの区画が確認され、南北基幹道路SS260から西へ上る

東西道路SS5059を基準とした区画が検出された。

第 I区域では掘立柱建物SB5036を中心として、東側に門 SI4910を構え、北西から南西にかけて石積施設

SF5055•5054·5053、井戸 SE5049 を配置していた。西側の第VI区域との境界には段差部分に石垣を築いていた。

北側の SX5069は焼土が堆積し、カマドまたは炉と推定され、儀礼に伴い構築されたものと考える。

第11区域は、下層の土蔵SB5034を中心として、石積施設SF5052、井戸SE5047が配置されていた。上層の

建物も存在しようだが、検出できなかった。

第III区域は、東西道路SS5059の区画溝である SD5043• 5040によってT字状に区画され、埋甕遺構SK5057

を内蔵する礎石建物SB5361が中心の建物となる。 SD5040は、西側の SD5042と直線状につながっていたが、

SB5361を構えた後、埋められていた。

第w区域は、礎石建物SB5033が敷地いつばいに建てられ、 SF5051、SX5066などが付属したと考える。第

V区域は調査区の南端部を占め、礎石建物SB5072、掘立柱建物SB5031を中心として、東側に門 SI4909を構え、

敷地の北東隅に石積施設SF5050を構築していた。南東には小規模ながら庭SG5056が築庭され、 SD5038も庭

に関連すると考える。

第114次調査【城戸ノ内町字雲正寺】 調査の結果、 3つの区画が確認され、第 112次調査区の成果と照合する

と、八地谷川南岸で計8つの区画が検出されたことになる。

第VI区域と第VII区域は二つで区画VIを構成することが明らかになり、方形の掘立柱建物が 4棟、長方形

の掘立柱建物が 2棟を検出した。構築順はSB5337、SB5325、SB5035、SB5304である可能性が高い。 SB5255は

北辺に道路SS5272が接続し、これらを堂と参道と理解した場合、 SS5272の北西側に位置する SK5291出士

の石盤212と播鉢98は、 SB5255に関連する儀礼に伴う埋納遺物と考えられる。 SB5255の南側で検出された

SK5236出土の越前焼壺99もおそらく同様な背景で埋納されたと考える。 SX5239は平面形が眼鏡状になる複

式のカマドと推定され、カマド部は破壊されているが特殊な形状を呈している遺構である。周辺の遺構から

見ても、やはり、 SB5255は神性を期待され、日常とは一線を引いた建物ではないかと考える。

第渭区域はSD5042と土塁石垣SA5196で北辺を区画し、東側はSA5183、西側は第1X区域の石垣SA5162を敷

地の境としていた。北側には下層に床面積約 21面を測る小規模な礎石建物SB5191を構築し、その後、上層

に床面積約 110面の大型建物SB5165を構築し、最上層において床面積70面以上と推定される SB5164を構築

していることが明らかになった。南側にはSD5176• 5175に区画された SB5166が、北側の礎石建物と並行す

る形で検出された。 SB5166は上層の礎石建物であり、桁行5間、梁間 2間で床面積約 33面と小規模である。
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建物内に長さ 2.7mX幅 l.8mを測る空間が 4つ見出され、 SB5165に伴う馬小屋のような施設ではないかと考

える。

第IX区域は調査区の西側を占め、最高所に位憤する。中心となる建物は掘立柱建物 SB5200であり、第VI

区域SB5337と同規模になる。第IX区域へはSD5163を側溝とする坂を上がるが、周辺は削平され判然としない。

カマド SX5199、井戸 SE5198は付属施設と考える。

第 137・143次調査【城戸ノ内町字木蔵・斉藤】 第 137次調査では、南北基幹道路の西側にA~Gトレンチを設定し、

第 143次調査では、第 137次調査で検出した SD4798の全容を確認した。

第 137次調査Aトレンチでは北側十塁塁石垣 SA4784、南側土塁石垣 SA6801、南側の側溝 SD4798、砂利敷道

路SS4822を検出した。 SA4784の下層には SV6802が同一方向をもって重複していることが判明した。 SS4822

は構築時の高さから、最終的に 0.8mほど嵩上げして複数回改修をしていたことが明らかになった。

Bトレンチでは第 104次調査から北に延びる士塁石垣 SA6812、東西に延びる SD6805を検出した。 SD6805内

には七坑 SK6801が重複していた。 Dトレンチでは井戸 SE6808を検出し、石臼 44が出土した。 Fトレンチで

は石積施設 SF6810から士器類がまとまって出七した。 Gトレンチでは暗渠 SZ6811を検出した。

2.八地谷川北岸（第 113• 118 • 128次調査）

第 113次調査【城戸ノ内町字木蔵・匹『寺】

調査の結果、 3つの区画が確認され、北端を東西道路 SS5091、南端を東西道路 SS5090で区画した区割りを

検出した。第 I・ II区域で【区画 l武家屋敷l、第m区域で【区画1I町屋】、第w区域で【区画m広場】の一

部が確認したことになる。 3つの区画は、全体的に後世の開墾等で削られており、遺構の残存状況は良くない。

第 1区域では礎石建物 SB5118~5123などを検出したが、全体像が把握できる建物は不明である。西側は

士塁石垣 SA5094を境とする。

第1I区域では、 SX5113• 5112が石列として最終段階に区画 Iを区分したと考える。中心となる建物は検出

できなかったが、 SK5100や SK6025、G26において白磁を主体に青磁、染付が多く出士している点は注日しな

ければならない。周辺の石積施設SF5110・5097や井戸SE5098・5099の配置から見ても、埋甕遺構SK5100を覆い、

これらの品を扱うような建物が存在した可能性は高いと言わざるを得ない。

第 I区域と西側の第m区域の境には輻約 3.0mを測る南北道路 SS2952が検出され、 SS2952を中程まで下っ

た地点において士塁石垣 SA5130内に門 SI5135、士塁石垣 SA5136南端で門 SI5137を検出した。第m区域にお

いては砂利敷面が多く散見されたが、第 113次調査において、遺構は井戸 SE5139以外明確なものは確認で

きなかった。

第 118次調査【城戸ノ内町ギ雲正1] 調査の結果、武家屋敷、広場、町屋、墓域などの 4つの区画が確認され、

上段水田において、第W区域で【区画m広場】、第V区域で【区画w武家屋敷】、第VI区域で【区画1I町屋】

を検出し、最上段の第vn区域で【区画v墓域】の状況が明らかになった。第 113次調査区の成果と照合すると、

八地谷川北岸においては計 5つの区画を検出したことになる。

第w区域の区画mの広場は、 1辺約 17.OmX幅0.3mを測る溝で正方形に区画され、敷地面積は約 290m2を

測る。西側に隣接する区画Wの武家屋敷に伴うものと考える。遺物もわずかであり、広場の遺構は区画溝を

除くと石積施設 SF6000のみであり、当初から広場の役割を担っていたと考える。

第V区域は調査区北西隅を占め、礎石建物 SB5970、掘立柱建物 SB5971• 5972が重複して検出された。構

築順は下層の床面積約 32m2を測る SB5971、床面積約 53面を測る SB5972を構築した後、上層の床面積 177可

を測る大型礎石建物 SB5970を構築したと考える。周辺で士蔵と有力視される SB5973、井戸 SE5989• 5962、
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2. 八地谷）11北岸（第 113• 118 ・ 128次調査）

石積施設 SF5964を付属施設として検出した。

第V1区域では掘立柱建物 SB5904を中心として井戸 SE585l • 5866、道路 SS5860などの付属施設を検出した。

遺物を含む士坑や小穴は SB5904の南東側に集中していた。

第VII区域は最上段に位置し、区域の中央付近で火葬骨を含む焼士が充填した土坑が集中して検出され、北

側の第VI区域との境となる S.T45付近で大量の笏谷石製の石塔を検出し、八地谷川の川上が墓域であったこ

とが明らかになった。

第 128次調査【城戸ノ内Ill]字八地】 下層面では掘立柱建物、区画溝が検出された。 12世紀代の高麗青磁梅瓶

も出士し、寺院関連の施設が存在した可能性は濃厚になった。今後の調査に注意が必要とされる。
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写真図版



第63次調査 城戸ノ内町字木蔵 PL. 1 

、.，.1 _ 
(3) BトレンチSA4926、SS260（南束から） （4)同（南から） （5)同SD4816、SS260（南束から） （6) I司（南から）



PL. 2 第63次調査 城戸ノ内町字木蔵

(1) BトレンチSD5043、SE5046（南西から）

(2) l11JSD4810、SA4926（南カヽ ら）（3) l• 1lSE5047 （ 南西から ） （4)同SE5047（北西から）



第63次調査 城戸ノ内町字木蔵 PL. 3 

(1) CトレンチSD5043（南から） (2) I司（北匹から） (3)同（西から）

(4) DトレンチSD5042（南東から）



第63次調査城戸ノ内町字木蔵

(1) DトレンチSD5042（北束から） （2) Eトレンチ （南西か ら） （3) EトレンチSK5357（北東か ら）

(4) FトレンチSD5042（北jJ月から）



第63次調査 城戸ノ内町字木蔵 PL. 5 

(l) FトレンチSD5042（南束から）

2 

-"“鳩'“(2) M（北東から） （3) I司（南西から） （4)同SK5355（南西から）



PL. 6 第112次調査 城戸ノ内町字雲正寺

(l)第112次調介lメ．．辿娯（北I)りから）

(2) 1,,j辿屎（南から）



第112次調査 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 7 

(1)第112次調査区辿批（北束から）

(2) I石］辿構全屎（南から）



PL. 8 第112次調査城戸ノ内町字雲正寺

(2) |II]辿構全屎（北束から）



第112次調査第 I区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 9 

(1) SV5063付近石灯龍213・ 214（北東から） （2)石灯籠214（南から） （3)石灯籠213（北から）

(4) SV4904（南束から） （5) SI4910（東から） （6)同（南東から） （7)同（北西から）



PL. 10 第112次調査第 I区域 城戸ノ内町字雲正寺

(1) SX5069、SF5055、SD5044・ 5045 ・ 5073（西から）

(2)同（北束から）



第112次調査第 I区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 11 

；ニー— —-

(1) SX5069（倖iP恥から） （2-) SX5075（北西から） （3) SB5036、SE5049（北西から） （4) SF5053 ・ 5054、SE5048（北西から）

(5) SF5053 ・ 5054（南束から） （6) SE5048（南束から） （7) SE5049（南から）



PL. 12 第112次調査第Il区域 城戸ノ内町字雲正寺

(2) [,jj辿構令屎（南東から）



第112次調査第Il~v区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 13 

(l) SB5034(」ヒ1)りカヽ ら） (2) S£5046 (1y,jj74カヽら）

(3)第III・ IV区域辿構全屈（南束から）



PL. 14 第112次調査第m区域 城戸ノ内町字雲正寺

(1) SS5059（南東から）



第112次調査第皿 • V区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 15 

(1) SK5057（南東から） (2) SD5040出上珠状鉄製品197（北束から）

(3)第V区域辿構全屎（北束から） （4)同辿構全景（南西から）



PL. 16 第112次調査第V区域 城戸ノ内町字雲正寺

(1) SS260、SI4909、SX5065、SF5050、SV4902、SD5038・ 5039、SZ5070（ルしから）

(2) |nl（南束から）



第112次調査第V ・VI・VIII区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 17 

(1) SI4909（南束から） （2) SF5050（南東から） （3) SD5038、SX5065、SS260（南西から）



第112次調査第VI・ VIII区域 城戸ノ内町字雲正....—

(l) SD5041 ・ 5042（1t11}りカヽら）

(2) SD5039（南から） （3) SS5059（南束から） （4) SS5060（北から） （5) SD5042（南束から）



第112調査第圃区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 19 

(1) SD5042（束から） (2)同（南東から）
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(3) SX5360（南東から）



PL. 20 第112調査第VI・ VIII区域 城戸ノ内町字雲正寺

(l) SS5060 ・ SD504 l ・ 5042 ( 」 t~{ ヵヽら ）

(2) SS5060(」ヒVりカヽら）



第114次調査 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 21 

(1)第114次調究区遠屎（南から）

(2)同遠訊（南束から）



PL. 22 第114次調査 城戸ノ内町字雲正寺

(1)第112・ 114次調介区逍構全屎（南西か ら）



第114次調査 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 23 

薇天
`m心.:...、羞．『ヽ 也心~::,;._—

(1)第114次調在区北側辿構全娯（北西から）



PL. 24 第114次調査第VI区域 城戸ノ内町字雲正寺

(l)八地谷川、 SD5073、SV5063（北l）りか ら）



第114次調査第VI区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 25 

(l) SB5337、SK5344~5352、SE5333・ 5354 ・ 5355（北l）月から）

(2) !nJ（南西から） （3) SE5354（南束から） （4) SE5355（南束から）
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第114次調査第VI区域 城戸ノ内町字雲正寺
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(1) SB5035(」ヒ1}りカヽら）
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(2) SE5333（机研ら） （3) SE5324（南東から） （4) SB5325（北西から） （5) SB5304 ・ 5311（西から）



第114次調査第VII区域 城戸ノ内町字雲正寺
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(1) SB5296、SK5291、SS5272、SD5271 ~5273(』tP且カヽ ら）

(2) SB5296 (jJqヵヽら） 羞：立—’(3) SK5291（南西から） (4) SK5291出上越前焼揺鉢96（西から） （5) I司出土石盤212（西から）
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(1) SK5236(」ヒ叶↓・カヽら ） (2) SK5236/I¥ I:越りij焼壺99（北束から ）

.~ ；・｀濾噴訟冒""“i,h11 戸•
(3) SS5272、SD5271・ 5273（沖II}り7から）



第114次調査第VII区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 29 

(1) SB5255（北束から）
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(2) SF5076（北東から） （3) SX5239（南から） （4) SF5218（南西から） （5) SE5225（北束から）



PL. 30 第114次調査第VI[区域 城戸ノ内町字雲正寺

(l)第VIII区域辿構全屎（北西から）
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 し |
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ク
4. •‘.) · • 

(2) [,ij辿梢令訊（東から）



第114次調査第VI[区域 城戸ノ内町字雲正寺

j..．... ？ 

. --_._ __ 、 ． ..... -．· — .,..,- n ......II'-. .. ， 、'＂ “·.ー：

(1) SS5185（西から） （2) SE5184（南西から） （3) SA5196（北束から）

(4) SB5191 ・ 5164 ・ 5165、SA5191、SD5042(」じ束から）

PL. 31 



PL. 32 第114次調査第VllI区域 城戸ノ内町字雲正寺

(1) SB5191(」｛カヽ ら） (2) SB5165(」ヒ仇わから）

(3) S85165 ・ 5191、SK5173、SA5196、SD5176（南束か ら）

(4) S85166、SK5173、SD5175~5177（束から）



第114次調査第VIlI・ IX区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 33 

(1) S85166、SK5173、SD5176（南西から）



PL. 34 第114次調査第IX区域 城戸ノ内町字雲正寺

．
 

(1) SB5200(1＊砂｛カヽ ら）

Z 

_, ,. ~ "'.、

(2) SX5199（北束か ら） （3) SE5198（束から） （4) SD5163（南束から） （5) SE5161、SX5160（南束から）



第137次調査 城戸ノ内町字木蔵 ・斉藤 PL. 35 

(1)第137次調在区遠屈（東から）

(2) I司辿屈（南から）



PL. 36 第137次調査 城戸ノ内町字木蔵 ・斉藤

(2) 1,,j辿屎（束から）



第137・ 143次調査 城戸ノ内町字木蔵 ・斉藤 PL. 37 

-5 

(1)第137次Aトレンチ （北西から） （2)同（南東か ら） （3) I司SA6802（南西か ら）

(4)第143次4トレンチSA6802断而（北西から） （5)第143次3トレンチ、第137次AトレンチSD4798（南束か ら）



PL. 38 

(l) 3トレンチSD4798（南束から）

z 
ぷ、 守 9苦
(3) lトレンチ、第137次AトレンチSD4797（北両から）

(5) 2トレンチ （北西から）

第143次調査 城戸ノ内町字木蔵 ・斉藤

(2 ) 同 （北 I•国から ）

lトレンチC-C罰位（南束から）



第137次調査 城戸ノ内町字木蔵 ・斉藤 PL. 39 

(1) B-① トレンチSV6806（南東から） （2)同（南東から） （3) B-② トレンチSV6806（北東から）

(4) B-③ トレンチSV6806（南西から） （5) B-④ トレンチSD6805（南東から） （6)同SV6812（南東から）
（7¥同 （サ ～lliナヽ 仁 ＼ （Q＼ R＿r4¥ I-Iノ ／`千QKhRO7（苺fThから ＼



PL. 40 第137次調査 城戸ノ内町字木蔵 ・斉藤
ーな rい内嗅攣9999L,9」1.［＇?々ーヤ 9

(l) C トレンチ水 IIMij•I i （北束から ） （2） |Iij（北l1りから） （3) DトレンチSE6806(|！りから） （4) Eトレンチ （南束から）

.(>.・・ • 

...._ --.. 
(5) Fトレ ンチSF6810、SV6809（北から） （6) l11JSF68l0（南束から） （7) GトレンチS26811（北西から）



第113次調査 城戸ノ内町字木蔵 ・雲正寺 PL. 41 

(1)第113次調査区辿屎（南から）

(2) lnJ辿似（北西から）



PL. 42 第113次調査 城戸ノ内町字木蔵 ・雲正寺

(1)第113次調在区辿屎（南束から）

(2) 1,i]辿娯（北束から）



第113次調査 第 I・ II区域城戸ノ内町字木蔵 ・雲正寺 PL. 43 



PL. 44 第113次調査第 I区域 城戸ノ内町字木蔵 ・雲正寺

(1) SA5095(1旬西カヽ ら） （2） |dl （北束から） (3) S15140（北西から）

(4) S05096(1ti1J4ヵヽら） (5)同（北東から）



第113次調査第 I区域 城戸ノ内町字木蔵 ・雲正寺

(1) SA5092、S05127、S25126（北束から） （2) S25126（北東から） （3) S85118 ・ 5119（北両から）

(4) S05124（南束から） （5)同（北西から）

PL. 45 



PL. 46 第113次調査第II区域 城戸ノ内町字木蔵 ・雲正寺

4' 
-｀轟“帽↑贔ふ論幽9コ編『此rm,n,^ f 1『mわ〒m"'7肇幽疇.:.;.ふふJダ 立 の 一 ，

(l) SK5100（南束か ら） （2） |Ii]（南束から） （3) SF5110（南東か ら） （4) SF5097（北束か ら） （5) SE5lll（南束か ら）

(6) SE5099（南束から） （7) SE5098（東か ら） （8) SX5112（北東か ら）



第113次調査第II.皿区域 城戸ノ内町字木蔵 ・雲正寺 PL. 47 

(1) SX5112 ・ 5113（東から）

(2)第皿区域辿構全梨（南東から）



PL. 48 第113次調査第皿区域 城戸ノ内町字木蔵 ・雲正寺

臼a‘̀ ―̀”‘心 一"-膚置“'“・心曹ア誓・-r99渾副5町頂—”"．i|
(l) SA5094、SS2952、SA5130・ 5136（北束から） （2),,,]（南西から） （3) SZ5131（南東から） （4) S15135（南東から）

(5) S15137（南束から） （6) SA5138、SS5090（南西から）



第118次調査 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 49 

(1)第ll8次調在区遠娯（北から）



PL. 50 第118次調査 城戸ノ内町字雲正寺

(2) 1,.-1辿娯（北から）



第118次調査第V ・ VI区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 51 
• .^: ・,... 

(2)第V ・VI区域辿構全屎（南西から）



PL. 52 第118次調査第N・V区域 城戸ノ内町字雲正寺
4 -．＿ ＿ ＿ ＿ ,—』

. ~- ' 
(l) SD5992（南東から） （2)同（北束から） （3) SD5991 ~5993（南束から）

(4) SS5994、SD599l~5993（北束か ら） (5) SD5996 ・ 5999、SS5994、SF6000（南机わから）



第118次調査第W~VI区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 53 
‘,.. 

(l) SF6000、SS6002（北西から） （2) SF6000（南束から） （3) SE5989（北から） （4) SE5998（南から）

(5) SB5997、SD5996（南西から）



PL. 54 第118次調査第V区域 城戸ノ内町字雲正寺
っr

ー： 一

(l) SB5972 ・ 5973（北束か ら）

(2) SB5970 ・ 5972（南西か ら）



第118次調査第V区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 55 
9-，'：9ー・,- ．． 9 9 9, 9 - - , —• 

、---- - • - -̀  

(l) SB5973、SX5983（北東から） （2) SS5988（北束から） （3) SB6019（南西から）

(4) SF5964（北束から）



PL. 56 第118次調査第VI区域 城戸ノ内町字雲正寺

(1)第VI区域辿構全屎（南束から）

(2) 1,il辿構全屎（北束から）



第118次調査第VI区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 57 

(1) SD5850(」ヒ束から） （2) SD5853（北東から）

(3) SS5860、SX5857、SD5869、SK6014・ 6015（北西から） （4) SE5851（北東から） （5) SE5866（南から）



PL. 58 第118次調査第VI・ VII区域 城戸ノ内町字雲正寺

(1) SK5974（西から） （2) SK6015（南から） （3) SK6018（北束から） （4)釉裏紅238

(5) SV5907 ・ 5908（南束から）



第118次調査第V1I区域 城戸ノ内町字雲正寺 PL. 59 

(1) R-T46表上出土石塔類

(2) R-T46表土出土石塔類（南束から）



PL. 60 第118次調査第VII区域 城戸ノ内町字雲正寺

ヽ

i奮贔— -- - h, 

l)第VII区域北側辿構令姻（南西か ら） (2) SK5943~5950（南東か ら） (3) l11J(」闊［カ らヽ）

； 
It‘9 -,ニr と̂．土 •, .. 
(4) SV5908 （ 怜i~~ ヵヽ ら） (5) /ri] (~£カヽら ） （6）C-C’l,;-1位（北束から） (7) SS5909（北西か ら）



第128次調査 城戸ノ内町字八地 PL. 61 

(1)調介前風批（北から） （2） |dl（南西から） （3)上陪Ihi検出状況（東から）

(4)上｝名面辿構全屎（南から） （5)中｝曽面検叫犬況（西から） （6)中｝杓面辿構全訊（西から）



PL. 62 第128次調壺 城戸ノ内町字八地

(l)ド／悦面辿構全屎（西から） (2) SD6314（束から）

(3) S06314/I,1 1-. Ilf磁梅瓶66（北l｝りから） （4) S06312/l'，じJ;JI147（東から） （5) C4付近II'， J→・上器（北西から）

(6) /1i]（北西から）



第63次調査 包含層出土土器、追構出土土器 PL. 63 
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11 

第112次調査 包含層出土土器

17 
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33 
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42 

41 



PL. 64 第112次調査 包含層出土土器、追構出土土器

76 

72 

84 85 

84 

82 

73 83 

(1 ) 包含 I'~111'1 |'・上器

108 

97 

101 

(2) SV5063/I'， t t器 (3) SX5074/J'，_t |．．器

121 

110 122 129 

(4) SE50461'l¥ L J:器§ (5) S85034 /l¥ I~ l̂］揺



第112次調査遺構出土土器 PL. 65 

．． 139 

6
 

↑42 

(1) SS5059出七上器

154 

(3) SD50401LI¥+．上器

154 

144 
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PL. 66 第112次調査 追構出土土器、金属製品、土製品、石仏、 石製品
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第112次調査 石塔、銭貨、その他の遺物 PL. 67 
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PL. 68 第114次調査 包含層出土土器、遺構出土土器
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第114次調査遺構出土土器 PL. 69 
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PL. 70 第114次調査 遺構出土土器、金属製品、土製品、石製品
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第114次調査石製品、木製品 PL. 71 
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PL. 72 第113次調査 包含層出土土器
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第113次調査 包含層出土土器、遺構出土土器 PL. 73 
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PL. 74 第113次調査辿構出 器
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第113次調査 金属製品、土製品、木製品、石製品 PL. 75 
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PL. 76 第113次調査 石製品、石塔、その他の遺物、銭貨
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第118次調査 包含層出土土器 PL. 77 
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PL. 78 第118次調査 包含層出土土器
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第118次調査 包含層出土土器、遺構出土土器 PL. 79 
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PL. 80 第118次調査遺構出土土器
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第118次調査 遺構出土土器、土製品、金属製品 PL. 81 
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PL. 82 第118次調査石製品
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第118次調査石製品 PL. 83 
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PL. 84 第118次調査石製品
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第118次調査 石塔 PL. 85 
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PL. 86 第118次調査 木製品
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第118次調査銭貨、その他の遺物 PL. 87 
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PL. 88 第128次調査 包含層出土土器、金属製品、土製品、石製品、その他の追物
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報告書抄録

ふりがな とくべつしせき いちじょうだにあさくらしいせきはっくっちょうさほうこく

壽 名 特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告 21

副 幸白 名 第 63• 112 • 113 • 114 • 118 • 128 • 137 • 143次発掘調査

シリーズ番号 21 

編著者名 鈴木篤英

編集機関 福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館

所 在 地 〒910-2152 福井県福井市安波賀町 4-10 TEL. 0776-41-2301 

発行年月日 令和 5年 3月 29日

ふりがな コード
調査地区 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

福ふく井いけ県ん福ふく井い市し城きど戸のうノち内ちょ町う 36度 136度
19881202~ 環境整備に伴う

第 63次 あ字ざ木きぐ蔵ら 18210 史ー31 00分 29分
19881219 

200面
発掘調査

10秒 39秒

福ふく井いけ県ん福ふく井い市し城きど戸のうノち内ちと町う 36度 136度
20010402~ 

第 112次 字あざ雲うん正しt寺うじ ＂ 
II 00分 29分 2,000面 ＂ 08秒 39秒

20011227 

福ふく井いけ県ん福ふく井い市し城きど戸のうノち内ちょ町う 36度 136度
20030701~ 

第 114次 00分 29分 1,700面 II 
字あざ雲うん正しと寺うじ ＂ ＂ 20031225 

11秒 38秒

福ふく井いけ県ん福ふく井い市し城きど戸のうノち内ちょ町う 36度 136度
20120507~ 

第 137次 あ字ざ木きぐ蔵ら ・ 斉さい藤とう
II 

＂ 00分 29分 300面 ＂ 06秒 42秒
20120608 

福ふく井いけ県ん福ふく井い市し城きど戸のうノち内ちt町う 36度 136度
20130606~ 

第 143次 00分 29分 30面 ＂ 字あざ木きぐ蔵ら ・斉ヤい藤とう ＂ ＂ 20130719 
03秒 41秒

福ふく井いけ県ん福ふく井い市し城きど戸のうノち内ちょ町う 36度 136度
20020402~ 

第 113次 00分 29分 1, 700面 ＂ 字あざきぐら うんL):寺うじ ＂ 
II 

20021225 木蔵・雲正 15秒 44秒

福ふく井いけ県ん福ふく井い市し城きど戸のうノち内ちょ町う 36度 136度
20050401~ 

第 118次 59分 17分 3,000面 ＂ あ字ざ雲うん正しょ寺うじ
II 

＂ 20060331 
37秒 44秒

福ふく井いけ県ん福ふく井し、市し城きど戸のうノち内ちt町う l 36度 136度
200808515~ 

第 128次 00分 29分 120 rrf ＂ あr子4ざ→ やち ＂ ＂ 20080702 
八地 22秒 27秒

調究地区 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

八地谷｝1|南岸 A~Fトレンチ

第 63次 屋敷跡 室町・戦国 道路 l、溝 l、井戸 1、士坑 l 越前焼、士師器皿、青磁、砥石、 概報：『特別史跡一乗谷朝倉

15 ・ 16世紀 板石 氏遺跡』 xx 一昭和 63年度

発掘調査整備事業概報福井

県立朝倉氏遺跡資料館 1989
年3月

概報：『特別史跡一乗谷朝倉

氏遺跡』 33 平成 13年度発

掘調査環境整備事業概報

同 2002年3月

八地谷川南岸 第 I区域区画 I
第 112次 ＂ ＂ 士星石垣 1、門 l、暗渠 1、炉 2、 越前焼、士師器皿、鉄釉、灰釉、 概報：『特別史跡一乗谷朝倉

石積施設 3、掘立柱建物 l、溝 3、 瓦質土器、青磁、踪形青磁瓶、白 氏遺跡』 35一平成 15年度発

上坑 l、井戸 2 磁、染付、小柄、五徳、環状鉄製 掘調査・環境整備事業概報

第11区域区画1I 品、士錘、土製円盤、碁石、石仏、 福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資

礎石建物 l、石積施設 1、井戸 1、 板石、石灯籠、銭貨、縄文土器 料館 2004年3

石列 l



調査地区 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

八地谷川南岸 第1II区域区画1II
第 112次 ＂ ＂ 道路 1、溝 3、井戸 1、埋甕遺構 1、 ＂ ＂ 礎石建物 1

第w区域区画w
礎石建物 l、石積施設 1、炉 l
第V区域区画v
門 l、石積施設 1、溝 1、礎石建物 1、
掘立柱建物 l、庭 l、石敷遺構 l、
炉 l
第VI区域区画VI
道路 1、石列 1、士坑 l
第渭区域区画w
溝 2

八地谷川南岸 第V1区域区画VI
第 114次 溝 1、土坑 3、掘立柱建物 5、井戸 4 越前焼、土師器皿、鉄釉、灰釉、 概報：『特別史跡一乗谷朝倉

第＂区域区画 VI 瓦質士器、青磁、白磁、染付、鉄 氏遺跡』 35一平成 15年度発

掘立柱建物 3、土坑 2、道路 l、溝 2、 釘、火箸、飾金具、銅板、士製円盤、 掘調査・環境整備事業概報

石積施設 2、カマド 1、井戸 1 石硯、砥石、碁石、バンドコ、石 福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資

第渭区域区画VII 盤、漆器椀、面、木簡、ヘラ、小 料館 2004年 3月

道路 l、井戸 l、土塁石垣 2、門 1、 型曲物、桶、土師器、須恵器

掘立柱建物 3、石列 1、溝 3、礎

石建物 l、埋甕遺構 l、土坑 l
第1X区域区画VIII
掘立柱建物 l、カマド 1、井戸 2、
上塁石垣 1、溝 l、石敷遺構 l

八地谷川南岸 ＂ ＂ A~Gトレンチ
第 137次 士塁石垣 2、溝 1 越前焼、土師器皿、羽釜、灰釉、 概報：『特別史跡一乗谷朝倉

青磁、白磁、鉄釘、庖丁、バンド 氏遺跡』 34 平成 14年度発

コ、石臼、茶臼、銭貨 掘調査環境整備事業概報 同

2003年 3月

八地谷川南岸 ＂ ＂ 1 ~ 3トレンチ
第 143次 士塁石垣 l、士坑 l 越前焼、土師器皿、青磁、白磁、 概報：『特別史跡一乗谷朝倉

染付、鉄釘 氏遺跡』 44 平成 25年度発

掘調査・環境整備事業概報

福井県教育庁埋蔵文化財調査

センター 2015年 3月

八地谷川北岸 第 I区域区画 I
第 113次 礎石建物 6、道路 l、士塁石垣 3、 越前焼、越前焼花生、備前焼角杯、 概報：『特別史跡一乗谷朝倉

門 1、溝 3、暗渠 l 士師器皿、羽釜、鉄釉、灰釉、瓦 氏遺跡』 34 平成 14年度発

第II区域区画 I 質土器、青磁、白磁、染付、朝鮮 掘調査環境整備事業概報 同

埋甕遺構 1、石積施設 2、井戸 3、 陶器、鉄釘、士錘、士製円盤、桶、 2005年 3月

士坑 1、石列 2、 上塁石垣 1、道 杓子、ヘラ、箸、下駄、横槌、石

路 l 硯、砥石、碁石、バンドコ、炉壇

第111区域区画1I 石、石臼、茶臼、石臼、組合式五

道路 l、上塁石垣 3、暗渠 1、門 2、 輪塔火輪、舟形双五輪塔、舟形五

井戸 1 輪塔、土師器、須恵器、銭貨

第1V区域区画III
溝 l、石垣 l

八地谷）1|北岸 ＂ 
II 第1V区域区画m

第 118次 溝 4、石積施設 l 越前焼、越前焼花生、備前焼花入、 概報：『特別史跡一乗谷朝倉

第V区域区画IV 土師器皿、土師器甕、羽釜、鉄釉、 氏遺跡』 36 平成 17年度発

道路 4、石列 2、 門 l、溝 2、礎 灰釉、灰釉鳥形水滴、瓦質土器、 掘調査・環境整備事業概報

石建物 2、掘立柱建物 3、石積施 青磁、青磁踪形瓶、青磁酒会壺、 福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資

設 1、井戸 2 青磁壺、白磁、染付、釉裏紅水注、 料館 2006年 3月

第VI区域区画1I 朝鮮陶器、士錘、土製円盤、上人

礎石建物 l、井戸 3、掘立柱建物 1、 形、土鈴、五徳、鉄釘、峠、飾金具、

溝 4、道路 1、石列 3、土坑 3 足金具、弾丸、小柄、銅鏡、紅皿、

第VII区域区画v 燭台、砥金具、鍵、扉金具、石盤、

火葬墓 8、石垣 l、道路 l 石硯、砥石、碁石、バンドコ、風炉、

石鉢、石盤、炉壇石、石臼、茶臼、

石臼、花立、石灯籠、板石、石製

井戸枠、一石五輪塔、宝筐印塔、

舟形双五輪塔、舟形五輪塔、漆器、

桶、木製釣瓶、枠材、銭貨

八地谷）1|北岸

第 128次 ＂ ＂ 礎石建物、溝 越前焼、土師器皿、士師器甕、鉄釉、 概報：『特別史跡一乗谷朝倉

灰釉、青磁、青磁梅瓶、白磁、染 氏遺跡』 39 平成 20年度発

付、鉄釘、弾丸、羽口、砥石、石 掘調査・環境整備事業概報

盤、碁石、銭貨、石器 同 2009年 3月
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